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12023学生要覧

４月 日 月 火 水 木 金 土
（2022年度後期成績通知：3月末）
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※1 　　AA面談：アカデミック・アドバイザー面談

※2 　　「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」「卒業プロジェクト」

※3 　　「修士論文」「修了レポート」「修士研究・修士副論文」

は授業実施日

　2023年1月現在。変更が生じた場合は、随時FerrisPassport掲示にてお知らせいたします。

２２００２２３３年年度度学学事事日日程程カカレレンンダダーー

前　期

5/12　卒業論文等※2題目届提出期限（9月卒業予定者）

　　　 【院】修士論文等※3題目届提出期限（9月修了予定者）

5/31  避難訓練（緑園・山手）

4/1　入学式
4/3　履修相談（在学生）
4/3～7　オリエンテーション期間
4/3～5　健康診断

4/4　AA面談※1

4/5　履修相談（新入生）
4/4～7　履修登録期間①
4/6　学外オリエンテーション
4/10～11　履修登録期間①追加募集
4/11～19　履修登録期間②
4/12　前期授業開始

6/1　創立記念日、授業実施日

6/9　【院】博士学位申請論文提出資格確認願提出期限

6/15～19　前期集中講義履修登録期間①

6/21、22　前期集中講義履修登録期間②
6/22　キリスト教講演会（昼休み）

7/3　前期第14週試験時間割・レポート試験発表

7/3、4　卒業論文等※2提出日（9月卒業予定者）

7/3～5　【院】修士論文等※3提出期間（9月修了予定者）
7/3～20　英語プレイスメント・テスト実施期間（第1回）
7/8　学部補講日
7/10　前期第15週試験時間割発表
7/17　授業実施日
7/17～21　第14週試験
7/22　学部補講日
7/24～28　第15週試験
7/28　【学部】授業終了
7/29　【院】授業終了
7/29、31、8/7　PA発表会
　　　　 【院】修士学位審査研究発表・演奏会
　　　　 （9月修了予定者）（音楽）
7/31～9/13　夏季休業
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８月 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
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13 14 15 16 17 18 19
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27 28 29 30 31

９月 日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9 9/8 　9月卒業・修了者発表、成績通知（1～4年次）
9/15　9月卒業再試験日

９月 日 月 火 水 木 金 土

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

１０月 日 月 火 水 木 金 土
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１１月 日 月 火 水 木 金 土
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※1 　　AA面談：アカデミック・アドバイザー面談

※2 　　「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」「卒業プロジェクト」

※3 　　緑園キャンパス入構禁止：入試のため

※4 　　「修士論文」「修了レポート」「修士研究・修士副論文」

は授業実施日

　2023年1月現在。変更が生じた場合は、随時FerrisPassport掲示にてお知らせいたします。

9/14　AA面談※1（午前）、履修相談日（午後）
9/15～19　履修登録期間①
9/16　【院】後期授業開始
9/22～23　履修登録期間①追加募集
9/23　【院】授業実施日
9/23～10/2　履修登録期間②
9/25　【学部】後期授業開始
9/27　9月学位授与式

10/9　授業実施日

10/13　卒業論文等※2題目届提出期限

10/13  【院】修士研究・修士副論文※4題目届提出期限（音楽）

10/14　緑園入構禁止※3

10/19　避難訓練（緑園・山手）

11/1　キリスト教講演会（3限）、学部補講日、【院】みなし土曜授業日

11/2 　【院】修士論文・修了レポート※4題目届提出期限（人文・国際）
11/2～5　大学祭期間（全学休講）
11/3、4　大学祭
11/16～20　後期集中講義履修登録期間①

11/18　緑園キャンパス入構禁止
※3

11/22、23　後期集中講義履修登録期間②
11/23　授業実施日
11/25　学部補講日

後　期

8/1～5　前期集中講義期間（第1ターム）

8/21、22　サマーリトリート

8/23、24　追試験

8/25、28～31　前期集中講義期間（第2ターム）

１２月 日 月 火 水 木 金 土
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31

※1 　　「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」「卒業プロジェクト」

※2 　　緑園キャンパス入構禁止：入試のため

※3 　　「修士論文」「修了レポート」「修士研究・修士副論文」

は授業実施日

　2023年1月現在。変更が生じた場合は、随時FerrisPassport掲示にてお知らせいたします。

2月上～中旬　【院】最終試験期間
2/1、10　PA発表会
2/2、5～8　後期集中講義期間（第1ターム）
2/5～7　【院】修士学位審査研究発表・演奏会（音楽）
2/9　 追試験日（4年次）

2/13、14　緑園キャンパス入構禁止
※2

2/26　卒業・修了者発表（博士後期以外）

3/1、2　緑園キャンパス入構禁止※2

3/4、5　追試験（1～3年次）
3/5　卒業再試験（4年次）
3/6～9、11　後期集中講義期間（第2ターム）
3/11　修了者発表（博士後期）
3/21、22　卒業礼拝・学位授与式

（2023年度後期成績通知：3月末）
（2024年度入学式：4/1）

12/4～6　【院】修士研究・修士副論文※3提出期間（音楽）
12/11　後期第14週試験時間割・レポート試験発表

12/11、12　卒業論文等
※1

提出日
12/11～15　【院】博士学位申請論文提出期間
12/12　学部補講日（午前）、クリスマス礼拝（午後休講）

12/18　後期第15週試験時間割発表
12/25～1/4　冬季休業

1/5　授業再開
1/9～11　【院】修士論文・修了レポート提出期間（人文・国際）
1/11　【院】博士学位申請論文提出資格確認願提出期限
　　　　 （次年度9月修了予定者）

1/12～14　緑園キャンパス入構禁止※2

1/15～19　第14週試験
1/20　学部補講日
1/22～25、30　第15週試験
1/22～2/5　英語プレイスメント・テスト実施期間（第2回）

1/26～28　緑園キャンパス入構禁止※2

1/29　全学休講
1/30　みなし金曜授業日、授業終了
1/31、2/1、10　PA発表会
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※1 　　AA面談：アカデミック・アドバイザー面談

※2 　　「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」「卒業プロジェクト」

※3 　　緑園キャンパス入構禁止：入試のため

※4 　　「修士論文」「修了レポート」「修士研究・修士副論文」

は授業実施日

　2023年1月現在。変更が生じた場合は、随時FerrisPassport掲示にてお知らせいたします。

9/14　AA面談※1（午前）、履修相談日（午後）
9/15～19　履修登録期間①
9/16　【院】後期授業開始
9/22～23　履修登録期間①追加募集
9/23　【院】授業実施日
9/23～10/2　履修登録期間②
9/25　【学部】後期授業開始
9/27　9月学位授与式

10/9　授業実施日

10/13　卒業論文等※2題目届提出期限

10/13  【院】修士研究・修士副論文※4題目届提出期限（音楽）

10/14　緑園入構禁止※3

10/19　避難訓練（緑園・山手）

11/1　キリスト教講演会（3限）、学部補講日、【院】みなし土曜授業日

11/2 　【院】修士論文・修了レポート※4題目届提出期限（人文・国際）
11/2～5　大学祭期間（全学休講）
11/3、4　大学祭
11/16～20　後期集中講義履修登録期間①

11/18　緑園キャンパス入構禁止
※3

11/22、23　後期集中講義履修登録期間②
11/23　授業実施日
11/25　学部補講日

後　期

8/1～5　前期集中講義期間（第1ターム）

8/21、22　サマーリトリート

8/23、24　追試験

8/25、28～31　前期集中講義期間（第2ターム）
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※1 　　「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」「卒業プロジェクト」

※2 　　緑園キャンパス入構禁止：入試のため

※3 　　「修士論文」「修了レポート」「修士研究・修士副論文」

は授業実施日

　2023年1月現在。変更が生じた場合は、随時FerrisPassport掲示にてお知らせいたします。

2月上～中旬　【院】最終試験期間
2/1、10　PA発表会
2/2、5～8　後期集中講義期間（第1ターム）
2/5～7　【院】修士学位審査研究発表・演奏会（音楽）
2/9　 追試験日（4年次）

2/13、14　緑園キャンパス入構禁止
※2

2/26　卒業・修了者発表（博士後期以外）

3/1、2　緑園キャンパス入構禁止※2

3/4、5　追試験（1～3年次）
3/5　卒業再試験（4年次）
3/6～9、11　後期集中講義期間（第2ターム）
3/11　修了者発表（博士後期）
3/21、22　卒業礼拝・学位授与式

（2023年度後期成績通知：3月末）
（2024年度入学式：4/1）

12/4～6　【院】修士研究・修士副論文※3提出期間（音楽）
12/11　後期第14週試験時間割・レポート試験発表

12/11、12　卒業論文等
※1

提出日
12/11～15　【院】博士学位申請論文提出期間
12/12　学部補講日（午前）、クリスマス礼拝（午後休講）

12/18　後期第15週試験時間割発表
12/25～1/4　冬季休業

1/5　授業再開
1/9～11　【院】修士論文・修了レポート提出期間（人文・国際）
1/11　【院】博士学位申請論文提出資格確認願提出期限
　　　　 （次年度9月修了予定者）

1/12～14　緑園キャンパス入構禁止※2

1/15～19　第14週試験
1/20　学部補講日
1/22～25、30　第15週試験
1/22～2/5　英語プレイスメント・テスト実施期間（第2回）

1/26～28　緑園キャンパス入構禁止※2

1/29　全学休講
1/30　みなし金曜授業日、授業終了
1/31、2/1、10　PA発表会
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２０２３年度授業日一覧

の休日は授業開講日

月（Mon.） 火（Tue.） 水（Wed.） 木（Thu.） 金（Fri.） 土（Sat.）

第1回 4月17日 4月18日 4月12日 4月13日 4月14日 4月15日

第2回 4月24日 4月25日 4月19日 4月20日 4月21日 4月22日

第3回 5月1日 5月2日 4月26日 4月27日 4月28日 5月6日

第4回 5月8日 5月9日 5月10日 5月11日 5月12日 5月13日

第5回 5月15日 5月16日 5月17日 5月18日 5月19日 5月20日

第6回 5月22日 5月23日 5月24日 5月25日 5月26日 5月27日

第7回 5月29日 5月30日 5月31日 6月1日 6月2日 6月3日

第8回 6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日

第9回 6月12日 6月13日 6月14日 6月15日 6月16日 6月17日

第10回 6月19日 6月20日 6月21日 6月22日 6月23日 6月24日

第11回 6月26日 6月27日 6月28日 6月29日 6月30日 7月1日

第12回 7月3日 7月4日 7月5日 7月6日 7月7日 7月8日

第13回 7月10日 7月11日 7月12日 7月13日 7月14日 7月15日

第14回 7月17日 7月18日 7月19日 7月20日 7月21日 7月22日

第15回 7月24日 7月25日 7月26日 7月27日 7月28日 7月29日

月（Mon.） 火（Tue.） 水（Wed.） 木（Thu.） 金（Fri.） 土（Sat.）

第1回 9月25日 9月26日 9月27日 9月28日 9月29日 9月16日

第2回 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日 10月6日 9月23日

第3回 10月9日 10月10日 10月11日 10月12日 10月13日 9月30日

第4回 10月16日 10月17日 10月18日 10月19日 10月20日 10月7日

第5回 10月23日 10月24日 10月25日 10月26日 10月27日 10月21日

第6回 10月30日 10月31日 11月8日 11月9日 11月10日 10月28日

第7回 11月6日 11月7日 11月15日 11月16日 11月17日 11月1日
みなし土曜日

第8回 11月13日 11月14日 11月22日 11月23日 11月24日 11月11日

第9回 11月20日 11月21日 11月29日 11月30日 12月1日 11月25日

第10回 11月27日 11月28日 12月6日 12月7日 12月8日 12月2日

第11回 12月4日 12月5日 12月13日 12月14日 12月15日 12月9日

第12回 12月11日 12月19日 12月20日 12月21日 12月22日 12月16日

第13回 12月18日 1月9日 1月10日 1月11日 1月5日 12月23日

第14回 1月15日 1月16日 1月17日 1月18日 1月19日 1月6日

第15回 1月22日 1月23日 1月24日 1月25日 1月30日
みなし金曜日

1月20日

2024年

【前　期】

2023年

【後　期】

2023年
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２０２３年度手続きスケジュール （２０２３／４／１～２０２４／３／３１）

手続窓口：特別の指定がない限り、教務課・山手事務室となります。
手続時間：特別の指定がない限り、各課室の開室時間となります。

種別 参照ページ 手続き 期間・期限 手続窓口 備考

履修

21 全般（履修登録、履修者選抜科目受付、訂正等） ― ― 参照ページで確認

21 【前期】集中講義履修登録 6/15～6/22 FerrisPassport

21 【後期】集中講義履修登録 11/16～11/23 FerrisPassport

試験・レポート

30 【前期】教務課提出レポート試験 7/17～28

31 【前期】追試験手続・レポート追受理願 ～8/1
受験許可者、時間割等の発表は
8/7

32 【9月卒業】卒業再試験手続 9/8～9/12 12:00

30 【後期】教務課提出レポート試験 1/15～29

31 【後期】追試験手続・レポート追受理願 ～1/31
受験許可者、時間割等の発表は
4年次：2/5
1～3年次：2/15

32 卒業再試験手続 2/26～2/28 12:00

成績

35 【前期】成績評価確認願 ～4/12 前年度後期科目・通年科目分

35 【9月卒業】成績評価確認願 ～9/11 12:00

35 【後期】成績評価確認願 ～9/25 当年度前期科目分

35 成績評価確認願 ～2/27 12:00
卒業年次生のみ。当年度後期科目・
通年科目分

ＣＬＡ 52 提案科目「私たちが学びたいこと」提案 ～5/8

語学

60 英語インテンシブから英語スタンダードへの変更 4/3 当年度前期からの変更

60 語学履修コース・言語変更願 4/10～4/14
4年次生
当年度前期からの変更

58 語学履修コース・言語選択届 6/27～6/29 1年次生全員必須

60 語学履修コース・言語変更願 6/19～6/23
2,3年次生
当年度後期からの変更

63 語学検定受験料補助 7/3～7/7

60 英語インテンシブから英語スタンダードへの変更 9/14
2-4年次生
当年度後期からの変更

60 語学履修コース・言語変更願 9/25～9/29
4年次生
当年度後期からの変更

63 語学検定受験料補助 10/2～10/6

60 語学履修コース・言語変更願 1/5～1/12
1-3年次生
次年度前期からの変更

63 語学検定受験料補助
1/5,1/9～1/11,
1/15

卒業・卒業論文

37 「9月卒業希望届」 ～4/7

37 【9月卒業】「卒業論文等題目届」 ～5/12

37 【9月卒業】卒業論文等 7/3～7/4
各日11:00-16:00　
提出方法等詳細は掲示で指示

37 【9月卒業】卒業論文等（遅延提出） 7/5
11:00-13:00
提出方法等詳細は掲示で指示

37 【9月卒業】「卒業論文等撤回願」 ～7/28

36 「卒業論文等題目届」 ～10/13

36 卒業論文等 12/11～12/12
各日11:00-16:00　
提出方法等詳細は掲示で指示

36 卒業論文等（遅延提出） 12/13
11:00-13:00　
提出方法等詳細は掲示で指示

36 「卒業論文等撤回願」 ～1/30

単位互換

154 【前期】横浜市内大学間単位互換出願
3/27
～3/31（前年度）

154 【後期】横浜市内大学間単位互換出願 6/19～6/23 1～3年次生のみ

43 同志社女子大学国内交流出願 10/4～10/6

153 放送大学特別聴講希望申請 ～6/14
【後期聴講分】
許可者の聴講手続期間は6/30～
7/7

153 放送大学特別聴講希望申請 ～1/5
【次年度前期聴講分】
許可者の聴講手続期間は1/19～
1/24

単位認定

155 入学前他大学等における履修による単位認定申請 ～4/5 1年次生のみ

154 入学後他大学等における科目等履修願 ― 参照ページで確認

151 【前期】技能審査の合格による単位認定申請 7/3～7/7

151 【後期】技能審査の合格による単位認定申請
1/9～11,
1/15～16

転学部・転学科 161 転学部・転学科願 ～10/2 募集がある場合のみ受付

30
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種別 参照ページ 手続き 期間・期限 手続窓口 備考

休学・退学

158 【前期】休学願
～5月
最終開室日

前期、通年分

159 【前期】退学願
～9月
最終開室日

前期末退学

158 【後期】休学願
～11月
最終開室日

後期または後期から1年間

159 【後期】退学願
～3月
最終開室日

後期末退学
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建学の精神・教育理念建学の精神・教育理念

建学の精神

　
　フェリス女学院は、キリスト教の信仰に基づく女子教育を行うことを建学の精神としています。
　フェリス女学院大学の学則第1条にも、「キリスト教を教育の基本方針となし、学問研究及び教育の機関
として、女子に高度の教育を授け、専門の学問を教授研究し、もって真理と平和を愛し、人類の福祉に寄与
する人物を養成することを目的とする」と明記されています。

教育理念

　さらに、フェリス女学院は「For Others」という教育理念を掲げています。これは、建学以来の永い歴
史のなかで自然に人々の心の中で形をなし、学院のモットーとして受け継がれるようになったものです。
　この言葉は「他者のために」と訳すことができます。自分やちかしい人だけではなく、より広い視野から
他者の存在をも考えに入れて、他者のために行動することを、本学で学ぶ一人一人が受け継いでいます。

人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、

アセスメント・ポリシー
　
　フェリス女学院大学では、人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーを次のように
定めています。
　ディプロマ・ポリシーは大学から社会に対する約束です。学士課程を修了する時点で最低限できるように
なっていることを表しています。したがって、ディプロマ・ポリシーは、卒業時には必ず達成されなければ
なりません。
　カリキュラム・ポリシーは、この達成のために学生が体系性と整合性が担保されたカリキュラムで学べる
よう定めるものです。
　アセスメント・ポリシーは、学生みなさんの学修成果の評価について、その目的、達成すべき水準、評価
の実施方法などについて定めたものです。
　これら大学としての人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーは、各学部、学科で
さらに具体化されています。該当ページを参照してください。

大学全体

◆人材養成目的

　フェリス女学院大学は、「キリスト教を教育の基本方針となし、学問研究および教育の機関として、
女子に高度の教育を授け、専門の学問を教授研究し、もって真理と平和を愛し、人類の福祉に寄与す
る人物を養成することを目的」（学則第1条）としている。
　さらに、時代に先駆けて「キリスト教の信仰に基づく女子教育」を志した創立者メアリー・E. キダー
の建学の精神を教育の基本方針となし、フェリス女学院の長い歴史の中で育まれてきた教育理念「For 
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Others」を実践し、真理と平和および人類の福祉に寄与するとともに、新しい時代を切り拓くことが
できる豊かな教養および芸術的・文化的素養を身に付けた女性を育成することを教育の目的・使命と
している。
　上記の目的を実現するために、本学は以下の能力および知識・技能を修得・涵養し、総合的に活用
できる人材を養成することを教育目標とする。

（1）教養および専門的知識・技能
（2）言語運用能力
（3）課題発見・解決能力
（4）コミュニケーション能力
（5）他者との協働・共生力
（6）新しい価値の創造力

◆ディプロマ・ポリシー

　フェリス女学院大学は、人材養成目的の実現のため、以下の能力を修得し、卒業要件を満たした者
に対して学位を授与する。

（1）基本的教養および専門分野における様々な知識・技能を修得し、活用する能力。
（2）高度な外国語運用能力および専門的な日本語運用能力。
（3） 批判的な思考力と高い倫理性をもとに、自ら課題を発見・解決し、現代社会に存在する諸問題に

対処する能力。
（4）他者と効果的にコミュニケーションを図り、自己を的確に表現し発信する能力。
（5）多様な文化・価値観をもつ他者を理解し、他者のために働き、他者と共生する能力。
（6）進取の気性に富み、伝統を尊ぶ精神をもち、新しい価値を創造する能力。

◆カリキュラム・ポリシー

　フェリス女学院大学は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる知識・技能
などを修得させるために、次のような方針でカリキュラムを編成している。

（1）  教養および専門的知識・技能を修得させるために、共通科目・専門科目およびその他必要とする
科目を体系的に編成し、講義・演習・実習を適切に組み合わせた授業を開講する。

　　 4年間を通して学修の基礎となる共通科目として、必修科目「キリスト教」を中心に、「知のフロ
ンティア科目」、「実践教養科目」、「フェリス教養講義科目」、「健康・スポーツ科目」、「語学科目」、

「留学生科目」を開設し、「全学教養教育機構（CLA）」のもとに置く。また、実践的教養を深める
ことを希望する学生のために「Ferris+ 実践教養探求課程」を置く。

　　 専門科目に関しては、各学部学科に、専門分野の中核となる知識・技能を体系的に学修できるよ
う科目を適切に配置する。

　　 科目間の関連や科目内容の難易度を表現するナンバリングを行い、カリキュラムの構造を分かり
やすく示すためにカリキュラムマップを作成する。また、学生一人ひとりが主体的な学びができ
るよう適切なアドバイスを行う。

（2） 各学生が、必要とする言語運用能力を身に付けるために、多彩な語学科目、語学コースを置く。
語学科目には、「英語」、「初習外国語」、「教養外国語」、「日本語」からなる4つの科目群（10言語）
を置き、学生が自らの希望に応じて選択することを可能とする。また、語学コースには、「インテ
ンシブ・コース」、「スタンダード・コース」、「2か国語履修コース」を置く。

（3） 新しい時代を切り拓くことを可能とする課題発見・解決の方法を修得させるために、1年次から4
年次まですべての年次に、批判的な思考を培う少人数編成の演習科目を配置する。

（4） 研究・就業・生活などで必要とされるコミュニケーション能力を身に付けるために、各演習科目、
学外での実習科目およびアクティブ・ラーニング型の演習科目など、インタラクティブな授業を置く。

（5） 他者と協働・共生できる力を身に付けるために、異なる文化や、多様な社会的価値観をもつ他者



10 2023学生要覧

を理解し、幅広い視野をもつための授業を置く。
（6） 分析力・理解力・表現力を高め、新しい価値を創造する能力を身に付けるために、各専門分野の

専門的知識・技能を修得させる、双方向的かつ少人数の授業や各種演習科目を置く。

　最終学年では、卒業論文・卒業制作・卒業プロジェクト・卒業演奏などの形で、学生は4年間の学び
を総括する。
　各科目の授業のシラバスには、受講生に求める課題や学修内容、事前・事後学修の内容等を記載す
るとともに、評価方法・評価基準についても明記する。また、成績評価については、厳正な評価を行
うことを目的としてガイドラインを設け、このガイドラインを公表する。

◆アセスメント・ポリシー

　本学では、人材養成目的に掲げた教育目標、及び、ディプロマ・ポリシーに定めた教育成果の到達
度を高めることを目的として、次のような評価方法で、教育の現状を定量的・定性的に把握し、測定
する。

（1）授業アンケート
　　 授業の改善を図り、学生の学修を促進させるために、次のように授業アンケートを実施する。
　　　 ① 授業期間中  授業への要望に焦点をあてた授業アンケート
　　　 ② 授業終盤  学習者の自己評価・成長に焦点をあてた授業アンケート
　　 上記2 回の授業アンケートの結果を受けて、授業改善を図るために、各教員は「改善計画」を提出

する。なお、「改善計画」は学生及び教職員に公開する。
（2）学修行動調査
　　 本学の教育（カリキュラム、授業形態など）を検討する上での基礎データ取得と各種施策が学生に

与えている影響を把握するために、学修行動調査を実施する。学修行動調査は、経年変化や、他
大学の状況との比較などの分析を行うことにより、本学の教育の質の向上に活用する。

　各学部学科の専門的知識・技能を通して修得する分析力・理解力・表現力、新しい価値を創造する能
力などについては、演習科目、卒業論文・卒業制作・卒業プロジェクト・卒業演奏などにおいて、独
自の評価指標に基づき、その学修成果を測定・評価する。

　カリキュラム・ポリシーに則して作成されたシラバスや体系的なカリキュラムマップ、厳正な成績
評価と、上記の評価の結果を連動させることにより、本学の学修の質保証を確保する。
　その他、学生生活におけるサービスや施設など学修環境に関する満足度調査を実施し、教育環境や
学生支援の改善に活用する。

各学部、学科

次の該当ページを参照してください。
文学部 ………………………………………………p.75
　英語英米文学科 ………………………… pp.76～77
　日本語日本文学科 ……………………… pp.85～86
　コミュニケーション学科 ……………… pp.96～97
国際交流学部 …………………………………… p.111
　国際交流学科 …………………………pp.112～113
音楽学部 ………………………………………… p.129
　音楽芸術学科 …………………………pp.130～131
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授業・休講

履　　　修履　　　修

　

授　業

授業時間

緑園校舎

山手校舎

スクールバス時刻表

　両キャンパスを1日に2往復しています。（定員：26名）

　

便 
山手

緑園150周年記念館
（6号館）

4号館

1 12:25 12:30 13:05

3 15:35 15:40 16:15

便 緑園
山手

150周年記念館
（6号館）

4号館

2 13:10 13:40 13:45

4 16:30 17:05 17:10

　年間運行日は FerrisPassport に掲示します。授業期間外は運休です。

休　講

　大学又は各授業科目の担当教員にやむを得ない事情が発生した場合、授業を休講とすることがあります。
休講情報は、FerrisPassport で周知します。
　休講の掲示がなく、授業開始後30分以上経過しても担当教員が入室しない場合は、自然休講とします。
　休講についての電話照会には応じません。

第1時限 第2時限 礼拝（月～金） 第3時限 第4時限 第5時限

9：00
～

10：30

10：40
～

12：10

12：20
～

12：40

13：10
～

14：40

14：50
～

16：20

16：30
～

18：00

第1時限 第2時限 礼拝（木） 第3時限 第4時限 第5時限

9：10 
～ 

10：40

10：50 
～ 

12：20

12：30 
～ 

13：00

13：50 
～ 

15：20

15：30 
～ 

17：00

17：10 
～ 

18：40

全学休講措置
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全学休講措置

　休講措置をとる場合は、本学 Web サイト、FerrisPassport 及び緊急連絡システムにて周知します。
　状況により規定時刻以前に休講あるいは授業実施を決定する場合があります。

交通機関運行停止（計画運休含）の場合

　台風・大雨・大雪等の各種自然災害や事故等による鉄道等交通機関の運行停止の場合、各校舎において
次のような措置をとります。

午前6時までに復旧している 　 平常どおり授業実施

午前10時までに復旧している 　 1・2 限休講

午前10時までに復旧していない 　 終日休講※1

※1　授業開始後に警報の発令があった場合は、それ以降の当日の授業は終日休講とする。
　　  状況に応じて遠隔授業を実施する場合もある。

対象となる交通機関

　緑園校舎：相鉄線

　山手校舎：JR 根岸線及びみなとみらい線※2

　※2　 山手校舎については、両線が不通となった場合のみ。いずれかの線が運行している場合は該当しない。

神奈川県下に暴風警報、暴風雪警報又は特別警報が発令された場合

　台風接近等により、神奈川県全域又は神奈川県東部（「横浜・川崎」「湘南」「三浦半島」）に暴風警報又
は暴風雪警報が発令された場合、次のような措置をとります（警報は「気象庁」もしくは「横浜地方気象台」

（045－177）発表のものとします）。
　また、神奈川県全域又は神奈川県東部（「横浜・川崎」「湘南」「三浦半島」）に特別警報（大雨、暴風、
暴風雪及び大雪）が発令された場合も、上記に準じます。

　
午前6時までに警報が解除されている 　 平常どおり授業実施

午前10時までに警報が解除されている 　 1・2 限休講

午前10時までに警報が解除されていない 　 終日休講※1

※1　授業開始後に警報の発令があった場合は、それ以降の当日の授業は終日休講とする。
　　  状況に応じて遠隔授業を実施する場合もある。
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全学休講措置・補講

感染症などが流行した場合

　行政機関の方針に従い、休講及び授業の実施を決定します。

補　講

　大学又は各授業担当教員のやむを得ない事情により、休講となった授業については、原則として補講を行
います。また、各授業担当教員の判断により補講を実施することがあります。 
　補講情報は、FerrisPassport で周知します。授業担当教員から直接指示があった場合、その指示に従っ
てください。

授業欠席
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授業欠席

　大学では、授業を欠席する場合、原則として授業担当教員に伝達するなどの措置はとりません。ただし、
下記の事情により欠席する場合には、「感染症罹患届」又は「欠席届」の手続きを受け付けますので、速や
かに申し出てください。ただしこれは出席扱いを保証するものではありません。
　学生は当日行われた授業内容を確認し、配布資料や提出物等について指示を確認し、自身で欠席時間分の
学修を回復することが求められます。
　欠席・遅刻はともに「程度」にかかわらず、授業の運営に大いに支障をきたします。したがってその扱い
については当該授業実施方法（講義、演習、実習）や授業計画に基づき、当該授業担当教員の判断によるも
のとします。

欠席理由・状況 取扱窓口 必要書類 備　　考

① 感染症にかかった 教務課
「診断・登校許可証明書」また
は「医師の診断書」（出席停止
期間が確認できるもの）

※1を参照。

② 傷病等の理由により、2週間
以上続けて欠席する 教務課 「医師の診断書」等、欠席理由・

期間を証明できるもの

③ 忌引 教務課
欠席日を確認できる「会葬礼状」
または死亡を確認できる公的証
明書（写）

※2を参照。

④ 裁判員に選任され、審理に
参加する 教務課 裁判所が発行する証明書

⑤ その他特別な事情により、2
週間以上続けて欠席する 教務課 理由を証明する書類

証明書類は当該科目の授業に出席できなかったことを証明するもの、「〇月〇日～〇月〇日」のように期間が明記
されたものでなければなりません。
欠席理由の終了後2週間以内に、必要書類を教務課に提出してください。

※1　感染症にかかった場合

　学校感染症（学校保健安全法施行規則第18条）にかかっていると疑われる場合には、通学を見合せ、
速やかに医師の診療を受けてください。
　医師が通学を許可するまでの期間、出席停止となります。授業への出席・試験の受験は認められません。
　なお、「診断・登校許可証明書」は本学公式HP（https://www.ferris.ac.jp/college-life/tuition-
course/tuition.html）から入手することができます。

 →『Campus Diary2023』（p.153）

※2　忌引の場合

　次の続柄の親族が亡くなった場合は、必要書類をもって教務課に申し出てください。忌引日数は、死
亡日もしくは葬儀の日を含む次のとおりとします。日数には、土日・祝日を含みます。

続　　柄 忌引日数

配偶者、父母、子 連続7日以内
配偶者の父母 連続5日以内
祖父母、孫、兄弟姉妹、配偶者の兄弟姉妹 連続3日以内
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授業科目の構成と単位制度授業科目の構成と単位制度

授業科目の構成

　学部の授業科目群は、次の区分で構成されています。

学部授業科目

教
職
に
関
す
る
科
目

各
学
科
専
門
科
目

全学教養教育機構（CLA）

共通科目

語
学
科
目

Ｃ
Ｌ
Ａ
コ
ア
科
目

（
外
国
人
留
学
生
対
象
科
目
）

日
本
語
科
目
及
び
日
本
事
情
に
関
す
る
科
目

　また、各授業科目は、次のように分類されます。

必修科目 必ず修得しなければならない科目
選択必修科目 一定の科目群の中から選択し、指定された方法で必ず修得しなければならない科目
選択科目 指定された科目群の中から自由に選択して修得する科目

単位制度

単位を修得するには

　授業科目の単位の認定のためには、履修登録を行い、毎回の授業に出席し、試験、レポート、平常点評
価等により合格すること、すなわち授業科目の到達目標を達成することが必要です。

➡ ➡ ➡ ➡
履修計画

各学期に登録で
きる上限の範囲
内で科目履修を
計画する。

授業出席・試験

担当教員の指示する
レスポンスシートや
レポート、課題の提
出、試験の受験など。

成績評価

シラバスに記さ
れた成績評価方
法により評価さ
れる。

単位認定

授業科目の到達
目標達成により
合格すると単位
が付与される。

履修登録

期間内に手続きが完了
していないと、授業に
出席し、試験を受けて
も単位認定されません。

→大学HP 大学学則第12条、第14条

単位制度
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＊授業の出席

　学則第13条に「学生は、履修授業科目について3分の2以上出席しなければ、当該授業科目の試
験を受けることができない。」と定められていますが、言うまでもなく3分の1は欠席してもさしつ
かえないという意味ではありません。また、平常点とは単に出席（教室にいること）を指すのでは
なく、授業態度やグループワークでの参加度、レスポンスシートの内容などを含みます。

単位制度とは

　卒業のために何をどれだけ学修すべきかを定めたルールの一つが単位制度です。
　1単位は45時間の学修を必要とする内容で構成することが標準とされています。
　この1単位修得に必要な「45時間の学修」には、毎回の授業時間のほかに、授業外学習（予習・復習な
どの自習時間）が含まれています。

単位の計算

　授業の方法により、教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を定めています。
　なお、本学では1回（90分）の授業を　2時間　として計算しています。

講義科目

　15時間の授業をもって1単位とする。

　【例】

演習科目

　15時間から30時間までの範囲で、本学が定める時間の授業をもって1単位とする。

実技、実習及び実験科目

　30時間から45時間までの範囲で、本学が定める時間の授業をもって1単位とする。
　ただし、音楽学部における個人指導による実技については、別に定める。

1単位

＝45時間分の学修

予習・復習
の時間

授業時間

60時間の
授業外学修

15週×2時間

＝30時間の授業

2単位
90時間分の学修

講義科目では、2単位修得のためには60
時間分の授業外学修が必要。
この「授業外学修」はシラバスの「教室
外（事前・事後）の学習方法」に明記さ
れており、さらに授業時に教員から具体
的に指示される場合があります。
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アカデミック・アドバイザー制度

　
　学生みなさんの素質と可能性を最大限に生かし、充実した学修生活を送れるよう、専任教員が学生一人ひ
とりを担当し、履修計画をはじめ学修全般の指導と助言を行う制度です。在学中、成績不振に陥った場合に
は、ともに原因解決に取り組みます。
　学期はじめの履修登録前には、アドバイザーによる個別面談を行い、毎学期の履修計画について助言しま
す。授業期間中のアドバイザーへの相談は、オフィス・アワーを利用してください。

１．アカデミック・アドバイザー担当教員（FerrisPassport > 共通 > 個人情報照会 > 学籍情報照会）

　アカデミック・アドバイザーは全て専任教員が担当します。原則として、下記の科目担当者がアカデミッ
ク・アドバイザーとなります。科目担当者が非常勤講師の場合は、担当者に代わり専任教員（各学科教務
委員または学科が個別に定めた教員）がアカデミック・アドバイザーとなります。

学部 学科
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

文

英語英米文学科

1年次前期
「R&R（入門ゼミ）」担当者

3年次前期※2

「専門ゼミ A」
担当者日本語日本文学科

コミュニケーション学科 3年次前期※2

「専門ゼミⅠ A」担当者

国際
交流 国際交流学科 「導入演習」

担当者
各年次各学期

「基礎演習」担当者

3年次前期※2

「専門演習」
担当者

音楽 音楽芸術学科 音楽芸術学科専任教員※1
3年次前期※2

「専門ゼミⅠ」
担当者

※1　入学時に学科が個別に定め、1年次前期のオリエンテーション期間に発表します。
※2　他学部・他学科ゼミを履修する場合は、所属する学科が個別に定めます。各学科教務委員に確認してください。

２．面談の実施

(1) 学期始めの面談日

　各学期の始めにアカデミック・アドバイザー面談日を設けています。学期ごとの対象者、実施時間
等については、FerrisPassport の掲示にてお知らせします。
＊ 特別指導対象学生（p.20参照）は、アカデミック・アドバイザーによる学修支援の一環として学期

始めの面談に加え、学期中も継続して月1回の定期的な面談を行います。

(2) オフィス・アワー

　オフィス・アワーとは、学生が教員を個人研究室等へ訪ね、自由に質問や相談ができる時間です。授
業や履修に関することだけでなく、学生生活や将来の進路に関することについても気軽に相談し、助言を
求めることができます。非常勤講師の先生にも、授業前後の休み時間を利用して相談することができます。
　専任教員のオフィス・アワーは FerrisPassport の教員スケジュールで確認できます。事前予約など
の指示がある場合は指示に従ってください。また、連絡手段がある場合は、事前に連絡をとることを
お勧めします。

履修計画



2023学生要覧 19

履
修
一一
履
修
計
画

履修計画

履修計画

3、4 年次ゼミ履修条件（2019 年度以降入学者のみ）

　各学科の3、4年必修科目であるゼミ科目の履修には、年次（もしくは在学学期数）以外に以下の履修条
件が課されています。
　　・特定科目を修得済みであること
　　・一定の単位数を修得済みであること
　履修条件を満たしていない場合は当該科目が履修できないため、標準修業年限での卒業ができなくなる可
能性があります。また、1学期に履修できる単位数には上限が設けられています（CAP 制）ので、1年次か
ら計画的な履修を心掛けてください。
　CAP 制の詳細は次項目を、履修条件の詳細は各学科の「履修の進め方」を確認してください。

 →英語英米文学科はp.83

 →日本語日本文学科はpp.94～95

 →コミュニケーション学科はp.105

 →国際交流学科はp.126

 →音楽芸術学科はp.139

　
CAP 制

(1) 履修登録できる単位数の上限

　十分な学修時間を確保するため、1学期に履修登録できる単位数は24単位までとしています。ただし、
成績状況（GPA、修得単位数）に応じて次のとおり例外を設けています。

成績優秀学生※1 28単位
特別指導対象学生※2 17単位

※1　直前学期の成績が「GPA3.0以上かつ修得単位数20以上」に該当する学生
※2　1年次後期～3年次前期の該当学生（p.20参照）

 
(2) 登録できる単位数の算出方法

　下記の条件で算出され、上限を超えた履修登録はエラーとなります。

上限に含まれる

①通常の授業期間に開講される科目すべて
②卒業要件に算入されない授業科目（教職に関する科目等）
③ 単位互換制度による履修科目（横浜市内単位互換、同志社女子大学、放送大学）
④他大学等における科目等履修による履修科目

上限に含まれない
集中講義科目、海外短期研修等の科目、上記④のうち本学の休業期間中など通常の授
業期間外に履修する科目
詳細は、学期始めに FerrisPassport に掲示します。

 
(3) 通年科目の取扱い

　卒業論文等、通年科目の単位は1／2ずつ各学期の履修登録単位数に加算されます。

(4) 上限を超過しての履修登録の取扱いについて【2018年度以前入学者のみ】

　詳細は、FerrisPassport でお知らせします。 
 



2023学生要覧20

履
修
一一
特
別
指
導
・
修
学
指
導

特別指導・修学指導

(1) 特別指導

　次の条件に該当する学生には、特別指導対象学生として学期を通して学修支援を行います。
　対象者には、各学期はじめに FerrisPassport でお知らせします。

 
GPA

1.30以下

修得単位

15以下

特
別
指
導
対
象

1・2年次前期・後期いずれかの学期に
GPA1.30以下　かつ　修得単位15以下であった学生

　特別指導対象学生となった学期の成績が、GPA1.31以上または修得単位が16以上となった場合、次の
学期は特別指導対象学生ではなくなります。

(2) 学修支援

　アカデミック・アドバイザーが、学期始めの面談に加え、学期中も継続して月1回の定期的な面談を行
います。面談を通して、前学期に成績不振であった原因をともに考え、履修計画をはじめとした学修全般
の指導及び助言を行います。
　また、必要な場合には、学生本人の了承を得たうえで、学生支援センター又は保健室への紹介などの対
応も行います。

(3) 履修登録の上限

　最後まで履修を続けられるよう、その学期の履修登録の上限を17単位とします。当該学期を休学した
場合は、復学時にアカデミック・アドバイザー面談を行うことで、特別指導対象から外れることになり、
17単位の履修登録の上限は適用されません。

(4) 保証人への報告

　対象学生の保証人に対しては、前学期成績不振であったこと、今学期特別指導による学修支援が行われ
ること等を書面でお知らせします。また、指導実施後、その報告書を保証人に送付します。

(5) 学生・保証人面談

　2学期以上連続して特別指導の対象となった学生を対象に、アカデミック・アドバイザーが必要と判断
した場合には、成績不振の理由や卒業までの履修計画、退学も含めた進路を視野に入れて今後の方針を話
し合います。

(6) 修学指導

　特別指導の実施にも関わらず、成績不振が続き、次の条件に該当した学生に対し、必要に応じて教務部
長による段階に応じた学修姿勢・学生生活の見直しに関する修学指導を行います。
　対象者には、各学期はじめに FerrisPassport またはメールでお知らせします。
　教務部長による指導を経ても、学修姿勢・学生生活の改善等が見られない場合は、進路指導（退学勧告
を含む）を行うことがあります。また、当該学期を休学した場合は、復学時に教務部長との面談を行います。

 
特別指導
対象3学期
以上連続

累積 GPA

0.50以下

修
学
指
導
対
象

1・2年次前期・後期の成績により3学期以上特別指導対象　かつ　
累積 GPA が0.50以下である学生

履修のスケジュール
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履修のスケジュール

履 修 登 録履 修 登 録

アカデミック・アドバイザー面談
後期は4年次生全員

成績評価確認願（希望者のみ）

2023 年度　履修のスケジュール

前期 後期 参照・備考

履修計画

4 月 4 日（火）

～ 4 月 12 日（水）18:00

■履修登録できる単位数の上限 -----------------------------p.19 参照
■所属学科カリキュラムの理解（共通科目）----------------各該当箇所を参照
■所属学科カリキュラムの理解（専門科目）----------------各該当箇所を参照
■年次・クラス指定 ------------------------------------------p.22 参照
■再履修 -------------------------------------------------------p.22 参照
■同一科目の重複履修 ---------------------------------------p.22 参照
■他学部・他学科科目の履修 -------------------------------p.23 参照
■教職科目の履修 --------------------------------------------「教職に関する科目」開講科目表参照
■集中講義の履修 --------------------------------------------p.24 参照
■人数制限のある科目・事前手続が必要な科目-----------p.25 参照

～ 9 月 25 日（月）18:00
※卒業学期生は p.5 参照

9 月 14 日（木） p.18 参照

成績通知 3 月末 9 月 8 日（金） p.35 参照

p.35 参照

履修登録①
追加募集受付

4 月 10 日（月） 20:00
～ 4 月 11 日（火） 14:00

9 月 22 日（金） 11:00
～ 9 月 23 日（土） 14:00

4 月 11 日（火） 17:00
～ 4 月 19 日（水） 18:30

9 月 23 日（土） 17:00
～ 10 月 2 日（月） 18:30

履修登録①
選抜受付

4 月 4 日（火） 12:00
～ 4 月 7 日（金） 12:00

9 月 15 日（金） 9:00
～ 9 月 19 日（火） 17:00

授 業 受 講 開 始

履修登録①
追加募集結果発表

4 月 11 日（火） 16:00 9 月 23 日（土） 16:00 発表は FerrisPassport で行います。

詳細は FerrisPassport の掲示を
を確認してください。

要手続科目。

履修登録②

初習外国語I（入門）
抽選希望登録

4 月 3 日（月）
～ 4 月 4 日（火）

p.25 参照

履修登録①
選抜結果発表

4 月 10 日（月） 19:00 9 月 22 日（金） 10:00

発表は FerrisPassport で行います。
定員に満たない科目の追加募集に
ついては FerrisPassport の掲示を
確認してください。

履修登録①
選抜受付

（集中講義、海外語学実習等科目のみ）

6 月 15 日（木） 9:00
～ 6 月 19 日（月） 18:00

11 月 16 日（木） 9:00
～11 月 20 日（月） 18:00 pp.22 ～ 24 参照

履修登録②
追加募集結果発表
（集中講義科目）

6 月 23 日（金） 19:00 11 月 23 日（木） 19:00 発表は FerrisPassport で行います。

履修登録①
選抜結果発表

（集中講義科目）
6 月 20 日（火） 19:00 11 月 21 日（火） 19:00

履修登録②
追加募集受付

（集中講義科目）

6 月 21 日（水） 9:00
～ 6 月 22 日（木） 17:00

11 月 22 日（水） 9:00
～11 月 23 日（木） 17:00

p.26 参照
集中講義科目や海外短期研修など、
休業期間を利用した授業科目の履
修登録期間は、通常の科目とは別に
設定されています（下記参照）。

履修登録確認・訂正申告・
履修取消・遅延登録

4 月 20 日（木） 9:00
～ 4 月 26 日（水） 18:00

10 月 3 日（火） 9:00
～ 10 月 9 日（月） 18:00

pp.27 ～ 28 参照
この期日を過ぎた申し出は理由の
如何を問わず一切認めません。
遅延登録者の履修登録確認は登録
日から7 日以内（土日を含む）。

pp.27 ～ 28 参照
この期日を過ぎた申し出は理由の
如何を問わず一切認めません。
遅延登録者の履修登録確認は登録
日から 7 日以内（土日を含む）。

履修登録確認・訂正申告・
履修取消・遅延登録

（集中講義科目のみ）

6 月 24 日（土） 9:00
～ 6 月 30 日（金） 18:00

11 月 24 日（金） 9:00
～11 月 30 日（木） 18:00

発表は FerrisPassport で行います。
定員に満たない科目の追加募集に
ついては FerrisPassport の掲 示
を確認してください。
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履修上の注意

履修上の注意

　大学では、学生が自らの責任において各自の学修計画を立て、所定の履修方法に基づいて単位を修得しな
ければなりません。履修に当たっては、定められた履修方法や履修登録方法に十分注意する必要があります。
　　
１．履修年次

　履修年次が指定されている授業科目は、その年次に履修してください。

２．クラス指定及び変更手続き

　クラスを指定して開講されている授業は、指定クラスにおいて履修してください。
　必修科目の重複によりやむを得ずクラスを変更する必要がある場合は、次の手続きを行わなければなり
ません。

（1）キリスト教Ⅰクラス

　原則として、クラス変更を認めません。ただし、キリスト教科目責任者（p.170）が特に認めた場合は、
「クラス変更願」（教務課備付）を提出することができます。

（2）初習外国語クラス

　当該言語の語学責任者（p.170）と変更先のクラスの担当者に申し出て、了承を得てください。

（3）英語クラス

　原則としてクラス変更を認めません。ただし、英語の語学責任者（p.170）が特に認めた場合は、（2）
と同様の手続きによって変更が認められます。必ず履修相談を受けてください。

（4）教職に関する科目

　原則としてクラス変更を認めません。ただし、教職課程責任者（p.170）にその旨申し出て了承が得
られた場合に限り、変更が認められます。

（5）その他の授業科目のクラス

　各自が所属する学科の教務委員（p.170）と変更先のクラスの担当者に、その旨申し出て了承を得て
ください。

　
　上記の手続きを経ないクラス変更は、認められません。

３．再履修

　再履修とは、履修した授業科目の単位を修得できなかった場合に、その科目を改めて履修することをい
います。履修登録とは別の手続きが必要になる場合がありますので、各科目の履修方法に従ってください。

　
４．同一授業科目の重複履修

　同一授業科目を重複履修することは原則として認められません。ただし、学科等がカリキュラム上有益
と定めた科目については、重複履修することができます。重複履修可能な科目は開講科目表中に網かけ 
  表示されています。

履修上の注意
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履修上の注意

５．他学部・他学科の専門科目の履修

（1） 専門科目の他学部・他学科開放／「教職に関する科目」の開放   

　開講科目表の「開放」欄に次の表示がある科目は、所属する学科や教育職員免許状取得希望の有無
にかかわらず履修可能な科目で、卒業に必要な単位として算入されます。

表示 意　　　味 単位が算入される科目区分

▲ 他学部・他学科の学生が履修可能な科目 自由に選択する科目
■ 他学科の学生が履修可能な科目 自由に選択する科目

ただし、音楽学部専門科目のうち、以下の科目については、別途手続きが必要です。

レッスン科目

科目名 注意事項

PA 教職実技 別途、実技料が必要です。「PA 科目（p.140）」を参照。
手続きの日程及び履修条件等詳細については、掲示で
お知らせします。

PA グループ実技
PA 個人実技15・30・45

　（2）3・4年次演習（ゼミ）科目等の他学部・他学科開放

　各自が所属する学部・学科が定める3・4年次演習（ゼミ）科目及び卒業論文等に代えて、他学部・
他学科の3・4年次演習（ゼミ）科目及び「卒業論文」を履修することが可能です。
　ただし、英語英米文学科生及び音楽芸術学科生については、他学部・他学科の3・4年次演習（ゼミ）
科目及び「卒業論文」を履修する場合でも、所属学科が定める3・4年次演習（ゼミ）科目及び「卒業論文等」
を履修しなければなりません。
　申込対象者：当年度2年次生のみ
　他学部・他学科に開放する演習（ゼミ）科目等は次のとおりです。

学　　科 他学部・他学科に開放する科目

英語英米文学科 「英米文化専門ゼミ A, B」 
「英米文化卒論ゼミ A, B」「卒業論文」

日本語日本文学科 「日本語日本文学専門ゼミ A, B」 
「日本語日本文学卒論ゼミ A, B」「卒業論文」

コミュニケーション学科
「コミュニケーション専門ゼミⅠ A, Ⅰ B」 
「コミュニケーション専門ゼミⅡ A, Ⅱ B」
「卒業論文・卒業制作」

国際交流学科 「専門演習」「卒業論文」
音楽芸術学科 「専門ゼミⅠ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ」「卒業プロジェクト」

　手続きの日程及び受入人数・条件等詳細については、掲示でお知らせします。質問がある場合には、教
務課に問い合わせてください。
　なお、本制度は2024年度のゼミ募集をもって廃止します。
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６．集中講義科目の履修

　授業科目によっては、通常の授業期間外に、集中講義によって授業を行うことがあります。

（1）日程

　実施期間は学事日程（pp.1～3）を参照してください。
　科目ごとの日程・時間割の詳細は、各学期始めに FerrisPassport でお知らせします。

（2）登録可能な科目、単位

①　日程・時間割が重複する科目を履修することはできません。
② 　集中講義の日程が他の学事と重なることによって、すべての授業に出席できない場合、当該集中

講義科目を履修することはできません。
③ 　集中講義科目は、各学期に履修登録可能な単位数には含まれません。
　　（p.19「履修登録できる単位数の上限」参照）

（3）卒業学期集中講義（第2ターム）の履修

　卒業年次生は卒業学期に集中講義期間（第2ターム）の科目を履修することはできません。ただし、
履修科目・単位修得状況から明らかに当該学期の卒業が不可能である※1場合はこの限りでありません。
該当する学生は次のとおり教務課窓口又は山手事務室で手続きを行ってください。

期間
集中講義履修登録期間内。
ただし当該科目が取消不可選抜科目である場合は、取消不可選抜科目申込期間内。

提出書類
①　FerrisPassport 成績照会画面のプリントアウト
②　FerrisPassport 当該科目履修登録済画面のプリントアウト

※1　 履修科目・単位修得状況に加えて、単位認定（pp.151～154「入学後に他の大学等で修得した単位の認定」

において可能な最大認定単位数）を踏まえて判断します。
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７．人数に制限のある科目・事前に手続きが必要な科目の履修

種類
事前

手続

履修

登録
注意事項

開講科目表

の表記

取消不可選抜科目 ◆ 必要 自動※1

履修希望者は、各学期の所定の日時（p.21「履修のスケジュール」
参照）に FerrisPassport で履修希望申込をしてください。履修優
先順位に従い、大学が履修者の選抜及び履修登録を行います。選
抜された科目の履修取消はできません。
履修許可者が定員に満たない科目は原則として追加募集を行います。

学科選抜科目 自動※1必要学
学科等でクラス指定や履修者の決定を行う科目については、各学科
等の指示に従って手続きをしてください。学科等の選抜結果に従っ
て、大学が履修登録を行います。

履修者選抜科目

自動※1

および

各自※2

必要◇

履修希望者は、各学期の所定の日時（p.21「履修のスケジュール」
参照）に FerrisPassport で履修希望申込をしてください。履修優
先順位に従い、大学が履修者の選抜及び履修登録を行います。
履修許可者が定員に満たない科目は原則として追加募集を行います。
追加募集結果発表後の履修登録期間（集中講義科目等を除く）にお
いて、設定された人数を上限に追加や取消ができます。必要に応じて、
各自で FerrisPassport から行ってください。

初回授業時選抜科目 各自※2不要初

初回授業時に担当教員が選抜を行います。履修を希望する学生は初
回授業に必ず出席して、担当教員の指示を受けてください。
選抜の結果履修が許可されなかった科目をすでに FerrisPassport
で履修登録を行っている場合は、履修登録期間内（p.21「履修の
スケジュール」参照）に各自で科目の登録削除を FerrisPassport
で行ってください。

教員の指示がある科目 各自※2不要
シラバス等で担当教員から初回授業時に履修者を選抜することが指
示されている場合があります。初回授業を欠席して、履修の権利を
なくさないよう、事前にシラバスをよく読んでください。

収容人数の超過科目 各自※2不要

特定の科目に履修者が集中し教室変更によっても教室収容人数を超
える状態を解消できないと大学が判断した場合には、当該科目の履
修登録を打ち切ることや、履修登録者の選抜をする場合があります。
この場合の選抜は、カリキュラム、年次などの面から総合的に判断
をしますが、初回授業を欠席した学生には履修の権利がなくなるこ
とに気をつけてください。

要手続科目 自動※1必要要手続
実習等で事前に説明会への参加や申込手続きが必要な科目です。
手続きについては開講科目表、シラバスの指示、掲示等で確認をし
てください。

※1：大学が登録を行うので、履修登録期間及び履修登録確認期間に登録されていることを確認すること。
※2：各学期の履修登録期間に各自が FerrisPassport で履修登録・取消を行うこと。
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遅延登録・訂正

８．履修登録

　履修登録は、学生がその学期・学年に履修するすべての授業科目を申告する手続きです。定められた期
間に、履修登録及びその確認を行わない学生は、その学期における履修の権利を放棄したものとみなしま
す。また、履修登録及びその確認の手続き不備等による不利益は本人の責任となるので、十分注意してく
ださい。

（1）履修登録上の注意

①　履修登録は、本人の責任において行うこと。
②　履修上の注意に違反して履修登録を行うことはできません。
③ 　履修登録は、定められた履修登録期間のみ受け付けます。理由なく手続きを行わなかった場合は、

当該学期・学年の授業科目の履修は一切認められません。
④　通年科目は前期に履修登録を行うこと。
⑤ 　集中講義科目及び海外研修など、休業期間を利用した授業科目は、通常科目とは異なる日程で履

修登録を行うので注意すること。（p.21「履修のスケジュール」参照）
⑥ 　履修登録を行った際には、必ず PC サイトから「学生時間割表」を印刷、保存しておくこと。（登

録の確認を行う際、「学生時間割表」が唯一の根拠となります。）
⑦ 　履修登録期間終了後の登録科目の追加・変更は、一部の授業科目を除き、認められません。　　　　 
（p.27「追加・変更が認められる科目」参照）

⑧ 　学内の PC をはじめ、インターネットに接続できる環境であれば学外からも登録できます。
FerrisPassport は PC 版及びスマホ版がありますので、アクセス機器に応じて適切なサイトを利用し
てください。なお、利用環境により動作保証外の場合があり、システムが正常に動作しない可能性
があります。履修登録確定後は、必ず PC サイトから「学生時間割表」を印刷し、保存してください。

　 　履修登録期間中、システムに不具合が生じたり学内での PC の稼動状況に変更があった場合には、
次の方法でお知らせします。

　・本学公式 web サイト（https://www.ferris.ac.jp/）
　・FerrisPassport
　・学内掲示板
⑨ 　履修登録期間中には、利用者の集中により、学内 PC 利用の混雑や、システムの動作低下が発生す

る場合があります。時間に余裕を持って登録してください。

� →スケジュール、手続窓口はpp.5, 21



2023学生要覧 27

履
修
一一
遅
延
登
録
・
訂
正

遅延登録・訂正

（2）遅延登録

　やむを得ない理由（追試験許可理由に準ずる。p.31参照）により、履修登録期間に手続きできない
場合は、最終日の翌日から数えて7日以内（休日を含む。）に「遅延登録願」（教務課備付）及び必要な
証明書類等を提出し、許可された場合のみ履修登録を行うことができます。
　その他の理由で履修登録期間後に履修登録を希望する者は、「遅延登録願」（教務課備付）の提出をもっ
て願い出し、許可された場合のみ履修登録を行うことができます。この場合、遅延手数料（5,000円）
が必要です。

（3）登録確認・訂正申告

　履修登録期間終了の翌日以降、FerrisPassport で登録科目の確認ができます。必ず履修登録時に保
存した「学生時間割表」と照合し、その学期に履修すべきすべての科目がもれなく登録されているか、
削除すべき科目の登録が残っていないかを確認してください。
　登録されていない科目がある場合は、履修登録時の「学生時間割表」を添えて、定められた期日ま
でに教務課で訂正申告の手続きを行わなければなりません。
　履修登録期間に履修登録をした者が履修登録訂正申告期間に履修登録の追加・変更が認められるの
は、次の必修（相当）科目等のみです。

　

追加・変更が認められる科目

【CLA コア科目／基礎教養科目】

「キリスト教Ⅰ」

【語学科目】

当該学生にとっての必修相当語学科目

【文学部専門科目】

「卒業論文」（4年次前期のみ）
「卒業論文・卒業制作」（4年次前期のみ）

【国際交流学部専門科目】

「研究入門」
「卒業論文」（4年次前期のみ）
「海外環境フィールド実習」
「海外エコツーリズム実習」
「農環境体験実習」

【音楽学部専門科目】

「専攻実技Ⅰ A•B ～ Ⅳ A•B」
「2年次修了公開演奏」
「卒業公開演奏」（4年次前期のみ）
「卒業プロジェクト」（4年次前期のみ）

【教職に関する科目】

「教育実習2」「教育実習3」（4年次前期のみ）

【その他】

当該科目を履修しなければ卒業延期となる授業科目
学科選抜科目※1

※1　追加・変更には学科・科目責任者の承認が必要です。

� →スケジュール、手続窓口はpp.5, 21
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（4）履修取消

　履修登録した科目の取消しを行う場合には、履修取消期間に各自で FerrisPassport で取消し手続き
をしてください。

　　【注意事項】

①　科目の性格上、次のとおり取消しができない科目があります。

取消しができない科目

【CLA コア科目／基礎教養科目】

「キリスト教Ⅰ」（後期開講科目を除く）
「アカデミック・ライティング入門」

【語学科目】

英語科目（英語選択科目を除く）
初習外国語科目（※）

【その他】

取消不可選抜科目
学科選抜科目
要手続科目

※ 英語科目及び初習外国語科目については、当該学生にとって必修相当ではない科目のみ、語学責任者（p.170）
の判断により取消しが認められることがあります。取消しを希望する学生は、スケジュールに従って「学生
時間割表」に語学責任者の承認（印またはサイン）を受けた上で教務課で手続きを行ってください。

②　取消した科目に代えて、新たに別の科目を登録することはできません。
③　通年科目については、前期・後期のいずれの期間でも取消申請をすることができます。
④ 　集中講義期間中に、感染症罹患による出席停止になった場合、履修取消期間を過ぎても、登録し

ている集中講義科目の履修を取消すことができます。（p.15「授業欠席」参照）
　
　　【履修取消申請期間】

� →スケジュール、手続窓口はpp.5, 21

　

試験の種別・受験資格・教務課取扱い試験
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試験の種別・受験資格・教務課取扱い試験

試　　　験試　　　験

１．試験の種別

種　別 内　訳
試験時間割・
試験レポート掲示

追試験・
レポート追受理

実技再試験 備　考

授業内試験
※ 全15週の中で実

施される試験

教務課取扱い試験
※ 第14週・第15週試験のうち、

試験時間割で発表されたもの
あり 対象 ―

担当教員による試験 なし 対象外 ―
全て担当教員
の指示に従っ
てください。

レポート試験

教務課提出 あり 対象 ―

担当教員へ
直接提出

レポート試験
掲示されたもの あり 対象外 ― 全て担当教員

の指示に従っ
てください。レポート試験

掲示にないもの なし 対象外 ―

卒業再試験 追加措置 ― p.32を参照

２．受験資格

　次のいずれかに該当する場合は、試験を受けることはできません。また、受験しても無効となり、当該
科目の成績は取り消されます。

（1）履修登録がされていない。
（2）履修科目について、出席が3分の2に満たないと担当教員が判断した。

３．教務課取扱い試験

　授業中に行われる試験のうち、教務課から掲示で発表される試験を「教務課取扱い試験」と呼びます。
実施期間は授業第14週または第15週です。日程の詳細は授業日一覧（p.4）で確認してください。試験は
通常の授業と異なる教室や5限終了後に行うことがあります。

� →試験時間割発表日は学事日程（pp.1～3）参照

（1）注意事項

　試験に関する掲示は発表後に変更される場合があるので、FerrisPassport 等の更新情報に十分注意
してください。また、受験上の注意は下記のとおりとします。
①　着席は原則として1人掛けまたは2人掛けとし、2人掛けの場合は各々両端に座ってください。
②　試験中は監督者が見やすいように、学生証を机上に置いてください。
③ 　当日学生証を忘れた場合は、教務課で受験票の交付を受けてください。受験票は交付日当日のみ

有効です。（返却不要です。）
④　下敷きの使用及び筆記具の貸し借りは禁止します。
⑤ 　担当教員からの指示がない限り、携帯電話・スマートフォン及び PC・タブレット端末等の電子機

器の使用は禁止します。
⑥　遅刻は試験開始後20分までに限り認められます。ただし、試験時間は延長しません。
⑦　その他試験中は全て監督者の指示に従ってください。
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４．レポート試験

（1）レポート試験に関する掲示

　教員から教務課に届出のあったレポート試験については、FerrisPassport で周知します。

 →掲示日程は学事日程（pp.1～3）参照

（2）教務課提出のレポート試験

提出方法

所定の表紙（教務課備付）に必要事項を記入し、ホチキスで綴じて所定のレポートボックスに
提出してください。本人提出を原則としますが、病気その他やむを得ない理由により本人が提
出できない場合は代理人提出を認めます。郵送による提出は一切受理しません。
なお、一度提出したレポートは返却できません。また、「７．レポート追受理」を除く遅延提
出は一切認められません。

� →スケジュール、手続窓口はp.5

（3）担当教員に直接提出するレポート試験

　提出方法等すべて担当教員の指示に従ってください。教務課では一切取扱いません。

（4）レポート作成・提出に際しての注意事項

　レポート作成にあたり他人の文章を引用する際は、その部分を括弧「　」で囲む等引用がわかるよ
うにしたうえで出典を明記しなければなりません。下記の事項を十分に注意してください。
① 　書物、論文及びインターネットから転記したり、それを組み合わせたりしてあたかも自分の文章

のように装うことは、引用ではなく「盗用」です。盗用は絶対に許されない行為です。
②　 ①のような意図はなくても、出典を明記しないで引用を行うと、盗用とみなされる場合があります。
③　提出されたレポートが上記①・②に基づき盗用とみなされた場合は、「不正行為」とみなします。
④ 　レポートにおいて不正行為を行った学生には、次項目「5.　不正行為を行った学生への措置」記載

の措置等がとられます。

５.　不正行為を行った学生への措置

筆記試験
当該学期の全科目の履修登録を無効とする措置等がとられます。また、学則に基づく処分（停
学、訓告等）がなされることがあります。

レポート試験
当該科目の評価を不合格（H）とする措置等がとられます。また、学則に基づく処分（停学、
訓告等）がなされることがあります。

６．追試験

　教務課取扱い試験（p.29）についてのみ、追試験許可理由（次頁（1）参照）のいずれかに該当し、受
験資格があると認められた学生は、願い出によって追試験を受けることができます。
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（1）追試験許可理由

欠席理由 必要な証明書類※

① 傷病 医師の診断書

② 感染症にかかった場合の出席停止
詳細は p.15「授業欠席」を参照 感染症罹患届

③ 就職試験受験 受験先の証明書等
④ 大学院受験 受験票（写）
⑤ 放送大学（特別聴講学生）第1学期の単位認定試験 放送大学の試験日程を証明する書類

⑥ 裁判員招集
詳細は p.15「授業欠席」を参照 裁判所からの呼び出し状

⑦ 忌引
詳細は p.15「授業欠席」を参照

欠席日を確認できる「会葬礼状」または死亡を確
認できる公的証明書（写）

⑧ 交通機関の事故 当該交通機関が発行する遅延証明書等
⑨ 全国レベルの大会等への出場 当該大会等のプログラム及び参加を証明する書類

⑩ その他特別な事情により、教務部長が必要と認め
た場合 理由を証明する書類

※ 証明書類は当該科目試験日に受験できなかったことを証明するもの、「○月○日～○月○日」のように期間が明
記されたものでなければなりません。

　
（2）受験手続

　追試験受験を希望する場合は、次の期日までに教務課窓口にて「追試験許可願」（教務課備付）を記
入のうえ、証明書類及び受験料※（証紙購入）を添えて、教務課に提出しなければなりません。代理
人による手続きも認めるので、必ずこの期日までに手続きを行ってください。この期日を過ぎた場合、
一切受け付けることができません。
　なお、追試験の許可が得られなかった場合や担当教員が追試験を実施しないと判断した場合には、追
試験該当者発表日以降に受験料を返還します。

　※1科目につき1,000円。追試験許可理由②及び⑥の場合は不要です。
 →スケジュール、手続窓口はp.5

（3）追試験の注意事項

①　追試験の成績評価は2割減点とします。（追試験許可理由②及び⑥の場合は減点はありません。）
②　追試験の実施は、定められた期日1回限りです。
③　合格・不合格評価科目及び集中講義科目については追試験を実施しません。

７．レポート追受理

　レポート追受理とは、やむを得ない理由（追試験許可理由に準ずる。上記参照）により提出期限内に教
務課提出のレポートを提出できない場合、下記の手続きにより提出することができる制度です。期日を過
ぎた場合、一切受け付けることができません。
　また、この場合の成績評価は、追試験に準じます。

提 出 物

レポート追受理願（教務課備付）
証明書類
レポート本体

提出場所 教務課

※1科目につき1,000円。追試験許可理由②及び⑥の場合は不要です。

 
→スケジュール、手続窓口はp.5
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８．卒業再試験

　卒業再試験とは、卒業学期に履修した科目（卒業再試験対象外科目を除く）に対し不合格評価「F」を
受けたため、卒業要件単位に4単位以内の不足が生じた者に、再度試験の機会を与える制度です（実施日
は「学事日程」（pp.1～3）参照）。不合格評価「G」「H」を受けたため、卒業要件を満たせなくなった者
には、受験資格が与えられません。

（1）卒業再試験受験資格者

①　受験資格者は、教授会において確定された後、発表します。
② 　受験資格者は卒業学期に評価「F」を受けた科目の中から、不足単位数に相当する分の科目の卒業

再試験を受験することができます。

（2）卒業再試験対象外科目

①　集中講義科目
②　追試験受験科目
③　音楽学部専門科目のうち、実技試験期間中に試験を実施する必修・選択必修レッスン科目
④　合格・不合格評価科目（p.33）

⑤　実習・実技科目

CLA コア科目 「音楽実技」
語学科目 「海外語学実習」

英語英米文学科専門科目
「Summer Abroad (US),(UK)」
「Field Study 1,2」
「Spring Abroad」

日本語日本文学科専門科目 「日本語教育実習1,2」

国際交流学部専門科目

「アジア現地実習」「ヨーロッパ現地実習」
「オーストラリア現地実習」
「農環境体験実習」「海外エコツーリズム実習」
「Spring Abroad」
「海外環境フィールド実習」

音楽学部専門科目 「伴奏実習」
⑥　教職に関する科目のうち、卒業要件算入科目以外の科目

（3）卒業再試験手続

　卒業再試験の受験を希望する者は、次の期日に教務課で所定の手続きをしなければなりません。代
理人による手続きも認めるので必ずこの期日までに手続きを行ってください。この期日を過ぎた場合、

一切受け付けることができません。 
→スケジュール、手続窓口はp.5

提 出 物
卒業再試験受験願（教務課備付）
受験料　5,000円（1科目につき）

（4）卒業再試験の注意事項

　　①　卒業再試験科目の成績評価は「C」または「F」とします。
　　②　卒業再試験の実施は、定められた期日１回限りです。

成績評価
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１．成績評価

　本学における成績評価の基準は、次のとおりです。ただし、大学院学生については、別途定めます。なお、
各科目の詳細な成績評価基準及び成績評価方法はシラバスに記載しています。

評価 評　価　基　準
グレードポイント

（GP）

合
　
　
格

Ｓ 100点～90点 到達目標を達成し、卓越した水準に達している。 4

Ａ  89点～80点 到達目標を達成し、優れた水準に達している。 3

Ｂ  79点～70点 到達目標を達成し、良好な水準に達している。 2

Ｃ  69点～60点 到達目標を達成している。 1

Ｐ － 合格・不合格評価科目の合格 GPA 算出対象外

不 

合 

格

Ｆ  59点～ 0点 到達目標を達成していない。

0Ｇ － 筆記・実技試験を欠席、もしくはレポートを提出しなかった。

Ｈ － 出席が3分の2に満たず受験資格なしと判定された、不正行
為（p.30参照）、もしくはその他の理由による。

Ｑ － 合格・不合格評価科目の不合格 GPA 算出対象外

そ
の
他

Ｎ － 単位認定（本学以外で修得した単位等の認定）
GPA 算出対象外

Ｔ － 履修中止

　
２．GPA 制度

　GPA（Grade Point Average）とは、上記表のとおり各成績評価に対してそれぞれポイント（GP: グレー
ドポイント）を定め、1単位あたりの成績の平均値を示すものです。したがって、履修科目を多く登録し
ても、不合格評価が多いと GPA の値が小さくなります。科目選択および履修に際しては、各自が責任をもっ
て管理してください。
　GPA は履修科目の単位数に評価に応じたグレードポイントを乗じ、その合計を履修登録単位数の合計
で除して求められます。

　
《例》 GPA の算出方法

授業科目名 単位数 評　価 ポイント数（QP）

キリスト教Ⅰ 2 A 2×3＝ 6
英語Ⅰ s（読む・書く） 1 C 1×1＝ 1
英語Ⅰ s（聞く・話す） 1 H 1×0＝ 0
スペイン語Ⅰ（入門） 1 B 1×2＝ 2
中国語Ⅰ（入門） 1 F 1×0＝ 0
Ｒ＆Ｒ（入門ゼミ） 1 B 1×2＝ 2
心理学実験演習 4 B 4×2＝ 8
対人コミュニケーションの心理学 2 B 2×2＝ 4
放送文化と制度を考える 2 A 2×3＝ 6
ディベートと自己主張 2 B 2×2＝ 4
日本語の音声とアクセント 2 A 2×3＝ 6
日本史の基礎（古代～近世） 2 C 2×1＝ 2
合　計   21単位①  41②

GPA ＝②÷①　→　41÷21＝1.95（小数点第3位で四捨五入）
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３．成績通知（FerrisPassport）・成績証明書への表示

　成績通知及び成績証明書への評価の表示方法は次のとおりです。

評　　　　価 S Ａ B C 合 F 不 G H 単位※

認定
履修
中止 GPA

成績通知 S Ａ B C P F Q G H N T 表示

成績証明書（和文） S Ａ B C P N 表示

成績証明書（英文）   A ＋ Ａ B C P N 表示

※　 本学以外で修得した単位等の認定は、成績通知及び成績証明書に授業科目名：「単位認定」、評価：「N」と表
示されます。

　
４．成績評価のガイドライン

　厳正な成績評価を行うことを目的として、学部の授業科目の成績評価についてガイドラインを設けてい
ます。

1．S 評価と A 評価を与える学生の割合は履修登録者数に対して合計50％を上限とする。
2． 次のいずれかに該当する授業科目には、担当者の判断によりこのガイドラインを適用しないこと

ができる。
（1）履修登録者9名以下の科目
（2）卒業再試験対象外の実習・実技科目（p.32「卒業再試験対象外科目」⑤参照）
（3） 文学部「R&R（入門ゼミ）」「基礎ゼミ」「英米文化発展ゼミ」「日本語日本文学プレ専門ゼミ」 

「コミュニケーション学探求」「専門ゼミ」「卒論ゼミ」
（4）国際交流学部「研究入門（国際交流学部での学び）」「導入演習」「基礎演習」「専門演習」
（5） 音楽学部「ソルフェージュ」「音楽の基礎知識」「音楽基礎理論」「室内楽」「演奏アドヴァンスト」

「専門ゼミ」
（6）「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」「卒業プロジェクト」「卒業公開演奏」「2年次修了公開演奏」
（7）資格に係り当該資格発行機関が明示する基準により絶対評価とする科目：「心理学実験演習」

５．合格・不合格評価科目

　試験の結果が段階的な評価によらず、合格又は不合格で評価される授業科目は、次のとおりです。

合格・不合格評価科目

CLA コア科目
「ボランティア活動1,2,3」
「キリスト教Ⅲ（キリスト教とボランティア）」「キャリア実習」

音楽学部専門科目

「公開講座・コンサート鑑賞」「公開発表・公開演奏」「学外公開発表Ⅰ，Ⅱ」
「海外音楽研修」「国内音楽研修」「室内楽の夕べ」「オーケストラ協演の夕べ」
「学内公開演奏」「学外公開演奏」「演奏ボランティア」
「フェリスプレーヤーズ・オン・ステージ［スタンダード］，［アドヴァンスト］」

６．成績通知

（1）学生本人への通知

　成績通知は、下記の日程にて FerrisPassport で行います。
　 →日程・スケジュールはp.21

【学生本人への成績通知日】

　なお、長期休業期間中に実施する実習科目、集中講義科目や留学・単位互換により他大学等で修得
した単位の認定は上記とは異なる日程で通知することがあります。

成績評価

「基礎演習」「応用演習」
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（2）FerrisPassport での成績照会

　①　表示
　　　通常（科目群ごとの並び）と年度学期別が選べます。

　

　②　集計欄

　

　所属学科が定めた卒業に必要な単位の科目区分ごとに、卒業に必要な単位数（「卒業要件単位」）、
取得済単位数、履修中単位数、合計単位（修得済単位数 + 履修中単位数）が表示されます。
　ただし、以下の科目は表示上、区分「■合計■」に自動加算されませんので注意してください。
　表示上加算されない科目： 2018年度以前入学者が修得した「教職課程選択必修Ⅱ群」の単位

（3）保証人への通知

　学期ごとに保証人に成績を通知します。ただし、特別な事情によって保証人への通知を希望しない
場合は、所定用紙（教務課、山手事務室備付）をもって通知の停止を願い出ることができます。願い
出が受理された場合、保証人への成績通知を停止し、別途、通知停止となった旨のお知らせをします。

　
【保証人あて郵送日】

前期 2023年10月下旬

後期 2024年5月下旬

７．成績評価に関する問い合わせ

　成績評価基準（p.33）及びシラバスに定める成績評価方法に照らし、成績評価について、具体的な根
拠に基づく確認事項がある場合には、「成績評価確認願」を提出することができます。該当者は、定めら
れた期日までに、「成績評価確認願」（教務課、山手事務室備付）を教務課又は山手事務室に提出してくだ
さい。この期日を過ぎた場合、問い合わせは一切受け付けられません。
　なお、この問い合わせは、成績評価の確認を依頼するためのものであり、担当者に対して評価への異議
又は再考を申し出るものではありません。

　　以下のような理由による「成績評価確認願」の提出は受け付けることができません。
　　①　再考を求めるもの。 
　　②　担当教員に情状を求めるもの。
　　③　他の履修者との対比のうえ不満を訴えるもの。（「友人は C 評価だが、なぜ自分は F 評価なのか。」等）
　　④　具体的な内容の記載のないもの。（「単位を落とすほど欠席していない。」等）

 →日程・スケジュールはp.5

８．成績分布の公表

　次のとおり各学期開講科目の成績分布を公表します。

前期 2023年11月上旬

後期 2024年6月上旬

　　場所：FerrisPassport で公開します。
　　対象：履修者数5名以下科目及び合格・不合格評価科目を除くすべての学部開講科目

 →合格・不合格評価科目はp.34
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卒業の要件・卒業論文等卒業の要件・卒業論文等
　

１．卒業要件

　卒業のためには、4年（8学期）（2年次編入学者は3年（6学期）、3年次編入学者は2年（4学期））以上
在学して、学部・学科ごとに定められた卒業に必要な単位を修得しなければなりません。

２．卒業者発表

　卒業要件を満たした学生は卒業を認められ、卒業証書・学位記が授与されます。

 →日程・スケジュールはp.5

３．卒業論文、卒業制作、卒業プロジェクト（以下「卒業論文等」と表記）の提出

（1）「卒業論文等題目届」提出

　所定の期日までに「卒業論文等題目届」（学期始めに FerrisPassport に掲示）に必要事項を記入し、
指導教員の承認を得た上で提出してください。

備考 提出後の主題の変更はできません。指導教員の指導により、提出後に主題の変更が生じた場
合は、卒業論文等提出までに、変更したものを再提出してください。

� →スケジュール、手続窓口はp.5

（2）卒業論文等提出

提出方法

指定された提出期限までに所定の方法で本人が提出してください。
詳細は、FerrisPassport でお知らせします。郵送等による提出、機器のトラブルによる遅延提出
は一切受理しません。
なお、コミュニケーション学科の卒業制作及び音楽芸術学科の卒業プロジェクトは、学科指定の
媒体での提出が指示されることがあります。

代理人提出
病気、その他やむを得ない理由により本人が提出できない場合は、追試験許可理由（p.31）
に準じて代理人提出が認められます。教務課の指示に従って提出してください。ただし、こ
の場合も提出期限は厳守とします。

体裁 各学科の指示に従ってください。
口頭試験等 審査にあたり実施することがあります。詳細は各学科の指示に従ってください。

� →スケジュール、手続窓口はp.5

（3）卒業論文等の遅延提出

　所定の期日に提出できなかった卒業論文等は、遅延提出受付日に遅延扱いとして受け付けます。た
だし、この場合遅延手数料が徴収されます。また、成績評価は「C」または「F」とします。
　遅延提出受付期限を過ぎた場合は、理由のいかんを問わず一切受理されません。

手数料 5,000円

 →スケジュール、手続窓口はp.5

４．卒業論文等の撤回

　卒業論文等を提出した者がその年度に卒業を希望しない場合は、「卒業論文等撤回願」（教務課備付）を
教務課に提出することにより卒業論文等を撤回できます。
　なお、撤回した場合は H 評価となるので、次の学期に改めて履修登録及び卒業論文等の提出手続きを
行わなければなりません。

 →スケジュール、手続窓口はp.5

卒業の要件・卒業論文等
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５．9月卒業

　年度末に卒業資格の認定を得られなかった者が、次年度前期に卒業に必要な単位を修得した場合、9月
末の卒業が認められ、卒業証書・学位記が授与されます。 →日程・スケジュールはp.5

（1）9月卒業希望届

　本年度の9月卒業を希望する者は、期日までに「9月卒業希望届」（教務課備付）を提出してください。
 →スケジュール、手続窓口はp.5

（2）「卒業論文等題目届」提出

　上記「３.（１）「卒業論文等題目届」提出」を参照

 
→スケジュール、手続窓口はp.5

（3）卒業論文等提出

　上記「３.（２）卒業論文等提出」を参照

 
→スケジュール、手続窓口はp.5

（4）卒業論文等の遅延提出

　上記「３.（３）卒業論文等の遅延提出」を参照

 
→スケジュール、手続窓口はp.5

（5）卒業論文等の撤回

　上記「４. 卒業論文等の撤回」を参照

 
→スケジュール、手続窓口はp.5

（6）9月卒業希望者の履修方法

　修得すべき科目が後期のみに開講されているなど、通常の履修方法で卒業に必要な単位を修得でき
ない場合は、必ず教務委員の指導を受けること。
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SSSSS ASRSAS・S外S期S修 S外S期S修・交換留学・認定留学・セメスター・アブロード

S外S期S修・留学S外S期S修・留学

　本学では、多様な文化と価値観を理解し、国際社会で活躍できる人材を育成するために海外交流プログラ
ムを豊富に提供しています。
　学生を海外に派遣する制度としては、短期の海外短期研修制度と長期の交換留学、認定留学、セメスター・
アブロードがあります。

SSSSS ASRSAS

　海外短期研修・留学に関する情報は学生要覧だけでなく、必ず国際課 web サイト（https://sites.google.
com/ferris.ac.jp/ryugakutaiken）に掲載する留学案内「STUDY ABROAD」を参照してください。

S外S期S修

　海外短期研修は、夏季または春季休業期間を利用して、海外の大学等において、語学や歴史・文化、ある
いは専門分野を学ぶプログラムです。授業科目として開講しています。一部の科目を除き要手続科目のため、
履修を希望する者は「STUDY ABROAD」を参照のうえ必要な手続きを行ってください。
　履修にあたっては、下記表、開講科目表及びシラバスを確認し、履修が可能な科目であることを確認して
ください。
　（1）S外S期S修先

No. 科目名※1 S修先（国） 時期※1 期間※1 科目区分※2 単位数※2 履修年次

1 海外語学実習
（フランス語） 西部カトリック大学（フランス）

夏期

約4週間

共通科目（語学）
初習外国語科目

2

1234

2 海外語学実習
（ドイツ語）

IIK: 国際コミュニケーション研究所
（ドイツ）

3 海外語学実習
（スペイン語） サラマンカ大学（スペイン） 約3週間

4 海外語学実習
（中国語） 北京大学（中国） 約4週間

5 海外語学実習
（朝鮮語） 梨花女子大学（韓国）

約3週間6 Summer Abroad(US) ワシントン大学（アメリカ）
英語英米文学科
専門科目※37 Summer Abroad(UK) カンタベリークライストチャーチ

大学（イギリス）

8 Spring Abroad ビクトリア大学（カナダ） 春期 約4週間
英語英米文学科 /
国際交流学科
専門科目※3

123

9 ヨーロッパ現地実習 － － －

国際交流学科
専門科目※3

1234
10 オーストラリア現地実習 ボンド大学（オーストラリア） 夏期 約3週間
11 アジア現地実習※4 フエ大学（ベトナム）

春期 約2週間 12312 海外環境フィールド実習※4 （キリバス）
13 海外エコツーリズム実習※4 （インドネシア）

※ 1　開講科目、留学時期・期間は年度により変更することがあります。
※ 2　修得した単位は履修した科目の「科目区分」に応じて認定されます。
　　　「海外語学実習」（No.1 ～ 5）によって修得した単位は、共通科目（語学）の必修相当として認められます。
※ 3　他学部開放科目：開講科目表の「開放」欄「▲」
※ 4　初回授業時選抜科目
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S外S期S修・交換留学・認定留学・セメスター・アブロード

　（2）履修までの流れ

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

説明会への参加 

参加申請書類の提出 

選考 

履修者の発表 

事前準備会への参加 

海外短期研修 

参加報告書の提出・事後研修 

4月中旬に開催。 

履修登録は大学が行います。
（「アジア現地実習」「海外環境
フィールド実習」「海外エコツー
リズム実習」を除く）。

 

 

履修希望者は必ず参加すること。

上記表No.8　については　9　月下旬
に　2　回目の説明会を開催。

　本学の制度利用による留学を希望する者は、期限までに成績（累積 GPA）や語学基準などの「出願条件」
を充足した上で、証明書等所定の書類を提出する必要があります。これを「出願」といいます。

　
交換留学

　本学では、13ケ国20大学と協定を締結しています。この協定に基づき留学することを交換留学と言います。
留学期間は1学期間、又は2学期間（最長1年間）です。
　留学先で修得した単位は、審査により本学において修得した単位として認定することができ、また留学期
間は在学期間として扱われるため、卒業要件単位を充足すれば4年間での卒業が可能です。
　ただし、留学学期には卒業できません。
　※ 出願条件、スケジュールなど詳細は「STUDY ABROAD」を参照してください。

 →「STUDY ABROAD」についてはp.40

認定留学

　学生自ら選んだ海外の大学または大学附属の語学学校に、自ら入学手続きをした上で、本学に申請し許可
を得て留学する制度です。
　留学期間は1学期間、又は2学期間（最長1年間）です。
　留学先で修得した単位は、審査により本学において修得した単位としてみなすことができ、また留学期間
は在学期間として扱われるため、卒業要件単位を充足すれば4年間での卒業が可能です。
　ただし、留学学期は卒業できません。

※ 出願条件、スケジュールなど詳細は「STUDY ABROAD」を参照してください。

 →「STUDY ABROAD」についてはp.40

セメスター・アブロード

　文学部英語英米文学科の学生のみ対象のプログラムです。
　2～4年次前期の1学期間、ニュージーランドまたはアメリカ・ハワイの協定校に留学します。留学先で修
得した単位は本学において修得した単位としてみなすことができ、また留学期間は在学期間として扱われる
ため、卒業要件単位を充足すれば4年間での卒業が可能です。

※ 出願条件、スケジュールなど詳細は「STUDY ABROAD」を参照してください。

 →「STUDY ABROAD」についてはp.40
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同志社女子大学との国内交流制度交換留学、認定留学、セメスター・アブロードによる単位認定・その

他の留学方法・S外留学に関する相談窓口

交換留学、認定留学、セメスター・アブロードによる単位認定

　交換留学、認定留学、セメスター・アブロードをした学生は、留学先機関での単位修得有無にかかわらず、
単位認定の申請手続きが必須です。
　あらかじめ手続き時に必要となる書類を確認し、指定された期日までに教務課に提出してください。詳細
は、留学決定者を対象に実施する「留学準備講座」で説明します。

 →単位認定については、pp.151,152

その他の留学方法

　交換留学、認定留学、セメスター・アブロードを利用せずに、休学して留学をする方法もあります。た
だし、休学して留学する場合は、留学期間は在学期間として扱われないため、4年間で卒業することはで

きません。 →休学の手続きについては、pp.158,159

 
→単位認定については、p.152

S外留学に関する相談窓口

相談窓口

留学先で修得した単位の認定、帰国後の履修計画など 教務課

留学の手続き、出願、留学に関する奨学金制度の情報提供、個別相談など 国際課

留学後の就職活動など 就職課

留学に関する情報

　留学準備のための情報収集には、国際課 web サイトと緑園キャンパス CLA 棟2階の国際センター（資
料コーナー）を活用してください。協定校に関する資料、短期研修、長期留学の経験をした先輩の報告書
等が閲覧できます。
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同志社女子大学との国内交流制度

国 内 留 学国 内 留 学
　　

同志社女子大学との国内交流制度

　本学と同志社女子大学は国内留学協定を締結し、相互に派遣・受入を行っています。これを国内交流制度
といいます。同志社女子大学で半年ないし1年間、1つの学科に所属して履修します。

応募条件・留学期間の取扱い

１．募集人員

　原則として2名。なお通年での派遣、学期単位の派遣のいずれも可能です。

２．出願資格

　全学部対象。
　原則として本学に1年以上在学し、派遣時に2年次生又は3年次生であること。
　教職課程履修者が派遣を希望する場合は、派遣時に2年次生であること。

３．留学期間の取扱い

　同志社女子大学での科目履修期間は、本学の修業年数及び在学期間に算入されるので、4年間での卒業
が可能です。休学する必要はありません。

留学までの流れ

7月、9月下旬      10月前半          10月後半～1月中旬   

　7月及び9月に説明会を開催します。募集要項・志願書を配布しますので、出願する場合には、いずれ
か一方の説明会に必ず参加してください。なお、十分な出願準備のためにも、7月の説明会参加を推奨し
ます。説明会の日程は FerrisPassport で掲示します。 →スケジュール、手続窓口はp.5

留学スケジュールの例

　下表は、2年次前期に留学した場合の例です。

パターン
1年 2年 3年 4年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

2年次前期に 
1学期留学 説明会

出願・選考
留学期間 単位認定申請 就職活動または

進学準備など各種手続

➡ ➡ ➡
説明会に参加

情報収集
募集要項確認
履修計画の確認

選考
（学内及び同志社女子大学）

　 留学期間、
　 受入学科決定

出願

志願書提出
留学開始

卒
業
・
進
学
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同志社女子大学との国内交流制度

受け入れ学科・履修可能科目・単位認定

１．受け入れ学科

　下記のいずれかの学科に所属します。履修希望科目が最も多く置かれている学科を希望してください。
学部を超えた科目の履修も可能です。

学部名 所在地 学　　科　　名

学芸学部 京田辺キャンパス 音楽学科 メディア創造学科 国際教養学科
現代社会学部 京田辺キャンパス 社会システム学科 現代こども学科
表象文化学部 今出川キャンパス 英語英文学科 日本語日本文学科

生活科学部 今出川キャンパス 人間生活学科 食物栄養科学科
（食物科学専攻のみ）

＊薬学部医療薬学科及び看護学部看護学科は受入対象外です。

２．履修可能科目

　ほとんどすべての科目が履修できますが、一部予め相談が必要な科目があります。
　また、京都周辺の大学・短期大学約50校が参加する『大学コンソーシアム京都』の科目及び同志社大
学各学部の開放科目も履修可能です。詳細は説明会で配布する募集要項で確認してください。

３．単位認定

　単位認定については、p.153を参照してください。



全学教養教育機構（CLA）
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通
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共通科目　　　　

CLAコア科目

語学科目　　

留学生科目　　　
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全学教養教育機構（CLA）全学教養教育機構（CLA）

目的、カリキュラム・ポリシー

　
◆目的

　全学教養教育機構（Center for the Liberal Arts : CLA）（以下 CLA）は、大学のディプロマ・ポリシー
に基づき、学部・学科の専門教育と並行して、新しい時代に主体的な役割を果たすために必要な知識と語学
運用能力、課題発見・課題解決の方法を4年間にわたって学ぶリベラル・アーツ教育の拠点です。

◆カリキュラム・ポリシー

　CLA のカリキュラムは、語学科目（pp.55～60）、留学生科目（pp.70～71）と次項目以降に説明する
CLA コア科目で編成されます。
　フェリスの伝統を受け継ぎ、キリスト教的価値観に関する正確な理解を基に、「自分たちが生きる世界」「ボ
ランティア精神がもつ力」「女性のキャリア」「新しい文化創造の可能性」「音楽の力」「女子教育の歴史とそ
の意味」について広く考え、理解を深めます。CLA での学びを通して、どの学部の学生も「新しい時代を
切り拓く」ために必要な現代の教養、能力を身に付けることができます。
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CLAコア科目CLAコア科目

目的、カリキュラム・ポリシー

　
◆目的

　キリスト教を基盤として、未知の世界や多くの学問領域と出会い、探究、学修することを通じて、幅広い
教養と科学的な思考力を身に付けます。建学の精神、教育の理念を具現化した科目を通じて、みなさん一
人ひとりが本学で学ぶことの意義や価値を自覚することができます。また、学際的、実践的教養科目により、
思考や実践の型を修得したうえで、今日の課題と社会の要請に応える力を身に付けます。

◆カリキュラム・ポリシー

　上記目的のために5つの科目群（キリスト教科目、知のフロンティア科目、実践教養科目、フェリス教養
講義科目：For Others、健康・スポーツ科目）と1つの課程（FERRIS+ 実践教養探求課程）があります。
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カリキュラムマップ

1 2 3

(1) キリスト教科目 キリスト教Ⅰ キリスト教Ⅱ キリスト教Ⅲ キリスト教Ⅳ

(2) 知のフロンティア科目 哲学

美術芸術論
音楽社会学

日本国憲法

経営学入門
心理学

舞台芸術入門
デザインと表現
ことばとデザイン

家族と法

企業と倫理
青年心理

消費者と法

転換の時代を生きる
ジェンダーと教育の歴史
ジェンダー特論

ジェンダーと人権
ジェンダーから学ぶ現代社会

男性学

数学の基礎
ジェンダー＆セクシュアリティ入門

子ども・教育・保育
文学（日本文学）
文学（外国文学）
音楽

音楽実技

(3) 健康・スポーツ科目 健康・スポーツ論 スポーツ実習

(4) 実践教養科目 読み書きのスキル（文学系）
情報とメディアのリテラシー
アカデミック・ライティング入門 ボランティア論 キャリア形成の理解

キャリアデザインとウェルビーング
聞く話すのスキル 今年の一冊 社会人基礎力の修得と実践

読み書きのスキル（社会系）
読書とメディア

情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門
情報リテラシー：データサイエンス入門

分析的・批判的思考 女性とキャリア
実践マーケティング
キャリア実習

弁論と説得

未来の環境を展望する

議論と意思決定

(5) フェリス教養講義科目: For Others 世界とつながる音楽の力 ボランティア活動が変える世界 文化の創造と継承
フェリス女学院で学ぶということ 21世紀のオリンピックとパラリンピック 私たちが学びたいこと
女性のキャリア グローバル時代の対話と協調 学びの世界を広げる
地域と環境から見た未来 21世紀の戦争と平和

(6) プロジェクト演習 プロジェクト演習

身体への理解を深める。家族や社会、次世代といった多角的な視点から、健
康やスポーツ、自分の身体の周辺にある諸問題について理解する。

DP：ディプロマ・ポリシー

フェリス女学院大学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針、DP)(p.9参照）で示す身に
付けるべき資質・能力と科目との対応を表します。
網掛けされた数字のDPと当該科目が関係します。

1－幅広い教養、2－言語運用能力、3－課題発見・解決能力、4－実践的なコミュニケーション能力、
5－他者と協働・共生する力、6－新しい価値を見出す力

大学が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナ
ンバリングコードの「レベルコード」に対応しています。

レベルの数字は履修年次とは異なります。履修登録可能
な年次は、開講科目表のとおりです。

社会に積極的に関わり、判断、行動する上で必要とされる手段・議論の進め
方・合意形成の方法を学び、教養を応用・活用する具体的な能力を修得す
る。

学生にとって身近なテーマや本学の教育・活動実績を糸口として、現代の世界情勢や社会問題、現代社会の諸相や文化動向について学際的
に考え、世界に視野を広げる。またそのために学生が主体的に提案・デザインする科目を開講する。

大学での学びと社会との接点を意識しつつ、現代社会で求められる教養について主体的・体験的に学ぶ。

①思想、②社会、③文化・芸術、④科学の4つの領域にわたって、新たな学問
世界、知の世界と出会い、知見を広げる。専門教育を多角的に深化する力を
身につける。

キリスト教の基礎的知識を学ぶとともに、キリスト教の価値観・世界観を理解する。キリスト教と人文科学・社
会科学・芸術との関係を探る。ボランティア実習等の実践的学びを通して、フェリス女学院とキリスト教の関わ
りについて理解を深める。

レベル

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

ボランティア活動
市民活動の役割と意義
キャリア系の知識を深める

CLAコア科目　カリキュラムマップ

商法・会社法
経済学入門

統計の基礎

マクロ経済学
数的思考の初歩

ミクロ経済学
科学技術入門

現代の経済問題
環境学入門

社会保障論
情報科学：コンピュータと社会
情報科学：ソフトウェアとビジネス

生命科学と倫理
マスコミュニケーションと思想
社会科学入門
近現代史入門
社会経済史
社会学

マスコミュニケーション論
現代における法学入門

行政学

ジェンダーを考える
グローバリゼーションとジェンダー
男女共同参画政策
地域社会と女性リーダー
プロジェクトで学ぶ
色彩と表現
コピーライティング演習

メディア・デザイン
ファッションデザイン論
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(1) キリスト教科目 キリスト教Ⅰ キリスト教Ⅱ キリスト教Ⅲ キリスト教Ⅳ

(2) 知のフロンティア科目 哲学

美術芸術論
音楽社会学

日本国憲法

経営学入門
心理学

舞台芸術入門
デザインと表現
ことばとデザイン

家族と法

企業と倫理
青年心理

消費者と法

転換の時代を生きる
ジェンダーと教育の歴史
ジェンダー特論

ジェンダーと人権
ジェンダーから学ぶ現代社会

男性学

数学の基礎
ジェンダー＆セクシュアリティ入門

子ども・教育・保育
文学（日本文学）
文学（外国文学）
音楽

音楽実技

(3) 健康・スポーツ科目 健康・スポーツ論 スポーツ実習

(4) 実践教養科目 読み書きのスキル（文学系）
情報とメディアのリテラシー
アカデミック・ライティング入門 ボランティア論 キャリア形成の理解

キャリアデザインとウェルビーング
聞く話すのスキル 今年の一冊 社会人基礎力の修得と実践

読み書きのスキル（社会系）
読書とメディア

情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門
情報リテラシー：データサイエンス入門

分析的・批判的思考 女性とキャリア
実践マーケティング
キャリア実習

弁論と説得

未来の環境を展望する

議論と意思決定

(5) フェリス教養講義科目: For Others 世界とつながる音楽の力 ボランティア活動が変える世界 文化の創造と継承
フェリス女学院で学ぶということ 21世紀のオリンピックとパラリンピック 私たちが学びたいこと
女性のキャリア グローバル時代の対話と協調 学びの世界を広げる
地域と環境から見た未来 21世紀の戦争と平和

(6) プロジェクト演習 プロジェクト演習

身体への理解を深める。家族や社会、次世代といった多角的な視点から、健
康やスポーツ、自分の身体の周辺にある諸問題について理解する。

DP：ディプロマ・ポリシー

フェリス女学院大学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針、DP)(p.9参照）で示す身に
付けるべき資質・能力と科目との対応を表します。
網掛けされた数字のDPと当該科目が関係します。

1－幅広い教養、2－言語運用能力、3－課題発見・解決能力、4－実践的なコミュニケーション能力、
5－他者と協働・共生する力、6－新しい価値を見出す力

大学が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナ
ンバリングコードの「レベルコード」に対応しています。

レベルの数字は履修年次とは異なります。履修登録可能
な年次は、開講科目表のとおりです。

社会に積極的に関わり、判断、行動する上で必要とされる手段・議論の進め
方・合意形成の方法を学び、教養を応用・活用する具体的な能力を修得す
る。

学生にとって身近なテーマや本学の教育・活動実績を糸口として、現代の世界情勢や社会問題、現代社会の諸相や文化動向について学際的
に考え、世界に視野を広げる。またそのために学生が主体的に提案・デザインする科目を開講する。

大学での学びと社会との接点を意識しつつ、現代社会で求められる教養について主体的・体験的に学ぶ。

①思想、②社会、③文化・芸術、④科学の4つの領域にわたって、新たな学問
世界、知の世界と出会い、知見を広げる。専門教育を多角的に深化する力を
身につける。

キリスト教の基礎的知識を学ぶとともに、キリスト教の価値観・世界観を理解する。キリスト教と人文科学・社
会科学・芸術との関係を探る。ボランティア実習等の実践的学びを通して、フェリス女学院とキリスト教の関わ
りについて理解を深める。

レベル

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

ボランティア活動
市民活動の役割と意義
キャリア系の知識を深める

CLAコア科目　カリキュラムマップ

商法・会社法
経済学入門

統計の基礎

マクロ経済学
数的思考の初歩

ミクロ経済学
科学技術入門

現代の経済問題
環境学入門

社会保障論
情報科学：コンピュータと社会
情報科学：ソフトウェアとビジネス

生命科学と倫理
マスコミュニケーションと思想
社会科学入門
近現代史入門
社会経済史
社会学

マスコミュニケーション論
現代における法学入門

行政学

ジェンダーを考える
グローバリゼーションとジェンダー
男女共同参画政策
地域社会と女性リーダー
プロジェクトで学ぶ
色彩と表現
コピーライティング演習

メディア・デザイン
ファッションデザイン論
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ＦＥＲＲＩＳ + 実践教養探求課程卒業に必要な単位数・ＦＥＲＲＩＳ + 実践教養探求課程

卒業に必要な単位数

　
　所属する各学科の「卒業に必要な単位数」を参照してください。
　　英語英米文学科……………………… pp.80,108
　　日本語日本文学科………………pp.90,108～109
　　コミュニケーション学科…………… pp.100,109
　　国際交流学科……………………… pp.118～120
　　音楽芸術学科……………………… pp.134～135
　　演奏学科………………………… 2021年度学生要覧を参照してください。

　
キリスト教関連科目【3年次編入学者のみ】

　3年次編入学者は次表の「キリスト教関連科目」を履修すると、「キリスト教Ⅰ」「キリスト教Ⅱ」「キリ
スト教Ⅲ」「キリスト教Ⅳ」に算入されます。

「キリスト教関連科目一覧」

科目種別 科目名

文学部各学科専門科目 キリスト教と文学（2018年度以前開講科目）
英語英米文学科専門科目 キリスト教と英米文学1、キリスト教と英米文学2
国際交流学科専門科目 世界の宗教
音楽学部各学科専門科目 キリスト教音楽概論1（2018年度以前開講科目）、キリスト教音楽概論
音楽芸術学科専門科目 賛美歌学

※上記の各科目は、年度により休講となる場合があります。
　科目の詳細は開講科目表、シラバスで確認してください。

FERRIS+ 実践教養探求課程

　

◆趣旨

　FERRIS+ 実践教養探求課程は、フェリスらしいリーダーを育成する人材養成プログラムです。

◆ディプロマ・ポリシー

　全学教養教育機構（CLA）において身に付けた教養、能力を FERRIS+ 実践教養探求課程においてさらに
応用し、以下の実践力、能力を身に付けた者に修了証を授与する。
　(1)「新しい時代を切り拓く」ために必要な現代の教養、能力
　(2) 新しい目標に挑戦する意欲と実行力
　(3) 社会における課題に対し、他者と協働する能力

◆カリキュラム・ポリシー

　FERRIS+ 実践教養探求課程のディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身に付けるため、知のフロンティア
科目、実践教養科目、フェリス教養講義科目：For Others から定められた単位の修得を課す。
　さらに、学外の団体と連携することで社会との接点を持ち、課題発見・解決能力を養うために「プロジェ
クト演習」を必修科目として設ける。これにより、学生自身が目標を設定し、内省を通じて、自己の客観化、
評価を行う能力を身に付けることができる。
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１.修了要件

　2年次前期の「プロジェクト演習」を中心に、3年次前期までに関連科目を最低13単位履修してください。

区分 科目数・単位数

プロジェクト演習科目 1科目1単位
知のフロンティア科目 2科目以上4単位
実践教養科目 2科目以上4単位
フェリス教養講義科目: For Others 2科目4単位
合計 13単位

※単位認定による修得単位は上記に加算しません。

２.「プロジェクト演習」（2年次前期履修）

　FERRIS+ の学びの核となるのが「プロジェクト演習」です。専任教員の指導のもと、実社会と
結びついた課題を具体的に設定し、解決策や企画を立案・提案する方法を体験的に学びます（PBL: 
Project-Based Learning）。
　2023年度の取組課題は、次のとおりです。

荒井　真先生：「フェリス女学院大学の広報戦略を考える」
・女子大の過去や現在について学びながら、女子大の未来を構想します。
・諸外国（主にアメリカ）において女子大がどのように位置づけられているか考えます。
・ ジェンダー・スタディーズ・センター（2023年設置予定）と連動しながら学内外でのイベントを

実施します。
・女子大の学生が社会のなかでどのような活躍をしているか、外部講師を招き、話を伺います。
・ 演習の最後には、ジェンダー・スタディーズ・センターに所属する教員・スタッフの前で学習の成

果を発表し、フィードバックを受けます。
上原　良子先生：「地域の社会問題を考える・地方創成を探る」
・ 地域社会が抱える多様な社会問題を考察し、解決策を探求すると同時に、地方の活性化を取り上げます。
・ ヨーロッパおよび日本における様々な地域創生・まちづくりの事例を紹介し、グループワークを行います。
・地域活性化の活動・政策アイデアに加え、情報発信や参加型イベントの提案も行います。
・外部講師を招き、企業で使われているプロジェクト推進のための知識、手法等を学びます。
・ 熱海の事例を視察し、シャッター街／寂れた商店街の活性化、老朽化した住宅問題、交通問題、環

境問題、災害からの復興等、グループ別に新たなプロジェクトを考案し、プレゼンを行います。
蔵田　雅之先生：「舞台上演作品の未来を探求する」
・ 最先端の舞台上演作品を分析して（オペラ、ミュージカル、演劇などジャンルは問いません）、オ

リジナルな上演作品の構想とあらすじを作成します。
・ オペラ、ミュージカル、演劇の舞台上演には現在の社会問題をストレートに盛り込んだものが多数

存在します。その歴史を振り返りながら、ヒットミュージカルのロングランの背景や、モダンなオ
ペラ演出の未来はどう展開するのかなどを探求、分析して、社会の人々のこころを動かす舞台作品
のオリジナル構想を作成します。

・ヒットミュージカルの鑑賞も予定しています。
関口　洋平先生：「令和における女子大の意義を問い直す」
・女子大の過去や現在について学びながら、女子大の未来を構想します。
・諸外国（主にアメリカ）において女子大がどのように位置づけられているか考えます。
・ ジェンダー・スタディーズ・センター（2023年設置予定）と連動しながら学内外でのイベントを

実施します。
・女子大の学生が社会のなかでどのような活躍をしているか、外部講師を招き、話を伺います。
・ 演習の最後には、ジェンダー・スタディーズ・センターに所属する教員・スタッフの前で学習の成

果を発表し、フィードバックを受けます。

　2023年度入学者対象の「プロジェクト演習」（2024年度前期開講）の取組課題は、4月の説明会で
発表します。
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３.修了証

　修了者には、3年次10月以降に「FERRIS+ 実践教養探求課程修了証」を発行します。FERRIS+ で身
に付けた力を就職活動におおいに生かしてください。

４. スケジュール　＊詳細は FerrisPassport 等で掲示します。

1年次

4月 オリエンテーション・説明会
10月 説明会
11月 「プロジェクト演習」履修のためのエントリーシート提出
12月 「プロジェクト演習」履修者決定

2年次 前期 「プロジェクト演習」履修
3年次 10月～ 修了要件単位修得後、「FERRIS+ 実践教養探求課程修了証」発行

特色ある科目と目的

　
自校教育科目「フェリス女学院で学ぶということ」

　学修活動の基盤となるフェリスの歴史と存在意義、「For Others」の現代的解釈などを扱います。専任教
員がコーディネーターとなり、卒業生や教職員を含む様々な観点からの講義を展開します。

学生提案科目「私たちが学びたいこと」

　学生からの提案をもとに、教員との協働で作る科目です。応募されたテーマ、内容に基づき、各種会議で
の審査を経て、大学が決定します。審査結果の発表と同時に、審査委員長からの講評がフィードバックされ
ます。応募要領は次のとおりです。

対　　象 2024年度　前期　1科目
講義題目・担当者 採用されたテーマをもとに、大学が決定

条　　件
一人の教員が担当する授業形態であること。
講義科目（2単位）であること。

提出書類 提案書（所定の用紙を FerrisPassport からダウンロードすること）
提 出 先 教務課

 →スケジュール、手続窓口はp.5

教職員提案科目「学びの世界を広げる」

　既存のカリキュラムにないテーマを教職員から募集し、各種会議で審査のうえ、採択されたテーマに基づ
き開講する科目です。社会の急激な変化に適応することや、ぜひ学んでほしい内容をタイムリーに提供し、
新しいものの見方、取り組み方を修得することを目的としています。

「音楽実技」科目

　音楽学部を有する総合大学である本学のメリットを生かし、全学部生が通常の時間割の中で実技レッスン
を受けることができる科目です。レッスンは原則としてグループ形式で行われ、特別な音楽経験がなくても
履修可能です（一部の科目で「楽譜が読めること」、「楽器を所持していること」などの条件を設けている場
合がありますので、シラバスを確認してください）。声楽、ピアノ、弦楽器（隔年開講）、管楽器（隔年開講）、
オルガンから選択可能です。

「読書運動科目」

　本学の読書運動プロジェクトは、1998年にシアトル市で始まり、シカゴ市で2001年以降大きな成果を収
め全米各地に広まった《One Book, One Community.》にヒントを得たものです。
　2002年度から始まり、図書館を拠点として「読書」を個人的な経験だけでなく他者と共有、発信する活
動を支援しています。
　「読書運動科目」は読書運動プロジェクトの一環として2006年から開設。「今年の一冊」と「読書とメディ
ア」の2科目があります。
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特色ある科目と目的

キャリアに関する学び

　「キャリア形成の理解」から「キャリア系の知識を深める」、「社会人基礎力の修得と実践」の3段階で理
解を進めます。 
　グループワークやプロジェクト学習を通して、社会で求められる力を修得します。

社会人基礎力の修得と実践

• グループワークを通じて、課題解決に必要な知識
と手法を身につける

• 時間や資源という制約がある中で目的を達成する
活動に取り組める

キャリア系の知識を深める

• 産業構造や労働形態の変化を理解できる
• 市場経済のしくみを説明できる
• 会計情報などの根拠に基づき、企業分析ができる
• 新しい事業をつくり出す着眼点や方法論を知る 

キャリア形成の理解

• キャリア開発を取り巻く社会環境を理解できる
• 将来に向けた目標設定ができる
• 社会で必要な主体性、コミュニケーション力、チー

ムワークがどのようなものか自覚できる

キャリア実習

• 大学での学びの意味と組織や社会で求められるコ
ミュニケーション力や自己管理力、チャレンジす
る力と結び付けて考えられる

• 自分の課題を発見し、行動につなげることができる

キャリア実習

（短期・長期 インターンシップ）

　本学のキャリア教育は、いわゆる正課科目（単位が付与される授業科目）のほか、正課外での充実した講座、
サポートプログラムから構成されています。これを包括的に「キャリアに関する学び」と捉え、授業科目と
就職課が主催する就職講座、キャリア形成支援プログラム、セミナー、ガイダンスなどを組み合わせ、大学
のリソースを最大限に活用してください。

キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
学
び

正　課

CLA コア科目
　　実践教養

　キャリア形成の理解
 キャリア系の知識を深める
 社会人基礎力の修得と実践
　キャリア実習（短期・長期インターンシップ）

学部・学科専門科目 　実習、演習科目などのほか
　産業構造、労働環境を扱う講義科目等

正課外 就職・キャリア形成支援 　　　　 学内オープンセミナー
　キャリア形成支援プログラム 　　就職活動支援

� 4年次3年次2年次1年次



2023学生要覧54

Ｃ
Ｌ
Ａ
一一
特
別
な
手
続
き
が
必
要
な
科
目

英語科目・初習外国語科目カリキュラムマップ特別な手続きが必要な科目

特別な手続きが必要な科目

１．「キリスト教Ⅲ（キリスト教とボランティア）」

　集中講義期間など、通常の授業期間外に福祉施設で実習を行う科目です。履修希望者は、説明会に出席
してください。日程の詳細は FerrisPassport の掲示を確認してください。

２．「ボランティア活動1」「ボランティア活動2」「ボランティア活動3」

　学外でのボランティア活動の実働時間に応じて、卒業に必要な単位として認定される科目です。それぞれ
45時間以上、90時間以上、270時間以上が各科目の基準です。これらの3科目は複数または重複して履修
できます。履修希望者は、シラバスを参照のうえ、ボランティアセンターが開催するボランティア説明会
（4・10月）に出席し、「履修の手引き」に従って履修手続をしてください。なお、卒業年次生が卒業学期
に履修登録できるのは、各科目の基準時間を超えている場合に限ります。

ボ
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始
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か
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前
）
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計
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始
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３．「キャリア実習（S期インターンシップ）」「キャリア実習（長期インターンシップ）」

　企業・団体での一定期間の就業体験のみならず、担当教員による事前・事後指導等で体系的に構成さ
れる科目です。履修希望者は、説明会（夏季：4～5月、春季：9～10月）に必ず出席し、募集要項に従っ
て申込手続をしてください。説明会日程については、FerrisPassport でお知らせします。
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英語科目・初習外国語科目カリキュラムマップ

英語科目・初習外国語科目カリキュラムマップ

1年次

2年次

3年次

4年次

から2科目＋

語学コース選択、英語プレイスメント・テスト等によるクラス分け

英語Ⅰs（読む・書く）

英語Ⅰs（聞く・話す）

フランス語Ⅰ（入門）
ドイツ語Ⅰ（入門）
スペイン語Ⅰ（入門）
中国語Ⅰ（入門）
朝鮮語Ⅰ（入門）

英英
語語
ee
科科
目目
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科目の種類

（1）英語

インテンシブ科目（i）
英語インテンシブ・コースの学生のみが履修できる科目です。英語プレイスメ
ント・テストの結果に基づき習熟度別に履修クラスが指定されます。（クラス定
員15名）

スタンダード科目（s）
英語インテンシブ・コース以外の学生が履修する科目です。入学時に実施する
アンケート及び英語プレイスメント・テストの結果に基づき習熟度別に履修ク
ラスが指定されます。

選択科目（英語 e科目）
全学生が自由に履修できる科目です。主に取消不可選抜科目で、履修優先順位
はシラバス及び FerrisPassport の掲示にて発表されます。

（2）初習外国語

「Ⅰ（入門）」科目
前期のみ開講する入門科目です。各言語の特徴、文化的背景、発音及び文法の
基礎、会話の初歩などを学びます。

インテンシブ科目（i）
初習外国語インテンシブ・コースの学生が履修する科目です。初習外国語イン
テンシブ・コース以外の学生が履修する場合は、あらかじめ語学責任者の許可
が必要です。

スタンダード科目（s） 初習外国語インテンシブ・コース以外の学生が履修する科目です。

（3）教養外国語、（4）日本語

　全学生が自由に履修できる科目です。

 →語学責任者はp.170
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2

(1) 英語

(2) フランス語 フランス語 Ｉ（入門） フランス語 ＩＩｉ（文法） フランス語 ＩＩＩｉ（文法） フランス語 ＩＶｉ（読む１） フランス語 Ｖｉ（読む） フランス語 ＶＩｉ（読む）
フランス語 ＩＩｉ（読む１） フランス語 ＩＩＩｉ（読む） フランス語 ＩＶｉ（読む２） フランス語 Ｖｉ（話す） フランス語 ＶＩｉ（話す）
フランス語 ＩＩｉ（読む２） フランス語 ＩＩＩｉ（話す） フランス語 ＩＶｉ（話す） フランス語 Ｖｉ（書く） フランス語 ＶＩｉ（書く）
フランス語 ＩＩｉ（ＬＬ） フランス語 ＩＩＩｉ（書く） フランス語 ＩＶｉ（書く） フランス語 Ｖｉ（ＬＬ） フランス語 ＶＩｉ（ＬＬ）
フランス語 ＩＩｓ（文法） フランス語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） フランス語 ＩＶｉ（ＬＬ） フランス語 Ｖｉ（総合） フランス語 ＶＩｉ（総合）
フランス語 ＩＩｓ（読む） フランス語 ＩＩＩｓ（文法） フランス語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） フランス語 ＩＩｓ（ＬＬ） フランス語 ＩＩＩｓ（読む） フランス語 ＩＶｓ（話す）

フランス語 ＩＩＩｓ（話す） フランス語 ＩＶｓ（ＬＬ）
フランス語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(3) ドイツ語 ドイツ語 Ｉ（入門） ドイツ語 ＩＩｉ（文法） ドイツ語 ＩＩＩｉ（文法） ドイツ語 ＩＶｉ（読む１） ドイツ語 Ｖｉ（読む） ドイツ語 ＶＩｉ（読む）
ドイツ語 ＩＩｉ（読む１） ドイツ語 ＩＩＩｉ（読む） ドイツ語 ＩＶｉ（読む２） ドイツ語 Ｖｉ（話す） ドイツ語 ＶＩｉ（話す）
ドイツ語 ＩＩｉ（読む２） ドイツ語 ＩＩＩｉ（話す） ドイツ語 ＩＶｉ（話す） ドイツ語 Ｖｉ（書く） ドイツ語 ＶＩｉ（書く）
ドイツ語 ＩＩｉ（ＬＬ） ドイツ語 ＩＩＩｉ（書く） ドイツ語 ＩＶｉ（書く） ドイツ語 Ｖｉ（ＬＬ） ドイツ語 ＶＩｉ（ＬＬ）
ドイツ語 ＩＩｓ（文法） ドイツ語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） ドイツ語 ＩＶｉ（ＬＬ） ドイツ語 Ｖｉ（総合） ドイツ語 ＶＩｉ（総合）

ドイツ語 ＩＩｓ（読む） ドイツ語 ＩＩＩｓ（文法） ドイツ語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） ドイツ語 ＩＩｓ（ＬＬ） ドイツ語 ＩＩＩｓ（読む） ドイツ語 ＩＶｓ（話す）

ドイツ語 ＩＩＩｓ（話す） ドイツ語 ＩＶｓ（ＬＬ）
ドイツ語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(4) スペイン語 スペイン語 Ｉ（入門） スペイン語 ＩＩｉ（文法） スペイン語 ＩＩＩｉ（文法） スペイン語 ＩＶｉ（読む１） スペイン語 Ｖｉ（読む） スペイン語 ＶＩｉ（読む）

スペイン語 ＩＩｉ（読む１） スペイン語 ＩＩＩｉ（読む） スペイン語 ＩＶｉ（読む２） スペイン語 Ｖｉ（話す） スペイン語 ＶＩｉ（話す）

スペイン語 ＩＩｉ（読む２） スペイン語 ＩＩＩｉ（話す） スペイン語 ＩＶｉ（話す） スペイン語 Ｖｉ（書く） スペイン語 ＶＩｉ（書く）

スペイン語 ＩＩｉ（ＬＬ） スペイン語 ＩＩＩｉ（書く） スペイン語 ＩＶｉ（書く） スペイン語 Ｖｉ（ＬＬ） スペイン語 ＶＩｉ（ＬＬ）
スペイン語 ＩＩｓ（文法） スペイン語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） スペイン語 ＩＶｉ（ＬＬ） スペイン語 Ｖｉ（総合） スペイン語 ＶＩｉ（総合）
スペイン語 ＩＩｓ（読む） スペイン語 ＩＩＩｓ（文法） スペイン語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） スペイン語 ＩＩｓ（ＬＬ） スペイン語 ＩＩＩｓ（読む） スペイン語 ＩＶｓ（話す）

スペイン語 ＩＩＩｓ（話す） スペイン語 ＩＶｓ（ＬＬ）
スペイン語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(5) 中国語 中国語 Ｉ（入門） 中国語 ＩＩｉ（文法） 中国語 ＩＩＩｉ（文法） 中国語 ＩＶｉ（読む１） 中国語 Ｖｉ（読む） 中国語 ＶＩｉ（読む）
中国語 ＩＩｉ（読む１） 中国語 ＩＩＩｉ（読む） 中国語 ＩＶｉ（読む２） 中国語 Ｖｉ（話す） 中国語 ＶＩｉ（話す）
中国語 ＩＩｉ（読む２） 中国語 ＩＩＩｉ（話す） 中国語 ＩＶｉ（話す） 中国語 Ｖｉ（書く） 中国語 ＶＩｉ（書く）
中国語 ＩＩｉ（ＬＬ） 中国語 ＩＩＩｉ（書く） 中国語 ＩＶｉ（書く） 中国語 Ｖｉ（ＬＬ） 中国語 ＶＩｉ（ＬＬ）
中国語 ＩＩｓ（文法） 中国語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） 中国語 ＩＶｉ（ＬＬ） 中国語 Ｖｉ（総合） 中国語 ＶＩｉ（総合）

※履修年次（1234） 中国語 ＩＩｓ（読む） 中国語 ＩＩＩｓ（文法） 中国語 ＩＶｓ（読む）

中国語 ＩＩｓ（ＬＬ） 中国語 ＩＩＩｓ（読む） 中国語 ＩＶｓ（話す）

中国語 ＩＩＩｓ（話す） 中国語 ＩＶｓ（ＬＬ）
中国語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(6) 朝鮮語 朝鮮語 Ｉ（入門） 朝鮮語 ＩＩｉ（文法） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（文法） 朝鮮語 ＩＶｉ（読む１） 朝鮮語 Ｖｉ（読む） 朝鮮語 ＶＩｉ（読む）
朝鮮語 ＩＩｉ（読む１） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（読む） 朝鮮語 ＩＶｉ（読む２） 朝鮮語 Ｖｉ（話す） 朝鮮語 ＶＩｉ（話す）
朝鮮語 ＩＩｉ（読む２） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（話す） 朝鮮語 ＩＶｉ（話す） 朝鮮語 Ｖｉ（書く） 朝鮮語 ＶＩｉ（書く）
朝鮮語 ＩＩｉ（ＬＬ） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（書く） 朝鮮語 ＩＶｉ（書く） 朝鮮語 Ｖｉ（ＬＬ） 朝鮮語 ＶＩｉ（ＬＬ）
朝鮮語 ＩＩｓ（文法） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） 朝鮮語 ＩＶｉ（ＬＬ） 朝鮮語 Ｖｉ（総合） 朝鮮語 ＶＩｉ（総合）
朝鮮語 ＩＩｓ（読む） 朝鮮語 ＩＩＩｓ（文法） 朝鮮語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） 朝鮮語 ＩＩｓ（ＬＬ） 朝鮮語 ＩＩＩｓ（読む） 朝鮮語 ＩＶｓ（話す）

朝鮮語 ＩＩＩｓ（話す） 朝鮮語 ＩＶｓ（ＬＬ）
朝鮮語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(7) 教養外国語 古典ギリシア語Ⅰ（文法） 古典ギリシア語Ⅱ（文法） 古典ギリシア語Ⅲ（読む） 古典ギリシア語Ⅳ（読む）
ラテン語Ⅰ（文法） ラテン語Ⅱ（文法） ラテン語Ⅲ（読む） ラテン語Ⅳ（読む）
イタリア語Ⅰ（基礎） イタリア語Ⅱ（文法） イタリア語Ⅲ（文法） イタリア語Ⅳ（話す）

イタリア語Ⅱ（読む） イタリア語Ⅲ（読む） イタリア語Ⅳ（読む）
日本語Ⅰ 日本語Ⅱ

朝鮮語インテンシブ・コース修了時の到達目標は　「ハングル」能力検定 2級／
韓国語能力試験（TOPIK） 5級 です。
朝鮮語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は　「ハングル」能力検定 3級／韓国語能力試験（TOPIK） 3級 です。

海外語学実習（朝鮮語）※

中国語インテンシブ・コース修了時の到達目標は 中国語検定試験 2級 です。
中国語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は 中国語検定試験 3級 です。

ドイツ語インテンシブ・コース修了時の到達目標は　ドイツ語技能検定試験　
2級／ゲーテ・ドイツ語検定試験（Goethe-Zertifikat）　B1からB2 です。
ドイツ語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は　ドイツ語技能検定試験　3級／ゲーテ・ドイツ語検定試験
（Goethe-Zertifikat）　A2 です。

海外語学実習（ドイツ語）※

スペイン語インテンシブ・コース修了時の到達目標は スペイン語技能検定 2級
です。
スペイン語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は スペイン語技能検定 3級です。

海外語学実習（スペイン語）※

海外語学実習（中国語）※

海外語学実習（フランス語）※

語学科目　カリキュラムマップ

DP：ディプロマ・ポリシー

1－幅広い教養、2－言語運用能力、3－課題発見・解決能力、4－実践的なコミュニケーション能力、5－他者と協働・共生する力、6－新しい価値を見出す力

フェリス女学院大学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針、DP)(p.9参照）で示す身に付けるべき資質・能力と科目との対応を表します。
網掛けされた数字のDPと当該科目が関係します。

1 3

フランス語インテンシブ・コース修了時の到達目標は　実用フランス語技能検定
2級 です。
フランス語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は　実用フランス語技能検定3級 です。

大学が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナンバリングコードの
「レベルコード」に対応しています。レベルの数字は履修年次とは異なります。
履修登録可能な年次は、開講科目表のとおりです。

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

レベル

DP 1 2 3 4 5 6

2020年度以前入学者
　2021年度学生要覧を参照してください。

英語インテンシブ・コース修了時の到達目標は TOEIC 650～750 点、英検 準 1
級～1 級、TOEFL iBT 61～79 点、CEFR B2～C1 です。
英語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の到達目標
は TOEIC 550～650 点、英検 準 1級、TOEFL iBT 53～68 点、CEFR B1～B2 です。
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英語 Ｉｓ（読む・書く） 英語 ＩＩｉ（分析・理解）
英語 Ｉｓ（聞く・話す） 英語 ＩＩｉ（発信・表現）

英語 ＩＩｉ（プロジェクト）
英語 ＩＩｓ（読む・書く）
英語 ＩＩｓ（聞く・話す）

英語e（Conversation Skills: Basic）
英語e（Extensive Reading）
英語e（Grammar: Basic）
英語e（IELTS Preparation Ⅰ）
英語e（Pronunciation: Basic）
英語e（Songs & Poems）
英語e（TOEFL-iBT PreparationⅠ）
英語e（TOEIC Preparation Ⅰ）
英語e（Vocabulary: Basic）

英語 Ｖｉ（プロジェクト）

英語e（Academic Reading: Advanced）
英語e（Conversation Skills: Advanced）
英語e（Creative Writing）
英語e（Discussion and Debate）
英語e (EIKEN Grade Pre-1 Preparation)
英語e（News and Views: Advanced）
英語e（TOEFL-iBT Preparation Ⅲ）
英語e（TOEIC Preparation Ⅲ）
英語e（Songs & Poems）

英語 ＩＩIｉ（分析・理解）
英語 ＩＩIｉ（発信・表現）
英語 ＩIＩｉ（プロジェクト）
英語 ＩＩＩｓ（読む・書く）
英語 ＩＩＩｓ（聞く・話す）

英語e（Academic Listening）
英語e（Academic Reading）
英語e（Business Communication）
英語e（Conversation Skills）
英語e（EIKEN Grade 2 Preparation）
英語e（English through Movies）
英語e（English through Music: Basic）
英語e（IELTS Preparation Ⅱ）
英語e（News and Views）

英語 ＩＶｉ（分析・理解）
英語 ＩＶｉ（発信・表現）
英語 ＩＶｉ（プロジェクト）
英語 ＩＶｓ（読む・書く）
英語 ＩＶｓ（聞く・話す）

英語e（Special Topic）
英語e（Speech and Debate）
英語e（TOEFL-iBT Preparation Ⅱ:Reading/Writing）
英語e（TOEFL-iBT Preparation Ⅱ:Listening/Speaking)
英語e（TOEIC Preparation Ⅱ: Listening）
英語e（TOEIC Preparation Ⅱ: Reading）
英語e（Vocabulary）
英語e（Writing Skills）
英語e（Pronunciation）
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(1) 英語

(2) フランス語 フランス語 Ｉ（入門） フランス語 ＩＩｉ（文法） フランス語 ＩＩＩｉ（文法） フランス語 ＩＶｉ（読む１） フランス語 Ｖｉ（読む） フランス語 ＶＩｉ（読む）
フランス語 ＩＩｉ（読む１） フランス語 ＩＩＩｉ（読む） フランス語 ＩＶｉ（読む２） フランス語 Ｖｉ（話す） フランス語 ＶＩｉ（話す）
フランス語 ＩＩｉ（読む２） フランス語 ＩＩＩｉ（話す） フランス語 ＩＶｉ（話す） フランス語 Ｖｉ（書く） フランス語 ＶＩｉ（書く）
フランス語 ＩＩｉ（ＬＬ） フランス語 ＩＩＩｉ（書く） フランス語 ＩＶｉ（書く） フランス語 Ｖｉ（ＬＬ） フランス語 ＶＩｉ（ＬＬ）
フランス語 ＩＩｓ（文法） フランス語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） フランス語 ＩＶｉ（ＬＬ） フランス語 Ｖｉ（総合） フランス語 ＶＩｉ（総合）
フランス語 ＩＩｓ（読む） フランス語 ＩＩＩｓ（文法） フランス語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） フランス語 ＩＩｓ（ＬＬ） フランス語 ＩＩＩｓ（読む） フランス語 ＩＶｓ（話す）

フランス語 ＩＩＩｓ（話す） フランス語 ＩＶｓ（ＬＬ）
フランス語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(3) ドイツ語 ドイツ語 Ｉ（入門） ドイツ語 ＩＩｉ（文法） ドイツ語 ＩＩＩｉ（文法） ドイツ語 ＩＶｉ（読む１） ドイツ語 Ｖｉ（読む） ドイツ語 ＶＩｉ（読む）
ドイツ語 ＩＩｉ（読む１） ドイツ語 ＩＩＩｉ（読む） ドイツ語 ＩＶｉ（読む２） ドイツ語 Ｖｉ（話す） ドイツ語 ＶＩｉ（話す）
ドイツ語 ＩＩｉ（読む２） ドイツ語 ＩＩＩｉ（話す） ドイツ語 ＩＶｉ（話す） ドイツ語 Ｖｉ（書く） ドイツ語 ＶＩｉ（書く）
ドイツ語 ＩＩｉ（ＬＬ） ドイツ語 ＩＩＩｉ（書く） ドイツ語 ＩＶｉ（書く） ドイツ語 Ｖｉ（ＬＬ） ドイツ語 ＶＩｉ（ＬＬ）
ドイツ語 ＩＩｓ（文法） ドイツ語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） ドイツ語 ＩＶｉ（ＬＬ） ドイツ語 Ｖｉ（総合） ドイツ語 ＶＩｉ（総合）

ドイツ語 ＩＩｓ（読む） ドイツ語 ＩＩＩｓ（文法） ドイツ語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） ドイツ語 ＩＩｓ（ＬＬ） ドイツ語 ＩＩＩｓ（読む） ドイツ語 ＩＶｓ（話す）

ドイツ語 ＩＩＩｓ（話す） ドイツ語 ＩＶｓ（ＬＬ）
ドイツ語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(4) スペイン語 スペイン語 Ｉ（入門） スペイン語 ＩＩｉ（文法） スペイン語 ＩＩＩｉ（文法） スペイン語 ＩＶｉ（読む１） スペイン語 Ｖｉ（読む） スペイン語 ＶＩｉ（読む）

スペイン語 ＩＩｉ（読む１） スペイン語 ＩＩＩｉ（読む） スペイン語 ＩＶｉ（読む２） スペイン語 Ｖｉ（話す） スペイン語 ＶＩｉ（話す）

スペイン語 ＩＩｉ（読む２） スペイン語 ＩＩＩｉ（話す） スペイン語 ＩＶｉ（話す） スペイン語 Ｖｉ（書く） スペイン語 ＶＩｉ（書く）

スペイン語 ＩＩｉ（ＬＬ） スペイン語 ＩＩＩｉ（書く） スペイン語 ＩＶｉ（書く） スペイン語 Ｖｉ（ＬＬ） スペイン語 ＶＩｉ（ＬＬ）
スペイン語 ＩＩｓ（文法） スペイン語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） スペイン語 ＩＶｉ（ＬＬ） スペイン語 Ｖｉ（総合） スペイン語 ＶＩｉ（総合）
スペイン語 ＩＩｓ（読む） スペイン語 ＩＩＩｓ（文法） スペイン語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） スペイン語 ＩＩｓ（ＬＬ） スペイン語 ＩＩＩｓ（読む） スペイン語 ＩＶｓ（話す）

スペイン語 ＩＩＩｓ（話す） スペイン語 ＩＶｓ（ＬＬ）
スペイン語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(5) 中国語 中国語 Ｉ（入門） 中国語 ＩＩｉ（文法） 中国語 ＩＩＩｉ（文法） 中国語 ＩＶｉ（読む１） 中国語 Ｖｉ（読む） 中国語 ＶＩｉ（読む）
中国語 ＩＩｉ（読む１） 中国語 ＩＩＩｉ（読む） 中国語 ＩＶｉ（読む２） 中国語 Ｖｉ（話す） 中国語 ＶＩｉ（話す）
中国語 ＩＩｉ（読む２） 中国語 ＩＩＩｉ（話す） 中国語 ＩＶｉ（話す） 中国語 Ｖｉ（書く） 中国語 ＶＩｉ（書く）
中国語 ＩＩｉ（ＬＬ） 中国語 ＩＩＩｉ（書く） 中国語 ＩＶｉ（書く） 中国語 Ｖｉ（ＬＬ） 中国語 ＶＩｉ（ＬＬ）
中国語 ＩＩｓ（文法） 中国語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） 中国語 ＩＶｉ（ＬＬ） 中国語 Ｖｉ（総合） 中国語 ＶＩｉ（総合）

※履修年次（1234） 中国語 ＩＩｓ（読む） 中国語 ＩＩＩｓ（文法） 中国語 ＩＶｓ（読む）

中国語 ＩＩｓ（ＬＬ） 中国語 ＩＩＩｓ（読む） 中国語 ＩＶｓ（話す）

中国語 ＩＩＩｓ（話す） 中国語 ＩＶｓ（ＬＬ）
中国語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(6) 朝鮮語 朝鮮語 Ｉ（入門） 朝鮮語 ＩＩｉ（文法） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（文法） 朝鮮語 ＩＶｉ（読む１） 朝鮮語 Ｖｉ（読む） 朝鮮語 ＶＩｉ（読む）
朝鮮語 ＩＩｉ（読む１） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（読む） 朝鮮語 ＩＶｉ（読む２） 朝鮮語 Ｖｉ（話す） 朝鮮語 ＶＩｉ（話す）
朝鮮語 ＩＩｉ（読む２） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（話す） 朝鮮語 ＩＶｉ（話す） 朝鮮語 Ｖｉ（書く） 朝鮮語 ＶＩｉ（書く）
朝鮮語 ＩＩｉ（ＬＬ） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（書く） 朝鮮語 ＩＶｉ（書く） 朝鮮語 Ｖｉ（ＬＬ） 朝鮮語 ＶＩｉ（ＬＬ）
朝鮮語 ＩＩｓ（文法） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） 朝鮮語 ＩＶｉ（ＬＬ） 朝鮮語 Ｖｉ（総合） 朝鮮語 ＶＩｉ（総合）
朝鮮語 ＩＩｓ（読む） 朝鮮語 ＩＩＩｓ（文法） 朝鮮語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） 朝鮮語 ＩＩｓ（ＬＬ） 朝鮮語 ＩＩＩｓ（読む） 朝鮮語 ＩＶｓ（話す）

朝鮮語 ＩＩＩｓ（話す） 朝鮮語 ＩＶｓ（ＬＬ）
朝鮮語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(7) 教養外国語 古典ギリシア語Ⅰ（文法） 古典ギリシア語Ⅱ（文法） 古典ギリシア語Ⅲ（読む） 古典ギリシア語Ⅳ（読む）
ラテン語Ⅰ（文法） ラテン語Ⅱ（文法） ラテン語Ⅲ（読む） ラテン語Ⅳ（読む）
イタリア語Ⅰ（基礎） イタリア語Ⅱ（文法） イタリア語Ⅲ（文法） イタリア語Ⅳ（話す）

イタリア語Ⅱ（読む） イタリア語Ⅲ（読む） イタリア語Ⅳ（読む）
日本語Ⅰ 日本語Ⅱ

朝鮮語インテンシブ・コース修了時の到達目標は　「ハングル」能力検定 2級／
韓国語能力試験（TOPIK） 5級 です。
朝鮮語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は　「ハングル」能力検定 3級／韓国語能力試験（TOPIK） 3級 です。

海外語学実習（朝鮮語）※

中国語インテンシブ・コース修了時の到達目標は 中国語検定試験 2級 です。
中国語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は 中国語検定試験 3級 です。

ドイツ語インテンシブ・コース修了時の到達目標は　ドイツ語技能検定試験　
2級／ゲーテ・ドイツ語検定試験（Goethe-Zertifikat）　B1からB2 です。
ドイツ語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は　ドイツ語技能検定試験　3級／ゲーテ・ドイツ語検定試験
（Goethe-Zertifikat）　A2 です。

海外語学実習（ドイツ語）※

スペイン語インテンシブ・コース修了時の到達目標は スペイン語技能検定 2級
です。
スペイン語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は スペイン語技能検定 3級です。

海外語学実習（スペイン語）※

海外語学実習（中国語）※

海外語学実習（フランス語）※

語学科目　カリキュラムマップ

DP：ディプロマ・ポリシー

1－幅広い教養、2－言語運用能力、3－課題発見・解決能力、4－実践的なコミュニケーション能力、5－他者と協働・共生する力、6－新しい価値を見出す力

フェリス女学院大学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針、DP)(p.9参照）で示す身に付けるべき資質・能力と科目との対応を表します。
網掛けされた数字のDPと当該科目が関係します。

1 3

フランス語インテンシブ・コース修了時の到達目標は　実用フランス語技能検定
2級 です。
フランス語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は　実用フランス語技能検定3級 です。

大学が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナンバリングコードの
「レベルコード」に対応しています。レベルの数字は履修年次とは異なります。
履修登録可能な年次は、開講科目表のとおりです。

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

レベル

DP 1 2 3 4 5 6

2020年度以前入学者
　2021年度学生要覧を参照してください。

英語インテンシブ・コース修了時の到達目標は TOEIC 650～750 点、英検 準 1
級～1 級、TOEFL iBT 61～79 点、CEFR B2～C1 です。
英語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の到達目標
は TOEIC 550～650 点、英検 準 1級、TOEFL iBT 53～68 点、CEFR B1～B2 です。

2

英語 Ｉｓ（読む・書く） 英語 ＩＩｉ（分析・理解）
英語 Ｉｓ（聞く・話す） 英語 ＩＩｉ（発信・表現）

英語 ＩＩｉ（プロジェクト）
英語 ＩＩｓ（読む・書く）
英語 ＩＩｓ（聞く・話す）

英語e（Conversation Skills: Basic）
英語e（Extensive Reading）
英語e（Grammar: Basic）
英語e（IELTS Preparation Ⅰ）
英語e（Pronunciation: Basic）
英語e（Songs & Poems）
英語e（TOEFL-iBT PreparationⅠ）
英語e（TOEIC Preparation Ⅰ）
英語e（Vocabulary: Basic）

英語 Ｖｉ（プロジェクト）

英語e（Academic Reading: Advanced）
英語e（Conversation Skills: Advanced）
英語e（Creative Writing）
英語e（Discussion and Debate）
英語e (EIKEN Grade Pre-1 Preparation)
英語e（News and Views: Advanced）
英語e（TOEFL-iBT Preparation Ⅲ）
英語e（TOEIC Preparation Ⅲ）
英語e（Songs & Poems）

英語 ＩＩIｉ（分析・理解）
英語 ＩＩIｉ（発信・表現）
英語 ＩIＩｉ（プロジェクト）
英語 ＩＩＩｓ（読む・書く）
英語 ＩＩＩｓ（聞く・話す）

英語e（Academic Listening）
英語e（Academic Reading）
英語e（Business Communication）
英語e（Conversation Skills）
英語e（EIKEN Grade 2 Preparation）
英語e（English through Movies）
英語e（English through Music: Basic）
英語e（IELTS Preparation Ⅱ）
英語e（News and Views）

英語 ＩＶｉ（分析・理解）
英語 ＩＶｉ（発信・表現）
英語 ＩＶｉ（プロジェクト）
英語 ＩＶｓ（読む・書く）
英語 ＩＶｓ（聞く・話す）

英語e（Special Topic）
英語e（Speech and Debate）
英語e（TOEFL-iBT Preparation Ⅱ:Reading/Writing）
英語e（TOEFL-iBT Preparation Ⅱ:Listening/Speaking)
英語e（TOEIC Preparation Ⅱ: Listening）
英語e（TOEIC Preparation Ⅱ: Reading）
英語e（Vocabulary）
英語e（Writing Skills）
英語e（Pronunciation）
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(1) 英語

(2) フランス語 フランス語 Ｉ（入門） フランス語 ＩＩｉ（文法） フランス語 ＩＩＩｉ（文法） フランス語 ＩＶｉ（読む１） フランス語 Ｖｉ（読む） フランス語 ＶＩｉ（読む）
フランス語 ＩＩｉ（読む１） フランス語 ＩＩＩｉ（読む） フランス語 ＩＶｉ（読む２） フランス語 Ｖｉ（話す） フランス語 ＶＩｉ（話す）
フランス語 ＩＩｉ（読む２） フランス語 ＩＩＩｉ（話す） フランス語 ＩＶｉ（話す） フランス語 Ｖｉ（書く） フランス語 ＶＩｉ（書く）
フランス語 ＩＩｉ（ＬＬ） フランス語 ＩＩＩｉ（書く） フランス語 ＩＶｉ（書く） フランス語 Ｖｉ（ＬＬ） フランス語 ＶＩｉ（ＬＬ）
フランス語 ＩＩｓ（文法） フランス語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） フランス語 ＩＶｉ（ＬＬ） フランス語 Ｖｉ（総合） フランス語 ＶＩｉ（総合）
フランス語 ＩＩｓ（読む） フランス語 ＩＩＩｓ（文法） フランス語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） フランス語 ＩＩｓ（ＬＬ） フランス語 ＩＩＩｓ（読む） フランス語 ＩＶｓ（話す）

フランス語 ＩＩＩｓ（話す） フランス語 ＩＶｓ（ＬＬ）
フランス語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(3) ドイツ語 ドイツ語 Ｉ（入門） ドイツ語 ＩＩｉ（文法） ドイツ語 ＩＩＩｉ（文法） ドイツ語 ＩＶｉ（読む１） ドイツ語 Ｖｉ（読む） ドイツ語 ＶＩｉ（読む）
ドイツ語 ＩＩｉ（読む１） ドイツ語 ＩＩＩｉ（読む） ドイツ語 ＩＶｉ（読む２） ドイツ語 Ｖｉ（話す） ドイツ語 ＶＩｉ（話す）
ドイツ語 ＩＩｉ（読む２） ドイツ語 ＩＩＩｉ（話す） ドイツ語 ＩＶｉ（話す） ドイツ語 Ｖｉ（書く） ドイツ語 ＶＩｉ（書く）
ドイツ語 ＩＩｉ（ＬＬ） ドイツ語 ＩＩＩｉ（書く） ドイツ語 ＩＶｉ（書く） ドイツ語 Ｖｉ（ＬＬ） ドイツ語 ＶＩｉ（ＬＬ）
ドイツ語 ＩＩｓ（文法） ドイツ語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） ドイツ語 ＩＶｉ（ＬＬ） ドイツ語 Ｖｉ（総合） ドイツ語 ＶＩｉ（総合）

ドイツ語 ＩＩｓ（読む） ドイツ語 ＩＩＩｓ（文法） ドイツ語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） ドイツ語 ＩＩｓ（ＬＬ） ドイツ語 ＩＩＩｓ（読む） ドイツ語 ＩＶｓ（話す）

ドイツ語 ＩＩＩｓ（話す） ドイツ語 ＩＶｓ（ＬＬ）
ドイツ語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(4) スペイン語 スペイン語 Ｉ（入門） スペイン語 ＩＩｉ（文法） スペイン語 ＩＩＩｉ（文法） スペイン語 ＩＶｉ（読む１） スペイン語 Ｖｉ（読む） スペイン語 ＶＩｉ（読む）

スペイン語 ＩＩｉ（読む１） スペイン語 ＩＩＩｉ（読む） スペイン語 ＩＶｉ（読む２） スペイン語 Ｖｉ（話す） スペイン語 ＶＩｉ（話す）

スペイン語 ＩＩｉ（読む２） スペイン語 ＩＩＩｉ（話す） スペイン語 ＩＶｉ（話す） スペイン語 Ｖｉ（書く） スペイン語 ＶＩｉ（書く）

スペイン語 ＩＩｉ（ＬＬ） スペイン語 ＩＩＩｉ（書く） スペイン語 ＩＶｉ（書く） スペイン語 Ｖｉ（ＬＬ） スペイン語 ＶＩｉ（ＬＬ）
スペイン語 ＩＩｓ（文法） スペイン語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） スペイン語 ＩＶｉ（ＬＬ） スペイン語 Ｖｉ（総合） スペイン語 ＶＩｉ（総合）
スペイン語 ＩＩｓ（読む） スペイン語 ＩＩＩｓ（文法） スペイン語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） スペイン語 ＩＩｓ（ＬＬ） スペイン語 ＩＩＩｓ（読む） スペイン語 ＩＶｓ（話す）

スペイン語 ＩＩＩｓ（話す） スペイン語 ＩＶｓ（ＬＬ）
スペイン語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(5) 中国語 中国語 Ｉ（入門） 中国語 ＩＩｉ（文法） 中国語 ＩＩＩｉ（文法） 中国語 ＩＶｉ（読む１） 中国語 Ｖｉ（読む） 中国語 ＶＩｉ（読む）
中国語 ＩＩｉ（読む１） 中国語 ＩＩＩｉ（読む） 中国語 ＩＶｉ（読む２） 中国語 Ｖｉ（話す） 中国語 ＶＩｉ（話す）
中国語 ＩＩｉ（読む２） 中国語 ＩＩＩｉ（話す） 中国語 ＩＶｉ（話す） 中国語 Ｖｉ（書く） 中国語 ＶＩｉ（書く）
中国語 ＩＩｉ（ＬＬ） 中国語 ＩＩＩｉ（書く） 中国語 ＩＶｉ（書く） 中国語 Ｖｉ（ＬＬ） 中国語 ＶＩｉ（ＬＬ）
中国語 ＩＩｓ（文法） 中国語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） 中国語 ＩＶｉ（ＬＬ） 中国語 Ｖｉ（総合） 中国語 ＶＩｉ（総合）

※履修年次（1234） 中国語 ＩＩｓ（読む） 中国語 ＩＩＩｓ（文法） 中国語 ＩＶｓ（読む）

中国語 ＩＩｓ（ＬＬ） 中国語 ＩＩＩｓ（読む） 中国語 ＩＶｓ（話す）

中国語 ＩＩＩｓ（話す） 中国語 ＩＶｓ（ＬＬ）
中国語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(6) 朝鮮語 朝鮮語 Ｉ（入門） 朝鮮語 ＩＩｉ（文法） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（文法） 朝鮮語 ＩＶｉ（読む１） 朝鮮語 Ｖｉ（読む） 朝鮮語 ＶＩｉ（読む）
朝鮮語 ＩＩｉ（読む１） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（読む） 朝鮮語 ＩＶｉ（読む２） 朝鮮語 Ｖｉ（話す） 朝鮮語 ＶＩｉ（話す）
朝鮮語 ＩＩｉ（読む２） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（話す） 朝鮮語 ＩＶｉ（話す） 朝鮮語 Ｖｉ（書く） 朝鮮語 ＶＩｉ（書く）
朝鮮語 ＩＩｉ（ＬＬ） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（書く） 朝鮮語 ＩＶｉ（書く） 朝鮮語 Ｖｉ（ＬＬ） 朝鮮語 ＶＩｉ（ＬＬ）
朝鮮語 ＩＩｓ（文法） 朝鮮語 ＩＩＩｉ（ＬＬ） 朝鮮語 ＩＶｉ（ＬＬ） 朝鮮語 Ｖｉ（総合） 朝鮮語 ＶＩｉ（総合）
朝鮮語 ＩＩｓ（読む） 朝鮮語 ＩＩＩｓ（文法） 朝鮮語 ＩＶｓ（読む）

※履修年次（1234） 朝鮮語 ＩＩｓ（ＬＬ） 朝鮮語 ＩＩＩｓ（読む） 朝鮮語 ＩＶｓ（話す）

朝鮮語 ＩＩＩｓ（話す） 朝鮮語 ＩＶｓ（ＬＬ）
朝鮮語 ＩＩＩｓ（ＬＬ）

(7) 教養外国語 古典ギリシア語Ⅰ（文法） 古典ギリシア語Ⅱ（文法） 古典ギリシア語Ⅲ（読む） 古典ギリシア語Ⅳ（読む）
ラテン語Ⅰ（文法） ラテン語Ⅱ（文法） ラテン語Ⅲ（読む） ラテン語Ⅳ（読む）
イタリア語Ⅰ（基礎） イタリア語Ⅱ（文法） イタリア語Ⅲ（文法） イタリア語Ⅳ（話す）

イタリア語Ⅱ（読む） イタリア語Ⅲ（読む） イタリア語Ⅳ（読む）
日本語Ⅰ 日本語Ⅱ

朝鮮語インテンシブ・コース修了時の到達目標は　「ハングル」能力検定 2級／
韓国語能力試験（TOPIK） 5級 です。
朝鮮語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は　「ハングル」能力検定 3級／韓国語能力試験（TOPIK） 3級 です。

海外語学実習（朝鮮語）※

中国語インテンシブ・コース修了時の到達目標は 中国語検定試験 2級 です。
中国語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は 中国語検定試験 3級 です。

ドイツ語インテンシブ・コース修了時の到達目標は　ドイツ語技能検定試験　
2級／ゲーテ・ドイツ語検定試験（Goethe-Zertifikat）　B1からB2 です。
ドイツ語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は　ドイツ語技能検定試験　3級／ゲーテ・ドイツ語検定試験
（Goethe-Zertifikat）　A2 です。

海外語学実習（ドイツ語）※

スペイン語インテンシブ・コース修了時の到達目標は スペイン語技能検定 2級
です。
スペイン語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は スペイン語技能検定 3級です。

海外語学実習（スペイン語）※

海外語学実習（中国語）※

海外語学実習（フランス語）※

語学科目　カリキュラムマップ

DP：ディプロマ・ポリシー

1－幅広い教養、2－言語運用能力、3－課題発見・解決能力、4－実践的なコミュニケーション能力、5－他者と協働・共生する力、6－新しい価値を見出す力

フェリス女学院大学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針、DP)(p.9参照）で示す身に付けるべき資質・能力と科目との対応を表します。
網掛けされた数字のDPと当該科目が関係します。

1 3

フランス語インテンシブ・コース修了時の到達目標は　実用フランス語技能検定
2級 です。
フランス語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の
到達目標は　実用フランス語技能検定3級 です。

大学が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナンバリングコードの
「レベルコード」に対応しています。レベルの数字は履修年次とは異なります。
履修登録可能な年次は、開講科目表のとおりです。

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

レベル

DP 1 2 3 4 5 6

2020年度以前入学者
　2021年度学生要覧を参照してください。

英語インテンシブ・コース修了時の到達目標は TOEIC 650～750 点、英検 準 1
級～1 級、TOEFL iBT 61～79 点、CEFR B2～C1 です。
英語スタンダード・コース及び２か国語履修コースの卒業要件充足時の到達目標
は TOEIC 550～650 点、英検 準 1級、TOEFL iBT 53～68 点、CEFR B1～B2 です。

2

英語 Ｉｓ（読む・書く） 英語 ＩＩｉ（分析・理解）
英語 Ｉｓ（聞く・話す） 英語 ＩＩｉ（発信・表現）

英語 ＩＩｉ（プロジェクト）
英語 ＩＩｓ（読む・書く）
英語 ＩＩｓ（聞く・話す）

英語e（Conversation Skills: Basic）
英語e（Extensive Reading）
英語e（Grammar: Basic）
英語e（IELTS Preparation Ⅰ）
英語e（Pronunciation: Basic）
英語e（Songs & Poems）
英語e（TOEFL-iBT PreparationⅠ）
英語e（TOEIC Preparation Ⅰ）
英語e（Vocabulary: Basic）

英語 Ｖｉ（プロジェクト）

英語e（Academic Reading: Advanced）
英語e（Conversation Skills: Advanced）
英語e（Creative Writing）
英語e（Discussion and Debate）
英語e (EIKEN Grade Pre-1 Preparation)
英語e（News and Views: Advanced）
英語e（TOEFL-iBT Preparation Ⅲ）
英語e（TOEIC Preparation Ⅲ）
英語e（Songs & Poems）

英語 ＩＩIｉ（分析・理解）
英語 ＩＩIｉ（発信・表現）
英語 ＩIＩｉ（プロジェクト）
英語 ＩＩＩｓ（読む・書く）
英語 ＩＩＩｓ（聞く・話す）

英語e（Academic Listening）
英語e（Academic Reading）
英語e（Business Communication）
英語e（Conversation Skills）
英語e（EIKEN Grade 2 Preparation）
英語e（English through Movies）
英語e（English through Music: Basic）
英語e（IELTS Preparation Ⅱ）
英語e（News and Views）

英語 ＩＶｉ（分析・理解）
英語 ＩＶｉ（発信・表現）
英語 ＩＶｉ（プロジェクト）
英語 ＩＶｓ（読む・書く）
英語 ＩＶｓ（聞く・話す）

英語e（Special Topic）
英語e（Speech and Debate）
英語e（TOEFL-iBT Preparation Ⅱ:Reading/Writing）
英語e（TOEFL-iBT Preparation Ⅱ:Listening/Speaking)
英語e（TOEIC Preparation Ⅱ: Listening）
英語e（TOEIC Preparation Ⅱ: Reading）
英語e（Vocabulary）
英語e（Writing Skills）
英語e（Pronunciation）
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履修コース・言語選択／卒業に必要な単位／インテンシブ・コースの

修了要件

趣旨・目的／履修コース・言語選択

語 学 科 目語 学 科 目

カリキュラムの説明

１．はじめに

　各言語を学ぶ意義、語学を学ぶにあたっての各学科からのアドバイスについては、入学時に配布した冊
子「履修のてびき」を参照してください。

２．趣旨・目的

　現代人にとって必要な言語コミュニケーションの能力だけでなく、専門科目の学修にあたって必要とな
る基礎的な語学力を習得し、さらにその言語を使用する国々の文化を理解することを目的としています。

３．履修コース・言語と卒業に必要な単位・コース修了要件

　カリキュラムマップ（p.55）記載のとおり、10言語、5つの履修コースで構成されています。
　所属する学部・学科により選択できる言語、履修コースが異なりますが、各自の目的にあわせた選択が
可能です。

(1) 履修コース・言語の選択

　所属する学部・学科により、卒業に必要な語学科目の単位数及び選択できる履修コース・言語が異
なります。（pp.64～69参照）
　なお、外国人留学生の語学科目履修方法については pp.70～74を参照してください。
　履修コース及び言語を選択する際には、『履修のてびき』を必ず確認してください。語学責任者また
は所属学科の教務委員（p.170参照）に相談することもできます。

①　2023年度入学者の「語学履修コース・言語選択届」提出
　各学生の履修コース・言語は、1年次前期に提出する「語学履修コース・言語選択届」に基づき決
定されます。「語学履修コース・言語選択届」提出後、定められた期間外に履修コース・言語を変更
することは認められません。

 →スケジュール、手続窓口はp.5

 →履修コース・言語の変更については、p.60

②　履修許可
　英語インテンシブ・コースについては希望者数に関わらず、初習外国語インテンシブ・コースに
ついては希望者が定員を超えた場合に選抜を行い、履修許可者を決定します。
i)　英語インテンシブ・コース（2021年度以降入学者）

　選抜にあたっては、希望者が定員に満たない場合であっても、英語プレイスメント・テストの
スコアで選抜を行い、履修許可者（定員120名：文学部・音楽学部77名、国際交流学部43名）を
決定します。履修が許可された後は、安易な変更は認められませんので注意してください。

2020年度以前入学者

　2020年度学生要覧を参照してください。

ii)　初習外国語インテンシブ・コース
　当該言語の「Ⅰ（入門）」を履修していることが前提となります。希望者が多い場合は次のとお
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履修コース・言語選択／卒業に必要な単位／インテンシブ・コースの

修了要件

り選抜し、履修許可者を決定します。履修が許可された後は、安易な変更は認められませんので
注意してください。

方　　法

第1希望の段階で25名を超えた場合、選抜を行う。
第1希望の段階で25名を満たさなかった言語については、第1希望者全員の履修を許可したうえ
で、第2希望者の追加選抜を行う。
なお、第1希望の段階で選抜のあった場合、第2希望者が許可されることはない。

選抜基準
「Ⅰ（入門）」の出席、成績等。
遅延及び未提出等、手続きに不備があった者は選抜から外れる。

許可取消 「Ⅰ（入門）」の成績評価により、履修許可を取り消される場合がある。

(2) 卒業に必要な単位数

　学生は、pp.64～69に定める所属学科、語学履修コースの卒業に必要な単位を修得する必要があります。

(3) インテンシブ・コースの修了要件

　卒業に必要な単位数とは別に、英語インテンシブ・コース、初習外国語インテンシブ・コースにつ
いては、各コースを修了するために必要な要件が次のとおり定められ、要件を満たした者には修了証
が発行されます。なお、技能審査の合格による単位認定により修得した単位は修了要件として加算で
きません。

①　英語インテンシブ・コースの修了要件
　pp.64～69に定める各所属学科の英語インテンシブ・コース標準履修科目の英語科目を所定の学
年・学期に全て修得※1，2する必要があります。

※１ 　交換留学及び認定留学、セメスター・アブロードにより修得した単位が、本学における英語科目の
単位として認定された場合、留学により未履修となった英語インテンシブ科目に代えて、英語インテ
ンシブ・コースの修了要件とすることが認められます。

※２ 　2020年度以前入学の英語インテンシブ・コース履修者が休学し、復学時に履修すべき2020年度以
前入学者の英語インテンシブ科目が開講されていなかった場合には、教務課に相談してください。

　また、英語インテンシブ科目の履修にあたっては、p.60に定める英語プレイスメント・テストを
全て受験することが必須条件となります。受験しなかった者については、原則として次学期以降の
英語インテンシブ科目の履修及びコースの修了が認められません。

②　初習外国語インテンシブ・コースの修了
　pp.64～69に定める各所属学科の初習外国語インテンシブ・コース標準履修科目を修得※3～5する必
要があります。
　なお、再履修によるコース修了も認められます。再履修方法については pp.61～62を参照してく
ださい。

※3　「Ⅱ i」～「Ⅴ i」科目については上位科目での修得をもって代えることが認められます。
※4 　交換留学及び認定留学により修得した単位が、本学における初習外国語科目の単位として認定され

た場合、初習外国語インテンシブ・コース修了要件のうち、「Ⅱ i」～「Ⅵ i」科目の不足分として充当
することができます。

※5 　外国人留学生は、初習外国語インテンシブ・コース修了要件のうち、英語科目2単位分を「大学で学
ぶ日本語」によって満たすことができます。

③　インテンシブ・コースの成績証明書及び修了証
　英語インテンシブ・コース及び初習外国語インテンシブ・コース履修者のうち、「必修相当として
定められた語学科目を全て修得した者」について、下記のとおり成績証明書に「インテンシブ・コー
ス修了者」である旨記載しています。
　また、英語教育運営委員会及び初習外国語教育運営委員会から「修了証」が発行されます。

英語インテンシブ・コース標準履修科目の英語科目
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履修の進め方・履修登録方法インテンシブ・コースの修了要件／英語プレイスメント・テスト／履

修コース・言語の変更

英語インテンシブ・コース 初習外国語インテンシブ・コース

記載される内容 英語インテンシブ・コース修了 初習外国語インテンシブ・コース修了
（○○語）

成績証明書

3年次前期までの修得状況に基づき判定さ
れる。
自動発行機で出力できる成績証明書には、
3年次後期（11月）以降記載される。

自動発行機で出力できる成績証明書には、
4年次前期（6月）以降記載される。

修了証 卒業時に交付します。

４．英語プレイスメント・テスト

　英語プレイスメント・テストは、英語インテンシブ科目及び英語スタンダード科目の習熟度別クラス編
成及び理解度・達成度を確認するために実施されます。詳細は、FerrisPassport の掲示にてお知らせします。
　【日程・受験対象者】

実施回 実施時期 学年 履修コース

第1回 前期
1 全員

2・3 英語インテンシブ・コース履修者

第2回 後期

1 英語インテンシブ・コース履修者

2
英語インテンシブ・コース履修者
英語スタンダード・コース履修者
２か国語コース履修者

※その他以下の学生も対象となります。
　①英語インテンシブ・コースへの変更を希望する学生
　② 英語スタンダード・コースもしくは2か国語履修コースへの変更を希望する学生のうち、英語プレ

イスメント・テストの受験経験がない者

 →日程については「学事日程」（pp.1～3）

５．語学履修コース・言語の変更

　語学履修コース・言語の変更を希望する場合には、「語学履修コース・言語変更願」の提出により変更
が認められます。年次により提出時期が異なります。詳細は、FerrisPassport の掲示にてお知らせします。

 →スケジュール、手続窓口はp.5

なお、次の点に注意してください。

変更前 変更後
注意事項

言語 コース 言語 コース

英語 インテンシブ 全言語 全てのコース

英語責任者（p.170）へ相談の後、許可された場合のみ「語
学履修コース・言語変更願」を提出できる。

【2020年度以降入学者】
英語スタンダード・コースへの変更については、提出の
後、英語教育運営委員会で審議のうえ、変更を認める場
合がある。

初習
外国語 インテンシブ 全言語 全てのコース 当該言語の語学責任者（p.170）へ相談の後、許可され

た場合のみ「語学履修コース・言語変更願」を提出できる。

― ― 英語 インテンシブ
定員に欠員が生じた場合のみ、英語プレイスメント・テ
ストの結果に基づき審査のうえ、可否を決定する。欠員
の有無については英語責任者（p.170）に確認すること。

― ― 初習
外国語 ―

これまで修得していない言語（「Ⅰ（入門）」を除く）を
新たに履修する変更については、学期・学年を問わず必
ず「Ⅱ」科目から順番に履修する必要がある。変更時期
によっては標準修業年限での卒業ができない場合がある。
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履修の進め方・履修登録方法

履修の進め方・履修登録方法

１．1年次前期の履修

（1）英語　（「英語Ⅰ s（読む・書く）」、「英語Ⅰ s（聞く・話す）」）

　入学時の英語習熟度（学習歴、留学経験、資格など）に基づき、履修するクラスが指定されます。

（2）初習外国語　（「〇〇語Ⅰ（入門）」）

　フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、朝鮮語から2言語を履修します。FerrisPassport の掲
示を確認し、履修登録してください。
　履修希望者が多い場合は選抜を行うことがあります。

（3）英語プレイスメント・テスト

　希望する語学履修コース・言語を問わず、全ての学生が1年次前期に英語プレイスメント・テストを
受験します。

 →英語プレイスメント・テストについては、p.60

２．1年次後期以降の履修

　1年次後期以降は所属する語学履修コース、選択言語の履修方法に従って履修を進めます。また必要に
応じて英語プレイスメント・テストを受験します。

 

→履修コース・言語の選択については、p.58

→各学科・履修コースの履修方法については、pp.64～69

→英語プレイスメント・テストについては、p.60

→履修コース・言語の変更については、p.60

３．再履修

　語学科目の再履修は次の原則に従うこととします。

（1）英語科目

　未修得の科目がある場合、次の方法によって卒業要件を充足してください。

再履修等により、卒業要件を
充足できる対応科目

履修方法 留意事項

1）英語スタンダード科目（s）
学期始めの掲示を確認し、指定された期間
に FerrisPassport で再履修クラスの申し
込みをしてください。

英語インテンシブ科目（i）
は再履修できません。した
がって、修得できなかった
場合はコースの修了は認め
られませんが、左記の科目
の履修により卒業要件を充
足する必要があります。

2）英語選択科目（e）

シラバス及び優先順位表をよく確認した
うえで FerrisPassport で履修登録してく
ださい。選抜の優先順位表は学期始めに
FerrisPassport で発表します。

3）技能審査の合格による単位認定 指定された期間に手続きをしてください。
（p.151）
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（2）初習外国語科目

　未修得の科目がある場合、次の方法によって卒業要件を充足してください。

再履修等により、卒業要件を
充足できる対応科目

履修方法 留意事項

1）入門科目 FerrisPassport で履修登録してください。 未修得の言語であればいずれ
の言語でも構いません。

2） 初習外国語インテンシ
ブ科目（i）

クラス指定のある科目については、履修
相談時に申し出てください。

初 習 外 国 語 イ ン テ ン シ ブ・
コースの修了を希望する場合
は、初習外国語インテンシブ
科目（i）で再履修する必要が
あります。

3） 初習外国語スタンダー
ド科目（s）

学期始めの掲示を確認し、所属する学部・
学科の指定クラスで履修してください。
時間割の制約上やむを得ない理由により
他のクラスで履修する場合は、履修相談
時に申し出てください。（FerrisPassport
の成績照会画面を出力し、持参すること。）

4） 技能審査の合格による
単位認定

指定された期間に手続きをしてください。
（p.151）

　初習外国語の再履修については、上位科目での履修をもって充足することが認められます。科目に
付されたローマ数字の対応は次のとおりとします。

未修得科目 再履修科目 備考

Ⅰ
Ⅰ、Ⅱ Ⅲ～Ⅵ科目の履修をもって充足も可

Ⅱ
Ⅲ

Ⅲ、Ⅳ Ⅴ、Ⅵ科目の履修をもって充足も可
Ⅳ
Ⅴ

Ⅴ、Ⅵ ―
Ⅵ

　例えば、「Ⅱ」科目を修得できなかった場合、「Ⅰ」または「Ⅱ」科目だけでなく、「Ⅲ」または「Ⅳ」
科目での再履修により、卒業要件を充足することも可能です。
　同様に、「Ⅲ」科目を修得できなかった場合、「Ⅲ」または「Ⅳ」科目だけでなく「Ⅴ」または「Ⅵ」
科目での再履修も可能です。一方下位科目での充足は認められませんので、「Ⅲ」科目を「Ⅰ」または「Ⅱ」
科目で再履修し、卒業要件を充足することはできません。
　但し、初習外国語インテンシブ・コースを修了するには、初習外国語インテンシブ・コース標準履
修科目を修得する必要があります（p.59参照）

４．履修登録方法

（1）英語

　インテンシブ科目（i）及びスタンダード科目（s）は大学が履修登録を行います。履修登録期間中に、
指定された科目が登録されていることを各自 FerrisPassport で必ず確認してください。
　なお、指定クラスは1年次9月及び3月、2年次9月及び3月に発表されます。
　また、英語選択科目（英語 e 科目）は各自が FerrisPassport で登録する科目です。取消不可選抜科
目または初回授業時選抜科目の履修上の注意事項に留意して、必ず期間中に各自で登録してください。

（2）初習外国語

　全て各自が FerrisPassport で履修登録してください。自分が指定されたクラスを FerrisPassport の
掲示及び開講科目表で確認のうえ、間違いのないよう登録してください。取消不可選抜科目に選抜され
ると履修取消はできません。初習外国語の指定クラスとの重複のないよう十分注意してください。なお、
指定されたクラス以外で履修することは原則として認められません。やむを得ない理由によりクラス変
更を希望する場合は、学期始めの履修相談で各言語の語学責任者（p.170参照）に相談のうえ、指示を
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受けてください。
　なお、インテンシブ科目（i）を初習外国語インテンシブ・コース以外のコース選択者が履修する場
合は、必ず各言語の語学責任者の許可を得てください。

語学検定試験受験料補助

　語学検定試験の受験をサポートすることを目的に、受験料の一部を補助する「語学検定試験受験料補助
制度」があります。本制度は、奨学会からの助成によって運営されています。希望者は下記の要件を確認し、
指定の期間に手続きを行ってください。

対象者
本学に在籍中の学部生（交換・私費留学生含む）
※対象外：科目等履修生、大学院生、同志社女子交流学生

補助金額

受験料1万円未満の場合：1,000円
受験料1万円以上、2万円未満の場合：2,000円
受験料2万円以上の場合：3,000円

（同一年度に1人2回まで申請可。合否に関わらず、申請できます。）

対象とする検定
2023年1月～2023年12月に受験した検定試験
※対象は別表参照。
※言語センター受付の団体割引で申し込んだ検定も補助対象に含まれます。

提出書類
①受験したことが確認できるスコア等の写し
②振込口座申請書

申請方法 FerrisPassport 掲示記載の申請フォーム

問い合わせ先 教務課

備　考 補助総額に達し次第、受付終了

 →スケジュール、手続窓口はp.5

　　〈補助対象となる検定試験〉

英　語
実用英語技能検定（英検）、TOEIC®L&R、TOEIC®S&W、TOEFL-iBT、IELTS、
国際連合公用語英語検定試験（国連英検）、観光英語検定
※英検 S-CBT、英検 CBT は対象。TOEIC®-IP、TOEFL-ITP® は対象外。

フランス語
実用フランス語技能検定試験（仏検）、DELF・DALF・TCF（フランス国民教育省
フランス語資格試験）、TEF（パリ商工会議所　フランス語能力認定試験）

ドイツ語 ドイツ語技能検定試験（独検）、ゲーテ・ドイツ語検定試験

スペイン語 スペイン語技能検定（西検）、DELE スペイン語検定（スペイン教育・職業訓練省）

中国語
中国語検定試験（中検）、HSK（漢語水平考試）、実用中国語技能検定試験、TECC

（中国語コミュニケーション能力検定）

朝鮮語 「ハングル」能力検定試験（ハン検）、韓国語能力試験（TOPIK）

イタリア語 実用イタリア語検定試験（伊検）

日本語
日本語検定、日本語能力試験（JLPT）、実用日本語検定（J.TEST）
※ JLPT、J.TEST への申請は日本語を母語としない学生のみ可。
　日本語教育能力検定試験は対象外。

結果通知された
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文学部英語英米文学科の語学科目履修方法文学部英語英米文学科の語学科目履修方法

各学部・学科の語学科目履修方法

　　外国人留学生の語学科目履修方法については、pp.70～74を参照してください。

文学部英語英米文学科

（1）英語インテンシブ・コース

2021年度以降入学者

履修言語
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数
卒業要件に算入

できる単位数の上限前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英　　　 語 2 5 5 5 1
20

22 32英語選択科目
（英語 e 科目） 2

初 習 外 国 語 2 　 　 　 　 2

標準履修科目

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英

　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s（読む・書く） [1]
英語Ⅰ s（聞く・話す） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅱ i（分析・理解） [2]
英語Ⅱ i（発信・表現） [2]
英語Ⅱ i（プロジェクト） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅲ i（分析・理解） [2]
英語Ⅲ i（発信・表現） [2]
英語Ⅲ i（プロジェクト） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅳ i（分析・理解） [2]
英語Ⅳ i（発信・表現） [2]
英語Ⅳ i（プロジェクト） [1]

初
習
外
国
語

【初習外国語Ⅰ（入門）科目】

○○語Ⅰ（入門） [1]
△△語Ⅰ（入門） [1]

言語 3年次前期

英

　語

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅴ i（プロジェクト） [1]

初
習
外
国
語

卒業に必要な単位数

英語科目により 20単位
初習外国語のⅠ，Ⅱが付された科目により 　2単位

2020年度以前入学者

履修言語
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数
卒業要件に算入

できる単位数の上限前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英　　　 語 2 6 5 5 2 20
22 32

初 習 外 国 語 2 　 　 　 　 2
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文学部英語英米文学科の語学科目履修方法

標準履修科目

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英

　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s （読む・書く） [1]
英語Ⅰ s （聞く・話す） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅱ i （Reading） [1]
英語Ⅱ i （Writing） [1]
英語Ⅱ i （Listening） [1]
英語Ⅱ i （Speaking） [1]
英語Ⅱ i （Language Development） [1]
英語Ⅱ i （講読） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅲ i （Reading） [1]
英語Ⅲ i （Writing） [1]
英語Ⅲ i （Listening） [1]
英語Ⅲ i （Speaking） [1]
英語Ⅲ i （Language Development） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅳ i （Reading） [1]
英語Ⅳ i （Writing） [1]
英語Ⅳ i （Listening） [1]
英語Ⅳ i （Speaking） [1]
英語Ⅳ i （講読） [1]

初
習
外
国
語

【初習外国語Ⅰ（入門）科目】

○○語Ⅰ（入門） [1]
△△語Ⅰ（入門） [1]

言語 3年次前期

英

　語

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅴ i （Reading） [1]
英語Ⅴ i （Speaking） [1]

初
習
外
国
語

卒業に必要な単位数

英語科目により 20単位
初習外国語のⅠ，Ⅱが付された科目により 　2単位

（2）２か国語履修コース

履修言語
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数
卒業要件に算入

できる単位数の上限前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英　　　語 2 2 2 2
12

20 32英語選択科目
（英語 e 科目） 4

初習外国語 2 2 2 2 　 8

標準履修科目

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英

　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s （読む・書く） [1]
英語Ⅰ s （聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅱ s （読む・書く） [1]
英語Ⅱ s （聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅲ s （読む・書く） [1]
英語Ⅲ s （聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅳ s （読む・書く） [1]
英語Ⅳ s （聞く・話す） [1]

初
習
外
国
語

【初習外国語Ⅰ（入門）科目】

○○語Ⅰ（入門） [1]
△△語Ⅰ（入門） [1]

【初習外国語スタンダード科目】 

○○語Ⅱ s （文法） この中から
2単位を修得○○語Ⅱ s （読む）

○○語Ⅱ s （LL）

【初習外国語スタンダード科目】

○○語Ⅲ s （文法）
この中から
2単位を修得

○○語Ⅲ s （読む）
○○語Ⅲ s （話す）
○○語Ⅲ s （LL）

【初習外国語スタンダード科目】 

○○語Ⅳ s （読む） この中から
2単位を修得○○語Ⅳ s （話す）

○○語Ⅳ s （LL）

網掛け■は重複履修可能

卒業に必要な単位数

英語科目により 12単位
初習外国語のⅠ，Ⅱが付された科目により 4単位
初習外国語のⅢ，Ⅳが付された科目により 4単位
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文学部日本語日本文学科・コミュニケーション学科、国際交流学部、

音楽学部の語学科目履修方法

文学部日本語日本文学科・コミュニケーション学科、国際交流学部、音楽学部（2019 年度以降入学者）

（1）英語インテンシブ・コース

2021年度以降入学者

履修言語
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数
卒業要件に算入

できる単位数の上限前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英　　　 語 2 5 5 5 1
20

22 32英語選択科目
（英語 e 科目） 2

初 習 外 国 語 2 　 　 　 　 2

※　 音楽学部の学生で、履修登録されたⅤi 科目の習熟度別クラスについて、キャンパス移動の都合上履修する
ことが難しい場合には、教務課に相談してください。

標準履修科目

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英

　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s（読む・書く） [1]
英語Ⅰ s（聞く・話す） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅱ i（分析・理解） [2]
英語Ⅱ i（発信・表現） [2]
英語Ⅱ i（プロジェクト） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅲ i（分析・理解） [2]
英語Ⅲ i（発信・表現） [2]
英語Ⅲ i（プロジェクト） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅳ i（分析・理解） [2]
英語Ⅳ i（発信・表現） [2]
英語Ⅳ i（プロジェクト） [1]

初
習
外
国
語

【初習外国語Ⅰ（入門）科目】

○○語Ⅰ（入門） [1]
△△語Ⅰ（入門） [1]

言語 3年次前期

英

　語

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅴ i（プロジェクト） [1]

初
習
外
国
語

卒業に必要な単位数

英語科目により 20単位
初習外国語のⅠ，Ⅱが付された科目により 　2単位

2020年度以前入学者

履修言語
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数
卒業要件に算入

できる単位数の上限前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英　　　 語 2 6 5 5 2※ 20
22 32

初 習 外 国 語 2 　 　 　 　 2

※　 音楽学部の学生はⅤi 科目2単位を、3年次前期までの間に修得した英語選択科目（英語e科目）2単位によ
り代えることができます。
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標準履修科目

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英

　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s （読む・書く） [1]
英語Ⅰ s （聞く・話す） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅱ i （Reading） [1]
英語Ⅱ i （Writing） [1]
英語Ⅱ i （Listening） [1]
英語Ⅱ i （Speaking） [1]
英語Ⅱ i （Language Development） [1]
英語Ⅱ i （講読） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅲ i （Reading） [1]
英語Ⅲ i （Writing） [1]
英語Ⅲ i （Listening） [1]
英語Ⅲ i （Speaking） [1]
英語Ⅲ i （Language Development） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅳ i （Reading） [1]
英語Ⅳ i （Writing） [1]
英語Ⅳ i （Listening） [1]
英語Ⅳ i （Speaking） [1]
英語Ⅳ i （講読） [1]

初
習
外
国
語

【初習外国語Ⅰ（入門）科目】

○○語Ⅰ（入門） [1]
△△語Ⅰ（入門） [1]

言語 3年次前期

英

　語

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅴ i （Reading） [1]
英語Ⅴ i （Speaking） [1]

初
習
外
国
語

卒業に必要な単位数

英語科目により 20単位
初習外国語のⅠ，Ⅱが付された科目により 　2単位

（2）初習外国語インテンシブ・コース

履修言語
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数
卒業要件に算入

できる単位数の上限前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英　　　語 2 2
22 32

初習外国語 2 6 6 4 1 1 20

標準履修科目

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英

　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s （読む・書く）  [1]
英語Ⅰ s （聞く・話す） [1]

初
習
外
国
語

【初習外国語Ⅰ（入門）科目】

○○語Ⅰ（入門） [1]
△△語Ⅰ（入門） [1]

【初習外国語インテンシブ科目】 

○○語Ⅱ i （文法） [3]
○○語Ⅱ i （読む1） [1]
○○語Ⅱ i （読む2） [1]
○○語Ⅱ i （LL） [1]

【初習外国語インテンシブ科目】 

○○語Ⅲ i （文法） [2]
○○語Ⅲ i （読む） [1]
○○語Ⅲ i （話す） [1]
○○語Ⅲ i （書く） [1]
○○語Ⅲ i （LL） [1]

【初習外国語インテンシブ科目】 

○○語Ⅳ i （読む1）
この中から
4単位以上
を修得

 
○○語Ⅳ i （読む2） 
○○語Ⅳ i （話す） 
○○語Ⅳ i （書く） 
○○語Ⅳ i （LL）

言語 3年次前期 3年次後期

英
語

初
習
外
国
語

【初習外国語インテンシブ科目】 

○○語Ⅴ i （読む）
この中から
1単位以上
を修得

 
○○語Ⅴ i （話す） 
○○語Ⅴ i （書く） 
○○語Ⅴ i （LL） 
○○語Ⅴ i （総合） 

【初習外国語インテンシブ科目】 

○○語Ⅵ i （読む）
この中から
1単位以上
を修得

 
○○語Ⅵ i （話す） 
○○語Ⅵ i （書く） 
○○語Ⅵ i （LL） 
○○語Ⅵ i （総合） 

　　　　　　　　　　　　　　　網掛け■は重複履修可能
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卒業に必要な単位数

英語科目により 2単位
初習外国語のⅠ，Ⅱが付された科目により 8単位
初習外国語のⅢ，Ⅳが付された科目により 10単位
初習外国語のⅤ，Ⅵが付された科目により 2単位

（3）英語スタンダード・コース

履修言語
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数
卒業要件に算入

できる単位数の上限前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英　　　語 2 2 2 2 8
10 32

初習外国語 2 2

標準履修科目

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英

　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s （読む・書く）  [1]
英語Ⅰ s （聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅱ s （読む・書く）  [1]
英語Ⅱ s （聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅲ s （読む・書く） [1]
英語Ⅲ s （聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅳ s （読む・書く）  [1]
英語Ⅳ s （聞く・話す） [1]

初
習
外
国
語

【初習外国語Ⅰ（入門）科目】

○○語Ⅰ（入門） [1]
△△語Ⅰ（入門） [1]

 

卒業に必要な単位数

英語科目により 8単位
初習外国語のⅠ，Ⅱが付された科目により 2単位

（4）初習外国語スタンダード・コース

履修言語
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数
卒業要件に算入

できる単位数の上限前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英　　　語 2 2
10 32

初習外国語 2 2 2 2 8

標準履修科目

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英

　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s （読む・書く） [1]
英語Ⅰ s （聞く・話す） [1]

初
習
外
国
語

【初習外国語Ⅰ（入門）科目】

○○語Ⅰ（入門） [1]
△△語Ⅰ（入門） [1]

【初習外国語スタンダード科目】 

○○語Ⅱ s （文法） この中から
2単位以上を
修得

○○語Ⅱ s （読む）
○○語Ⅱ s （LL）

【初習外国語スタンダード科目】

○○語Ⅲ s （文法）
この中から
2単位を修得

○○語Ⅲ s （読む）
○○語Ⅲ s （話す）
○○語Ⅲ s （LL）

【初習外国語スタンダード科目】 

○○語Ⅳ s （読む） この中から
2単位を修得○○語Ⅳ s （話す）

○○語Ⅳ s （LL）

網掛け■は重複履修可能

卒業に必要な単位数

英語科目により 2単位
初習外国語のⅠ，Ⅱが付された科目により 4単位
初習外国語のⅢ，Ⅳが付された科目により 4単位
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（5）２か国語履修コース

履修言語
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数
卒業要件に算入

できる単位数の上限前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英　　　語 2 2 2 2 8
16 32

初習外国語 2 2 2 2 8

標準履修科目

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英

　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s （読む・書く） [1]
英語Ⅰ s （聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅱ s （読む・書く） [1]
英語Ⅱ s （聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅲ s （読む・書く） [1]
英語Ⅲ s （聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅳ s （読む・書く） [1]
英語Ⅳ s （聞く・話す） [1]

初
習
外
国
語

【初習外国語Ⅰ（入門）科目】

○○語Ⅰ（入門） [1]
△△語Ⅰ（入門） [1]

【初習外国語スタンダード科目】 

○○語Ⅱ s （文法） この中から
2単位を修得○○語Ⅱ s （読む）

○○語Ⅱ s （LL）

【初習外国語スタンダード科目】

○○語Ⅲ s （文法）
この中から
2単位を修得

○○語Ⅲ s （読む）
○○語Ⅲ s （話す）
○○語Ⅲ s （LL）

【初習外国語スタンダード科目】 

○○語Ⅳ s （読む） この中から
2単位を修得○○語Ⅳ s （話す）

○○語Ⅳ s （LL）

網掛け■は重複履修可能
卒業に必要な単位数

英語科目により 8単位
初習外国語のⅠ，Ⅱが付された科目により 4単位
初習外国語のⅢ，Ⅳが付された科目により 4単位

2017年度以前入学者（日本語日本文学科・コミュニケーション学科のみ）

2019年度学生要覧を参照してください。

音楽学部（2017～2018年度入学者）

2019年度学生要覧を参照してください。
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外国人留学生の履修外国人留学生の履修

　
履修の進め方

　
　外国人留学生※1のカリキュラムは、原則として一般学生に準じます。ただし、下記のとおり一部異なる部
分があるので注意してください。

※1　 留学生入試を経て入学した者（私費留学生）を指します。本学が外国の協定校から一定期間受け入れる
学生（受入交換留学生）の履修については p.73を見てください。

日本語科目
外国人留学生の日本語運用能力を高めることを目的とします。
修得単位は語学科目の単位となります。（p.71参照）

日本事情に関する科目 外国人留学生の日本に対する理解を深めることを目的とします。

卒業に必要な単位数

（1）文学部英語英米文学科

科目区分 単位数 備考 参照
卒業要件算入
の上限単位数

日本事情に
関する科目 4 「日本事情 A，B」から4単位 なし

語学

10 「大学で学ぶ日本語Ⅰ , Ⅱ」から10単位 ※3

32語学コースによる：
①　20
②　12

①英語インテンシブ・コース
②2か国語履修コース

（2）文学部日本語日本文学科、コミュニケーション学科、国際交流学部、音楽学部

科目区分 単位数 備考 参照
卒業要件算入
の上限単位数

日本事情に
関する科目 4 「日本事情 A，B」から4単位 なし

語学 10 「大学で学ぶ日本語Ⅰ , Ⅱ」
「留学生日本語Ⅰ , Ⅱ」※2から合計10単位 ※3 32

※2　 2019年度以前開講科目
※3　 日本語能力検定試験等の結果、留学生の日本語能力が非常に高いと留学生科目委員会が認めた場合、

必修単位のうち2単位を他の科目で読み替えることができます。該当者には、1年次後期以降の学期
末に通知がありますので、次学期の履修登録期間に手続きを行ってください。手続きの詳細は該当
者に通知します。
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日本語科目及び日本事情に関する科目カリキュラム・マップ

履修年次 1年次 2年次 3年次 4年次

日本語科目 大学で学ぶ日本語Ⅰ※ 大学で学ぶ日本語Ⅰ※ 大学で学ぶ日本語Ⅰ※

大学で学ぶ日本語Ⅱ※ 大学で学ぶ日本語Ⅱ※ 大学で学ぶ日本語Ⅱ※

日本事情に関する科目 日本事情Ａ
日本事情 B

※2019年度以前は「留学生日本語Ⅰ , Ⅱ」として開講

日本語科目の履修方法

　履修年次と単位数　

科　目
1年次 2年次 3年次 4年次 卒業に必要な

単位数前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

大学で学ぶ日本語Ⅰ※

大学で学ぶ日本語Ⅱ※ 2 2 2 2 2 10

※2019年度以前は「留学生日本語Ⅰ , Ⅱ」として開講

具体的な履修モデル

1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期

講義題目
レポート作成の基礎 発表演習 アカデミック・ライティング ライティング演習 論文作成演習

講義と発表の聴解・
ノートテイキング 読解ストラテジー 上級口頭表現 プレゼンテーション 総合日本語

単位数 2 2 2 2 2

　 　上記以外にも、「大学で学ぶ日本語」では、日本の文化に触れるフィールドワークや日本語能力試験
対策を行っています。

基本的なアカデミック・
スキルを修得する

実践力を付ける 応用力を身に付ける
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履修の進め方／専門科目の履修方法／受入交換留学生の履修／日本語

科目のクラス編成

日本語以外の語学科目

文学部英語英米文学科

　英語インテンシブ・コース（必修20単位）または２か国語履修コース（必修12単位）で英語科目を履
修します。
　英語科目の履修方法は一般学生と同様です（pp.64～65参照）。

①　英語インテンシブ・コース

2021年度以降入学者
 [ ]内は単位数

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s（読む・書く） [1]
英語Ⅰ s（聞く・話す） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅱ i（分析・理解） [2]
英語Ⅱ i（発信・表現） [2]
英語Ⅱ i（プロジェクト） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅲ i（分析・理解） [2]
英語Ⅲ i（発信・表現） [2]
英語Ⅲ i（プロジェクト） [1]

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅳ i（分析・理解） [2]
英語Ⅳ i（発信・表現） [2]
英語Ⅳ i（プロジェクト） [1]

言語 3年次前期

英　語

【英語インテンシブ科目】

英語Ⅴ i（プロジェクト） [1]

上記の他に英語選択科目（英語 e 科目）を1年次前期から3年次前期までの間に、2単位履修する必要があります。

2020年度以前入学者

　2020年度学生要覧を参照してください。

②　２か国語履修コース [ ] 内は単位数

言語 1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期

英　語

【英語スタンダード科目】

英語Ⅰ s（読む・書く） [1]
英語Ⅰ s（聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅱ s（読む・書く） [1]
英語Ⅱ s（聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅲ s（読む・書く） [1]
英語Ⅲ s（聞く・話す） [1]

【英語スタンダード科目】

英語Ⅳ s（読む・書く） [1]
英語Ⅳ s（聞く・話す） [1]

上記の他に英語選択科目（英語 e 科目）を1年次前期から3年次前期までの間に、4単位履修する必要があります。

文学部日本語日本文学科、コミュニケーション学科、国際交流学部、音楽学部

　日本語以外の語学を履修する場合、以下の事項に従い、「語学履修コース・言語選択届」の提出等必要な
手続きを行ってください。詳細は、FerrisPassport でお知らせします。
　なお、修得した単位は語学科目に算入されます。語学科目は、卒業要件に算入できる単位数に上限（32単位）
がありますので注意してください。

１．履修年次・学期

　 　以下の語学科目は履修可能年次・学期が一般学生と異なるので注意してください。
科目 履修可能年次・学期 備考

英語インテンシブ科目 2年次後期以降
あらかじめ教務課・語学責任者
に相談すること英語スタンダード科目 1年次前期以降

初習外国語科目 2年次前期以降
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履修の進め方／専門科目の履修方法／受入交換留学生の履修／日本語

科目のクラス編成

２．母語の履修

　外国人留学生が母語を語学科目の履修言語として選択することは、原則としてできません。特別な事情
により履修を希望する場合には、当該言語の語学責任者、指導教員に申し出て、指示に従ってください。

３．英語プレイスメント・テスト

　外国人留学生は、英語プレイスメント・テストを1年次前期に受験する必要があります。

専門科目の履修方法

　
　専門科目の履修方法については、すべて一般学生と同一です。不明な点がある場合には学科教務委員
（p.170）に相談してください。3・4年次演習（ゼミ）科目は、あらかじめ『履修が望ましい、あるいは必
須の語学科目・コース』を定めている場合があります。

受入交換留学生の履修 

　
　受入交換留学生は、原則としてすべての共通科目（CLAコア科目、語学科目）及び専門科目を履修できます。
不明な点は、教務課に問い合わせてください。

（1）GPA 制度及び履修登録科目の取消制度

　　受入交換留学生は、この制度は適用されません。

（2）履修者選抜科目／取消不可選抜科目

　一般学生の登録期間前に受け付けます。詳細は学期始めのオリエンテーションで説明します。
　なお、許可された取消不可選抜科目の変更及び取消しはできません。

（3）語学科目

　履修相談で履修する科目・クラスの指定を受けてください。ただし、英語科目は、原則として「英語
選択科目（英語 e科目）」に限るものとします。

（4）学科選抜科目

　　履修を希望する場合は、教務課まで相談に来てください。

（5）日本語科目（「大学で学ぶ日本語Ⅰ，Ⅱ」）及び日本事情に関する科目（「日本事情 A，S」）

　受入交換留学生にも配慮して開講されているので、開講科目表を参照のうえ、積極的に履修してく
ださい。履修を希望する場合、必ず日本語プレイスメント・テストを受験してください。

日本語科目のクラス編成

　
　日本語プレイスメント・テストの結果に基づいて、習熟度別のクラス編成となります。
　日本語プレイスメント・テストは、私費留学生及び受入交換留学生それぞれを対象に受入学期開始前に実
施します。
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留学生入試を経て入学した者（私費留学生）以外の学生の履修／外国

人留学生以外の学生の履修

留学生入試を経て入学した者（私費留学生）以外の学生の履修

　
　「大学で学ぶ日本語Ⅰ ,Ⅱ」

　さらなる日本語の学習が必要であると大学が認めた学生（日常生活において複数言語を使用する学生
など）は、履修することができます。また、修得した単位は2単位を上限として卒業要件に算入できます。
履修条件や手続きの詳細は、FerrisPassport 等でお知らせします。

外国人留学生以外の学生の履修

　
　「日本事情 A，S」

　留学生の日本語支援にかかわる意志がある学生は、履修することができます。また、修得した単位は卒
業要件に算入できます。履修を希望する場合は、通常の科目と同様にFerrisPassport から履修登録を行っ
てください。



文学部

英語英米文学科

日本語日本文学科

コミュニケーション学科

文学部の人材養成目的

　人文科学の領域に関する高度の教育研究を行い、多様化する社会で他者と共生し、主体的
に表現できる豊かな素養を身に付けた人材を養成する。

文
学
部
一一
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英語英米文学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー

英語英米文学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー

英語英米文学科英語英米文学科

人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー

◆人材養成目的

　英米および英語圏の言語・文学・文化などを多角的な視点で学び、それらの知的遺産を引き継ぎ、また海
外での学びを通して語学力を身に付け、さらに情報を収集、整理、分析できる実務能力を備えた、国際社会
に貢献する有為な人材を養成する。

◆ディプロマ・ポリシー

　学科の教育課程で定める授業科目を履修し、基準となる単位数を取得し、英語英米文学科の人材養成目的
を踏まえた以下の知識・能力を身に付けた者に「学士（文学）」の学位を授与する。

（1） イギリス・アメリカをはじめとする英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想に関する専門的知
識を主体的な学習・研究を通じて修得している。また上記領域を中心とする幅広い人文・社会系の教
養が身に付いている。

（2） イギリス・アメリカをはじめとする英語圏における研究・就業および長期の生活に必要な英語運用能
力が身に付いている。また、日本の社会において主導的・指導的な役割をはたすのに必要な日本語運
用能力が身に付いている。

（3） イギリス・アメリカをはじめとする英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想の専門的理解に基
づく多角的な視点および幅広い視野・思考をもって、国際社会・地域社会に生ずる様々な課題を発見し、
その解決に貢献することができる。

（4） イギリス・アメリカをはじめとする英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想に関する諸問題に
ついて自らの視点で考え、それを他者に伝える能力（言語運用能力を含む）、および他者と共同でおこ
なう作業・活動に必要な人間性・社会性が身に付いている。

（5） イギリス・アメリカをはじめとする英語圏のものを中心に、多様な文化・価値観に対する専門的な理
解が身に付いている。また、国際社会・地域社会において他者と協働・共生する能力が身に付いている。

（6） イギリス・アメリカをはじめとする英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想に関する学習・研
究経験をもとに、新たな人文・社会系の価値を見出すことができる。

◆カリキュラム・ポリシー

　英語英米文学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた知識・技能などを修
得させるために、次のような方針でカリキュラムを編成している。

（1） イギリス・アメリカをはじめとする英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想に関する高度な知
識の修得のため「英語圏の文化と社会」、「英語圏の文学と芸術」、「英語学」の各科目群を設け、系統
的な学修ができるよう講義・演習科目を配置する。これらは、(a)少人数クラスによる演習科目、(b)
各専門領域の基礎知識を修得するための科目、(c)各領域の専門科目、(d)分野を横断する複合領域的
な科目、から構成されており、カリキュラムマップが示すようにこれらを段階的に履修することにより、
英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想に関する幅広い知識を得ながら、徐々に専門性を深め
ていくことができる。その他、幅広い教養を身に付けるために全学共通の教養教育を選択必修として
課し、また自由選択科目として他学部・他学科科目を広く履修することもできる。

（2） 全学共通の英語および初習外国語（フランス語・ドイツ語・スペイン語・中国語・朝鮮語）科目20単
位以上の必修により、専門分野の学修および英語圏における研究・就業・生活に必要な英語運用能力
を身に付ける。外国語履修は2コース（英語インテンシブ、2か国語履修）から選択できる。外国語科
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英語英米文学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー

目に加えて専門科目にも配置された英語運用能力を発展させるための科目の履修を通じて、また海外
語学研修科目・プログラムにより、英語圏における情報収集・発信能力を養う。

（3） 1年から4年まですべての年次において少人数による演習科目（ゼミ）を設置することにより、イギリス・
アメリカをはじめとする英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想に関する調査・研究に必要な
知識および課題発見・解決能力を養う。その成果を示すものとして卒業論文を必修とする。

（4） 少人数クラスの講義・演習科目（英語によるものも含む）を設置し、イギリス・アメリカをはじめと
する英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想を扱いながら、研究・就業・生活など社会の様々
な場面で求められる言語（英語）コミュニケーション能力を養う。

（5） イギリス・アメリカをはじめとする英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想に関する学習・研
究を通じて、多様な文化・価値観をもつ他者に対する専門的な理解を養う。また英語圏における就学
や英語のみでおこなわれる授業内の諸活動など、英語による学習および情報収集発信の経験を通じて、
国際社会・地域社会において他者と積極的に関わり、協働・共生する能力を養う。

（6） イギリス・アメリカをはじめとする英語圏の言語・文学・文化・歴史・社会・思想に関する主体的か
つ多角的な学習・研究を実現すべく多種多様な講義・演習科目を設置し、現代・過去の社会を批判的
に比較検証する力、および新たな人文・社会系の価値を見出す力を養う。

　各授業のシラバスには、受講生に求める課題や学習内容を記載するとともに、評価方法・評価基準につい
ても明記している。また、成績評価については、厳正な評価を行うことを目的としてガイドラインを設けて
いる。
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英語英米文学科　カリキュラムマップ

4)卒業論文等

(1) 実習科目
R&R（入門ゼミ） 英米文化基礎ゼミ 英米文化発展ゼミ 英米文化専門ゼミA・B 英米文化卒論ゼミA・B

みずから調査・研究をする力を養う。

卒業論文

(2) 英語圏の文化と社会 イギリス史１・２ イギリスの思想・宗教 イギリスの文化 イギリス史 現代イギリス論 イギリスの政治と社会１・２
アメリカ研究入門２・４ アメリカ史 現代アメリカ論１ アメリカ社会史 現代アメリカ論２ 英米文化専門講読６ 英米文化専門講読７

アメリカの政治 アメリカの文化１・２ アメリカの思想と宗教 英米文化特論４・５・６
イギリス・アメリカなど英語圏の
政治、歴史、思想、宗教に関する

オーストラリアの政治と文化１

オーストラリアの政治と文化２

カナダの社会
社会科学的な学識を修得する。

(3) 英語圏の文学と芸術 イギリス研究入門１ イギリス文化史 英米芸術史 イギリスの芸術 英米文化専門講読１
イギリス研究入門２ イギリス文学史 イギリス詩１・２ イギリス詩３

英米文化特論１
英米文化専門講読２

イギリス、アメリカなど英語圏の イギリス研究入門３ イギリス伝承文学１・２ イギリス伝承文学３
イギリス伝承文学４

英米文化専門講読３
文学、視覚芸術、映画に関する イギリス研究入門４ イギリス小説１・２ イギリス小説３ 英米文化専門講読４
人文系の学識を修得する。 イギリス研究入門５ イギリス演劇１・２ イギリス演劇３ 英語圏の映画と映像２・３・４

英語圏の映画と映像
英米文化専門講読５

アメリカ研究入門１ 英米文化専門講読８
アメリカ研究入門３

アメリカ文学史

アメリカ詩 アメリカ小説１・２・３ アメリカ演劇 英米文化特論２・３ 英米文化専門講読９
キリスト教と英米文学１・２ 英米文化特論１・２・３

(4) 英語学 英語学研究入門 第二言語習得論から見る英語学習
英語のナラティヴ分析

英語の歴史 Pronunciation Clinic 英語学 英米文化専門講読10

日英語の発想と表現 英米文化専門講読11
英語の歴史や構造に関する

英語と社会・文化

専門的な学識を修得する。

(5) English Skills/Advanced English 英語集中セミナー１・２ 翻訳技法 通訳技法 同時通訳技法１・２ Academic Writing Global Issues １・２
Writing Workshop Business Communication Literature and Culture １・２

高度な英語運用能力及び深い
English for Children 1・２

思考力を修得する。

(7) 現地実習 Summer Abroad(UK) Summer Abroad(US) Spring Abroad Field Study １・２

イギリス、アメリカの大学における
語学研修や、文化的・社会的に重要な
地の訪問により、英語および英語圏
文化に関するより深い学識を修得する。

レベルの数字は履修年次とは異なります。履修登録可能な年次は、開講科目表のとおりです。

3)発展

英語英米文学科　カリキュラムマップ

1)入門 2)基礎

学科が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナンバリングコードの「レベルコード」に対応しています。

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

レベル

DP 1 2 3 4 5 6

1－専門的知識と人文・社会系の幅広い教養

2－英語および日本語運用能力

3－専門的知識に基づく課題発見・解決能力

4－言語運用能力に基づく他者とのコミュニケーション能力

5－国際社会・地域社会において他者と協働・共生する力

6－英語圏の学習・研究経験を通して新たな価値を見出す力

DP：ディプロマ・ポリシー

学科のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針、DP）（p.76 参照）で示す身に付けるべき資質・能力と科目との対応を表します。

網掛けされた数字のDPと当該科目が関係します。

Acadmic SkillsFocus on Listening
and Reading Acadmic Skills １・２・３・４

Acadmic Skills ５・６・７

英語と社会・文化２
Thought and Expression in English

英語学特論１・２・３

英語学研究入門２

アメリカの外交
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4)卒業論文等

(1) 実習科目
R&R（入門ゼミ） 英米文化基礎ゼミ 英米文化発展ゼミ 英米文化専門ゼミA・B 英米文化卒論ゼミA・B

みずから調査・研究をする力を養う。

卒業論文

(2) 英語圏の文化と社会 イギリス史１・２ イギリスの思想・宗教 イギリスの文化 イギリス史 現代イギリス論 イギリスの政治と社会１・２
アメリカ研究入門２・４ アメリカ史 現代アメリカ論１ アメリカ社会史 現代アメリカ論２ 英米文化専門講読６ 英米文化専門講読７

アメリカの政治 アメリカの文化１・２ アメリカの思想と宗教 英米文化特論４・５・６
イギリス・アメリカなど英語圏の
政治、歴史、思想、宗教に関する

オーストラリアの政治と文化１

オーストラリアの政治と文化２

カナダの社会
社会科学的な学識を修得する。

(3) 英語圏の文学と芸術 イギリス研究入門１ イギリス文化史 英米芸術史 イギリスの芸術 英米文化専門講読１
イギリス研究入門２ イギリス文学史 イギリス詩１・２ イギリス詩３

英米文化特論１
英米文化専門講読２

イギリス、アメリカなど英語圏の イギリス研究入門３ イギリス伝承文学１・２ イギリス伝承文学３
イギリス伝承文学４

英米文化専門講読３
文学、視覚芸術、映画に関する イギリス研究入門４ イギリス小説１・２ イギリス小説３ 英米文化専門講読４
人文系の学識を修得する。 イギリス研究入門５ イギリス演劇１・２ イギリス演劇３ 英語圏の映画と映像２・３・４

英語圏の映画と映像
英米文化専門講読５

アメリカ研究入門１ 英米文化専門講読８
アメリカ研究入門３

アメリカ文学史

アメリカ詩 アメリカ小説１・２・３ アメリカ演劇 英米文化特論２・３ 英米文化専門講読９
キリスト教と英米文学１・２ 英米文化特論１・２・３

(4) 英語学 英語学研究入門 第二言語習得論から見る英語学習
英語のナラティヴ分析

英語の歴史 Pronunciation Clinic 英語学 英米文化専門講読10

日英語の発想と表現 英米文化専門講読11
英語の歴史や構造に関する

英語と社会・文化

専門的な学識を修得する。

(5) English Skills/Advanced English 英語集中セミナー１・２ 翻訳技法 通訳技法 同時通訳技法１・２ Academic Writing Global Issues １・２
Writing Workshop Business Communication Literature and Culture １・２

高度な英語運用能力及び深い
English for Children 1・２

思考力を修得する。

(7) 現地実習 Summer Abroad(UK) Summer Abroad(US) Spring Abroad Field Study １・２

イギリス、アメリカの大学における
語学研修や、文化的・社会的に重要な
地の訪問により、英語および英語圏
文化に関するより深い学識を修得する。

レベルの数字は履修年次とは異なります。履修登録可能な年次は、開講科目表のとおりです。

3)発展

英語英米文学科　カリキュラムマップ

1)入門 2)基礎

学科が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナンバリングコードの「レベルコード」に対応しています。

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

レベル

DP 1 2 3 4 5 6

1－専門的知識と人文・社会系の幅広い教養

2－英語および日本語運用能力

3－専門的知識に基づく課題発見・解決能力

4－言語運用能力に基づく他者とのコミュニケーション能力

5－国際社会・地域社会において他者と協働・共生する力

6－英語圏の学習・研究経験を通して新たな価値を見出す力

DP：ディプロマ・ポリシー

学科のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針、DP）（p.76 参照）で示す身に付けるべき資質・能力と科目との対応を表します。

網掛けされた数字のDPと当該科目が関係します。

Acadmic SkillsFocus on Listening
and Reading Acadmic Skills １・２・３・４

Acadmic Skills ５・６・７

英語と社会・文化２
Thought and Expression in English

英語学特論１・２・３

英語学研究入門２

アメリカの外交
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英語英米文学科　カリキュラムの説明英語英米文学科　卒業に必要な単位数

卒業に必要な単位数

　英語英米文学科では、以下の表の「科目区分」ごとの科目の単位を修得し、それぞれの「単位数」を満た
すことが、卒業の条件です。
　科目区分ごとの全ての科目は開講科目表に掲載されています。

2019年度以降入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア

キリスト教

科目

2 「キリスト教Ⅰ」[2]

2 「キリスト教Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 4 なし

語学

（履修コースによる）

①22 ①英語インテンシブ・コース選択者
32

②20 ②2か国語履修コース選択者

学
科
専
門

選択必修

Ⅰ 2

合計

44

「R&R( 入門ゼミ )」[1]、「基礎ゼミ」[1]

Ⅱ－Ａ 12 〈各S究入門〉 なし

Ⅱ－Ｂ 6 〈高度な英語科目、「英米文化専門講読」〉 なし

Ⅲ 20 なし

Ⅳ 4 「専門ゼミ A,S」[1,1]「卒論ゼミ A,S」[1,1]

選択 「S外S期S修」

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ 語 学 の 履 修

コースによる：

①44

②46

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など

他学科の開放科目のほか、共通科目、英語英米文学科

専門科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得し

たもの

合　計 124

〈履修関連事項〉

・ 学期ごとの履修登録上限は24単位です（p.19「履修登録できる単位数の上限（CAP 制）」参照）。
・ 外国人留学生は、この表にかかわらず、「日本語科目」及び「日本事情に関する科目」について必修科目

が定められています（p.70「外国人留学生の履修」参照）。
・ 編入学者の「卒業に必要な単位数」は pp.108～109を参照してください。

2016年度以前入学者

　2019年度学生要覧を参照してください。

2017・2018年度入学者

　2021年度学生要覧を参照してください。
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英語英米文学科　カリキュラムの説明

カリキュラムの説明

　英語英米文学科では、イギリスとアメリカなど英語圏について、また英語という言語そのものについて、
あらゆることがらを学ぶことができます。

・専門科目各部門　（カリキュラム・マップを参照してください）

　英語英米文学科の専門科目は、以下の六部門に分かれています。

（1）みずから調査・研究をする力を養う科目（少人数クラスによる演習）
（2）イギリス・アメリカなど英語圏の政治、歴史、思想、宗教に関する科目
（3）イギリス・アメリカなど英語圏の文学、視覚芸術、映画に関する科目
（4）英語の歴史や構造を扱う英語学系の科目
（5）高度な英語運用能力および深い思考を養う科目
（6）イギリス・アメリカ・カナダでおこなわれる現地実習科目

　（1）の演習科目は、各学年に設置されています。1年前期の演習科目は「R&R（入門ゼミ）」（必修）です。
（“R&R” とは “Research & Report” の略です。）この科目で、大学における学習・調査・研究の基礎―学
術資料の探しかた、発表資料（レジュメ）の作りかた、小論文（いわゆる「レポート」）や論文の書きかた、
など―を学びます。また、1-2年次には、この「R&R」担当教員が「アカデミック・アドバイザー」（AA）
として、みなさんの相談を受け、必要なアドバイスをします。
　1年後期の演習科目は「英米文化基礎ゼミ」（必修）、2年前期の演習科目は「英米文化発展ゼミ」です。
それぞれ、関心のあるクラスをみずから選び、各専門分野の調査・研究の基礎を学びます。
　3年次の演習科目は「英米文化専門ゼミ」（必修）です。1-2年次の演習科目よりもさらに少人数のクラス（ゼ
ミ）に分かれ、担当教員の指導を受けながら、各自特に関心のある分野・テーマについての調査・研究をお
こないます。4年次の演習科目は「英米文化卒論ゼミ」（必修）です。3年次のゼミから継続して研究してき
た成果を「卒業論文」（必修）にまとめる作業をします。
　（2）－（4）各領域については、特に1-2年次にさまざまな科目を履修して関心を広げるともに、少しずつ
自分の専門とする分野・テーマを選んでいってください。（5）については、「英語インテンシブ」あるいは「２
か国語履修」という共通語学コースの各科目に加えて履修することにより、さらに高度な英語運用能力を修
得してください。
　（6）は、休暇期間中に実施される科目で、イギリス・アメリカの社会・文化に直接ふれることを目的と
する「Field Study」と、イギリス・アメリカ・カナダで短期語学研修をおこなう「Summer Abroad」、「Spring 
Abroad」があります。本学の「認定・交換留学」制度による留学や、英語英米文学科対象留学プログラム「セ
メスター・アブロード」への準備などとして、ぜひ履修してください。
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英語英米文学科　履修の進め方

・4年間の履修の指針

　「選択必修 II-A」の「イギリス研究入門」、「アメリカ研究入門」、「英語学研究入門」のなかから12単位
が必修です。各専門分野の基礎を扱う科目ですので、1-2年次に履修してください。（3-4年次でも履修でき、
卒業単位に含まれますので、必修12単位修得後も各自の関心に従って履修をつづけてください。） 
　「選択必修 II-B」の各科目は3-4年次対象の高度な英語科目です。3科目（6単位）を必ず履修してください。
語学科目の英語インテンシブ・コースは3年前期で、２か国語履修コースは2年後期で、修了します。それ
以降の英語力維持・発展のために、これらの科目を活用してください。 
　「選択必修 III」の各科目は1年次または2年次から4年次まで履修できる講義科目で、そのなかから20単位
が必修です。 
　開講科目表、カリキュラム・マップおよび「卒業に必要な単位数」表を参照し、各自の関心にそって履修
を進めてください。（卒業単位に含まれますので、必修単位修得後も各自の関心に従って履修をつづけてく
ださい。） 
　「選択必修 II-A」の「研究入門」および「選択必修 III」各科目の履修においては、特定の分野・テーマに
かたよらない履修を推奨します。フェリスの英語英米文学科で学び、社会・世界に出ていく者としてふさわ
しい、広く深い学識を身につけることを心がけてください。

・セメスター・アブロード

　英語英米文学科2－4年次生を対象とした英語教育のための留学プログラムです。前期（3～6月）にニュー
ジーランドのビクトリア大学またはアメリカのハワイ大学（マノア校）で4技能（listening, speaking, 
reading, writing）をレベル別のクラスで学びます。
　2年次生は交換・認定留学へのステップとして、3・4年次生は英語インテンシブ・コース修了後の英語学
習継続プログラム（「選択必修Ⅱ－Ｂ」）を補完するプログラムとして活用してください。

 →留学制度の詳細については、pp.40～42
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英語英米文学科　履修の進め方

履修の進め方

　
　「履修上の注意」（pp.22～28）及び以下の指示に従って履修を進めてください。
　2019年度以降入学者は、3,4年次生必修科目である「専門ゼミ」・「卒論ゼミ」の履修には、履修条件が課
されています。履修条件を満たしていない場合は当該科目が履修できないため、標準修業年限での卒業はで
きません。
　　
１．共通科目（CLA コア科目　語学）の履修

　pp.46～65を読み、開講科目表の「履修年次」、「備考」及び「履修方法」欄の記載に注意して履修して
ください。

　　
２．専門科目の履修

　カリキュラムマップ、開講科目表の「履修年次」、「備考」及び「履修方法」欄の記載に注意して履修し
てください。また、次のとおり履修方法が定められています。

（1）「R&R（入門ゼミ）」：1年次前期に履修
①　選考：クラスは学科が決定します。
② 　再履修：「R&R（入門ゼミ）」の成績評価が不合格となった学生は、翌年度の前期に再履修するこ

とになります。卒業年度の後期まで未修得の場合に限り、「英米文化基礎ゼミ」を重複して履修し、
「R&R（入門ゼミ）」の代替科目とすることが認められます。該当者は学科教務委員（p.170）の指示
を受けてください。

（2）「英米文化基礎ゼミ」：1年次後期に履修
①　選考：クラスは、学生の希望に基づき、定員等にあわせて学科が決定します。
② 　再履修：「英米文化基礎ゼミ」の成績評価が不合格となった学生は、翌年度の後期に再履修するこ

とになります。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。
（3）「英米文化発展ゼミ」：2年次前期に履修

　クラスは、学生の希望に基づき、定員等にあわせて学科が決定します。
（4）「英米文化専門ゼミ」：3年次に履修

① 　選考：所属ゼミは学生の希望に基づき、学科が選考し、決定します。2年次後期に説明会・書類提出・
選抜がおこなわれますので、掲示および学科発行の「履修の手引き」の指示に従ってください。

② 　再履修：「英米文化専門ゼミ」の成績評価が不合格となった学生は、4年次に「英米文化卒論ゼミ」
と並行して履修することが認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。

【履修条件】：2019年度以降入学者

「R&R（入門ゼミ）」または、「英米文化基礎ゼミ」のいずれか1単位を含む、合計36単位

をゼミ履修を行う当該年度開始時点において修得済みであること。

2018年度以前入学者

「R&R（入門ゼミ）」または、「英米文化基礎ゼミ」のいずれか1単位をゼミ履修を行う当該

年度開始時点において修得済みであること。

（5）「英米文化卒論ゼミ」：4年次に履修
① 　所属ゼミは原則として3年次の「英米文化専門ゼミ」と同一担当者のものとし、その担当者のもと

で卒業論文指導を受けることとします。
② 　再履修：「卒論ゼミ A」の成績評価が不合格となった学生は、後期に「卒論ゼミ B」を重複して履修し、
「卒論ゼミＡ」の代替科目とすることが認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。
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（6）留学等の理由による規定学期以外の履修

　交換留学・認定留学、セメスター・アブロード及び国内交流により、規定された履修年次・学期に
上記ゼミを履修することができない学生については、「英米文化専門ゼミ」「英米文化卒論ゼミ」を並
行して履修すること等が認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。なお、派遣・
交換留学の学期には卒業できません。

（7）「卒業論文」

・提出時期
　 　卒業論文は4年次に執筆し提出します。ただし、休学をした学生は、原則として、選択必修Ⅳの合

計単位（履修中単位を含む）が4単位になる学期以降に卒業論文を提出することとします。
・履修手続、提出方法
　 　「卒業論文」（通年科目）は、4年次に大学が履修登録を行います。休学をした学生の「卒業論文」

の履修時期については、学科の教務委員に確認してください。提出方法等については、pp.36～37を
参照してください。

日本語日本文学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュ

ラム・ポリシー
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日本語日本文学科日本語日本文学科

人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー

　
◆人材養成目的

　日本語・日本文学・日本文化に関する学びを通して、調査・研究・創作に関する能力を身に付け、ことば
と表現に関する豊かな感性と知性を育み、歴史性・社会性を伴う幅広い視点をもち、社会に貢献する有為な
人材を養成する。

◆ディプロマ・ポリシー

　学科の教育課程で定める授業科目を履修し、基準となる単位数を取得し、日本語日本文学科の人材養成目
的を踏まえた以下の知識・能力を身に付けた者に「学士（文学）」の学位を授与する。

（1） 日本語・日本文学・日本文化の領域に関する専門的知識、すなわち各分野の資料論と方法論を十分に
修得し、それに基づいて実践的に研究する力がある。また日本語日本文学を中心とする人文系の分野
について幅広い教養がある。

（2） 外国語については、日本文化を伝え外国文化を理解するに充分な程度の運用能力を身に付け、日本語
については、古典から近現代のあらゆる文献の読解能力をもち、単語選択の文体的差異を理解し、適
切な日本語文章作成能力が身に付いている。

（3） 日本語日本文学分野において自ら発見した問題点に関し、先行する研究を網羅的に把握し、主要なも
のについては学術的に論理的に批判し、よりよい調査結果・解釈を記述し研究発表会や卒業論文とい
う形で公に問うことができる。

（4） 他者に意図が理解されるような分かりやすい資料作りと、口頭発表およびその質疑応答が充分にでき
る。すなわち文書においても口頭においても洗練された日本語で自己表現できるコミュニケーション
能力が身に付いている。

（5） 日本語日本文学研究において、一つの対象・方法に固執せず、様々な研究方法・着眼点から人間社会
の現象の多様性を観察し、理解して、個々の立場の尊重と所属社会内でのバランスを考えることがで
きる。

（6） 日本語・日本文学の領域に関するオーソドックスな学問体系を理解した上で、新しい研究の動向を学び、
対象を最新の文学、言語、文化理論によって再解釈し、文化事象の新たな捉え方の可能性を示すこと
ができる。

◆カリキュラム・ポリシー

　日本語日本文学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた知識・技能などを
修得させるために、次のような方針でカリキュラムを編成している。

（1） 科目体制は日本語学・日本文学を柱として体系的に構成されている。日本語学は、日本語学と日本語
教育学に、日本文学は上代文学・中古文学・中世文学・近世文学・近現代文学に専門・細分化される。
その授業科目は、(a) 少人数の演習形式の科目、(b) 専門を学んでいくための基礎力を養成する科目、(c)
各専門分野の学問体系に沿った科目、(d) 分野を横断した学習や実習によって視野を広げる科目、から
構成されており、これらを、カリキュラムマップが示すように段階的に履修することにより、日本語
日本文学に関する幅広い知識を得ながら、徐々に専門性を深めていくことができる。特に (b) として1,2
年次に必修単位を設け、(c) に各分野の研究法を据えることで主体的・実践的な研究力を養成する。そ
の他、幅広い教養を身に付けるために全学共通の教養教育を選択必修として課し、また自由選択科目
として他学部・他学科科目を広く履修することもできる。
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日本語日本文学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュ

ラム・ポリシー

（2） 日本の言語文化を多角的に捉えて世界に発信し、また日本語教育の現場で貢献できるよう、基本的な
外国語運用能力を身に付けさせる。英語、中国語、ドイツ語、スペイン語、フランス語、朝鮮語のい
ずれかの言語を中心に履修するスタンダード・コースとインテンシブ・コースがあり、英語と初習外
国語を均等に学ぶ2か国語履修コースも選択できる。また日本語表現能力向上のため、専門科目で1年
次後期に論文作成方法の実践的授業を開講し、クラス指定で履修させる。

（3） 1年から4年のすべての学期にゼミを配置し、日本語日本文学分野特有の調査・研究を進めるための実
践的な基礎力を修得させる。専門分野の知識、理解を基にした課題発見と調査報告を繰り返すことに
より、一般的・客観的な議論の能力を身に付ける。

（4） 毎学期のゼミは少人数クラスの演習形式で、口頭発表と質疑応答に充分な時間をかける。他者に理解
されるような資料作りと口頭説明を心掛け、自己表現を洗練していくことでコミュニケーション能力
が磨かれるようにしている。

（5） 様々な時代とジャンルからなる日本語・日本文学の研究対象と研究のスタンスとが、個別に排他的に
存在するのではなく、周辺領域たる別分野との有機的連関を意識してこそ成果が上がることを科目体
制やゼミ履修方法などから認識させる。

（6） 日本語・日本文学の領域に関するオーソドックスな学問体系を理解した上で、ジャンル・分野ごとの
各論履修に進み、専門の教員から新しい研究の動向を学ぶ。低学年から古典などの資料性について段
階的に修得させ、先入観なく一次資料に臨めるよう養成する。

　各授業のシラバスには、受講生に求める課題や学習内容を記載するとともに、評価方法・評価基準につい
ても明記している。また、成績評価については、厳正な評価を行うことを目的としてガイドラインを設けて
いる。
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文
学
部
一一
日
本
語
日
本
文
学
科

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ

日本語日本文学科　カリキュラム・マップ

基礎論文演習 （文章表現）

レ ベ ル （ １ ） 導 入 ・ 入 門

　 　R ＆ R（入 門 ゼ ミ）
日 本 語 日 本 文 学 基 礎 ゼ ミ

Ｂ

・

Ａ

ミ

ゼ

論

卒

学

文

本

日

語

本

日

文

論

業

卒

レ ベ ル （ ２ ） 基 礎 レベル（４）卒業論文等

ＤＰ：４

ゼ

　
　

 

ミ

ＤＰ：２

書誌学・くずし字の基礎
古典読解の基礎
漢文読解の基礎
文学理論の基礎
日本史の基礎（古代～近世）
日本史の基礎（近現代）

ＤＰ：１

礎
基
学
文
本
日
語
本
日

学
語
本
日

日本語学概論Ａ・Ｂ
日本語の歴史Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

学
育
教
語
本
日

日 本 語 日 本 文 学 プ レ 専 門 ゼ ミ １ ～ ９

レ ベ ル （ ３ ） 発 展

日 本 語 日 本 文 学 専 門 ゼ ミ Ａ ・ Ｂ

日本語文法研究の方法
日本語語彙研究の方法
日本語音声研究の方法
方言研究の方法

ＤＰ：１，６

日本語の形態と構文
日本語の意味と語彙
日本語の音声とアクセント
日本語の文体と語法
日本の漢字と国語辞書
日本語の敬語

ＤＰ：２，３，４

日本語教育実習１・２

上代文学研究の方法

中古文学研究の方法

中世文学研究の方法

近世文学研究の方法

近現代文学研究の方法

ＤＰ：１，６

漢文学研究の方法

ＤＰ：１，６

日本語教育学概論Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

日本古典文学史（古代）(１）・(２）
日本古典文学史（中近世）（１）・（２）
日本近代文学史Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

漢文学概説Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

キリスト教と日本文学
言語学概説
日本伝統文化を学ぶ
小説創作を学ぶ
現代詩創作を学ぶ

ＤＰ：１，５

日本語教育研究の方法
日本語教育文法
第二言語習得論
日本語教授法 A・B
日本語教育の教材分析

音声教育法
日本語教育のための異文化理解
日本語学習のコースデザイン
地域日本語教育実習
年少者日本語教育実習

ＤＰ：１，６

方言と社会言語学
日本語自然言語処理入門
文学と子ども
近代日本語の世界

地域文化を読み解く
民俗文化を読み解く
絵巻・絵図を読み解く
映画・映像を読み解く
マンガ・アニメ文化を読み解く
書道

ＤＰ：１，５，６

ＤＰ：２，３，４

神話の世界
古代和歌の世界
物語の世界
日記の世界
随筆の世界
軍記の世界
説話の世界
中世和歌の世界

浄瑠璃の世界
寄席芸能の世界
少女歌劇の世界
近現代演劇の世界
漢字の世界
漢詩漢文の世界
日中比較言語・文学の世界
書道芸術の世界

近世小説の世界
俳諧の世界
近代小説の世界
現代小説の世界
近現代詩歌の世界

同時代文学の世界
能・狂言の世界
歌舞伎の世界

ＤＰ：２，３，４

学
文
本
日

日
本
の
言
語
・
文
化
・
文
学

短歌・俳句創作を学ぶ
報道文を学ぶ
編集を学ぶ
朗読・アナウンスを学ぶ
世界の中の日本文学を学ぶ

日本語日本文学科　カリキュラムマップ（2019年度以降入学者）

ＤＰ：１，４ ＤＰ：１，４，５，６

ＤＰ：１，２，３，４，５，６

専門科目の分野ごとに、『科目のレベル（難易度１～４）』と、『ディプロマポリシー（ＤＰ。卒業認定・学位授与を受けるため
に修得すべき６つの資質・能力）と各科目の対応』を示したもの。レベルは「開講科目表」記載の各科目にナンバリングコード
として示されているものです。同じレベルでも履修可能年次は科目ごとに異なりますので、開講科目表で確認してください。

85

基礎論文演習 （文章表現）

レ ベ ル （ １ ） 導 入 ・ 入 門

　 　R ＆ R（入 門 ゼ ミ）
日 本 語 日 本 文 学 基 礎 ゼ ミ

Ｂ

・

Ａ

ミ

ゼ

論

卒

学

文

本

日

語

本

日

文

論

業

卒

レ ベ ル （ ２ ） 基 礎 レベル（４）卒業論文等

ＤＰ：４

ゼ

　
　

 

ミ

ＤＰ：２

書誌学・くずし字の基礎
古典読解の基礎
漢文読解の基礎
文学理論の基礎
日本史の基礎（古代～近世）
日本史の基礎（近現代）

ＤＰ：１

礎
基
学
文
本
日
語
本
日

学
語
本
日

日本語学概論Ａ・Ｂ
日本語の歴史Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

学
育
教
語
本
日

日 本 語 日 本 文 学 プ レ 専 門 ゼ ミ １ ～ ９

レ ベ ル （ ３ ） 発 展

日 本 語 日 本 文 学 専 門 ゼ ミ Ａ ・ Ｂ

日本語文法研究の方法
日本語語彙研究の方法
日本語音声研究の方法
方言研究の方法

ＤＰ：１，６

日本語の形態と構文
日本語の意味と語彙
日本語の音声とアクセント
日本語の文体と語法
日本の漢字と国語辞書
日本語の敬語

ＤＰ：２，３，４

日本語教育実習１・２

上代文学研究の方法

中古文学研究の方法

中世文学研究の方法

近世文学研究の方法

近現代文学研究の方法

ＤＰ：１，６

漢文学研究の方法

ＤＰ：１，６

日本語教育学概論Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

日本古典文学史（古代）(１）・(２）
日本古典文学史（中近世）（１）・（２）
日本近代文学史Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

漢文学概説Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

キリスト教と日本文学
言語学概説
日本伝統文化を学ぶ
小説創作を学ぶ
現代詩創作を学ぶ

ＤＰ：１，５

日本語教育研究の方法
日本語教育文法
第二言語習得論
日本語教授法 A・B
日本語教育の教材分析

音声教育法
日本語教育のための異文化理解
日本語学習のコースデザイン
地域日本語教育実習
年少者日本語教育実習

ＤＰ：１，６

方言と社会言語学
日本語自然言語処理入門
文学と子ども
近代日本語の世界

地域文化を読み解く
民俗文化を読み解く
絵巻・絵図を読み解く
映画・映像を読み解く
マンガ・アニメ文化を読み解く
書道

ＤＰ：１，５，６

ＤＰ：２，３，４

神話の世界
古代和歌の世界
物語の世界
日記の世界
随筆の世界
軍記の世界
説話の世界
中世和歌の世界

浄瑠璃の世界
寄席芸能の世界
少女歌劇の世界
近現代演劇の世界
漢字の世界
漢詩漢文の世界
日中比較言語・文学の世界
書道芸術の世界

近世小説の世界
俳諧の世界
近代小説の世界
現代小説の世界
近現代詩歌の世界

同時代文学の世界
能・狂言の世界
歌舞伎の世界

ＤＰ：２，３，４

学
文
本
日

日
本
の
言
語
・
文
化
・
文
学

短歌・俳句創作を学ぶ
報道文を学ぶ
編集を学ぶ
朗読・アナウンスを学ぶ
世界の中の日本文学を学ぶ

日本語日本文学科　カリキュラムマップ（2019年度以降入学者）

ＤＰ：１，４ ＤＰ：１，４，５，６

ＤＰ：１，２，３，４，５，６

専門科目の分野ごとに、『科目のレベル（難易度１～４）』と、『ディプロマポリシー（ＤＰ。卒業認定・学位授与を受けるため
に修得すべき６つの資質・能力）と各科目の対応』を示したもの。レベルは「開講科目表」記載の各科目にナンバリングコード
として示されているものです。同じレベルでも履修可能年次は科目ごとに異なりますので、開講科目表で確認してください。
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2018年度以前入学者

　2019年度学生要覧を参照してください。
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文
学
部
一一
日
本
語
日
本
文
学
科
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ

基礎論文演習 （文章表現）

レ ベ ル （ １ ） 導 入 ・ 入 門

　 　R ＆ R（入 門 ゼ ミ）
日 本 語 日 本 文 学 基 礎 ゼ ミ

Ｂ

・

Ａ

ミ

ゼ

論

卒

学

文

本

日

語

本

日

文

論

業

卒

レ ベ ル （ ２ ） 基 礎 レベル（４）卒業論文等

ＤＰ：４

ゼ

　
　

 

ミ

ＤＰ：２

書誌学・くずし字の基礎
古典読解の基礎
漢文読解の基礎
文学理論の基礎
日本史の基礎（古代～近世）
日本史の基礎（近現代）

ＤＰ：１

礎
基
学
文
本
日
語
本
日

学
語
本
日

日本語学概論Ａ・Ｂ
日本語の歴史Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

学
育
教
語
本
日

日 本 語 日 本 文 学 プ レ 専 門 ゼ ミ １ ～ ９

レ ベ ル （ ３ ） 発 展

日 本 語 日 本 文 学 専 門 ゼ ミ Ａ ・ Ｂ

日本語文法研究の方法
日本語語彙研究の方法
日本語音声研究の方法
方言研究の方法

ＤＰ：１，６

日本語の形態と構文
日本語の意味と語彙
日本語の音声とアクセント
日本語の文体と語法
日本の漢字と国語辞書
日本語の敬語

ＤＰ：２，３，４

日本語教育実習１・２

上代文学研究の方法

中古文学研究の方法

中世文学研究の方法

近世文学研究の方法

近現代文学研究の方法

ＤＰ：１，６

漢文学研究の方法

ＤＰ：１，６

日本語教育学概論Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

日本古典文学史（古代）(１）・(２）
日本古典文学史（中近世）（１）・（２）
日本近代文学史Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

漢文学概説Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

キリスト教と日本文学
言語学概説
日本伝統文化を学ぶ
小説創作を学ぶ
現代詩創作を学ぶ

ＤＰ：１，５

日本語教育研究の方法
日本語教育文法
第二言語習得論
日本語教授法 A・B
日本語教育の教材分析

音声教育法
日本語教育のための異文化理解
日本語学習のコースデザイン
地域日本語教育実習
年少者日本語教育実習

ＤＰ：１，６

方言と社会言語学
日本語自然言語処理入門
文学と子ども
近代日本語の世界

地域文化を読み解く
民俗文化を読み解く
絵巻・絵図を読み解く
映画・映像を読み解く
マンガ・アニメ文化を読み解く
書道

ＤＰ：１，５，６

ＤＰ：２，３，４

神話の世界
古代和歌の世界
物語の世界
日記の世界
随筆の世界
軍記の世界
説話の世界
中世和歌の世界

浄瑠璃の世界
寄席芸能の世界
少女歌劇の世界
近現代演劇の世界
漢字の世界
漢詩漢文の世界
日中比較言語・文学の世界
書道芸術の世界

近世小説の世界
俳諧の世界
近代小説の世界
現代小説の世界
近現代詩歌の世界

同時代文学の世界
能・狂言の世界
歌舞伎の世界

ＤＰ：２，３，４

学
文
本
日

日
本
の
言
語
・
文
化
・
文
学

短歌・俳句創作を学ぶ
報道文を学ぶ
編集を学ぶ
朗読・アナウンスを学ぶ
世界の中の日本文学を学ぶ

日本語日本文学科　カリキュラムマップ（2019年度以降入学者）

ＤＰ：１，４ ＤＰ：１，４，５，６

ＤＰ：１，２，３，４，５，６

専門科目の分野ごとに、『科目のレベル（難易度１～４）』と、『ディプロマポリシー（ＤＰ。卒業認定・学位授与を受けるため
に修得すべき６つの資質・能力）と各科目の対応』を示したもの。レベルは「開講科目表」記載の各科目にナンバリングコード
として示されているものです。同じレベルでも履修可能年次は科目ごとに異なりますので、開講科目表で確認してください。

85

基礎論文演習 （文章表現）

レ ベ ル （ １ ） 導 入 ・ 入 門

　 　R ＆ R（入 門 ゼ ミ）
日 本 語 日 本 文 学 基 礎 ゼ ミ

Ｂ

・

Ａ

ミ

ゼ

論

卒

学

文

本

日

語

本

日

文

論

業

卒

レ ベ ル （ ２ ） 基 礎 レベル（４）卒業論文等

ＤＰ：４

ゼ

　
　

 

ミ

ＤＰ：２

書誌学・くずし字の基礎
古典読解の基礎
漢文読解の基礎
文学理論の基礎
日本史の基礎（古代～近世）
日本史の基礎（近現代）

ＤＰ：１

礎
基
学
文
本
日
語
本
日

学
語
本
日

日本語学概論Ａ・Ｂ
日本語の歴史Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

学
育
教
語
本
日

日 本 語 日 本 文 学 プ レ 専 門 ゼ ミ １ ～ ９

レ ベ ル （ ３ ） 発 展

日 本 語 日 本 文 学 専 門 ゼ ミ Ａ ・ Ｂ

日本語文法研究の方法
日本語語彙研究の方法
日本語音声研究の方法
方言研究の方法

ＤＰ：１，６

日本語の形態と構文
日本語の意味と語彙
日本語の音声とアクセント
日本語の文体と語法
日本の漢字と国語辞書
日本語の敬語

ＤＰ：２，３，４

日本語教育実習１・２

上代文学研究の方法

中古文学研究の方法

中世文学研究の方法

近世文学研究の方法

近現代文学研究の方法

ＤＰ：１，６

漢文学研究の方法

ＤＰ：１，６

日本語教育学概論Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

日本古典文学史（古代）(１）・(２）
日本古典文学史（中近世）（１）・（２）
日本近代文学史Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

漢文学概説Ａ・Ｂ

ＤＰ：１

キリスト教と日本文学
言語学概説
日本伝統文化を学ぶ
小説創作を学ぶ
現代詩創作を学ぶ

ＤＰ：１，５

日本語教育研究の方法
日本語教育文法
第二言語習得論
日本語教授法 A・B
日本語教育の教材分析

音声教育法
日本語教育のための異文化理解
日本語学習のコースデザイン
地域日本語教育実習
年少者日本語教育実習

ＤＰ：１，６

方言と社会言語学
日本語自然言語処理入門
文学と子ども
近代日本語の世界

地域文化を読み解く
民俗文化を読み解く
絵巻・絵図を読み解く
映画・映像を読み解く
マンガ・アニメ文化を読み解く
書道

ＤＰ：１，５，６

ＤＰ：２，３，４

神話の世界
古代和歌の世界
物語の世界
日記の世界
随筆の世界
軍記の世界
説話の世界
中世和歌の世界

浄瑠璃の世界
寄席芸能の世界
少女歌劇の世界
近現代演劇の世界
漢字の世界
漢詩漢文の世界
日中比較言語・文学の世界
書道芸術の世界

近世小説の世界
俳諧の世界
近代小説の世界
現代小説の世界
近現代詩歌の世界

同時代文学の世界
能・狂言の世界
歌舞伎の世界

ＤＰ：２，３，４

学
文
本
日

日
本
の
言
語
・
文
化
・
文
学

短歌・俳句創作を学ぶ
報道文を学ぶ
編集を学ぶ
朗読・アナウンスを学ぶ
世界の中の日本文学を学ぶ

日本語日本文学科　カリキュラムマップ（2019年度以降入学者）

ＤＰ：１，４ ＤＰ：１，４，５，６

ＤＰ：１，２，３，４，５，６

専門科目の分野ごとに、『科目のレベル（難易度１～４）』と、『ディプロマポリシー（ＤＰ。卒業認定・学位授与を受けるため
に修得すべき６つの資質・能力）と各科目の対応』を示したもの。レベルは「開講科目表」記載の各科目にナンバリングコード
として示されているものです。同じレベルでも履修可能年次は科目ごとに異なりますので、開講科目表で確認してください。

85
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日本語日本文学科　カリキュラムの説明日本語日本文学科　卒業に必要な単位数

卒業に必要な単位数

　日本語日本文学科では、以下の表の「科目区分」ごとの科目の単位を修得し、それぞれの「単位数」を満
たすことが、卒業の条件です。
　科目区分ごとの全ての科目は開講科目表に掲載されています。

2019年度以降入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考
卒業要件算入
の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア

キリスト教
科目

2 「キリスト教Ⅰ」[2]

2 「キリスト教Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 4 なし

語学
（履修コースによる）

①10 ①スタンダード・コース選択者

32②16 ②２か国語履修コース選択者

③22 ③インテンシブ・コース選択者

学
科
専
門

選択必修

Ⅰ 2

合計
37

「R&R( 入門ゼミ )」[1]、「基礎ゼミ」[1]

Ⅱ－Ａ 12 〈各分野概論〉 なし

Ⅱ－Ｂ 3 〈基礎科目群、「基礎論文演習」〉 なし

Ⅱ－Ｃ 2 「プレ専門ゼミ1～9」[各2] 4

Ⅲ 14 なし

Ⅳ 4 「専門ゼミ A,S」[1,1]「卒論ゼミ A,S」[1,1]

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目
選択必修Ⅱ／Ⅱ－Ａ

語 学 の 履 修
コースによる：

①63
②57
③51

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など
他学科の開放科目のほか、共通科目、日本語日本文学科
専門科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得した
もの

合　計 124

〈履修関連事項〉

・ 学期ごとの履修登録上限は24単位です（p.19「履修登録できる単位数の上限（CAP 制）」参照）。
・ 外国人留学生は、この表にかかわらず、「日本語科目」及び「日本事情に関する科目」について必修科目

が定められています（p.70「外国人留学生の履修」参照）。
・ 編入学者の「卒業に必要な単位数」は pp.108～109を参照してください。

2017年度以前入学者

　2019年度学生要覧を参照してください。

2018年度入学者

　2021年度学生要覧を参照してください。
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日本語日本文学科　カリキュラムの説明

カリキュラムの説明

　日本語日本文学科のカリキュラムは、日本語学・日本文学を柱として組み立てられています。日本語学は、
日本語学と日本語教育学に、日本文学は上代文学・中古文学・中世文学・近世文学・近現代文学・漢文学に
専門・細分化されます。その授業科目は、
・少人数の演習形式の科目
・専門を学んでいくための基礎力を養成する科目
・各専門分野の学問体系に沿った科目
・分野を横断した学習や実習によって視野を広げる科目
から構成されています。これらを段階的に（カリキュラムマップのレベル1から順に）履修することにより、
日本語日本文学に関する幅広い知識を得ながら、徐々に専門性を深めていくことができます。
　学科専門科目のいくつかは、同時に教職課程（国語）や日本語教員養成講座の必修科目でもあります（学
生要覧別冊の当該ページ参照）。

●4年間の履修の指針

　【1年次】に履修が指定されている科目は選択必修Ｉ群の「R&R（入門ゼミ）」と「日本語日本文学基礎ゼミ」です。
前期の「R&R」は Research & Report の略で、学術資料の調べ方やレジュメの書き方、発表のしかた、討
論のしかたなど、大学ならではの研究方法を全員が身につけられるようトレーニングをします。このクラス
の担当教員が、原則として2年次まで「アカデミック・アドバイザー（AA）」としてみなさん方に種々のア
ドバイスを行います。後期の「日本語日本文学基礎ゼミ」は、学科の各専門分野における研究の初歩を学ぶ
科目で、前期の終わりに希望調査を行った上でクラス分けをします。これら2つの演習により、日本語日本
文学科で調査・研究発表をしていくための実践的な基礎力を身に付けます。
　同時に、1,2年次には選択必修Ⅱ－A 群の〈概論・文学史〉の講義科目を履修することによって、各専門
分野の全体的知識を学びます。幅広く学ぶことが大切な時期です。
　また、選択必修Ⅱ－B 群〈日本語日本文学の基礎〉の科目群は、専門分野の理解を助ける基礎的な知識を
つけるためのものです。1,2年次のうちにできるだけ多くの科目を履修するようにしてください。なかでも

「基礎論文演習（文章表現）」は、専門分野についてのレポートや卒業論文を書いていくために必ず必要とな
る技能を養成するための科目ですので、1年次の後期にクラス分けをして全員が履修します。
　【2年次】選択必修Ⅱ－C 群の「日本語日本文学プレ専門ゼミ」は「基礎ゼミ」同様、前後期とも希望調査
を行った上でクラス分けを行う演習科目で、週2回の授業により一気に実践力を高め、3年次の「専門ゼミ」
につなげます。2年次以降は選択必修Ⅲ群の科目が多く履修できるようになります。講義内容や研究方法論
の専門性が増し、調査・整理・分析・発表という主体的な受講が求められるものもあります。また、それら
ゼミに直結する専門的な科目の他に、日本文化に関する視野を広げる科目も開かれています。これらの科目
を選択することで、専門についてもより深い探究、より広い展望を獲得できます。2年次の12月までには「ゼ
ミ分け」が完了し、進むべき専門の分野が決まります。
　【3年次】は選択必修Ⅳ群の「日本語日本文学専門ゼミ」を履修し、各自の研究テーマを本格的に学ぶこと
になります。さらに、【4年次】には同じⅣ群の「日本語日本文学卒論ゼミ」を履修し、卒業論文作成に向け
て研鑚を積むことになります。卒業論文のテーマは、平生の履修の中で常に考え、早めに見つけるよう心が
けてください。
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日本語日本文学科　カリキュラムの説明

●教職（国語）資格、日本語教員

　日本語日本文学科の専門科目を履修しつつ、教職課程の規定科目の単位修得をすることで、国語の教員免
許状が取得できます。「教職入門」「国語科教育法」などの〈教職に関する科目〉は卒業要件124単位に算入
されませんが、学期ごとの登録単位数（上限24単位）には含まれるので、教育実習に行く前までの3年間で
〈教科に関する科目〉の最低修得単位数（（中学28, 高校36）・（2019年度以降入学者は、中学24, 高校28））
は満たせるよう、1年次から科目を選んで計画的に履修しましょう。また、国語学、国文学、漢文学をバラ
ンスよく修得することも大切です。
　日本語教員養成講座は、講座カリキュラムの主要部分が日本語日本文学科の専門科目（日本語教育学、日
本語学）で構成されているので、学科の卒業要件を満たしつつ効率的に講座を修了することができます。
　それぞれのカリキュラム表（学生要覧別冊）をよく読み、専門科目の履修を資格取得に生かしてください。

●その他

　他学科の開放科目も、日本語日本文学科の「卒業に必要な単位数」の「その他」の区分としてカウントさ
れます。まずは必修の共通科目と本学科専門科目で時間割を組むのが基本ですが、興味をひくものがあれば、
他学科の専門科目を（シラバスを熟読した上で）受講してみるものよいでしょう。
卒業要件の124単位を、4年間（8学期）かけてどのように修得していくのか―必要最小限の単位修得という
ことだけ考えれば、次のように配分することが可能です。
　※1年（前19＋後19）＋2年（前19＋後19）＋3年（前20＋後20）＋4年（ゼミ2＋卒論6）＋α =124＋α
　しかし、教職履修・語学留学・進学等々により必要単位数や適切な配分は変わってきますし、そもそも、
修練を重ねてきてもっとも理解力・実践力の高まった4年次こそ、専門講義科目の教員の示す学術的ディ
テールまで判るので、より楽しく、充実した受講になるのです。8学期を存分に利用して、専門を広く、深く、
学んでください。
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履修の進め方

　
　「履修上の注意」（pp.22～28）及び以下の指示に従って履修を進めてください。
　「専門ゼミ」・「卒論ゼミ」の指導教員の専門分野は、「玉藻」、「国文学会会報」、「オリエンテーション配布
物」を参照してください。
　2019年度以降入学者は、3,4年次生必修科目である「専門ゼミ」・「卒論ゼミ」の履修には、履修条件が課
されています。履修条件を満たしていない場合は当該科目が履修できないため、標準修業年限での卒業はで
きません。
　
１．共通科目（CLA コア科目、語学）の履修

　pp.46～63、66～69を読み、開講科目表の「履修年次」、「備考」及び「履修方法」欄の記載に注意し
て履修してください。

　
２．専門科目の履修

　カリキュラムマップ、開講科目表の「履修年次」、「備考」及び「履修方法」欄の記載に注意して履修し
てください。また、次のとおり履修方法が定められています。

（1）「R&R（入門ゼミ）」：1年次前期に履修
①　選考：クラスは学科が決定します。
② 　再履修：「R&R（入門ゼミ）」の成績評価が不合格となった学生は、翌年度の前期に再履修するこ

とになります。卒業年度の後期まで未修得の場合に限り、「日本語日本文学基礎ゼミ」を重複して履
修し、「R&R（入門ゼミ）」の代替科目とすることが認められます。該当者は学科教務委員（p.170）
の指示を受けてください。

（2）「日本語日本文学基礎ゼミ」：1年次後期に履修
① 　選考：クラスは、学生の希望に基づき定員等を勘案して学科が決定します。なお、「R&R（入門ゼミ）」

担当者とは、異なる担当者のもとで履修することとします。
② 　再履修：「日本語日本文学基礎ゼミ」の成績評価が不合格となった学生は、翌年度の後期に再履修

することになります。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。
③ 　2年次編入生は、入学前単位認定の内容により「日本語日本文学基礎ゼミ」の履修が望ましい場合

には、履修することとします。学科教務委員の指示を受けてください。

（3）「基礎論文演習（文章表現）」：1年次後期に履修
　1年次の後期に1単位を履修することとします。クラスは、学生の希望に基づき定員等を勘案して学
科が決定します。

（4）選択必修Ⅱ-Ｃ「日本語日本文学プレ専門ゼミ」：2年次に履修
　2年次に、選択必修Ⅱ－Ｃの中から前期後期それぞれ1科目2単位ずつ、合計4単位を履修してください。
クラスは学生の希望に基づき定員等を勘案して学科が決定します。

（5）「日本語日本文学専門ゼミ」：3年次に履修
① 　選考：所属ゼミは学生の希望に基づき、学科が選考し、決定します。2年次後期に説明会・書類提出・

選抜がおこなわれますので、掲示及び学科発行の「履修の手引き」の指示に従ってください。

日本語日本文学科　履修の進め方
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日本語日本文学科　履修の進め方

【履修条件】：

（A） 「R&R（入門ゼミ）」または「日本語日本文学基礎ゼミ」のいずれか1単位が修得済みであること。

（B） 「日本語日本文学プレ専門ゼミ」1科目2単位を含む、合計36単位をゼミ履修を行う当該年度開始時

点において修得済みであること。

＊ 「交換留学」「認定留学」「国内留学」によって2年次前期・後期ともに「日本語日本文学プレ専門ゼミ」

の履修ができなかった学生については、「日本語日本文学専門ゼミ」の履修を認め、あわせて3年次

前期に「日本語日本文学プレ専門ゼミ」を履修することを必修とします。なお、留学先において修

得した演習科目が「日本語日本文学プレ専門ゼミ」の単位として認定される場合があります。

② 　再履修：
2020年度以前入学者
　「日本語日本文学専門ゼミ」の成績評価が不合格となった学生は、4年次に「日本語日本文学卒論
ゼミ」と並行して履修することが認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。

2021年度以降入学者
　「日本語日本文学専門ゼミ」の成績評価が不合格となった学生は、次の条件を満たした場合にのみ、
4年次に「日本語日本文学卒論ゼミ」と並行して履修することが認められます。該当者は学科教務委
員の指示を受けてください。

【並行履修が認められる条件】： 「日本語日本文学専門ゼミ」の再履修を希望する直前学期終了時点で、

累積 GPA 2.3以上且つ修得単位数が93単位以上であること。

（6）「日本語日本文学卒論ゼミ」：4年次に履修
① 　所属ゼミは原則として3年次の「日本語日本文学専門ゼミ」と同一担当者とし、その担当者のもと

で卒業論文指導を受けることとします。
② 　再履修：「卒論ゼミ A」の成績評価が不合格となった学生は、後期に「卒論ゼミ B」を重複して履修し、
「卒論ゼミＡ」の代替科目とすることが認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。

【履修条件】：2019年度以降入学者

 合計76単位を3年次後期終了時点で修得済みであること。

（7）留学等の理由による規定学期以外の履修

　交換留学・認定留学及び学生交流により、規定された履修年次・学期に上記ゼミを履修することが
できない学生については、「日本語日本文学専門ゼミ」と「日本語日本文学卒論ゼミ」を並行して履修
すること等が認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。なお、交換・認定留学
の学期には卒業できません。

（8）「卒業論文」

・提出時期
　 　卒業論文は4年次に執筆し提出します。ただし、休学をした学生は、原則として、選択必修Ⅳの合

計単位（履修中単位を含む）が4単位になる学期以降に卒業論文を提出することとします。
・履修手続、提出方法
　 　「卒業論文」（通年科目）は、4年次に大学が履修登録を行います。休学をした学生の「卒業論文」

の履修時期については、学科の教務委員に確認してください。提出方法等については、pp.36～37を
参照してください。

・量的条件
　 　提出する「卒業論文」本文（注を含む）の量的条件は、A4判1200字詰めで20枚以上（ただし、創

作ゼミナールについては、指導教員の指示による。）です。書式等に関する詳細は学科による卒論オ
リエンテーションの配付資料を見てください。
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コミュニケーション学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カ

リキュラム・ポリシー

コミュニケーション学科コミュニケーション学科

人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー

　
◆人材養成目的

　多文化理解、共生コミュニケーション、表現とメディアの領域における科学的アプローチによる学びを通
して、科学的論理に基づく理解と実践力をもち、多文化共生社会の構築に貢献する有為な人材を養成する。

◆ディプロマ・ポリシー

　学科の教育課程で定める授業科目を履修し、基準となる単位数を取得し、コミュニケーション学科の人材
養成目的を踏まえた以下の知識・能力を身に付けた者に「学士（文学）」の学位を授与する。

（1） 幅広い教養と多文化理解、共生コミュニケーション、表現とメディアの領域に関する専門的知識が身
に付いている。

（2） 国際化の時代に必要となる英語およびその他の諸言語の運用能力が身に付いている。
（3） 多文化理解、共生コミュニケーション、表現とメディアなどの多様な専門分野を研究することにより、

多角的かつ幅広い視点・視野をもち、データに基づいた理論分析・批判的思考を通して社会において
生ずる様々な課題を発見し、それを解決する能力が身に付いている。

（4） 現場へ出て実社会の人々と出会い、様々な意思疎通のスキルを獲得することにより、社会に貢献でき
るコミュニケーション能力が身に付いている。

（5） 学びを通して社会や人間の多様性および他者との連帯の重要性を理解し、他者と協働・共生すること
ができる能力が身に付いている。

（6） 多文化理解、共生コミュニケーション、表現とメディアなどの切り口から、多様化する現代社会と人
間関係を社会科学的・文化学的にとらえ、考察することにより、文学・芸術・社会・人間に関する新
しい価値を見出すことができる。

◆カリキュラム・ポリシー

　コミュニケーション学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた知識・技能
などを修得させるために、次のような方針でカリキュラムを編成している。

（1） 1年次には導入ゼミを置き、2年次には専門性を加味したゼミを置き、そして、3年次と4年次には専門
を深めるための専門ゼミを配置し、すべての学生が少人数のゼミに所属して連続性のある指導を受け
られるようにしている。専門分野の科目については、コミュニケーションの「全体像を知る」、「研究
方法に取り組む」、「専門と出会う」の科目群を通して学ぶ。「専門と出会う」においては「多文化理解」、「共
生コミュニケーション」、「表現とメディア」の3領域を柱として、理論と実践の観点から、さらには調査・
研究方法の習得をも重視して学ぶことにより、コミュニケーション研究に関する専門知識の修得を図
る。その他、幅広い教養を身に付けるために全学共通の教養教育を選択必修として課し、また自由選
択科目として他学部・他学科科目を広く履修することもできる。

（2） 全学共通の英語および初習外国語（フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、朝鮮語）科目により、
基本的な言語運用能力を身に付けさせる。その際、学生は5つの語学コース（英語インテンシブ・コース、
英語スタンダード・コース、初習外国語インテンシブ・コース、初習外国語スタンダード・コースお
よび2か国語履修コース）から選択することができる。加えて、言語コミュニケーションに関する専門
科目も開設している。また、日本の社会において主導的・指導的な役割をはたすのに必要な日本語運
用能力を身に付けさせる。

（3） 1年次から4年次まですべての学科生が所属する少人数編成の演習科目（R&R（入門ゼミ））、コミュニケー

コミュニケーション学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カ

リキュラム・ポリシー
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ション基礎ゼミ、コミュニケーション学探求ゼミ、コミュニケーション専門ゼミⅠおよびコミュニケー
ション専門ゼミⅡ等を通して、課題発見・解決能力の向上を図る。

（4） 各演習科目およびアクティブ・ラーニング型の授業など、インタラクティブな授業や意見交換を通して、
コミュニケーション能力の向上を図る。

（5） 多文化理解、共生コミュニケーション、表現とメディアなどの切り口からコミュニケーション学の領
域に関して広く学ぶ（研究する）ことを通して、異なる価値観をもつ他者を理解し、他者との協働・
共生能力の向上を図る。その際、国・民族だけでなく、性別・世代・セクシャルマイノリティ等の問
題も多文化として捉え、これらの問題の理解と改善とに取り組んでいく力を養う。

（6） コミュニケーション学の領域に関する知識を身に付け、演習科目などによる教員や他の学生との討論
などを通して、新たな価値を見出す能力を養う。

　各授業のシラバスには、受講生に求める課題や学習内容を記載するとともに、評価方法・評価基準につい
ても明記している。また、成績評価については、厳正な評価を行うことを目的としてガイドラインを設けて
いる。
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卒業に必要な単位数

　コミュニケーション学科では、以下の表の「科目区分」ごとの科目の単位を修得し、それぞれの「単位数」
を満たすことが、卒業の条件です。
　科目区分ごとの全ての科目は開講科目表に掲載されています。

2019年度以降入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア

キリスト教

科目

2 「キリスト教Ⅰ」[2]

2 「キリスト教Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 4 なし

語学

（履修コースによる）

①10 ①スタンダード・コース選択者

32②16 ②2か国語履修コース選択者

③22 ③インテンシブ・コース選択者

学
科
専
門

選択必修

Ⅰ 2

合計

36

「R&R( 入門ゼミ )」[1]、「基礎ゼミ」[1]

Ⅱ 12 〈各分野概論、S究方法〉 なし

Ⅲ 18 なし

Ⅳ 4
「専門ゼミⅠ A、Ⅰ S」[1,1]

「専門ゼミⅡ A、Ⅱ S」[1,1]

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ
語 学 の 履 修

コースによる：

①64

②58

③52

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など

他学科の開放科目のほか、共通科目、コミュニケーショ

ン学科専門科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修

得したもの

合　計 124

〈履修関連事項〉

・ 学期ごとの履修登録上限は24単位です（p.19「履修登録できる単位数の上限（CAP 制）」参照）。
・ 外国人留学生は、この表にかかわらず、「日本語科目」及び「日本事情に関する科目」について必修科目

が定められています（p.70「外国人留学生の履修」参照）。
・ 編入学者の「卒業に必要な単位数」は pp.108～109を参照してください。

2017年度以前入学者

　2019年度学生要覧を参照してください。

2018年度入学者

　2021年度学生要覧を参照してください。

コミュニケーション学科　カリキュラムの説明
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コミュニケーション学科　カリキュラムの説明

カリキュラムの説明

コミュニケーション学科の目ざすもの

　コミュニケーション学科は、みなさん方が21世紀の多文化・共生時代を生きるため、多様化する社会や
人間、文化などを総合的にとらえた上で、社会関係をスムーズにし、対人スキルを身につけ、豊かな表現能
力が獲得できるよう、現状把握・調査・分析・理論、そして実習・実践などを重視する学科として2004年
度に開設されました。
　人は、動物とは異なり一人では生きてゆけず、「社会」を構成してしか生きられません。その際、人は「こ
とば」で思考し、書きことば・話しことば・しぐさ・音・画像などの記号を駆使し、情報の乗り物であるメディ
アという道具を用いて自己表現や他者とのコミュニケーションを行っています。その繁雑さと「個」という
エゴのため、ときとして人間は他の動物よりもはるかに非合理的な争いを生じさせもし、身近なところでは
誤解や「いじめ」、他者の人権や生命の侵害、グローバルにみれば差別や貧困、大量殺戮や戦争などの悲し
くかつ憂慮すべき事態を繰り返してきました。人間がもっと賢くなり、「憎しみ」の連鎖を断ち切り、多様
な人びとと平和的に暮らせるようになる世界を構築するためには、私たち全員がもっともっと人間の心や社
会のシステム、様ざまな文化、表現のしかたなどについて学び、むしろ「違い」を楽しむような実践が求め
られます。そのときのキーワードが「コミュニケーション」にほかなりません。
　
カリキュラムの構成

　本学のコミュニケーション学科は、以上のような問題意識の上に立って、カリキュラム構成に他大の同じ
ような学科にはない数多くの特徴をそなえています。
　まずカリキュラムの構造（pp.98～99のカリキュラムマップ参照）ですが、(1) 入学したての大学生として
トレーニングを少人数のゼミで積む 基礎を学ぶ 、(2) コミュニケーション研究の入門編として 全体像を知

る 、(3) 実証的研究方法編としての S究方法に取り組む 、(4) 各論の基礎編である コミュニケーションの
基礎を学ぶ、そして (5) 各論の専門科目である 多文化理解 ・ 共生コミュニケーション ・ 表現とメディア の3
領域からなる 専門と出会う が、階梯性をもって配置され、(1) 専門を深める 科目として、2年次生全員が履
修しなければならない、ゼミ風のコミュニケーション学探求も用意されています。また (6) コミュニケーショ
ン研究の解釈実践ともいえる 現代文化を読み解く が加わり、最後に卒業論文・卒業制作に結実するゼミナー
ルとしての 専門を深める  専門を極める （(1) 参照）でしめくくられるよう組み立てられています。
　カリキュラムのハイライトである (5) は、さらにそれぞれ 知と出会う と フィールドへ出る とで構成され
ており、前者は主として現状や先行研究について理論的に学び、後者は主として学内外でのワークショップ
や実習によって実践的に学びます。

4年間の履修の指針

　コミュニケーションに関連する授業内容は多岐にわたっており、どれもまんべんなく履修することをお勧
めします。最低限の取得単位で卒業するのは、もったいないことです。しかし、「あれもこれも」と欲張り
すぎても、「コミュニケーション学科でどんな勉強をしたの？」と他人や就職面接で訊かれて答えられない
ことになりかねません。自分の興味や研究テーマ、進路などにそって、自分なりのカリキュラムを構造化す
る必要があります。また、他学部・他学科の開放科目、語学などもできるだけ関連させて履修したいものです。
そのかわり、かなりハードな学生・学習生活になることを覚悟する必要があり、4年間・8セメスターの計画（履
修計画のみならず留学や就職活動の予定）や、長期の夏休み・春休みなどの計画（資格や免許の取得など）
をしっかり立てておくことが肝要です。
　1年目に全員必修で履修する選択必修Ⅰ 基礎を学ぶ は、「R&R（入門ゼミ）」と「コミュニケーション基
礎ゼミ」からなっています。前期の「R&R（入門ゼミ）」は、Research & Report の略で、文学部共通のゼ
ミナールとして設置されています。大学ならではの、学術資料の調べ方やレジュメの書き方、発表のしかた、
討論のしかたなどを全員が身につけることによって大学での学習が実りあるものになるよう、トレーニング
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コミュニケーション学科　カリキュラムの説明

をします。少人数制のこのクラスは、担当の先生が原則として2年次まで「アカデミック・アドバイザー（AA）」
として、みなさん方に種々のアドバイスを行います。続く1年後期の「コミュニケーション基礎ゼミ」では、
様ざまな領域にわたるコミュニケーション研究のいずれかひとつの “ 入り口 ” を経験してもらいます。どち
らも単位を取得しないと卒業できない必修科目です。配当された1年次のうちに修得するようにしてくださ
い。
　選択必修Ⅱ 全体像を知る としては、1、2年次に、コミュニケーションの概念や諸相に関する入門編であ
る「言語コミュニケーション概論」「社会コミュニケーション概論」「文化コミュニケーション概論」「心理
コミュニケーション概論」「コミュニケーション概論」のうちのいくつかと、多様な広がりを持つコミュニケー
ションに関する研究方法の入門編である「コミュニケーション研究方法の全体像」がおかれています。この
6科目について学年指定はありませんが、1、2年次のうちに履修しておくことを推奨します。また S究方法

に取り組む の8科目のうちいくつかを、やはりできるだけ2年次までに履修してください。今後4年間の授業
で、なかでもゼミと卒業論文・制作の場では、これらの授業で得た知識が「身についていることを前提」と
して授業が進みます。これらⅡ群の単位は、合計12単位以上満たしていないと卒業できません。「研究方法
に取り組む」の8科目のうちのいくつかは「社会調査士」の資格科目ともなりますので、詳細は学科からの
説明をよく聞いてください。
　選択必修Ⅲ 専門と出会う では、まず コミュニケーションの基礎を学ぶ で、コミュニケーション研究に
おける各論の専門的知識が講じられます。心理学や社会学、言語学などの専門的な研究領域において、コミュ
ニケーションという概念がどうとらえられ、どのように研究されてきたのかについての基礎を学んでいき
ます。
　また2年次生は、前期に、この中のコミュニケーション学探求から、必ず1科目を履修してください。学科
の専任教員が、それぞれの専門性をゼミ形式で鍛えます。
　選択必修Ⅲのメイン科目は、多文化理解  共生コミュニケーション  表現とメディアの3ジャンルで、現状
や先行研究について理論的に学ぶ 知と出会う くくりと、主に学内外におけるワークショップや実習によっ
て実践的に学ぶ フィールドへ出る くくりがそれぞれラインナップされています。3ジャンルまんべんなく履
修することをお勧めしますが、自分なりの専攻・ピークを作ってもいいでしょう。科目によっては現地実習
などで参加費が必要な場合やパスポートが必要な場合などがあり、授業時間外の参加が求められることも少
なくありませんので、初回授業時には必ず出席して担当教員の説明や指示をよく聞いてください。また、多
くの科目で毎回のようにレポートや制作物の提出が課題とされ、グループワークやホームワークが求められ
るでしょう。
　これらの選択必修Ⅲは、現代文化を読み解く と合わせて18単位以上履修すれば卒業要件を満たしますが、
できるだけ多くの科目を学ぶに越したことはありません。
　選択必修Ⅳ 専門を深める の「コミュニケーション専門ゼミⅠ A, Ⅰ B」は、コミュニケーション学科全専
任教員がそれぞれ研究テーマを掲げてゼミナール生を募集し、3年次に学生全員がいずれかのゼミナールに
所属して、発表や討論や文献講読、フィールドワーク、調査などをしながら少人数で研究を行います。それ
は、4年次の「コミュニケーション専門ゼミⅡ A, Ⅱ B」に橋渡しされ、最終的な「卒業論文・卒業制作」を
まとめます。これらⅣ群はいずれも必修です。3年次からはゼミ担当の教員が「アカデミック・アドバイザー」
となります。
　4年間・8セメスターの履修は、次のモデル図をよく参考にして組み立ててください。また、2年次後期に
募集され3年次から始まるゼミナールは、次頁のような研究内容のゼミが予定されています。早い学年のう
ちから履修計画を立てておくようにしてください。
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4年間の履修モデル

科目群／セメスター 1年次 前期 1年次 後期 2年次 前期 2年次 後期 3年次 前期 3年次 後期 4年次 前期 4年次 後期

語　学 磨く／訓練する 実践力をつける 語学力を維持する／発展させる

「全体像を知る」
基礎編

「言語コミュニケーション概論」
「社会コミュニケーション概論」
「文化コミュニケーション概論」
「心理コミュニケーション概論」

「コミュニケーション概論」
「コミュニケーション研究法の全体像」の履修

プレゼミ R&R 基礎ゼミ コミュニケー
ション学探求

「研究方法に取り組む」「研究方法」科目群の履修（上記を含む12単位以上）
「コミュニケーションの

基礎を学ぶ」 「基礎を学ぶ」科目群の履修（なるべくまんべんなく）

コミュニケーション科目
専門

「多文化理解」「共生コミュニケーション」「表現とメディア」科目群の履修
（まんべんなく又は分野をしぼって履修）

その他の履修 留学、インターンシップ、ボランティア実習

ゼミ・卒論・卒制 ゼミ選び 研究テーマづくり 研究テーマ決定 調査、フィー
ルドワーク 執筆・制作

※　 履修にあたっては、シラバスおよび学生要覧を必ず熟読して登録・授業に参加してください。またシラバス上で使用されている
テクニカルタームについては、各自で調べておいて履修に臨むほか、R ＆ R テキストの「用語集」なども熟読してください。

ゼミナール担当（指導可能）分野

教　員　名 相澤　一 井上惠美子 小ヶ谷千穂 齋藤孝滋 潮村公弘 髙田明典 高橋京子 藤巻光浩 諸橋泰樹 山崎　浩一

専　　　攻 異文化コミュ
ジェンダー／
セクシュアリ
ティ教育学

多文化共生 社会言語学 文化心理 メディア文化論 舞踊／スポーツ
人類学

カルチュラル ･
スタディーズ マスコミ社会学 心理学

指

　導

　分

　野

心理・社会心理 ○ ◎ ○ ○ ◎
異文化・多文化 ◎ ◎ ◎ ○ ◯
言　語 ○ ◎ 〇
身　体 ○ ◎ ◯
家族・教育 ◎ ○ ◎
ジェンダー ◎ ○ ○ ◎
思想・社会 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎
メディア ○ ◎ ◎ ◎ 〇
コンピューター・情報 ◎

最低限履修しておく
べき研究方法科目

（2科目のうちどちらか
は履修しておくこと）

社会・心理調
査の方法 / ア
ンケート・社
会調査の方法

インタビュー・
面接のスキル

フィールドワー
クとエスノグラ
フィー

話しことばを
分析する

データを数量
から読み解く

文献・情報の
集め方

フィールドワー
クとエスノグラ
フィー

フィールドワー
クとエスノグラ
フィー

社会・心理調
査の方法 / ア
ンケート・社
会調査の方法

心 理 学 実 験
演習 / 実験の
研究計画をた
てる

文献・情報の
集め方

社会・心理調
査の方法 / ア
ンケート・社
会調査の方法

フィールドワー
クとライフヒス
トリー分析を
学ぶ

データを数量
から読み解く

社会・心理調
査の方法 / ア
ンケート・社
会調査の方法

マルチメディ
ア制作Ⅰ・ⅠA

フィールドワー
クとライフヒス
トリー分析を
学ぶ

テクストの批
判的解釈のた
めの方法

データを数量
から読み解く

データを数量
から読み解く

履修しておくことが
望ましい科目

異 文 化 のコ
ミュニケーショ
ン

子どもの発達
とこれかから
の教育問題

グローバル化
する人の移動
の社会学

ことばのフィー
ルドワーク 文化の心理学

物語の力を分
析する
ゲームの魅力
を分析する

身体表現論
政治コミュニ
ケーション概
説

ジェンダー問
題と男女共同
参画社会

対人コミュニ
ケーションの
心理学

多文化・他言
語社会を考え
る

これからの家
族問題 A,B

多文化・多言
語社会を考え
る

言語コミュニ
ケーション概
論

行動科学のた
めのデータ解
析（SPSSによ
る統計・解析）
/ コンピュー
タによる調査
データの解析
Ａ

社会・心理調
査の方法

身体としぐさ
の心理学

多文化社会の
人間学

メディアリテラ
シーを身につ
ける

行動科学のた
めのデータ解
析（SPSSによ
る統計・解析）
/ コンピュー
タによる調査
データの解析
Ａ,B

アジアとの出
会いと異文化
体験

ジェンダー問
題と男女共同
参画社会

共生のフィー
ルドワーク

日本語文法論
とコミュニケー
ション

対人コミュニ
ケーションの
心理学

文化コミュニ
ケーション概
論

スポーツ文化 共生社会論
マスコミュニ
ケーションと
情報社会

教育心理学

※　表の見方… 教員ごとに、指導可能分野に丸印がついています ( ◎は「かなり専門的に指導可」、○は「指導可」）。表をヨコに見ると分野ごと
のゼミが浮かび上がります。たとえば、「言語」関係のゼミ志望でしたら、第1希望齋藤先生、第2希望相澤先生などのように希望
することができます。もちろん、第1希望高橋ゼミ、第2希望髙田ゼミ、第3希望小ヶ谷ゼミなどのように、一貫しない志望でもか
まいませんが、その分事前の最低限履修しておくべき研究方法科目や履修しておくことが望ましい科目が増えることになります。

その他

　科目名には、これまでみなさんが聞いたことのない、横文字や最新用語が使われているものがあります。
履修前・登録前に、必ずシラバスをよく読んで授業に臨んでください。
　なお本学科には、設備の関係や学習効果を上げるため、履修者数を少人数に絞っている科目が少なからずあり
ます。履修申し込みを学生本人が履修登録期間内に行うか、授業の第1回目に出席して当該教員による選抜を受け
なければなりません。卒業要件や入るゼミの条件にかかわる科目であるにもかかわらず、申し込みを怠ったり1回
目の授業を休んだりすると、履修できずに本人の不利益になりますので、充分注意してください。
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コミュニケーション学科　履修の進め方

履修の進め方

　「履修上の注意」（pp.22～28）及び以下の指示に従って履修を進めてください。
　2019年度以降入学者は、3,4年次生必修科目である「専門ゼミⅠ、Ⅱ」の履修には、履修条件が課され
ています。履修条件を満たしていない場合は当該科目が履修できないため、標準修業年限での卒業はでき
ません。

１．共通科目（CLA コア科目、語学）の履修

　pp.46～63、66～69を読み、開講科目表の「履修年次」、「備考」及び「履修方法」欄の記載に注意し
て履修してください。

２．専門科目の履修

　カリキュラムマップ、開講科目表の「履修年次」、「備考」及び「履修方法」欄の記載に注意して履修し
てください。また、次のとおり履修方法が定められています。

（1）「R&R（入門ゼミ）」：1年次前期に履修
①　選考：クラスは学科が決定します。履修登録は学科で行います。
② 　再履修：「R&R（入門ゼミ）」の成績評価が不合格となった学生は、翌年度の前期に再履修するこ

とになります。卒業年度の後期まで未修得の場合に限り、「コミュニケーション基礎ゼミ」を重複し
て履修し、「R&R（入門ゼミ）」の代替科目とすることが認められます。該当者は学科教務委員（p.170）
の指示を受けてください。

（2）「コミュニケーション基礎ゼミ」：1年次後期に履修
① 　選考：クラスは、学生の希望に基づき定員等を勘案して学科が決定します。前期末に希望票提出・

選考を行う予定です。詳細は掲示で知らせます。履修登録は学科で行います。
② 　再履修：「コミュニケーション基礎ゼミ」の成績評価が不合格となった学生は、翌年度の後期に再

履修することになります。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。

（3）「コミュニケーション学探求」：2年次前期に履修
①　選考：クラスは、学生の希望に基づき定員等を勘案して学科が決定します。
② 　2年前期のオリエンテーション時に希望票提出・選考を行う予定です。詳細は掲示で知らせます。

履修登録は学科で行います。

（4）選択必修Ⅱについて

① 　1年次または2年次に、選択必修Ⅱ「言語コミュニケーション概論」「社会コミュニケーション概論」
「文化コミュニケーション概論」「心理コミュニケーション概論」と「コミュニケーション研究方法
の全体像」および「心理学実験演習」「社会・心理調査の方法」「インタビュー・面接のスキル」「話
しことばを分析する」「文献・情報の集め方」「データを数量から読み解く」「フィールドワークとエ
スノグラフィー」「フィールドワークとライフヒストリー分析を学ぶ」「テクストの批判的解釈のた
めの研究」の中から12単位以上を修得すること。

　 （2018年度以前開講の「実験の研究計画をたてる」、「アンケート・社会調査の方法」も選択必修Ⅱに
含む。）

② 　上記のうち「言語コミュニケーション概論」「社会コミュニケーション概論」「文化コミュニケーショ
ン概論」「心理コミュニケーション概論」「コミュニケーション研究方法の全体像」は必修指定にはなっ
ていませんが、重要な基礎科目です。各「概論」は1つ以上、「コミュニケーション研究方法の全体像」
は是非履修するようにしてください。

コミュニケーション学科　履修の進め方
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コミュニケーション学科　履修の進め方

（5）「コミュニケーション専門ゼミⅠ A, Ⅰ S」：3年次に履修
① 　選考：所属ゼミは学生の希望に基づき、学科が選考し、決定します。2年次後期に説明会・書類提出・

選抜がおこなわれますので、掲示および学科発行の「履修の手引き」の指示に従ってください。

【履修条件】：2019年度以降入学者

  「R&R（入門ゼミ）」または、「コミュニケーション基礎ゼミ」のいずれか1単位を含む、

合計36単位をゼミ履修を行う当該年度開始時点において修得済みであること。

 2018年度以前入学者

  「R&R（入門ゼミ）」または、「コミュニケーション基礎ゼミ」のいずれか1単位をゼミ履

修を行う当該年度開始時点において修得済みであること。

② 　再履修：「コミュニケーション専門ゼミⅠ A, Ⅰ B」の成績評価が不合格となった学生は、4年次に
「コミュニケーション専門ゼミⅡ A, Ⅱ B」と並行して履修することが認められます。該当者は学科教
務委員（p.170）の指示を受けてください。

（6）「コミュニケーション専門ゼミⅡ A, Ⅱ S」：4年次に履修
① 　所属ゼミは原則として3年次の「コミュニケーション専門ゼミⅠ A, Ⅰ B」と同一担当者とし、そ

の担当者のもとで卒業論文・卒業制作の指導を受けることとします。
② 　再履修：「コミュニケーション専門ゼミⅡ A」の成績評価が不合格となった学生は、後期に「コミュ

ニケーション専門ゼミⅡ B」を重複して履修し、「コミュニケーション専門ゼミⅡＡ」の代替科目と
することが認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。

（7）留学等の理由による規定学期以外の履修

　交換留学・認定留学及び学生交流により、規定された履修年次・学期に上記ゼミを履修することが
できない学生については、「コミュニケーション専門ゼミⅠ A, Ⅰ B」と「コミュニケーション専門ゼミ
Ⅱ A, Ⅱ B」を並行して履修すること等が認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。
なお、交換・認定留学の学期には卒業できません。

（8）「卒業論文・卒業制作」

・提出時期
　 　卒業論文・卒業制作は4年次に執筆・制作し提出します。ただし、休学をした学生は、原則として、

選択必修Ⅳの合計単位（履修中単位を含む）が4単位になる学期以降に卒業論文・卒業制作を提出す
ることとします。

・履修手続、提出方法
　 　「卒業論文・卒業制作」（通年科目）は、4年次に大学が履修登録を行います。休学をした学生の「卒

業論文・卒業制作」の履修時期については、学科の教務委員に確認してください。提出方法等につ
いては、pp.36～37を参照してください。

・卒業論文・卒業制作の選択
　 　「卒業論文・卒業制作」の題目提出時に、卒業論文もしくは卒業制作のうちいずれか一方を選択し

なければなりません。また、原則として題目提出後の変更は認められません。卒業論文および卒業
制作として認められるものには、それぞれ必要となる要件が設定されています。要件などの詳細に
関しては4年次前期中に学科から配布される「卒業論文・卒業制作の手引き」を確認してください。
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コミュニケーション学科　社会調査士資格認定について

社会調査士資格認定について

　「社会調査士」とは、日本教育社会学会・日本行動計量学会・日本社会学会の三学会が連携協力して設
立した「社会調査士認定機構」を前身とする一般社団法人社会調査協会が認定する資格で、社会調査の
知識や技術を用いて、世論や市場動向、社会事象等を捉えることのできる能力を有する「調査の専門家」
のことを指します。所定の科目群の履修を通して社会調査に関する基礎的な知識と技能および応用力と
倫理観を身につけた者に対して認定されます。コミュニケーション学科では、この「社会調査士」の資
格取得のために必要となる科目の認定を受けています。ただし、資格認定のためには、所属するゼミナー
ルや、履修する科目に関して、条件があります。社会調査士資格の取得を希望する人は、学科から配布さ
れる資料や、文学部共同研究室の掲示に注意するようにしてください。社会調査士資格の詳細に関しては、
一般社団法人社会調査協会のホームページで見ることができます。（http://jasr.or.jp/）

社会調査士資格取得に必要な科目 備　　　考
A 社会調査の基本的事項に関する科目 コミュニケーション研究方法の全体像
B 調査設計と実施方法に関する科目 社会・心理調査の方法
C 基本的な資料とデータの分析に関する科目 文献・情報の集め方
D 社会調査に必要な統計学に関する科目 データを数量から読み解く

F 質的な調査と分析の方法に関する科目
インタビュー・面接のスキル
フィールドワークとライフヒストリー分析を学ぶ

G 社会調査を実際に経験し学習する科目
コミュニケーション専門ゼミⅡＡ 担当教員：諸橋、髙田、齋藤、潮

村、山崎のみ単位認定。コミュニケーション専門ゼミⅡＢ
共生のフィールドワーク

A～Gですべての単位を修得すること。ただし、Fについては「インタビュー・面接のスキル」もしくは「フィールドワー
クとライフヒストリー分析を学ぶ」のどちらか一方の単位を修得すること。Gについては「コミュニケーション専門
ゼミⅡＡ／Ｂ」もしくは「共生のフィールドワーク」のどちらか一方の単位を修得すること。

コミュニケーション学科　認定心理士資格認定について
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コミュニケーション学科　認定心理士資格認定について

認定心理士資格認定について

　「認定心理士（正式名称　日本心理学会認定心理士）」とは、全国規模の心理学系学会として最も歴史のあ
る公益社団法人日本心理学会が、心理学の基礎的な学力と技能を大学で修得したことを保証してくれる資格
です。
　コミュニケーション学科には、この認定心理士資格を取得するために必要となる科目群が設けられていま
す。この資格は認定資格ですので、指定された科目（下記の表を参照）を履修し単位を取得したうえで認定
委員会に申請することによって、試験などを受けることなく認定されます。認定心理士資格の取得を希望す
る人は、学科から配布される資料や、文学部共同研究室の掲示に注意するようにしてください。認定心理士
資格の詳細に関しては、共益社団法人日本心理学会のホームページで確認できます。（https://psych.or.jp/
qualification/）

認定心理士資格取得に必要な科目 備　　　考

a 心理学概論
心理学（2）
教育心理学（2）

b 心理学研究法
社会・心理調査の方法（2）
行動科学のためのデータ解析（2）

c 心理学実験 心理学実験演習（4）
d 知覚心理学・学習心理学 該当科目なし
e 生理心理学・比較心理学 該当科目なし

f 教育心理学・発達心理学
青年心理（2）

エイジングの心理学と高齢社会（2）
子どもの発達とこれからの教育問題（2）

g 臨床心理学・人格心理学

障害者の心理学と共生社会（2）
PTSDと被害者の心理・グリーフワーク（2）
健康・医療におけるコミュニケーションの心理と
諸問題（2）

h 社会心理学・産業心理学

対人コミュニケーションの心理学（2）
身体としぐさの心理学（2）
文化の心理学（2）
心理コミュニケーション概論（2）
組織の中の人間関係と心理学（2）

i 心理学関連科目

コミュニケーション学探求（2）

担当教員：井上、諸橋、潮村、
山崎のみ単位認定。

コミュニケーション専門ゼミⅠＡ（1）
コミュニケーション専門ゼミⅡＡ（1）
卒業論文・卒業制作（担当教員に確認）

（　）内は資格取得のために認定される単位数
a～ i 領域で36単位以上修得すること。
a領域で4単位以上、bc 領域で8単位以上（最低4単位分は c領域）、f ～ h領域のうち3領域以上で16単位以上（各
領域で4単位以上）すること。
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編入学者の卒業に必要な単位数

　編入学者の卒業の条件は次のとおりです。学科、編入学年及び入学年度によってカリキュラム及び条件
が異なりますので、自分が該当する1つの表だけを確認して下さい。科目区分ごとの全ての科目は開講科
目表に記載されています。

2年次編入学者 編入学後3年の間に以下の表に定める科目・単位を含む94単位を修得すること。
3年次編入学者 編入学後2年の間に以下の表に定める科目・単位を含む62単位を修得すること。

日本語日本文学科　2年次編入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア
キリスト教科目 4 「キリスト教Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 2 なし

語学 6 32

学
科
専
門

選択必修

Ⅰ －

合計

35

Ⅱ－Ａ 12 〈各分野概論〉 なし

Ⅱ－Ｂ 3 〈基礎科目群、「基礎論文演習」〉 なし

Ⅱ－Ｃ 2 「プレ専門ゼミ1～9」[2] 4

Ⅲ 14 なし

Ⅳ 4 「専門ゼミ A,S」[1,1]「卒論ゼミ A,S」[1,1]

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ

41

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など

他学科の開放科目のほか、共通科目、日本語日本文学

科専門科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得

したもの

合　計 94

英語英米文学科  3年次編入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア
キリスト教科目 4 「キリスト教Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 ― なし

語学 ― 32

学
科
専
門

選択必修

Ⅰ ―

Ⅱ－Ａ ― なし

Ⅱ－Ｂ 6 〈高度な英語科目、「英米文化専門講読」〉 なし

Ⅲ ― なし

Ⅳ 4 「専門ゼミ A,S」[1,1]「卒論ゼミ A,S」[1,1]

選択 「S外S期S修」

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ

42

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など

他学科の開放科目のほか、共通科目、英語英米文学科

専門科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得し

たもの

合　計 62

編入学者の卒業に必要な単位数
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日本語日本文学科　3年次編入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア
キリスト教科目 4 「キリスト教Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 ― なし

語学 ― 32

学
科
専
門

選択必修

Ⅰ ―

Ⅱ－Ａ 4 〈各分野概論〉 なし

Ⅱ－Ｂ ― なし

Ⅱ－Ｃ ― なし

Ⅲ 8 なし

Ⅳ 4 「専門ゼミ A,S」[1,1]「卒論ゼミ A,S」[1,1]

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ

48

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など

他学科の開放科目のほか、共通科目、日本語日本文学

科専門科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得

したもの

合　計 62

コミュニケーション学科　3年次編入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア
キリスト教科目 4 「キリスト教Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 ― なし

語学 ― 32

学
科
専
門

選択必修

Ⅰ ―

Ⅱ ― なし

Ⅲ ― なし

Ⅳ 4
「専門ゼミⅠ A、Ⅰ S」[1,1]

「専門ゼミⅡ A、Ⅱ S」[1,1]
4

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ

48

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など

他学科の開放科目のほか、共通科目、コミュニケーショ

ン学科専門科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に

修得したもの

合　計 62

〈履修関連事項〉

・ 学期ごとの履修登録上限は24単位です。（p.19「履修登録できる単位数の上限（CAP 制）」参照）
・ 3年次編入学者のみ「キリスト教Ⅰ～Ⅳ」に代えて「キリスト教関連科目」を履修することが認められます。
（p.50「キリスト教関連科目」参照）

36





国際交流学部

国際交流学科

国際交流学部の人材養成目的

　国際交流の領域に関する学際的かつ高度の教育研究を行い、総合的知識を身に付けた人材
を養成する。

国
際
交
流
学
部
一一
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国際交流学部　国際交流学科国際交流学部　国際交流学科

人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー

　
◆人材養成目的

　国際交流の領域に関する高度の教育研究を行い、グローバリゼーションの時代にふさわしい、専門分野の
枠を越えた総合的知識を身に付けた人材、すなわちこれからの社会に貢献できる知性と行動力をもった人材
を養成する。

◆ディプロマ・ポリシー

　学科の教育課程で定める授業科目を履修し、基準となる単位数を取得し、国際交流学科の人材養成目的を
踏まえた以下の知識・能力を身に付けた者に「学士（国際交流学）」の学位を授与する。

（1） グローバルな視点で発想・行動するための基礎となる幅広い教養と法・経済・歴史・文学・文化・思想・
宗教などの観点から学ぶ国際社会の領域に関する十分な専門的知識が身に付いている。

（2） 国際交流に必要となる言語運用能力が身に付いている。
（3） グローバル化した国際社会に関する専門知識を修得し、それを批判的に研究することにより、多角的

かつ幅広い視点・視野をもち、課題発見・解決能力が身に付いている。
（4） 多様化する環境の中で国境や文化の違いを越えて人々と結びつき、国際的に活躍するために必要な行

動力やコミュニケーション能力が身に付いている。
（5） 世界や諸地域の現状を探り、文化・思想・言語が異なる人々を理解し、他者と協働・共生する能力が

身に付いている。
（6） 国際社会に関わる専門知識や専門分野の枠を越えた総合的知識を得てグローバルな視点から考え、自

由な発想力から新しい価値を見出すことができる。

◆カリキュラム・ポリシー

　国際交流学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた知識・技能などを修得
させるために、次のような方針でカリキュラムを編成している。

（1） 全学共通の教養教育における多彩な科目を通して、幅広い教養を身に付ける。また、専門教育は、学
際的な広い分野を体系的に学べるよう「プログラム制」で専門科目を編成する。プログラム所属前と
なる1年次対象に、幅広い専門分野を学ぶための指針を得させるための学科専任教員全員によるコラ
ボレート科目「研究入門（国際交流学部での学び）」を前期の必修科目として置く。またプログラムに
共通する専門基礎知識を学ぶ科目を1、2年次対象に配置する（基幹科目群）。2年次以降学生が専門分
野を系統的に学ぶことによって国際社会に関する十分な知識を修得できるよう法学・経済学・文学を
学際的に学ぶために3つのプログラムを展開する。国際的な法・政治・経済の仕組みを学び、グロー
バル社会のあり方を理解し、世界的課題の解決に貢献するために必要な能力を身につける「グローバ
ル社会」、複数の外国語力を身につけ、歴史・文学・文化・思想といった学際的な学びを通じて、世界
の諸地域の多様性と複合性を理解し、国際文化交流に貢献できる能力を身につける「国際地域文化」、
SDGs の意識を高め、生活と環境のつながりを学び、他者との共生を阻む社会問題を解決し、地域に根
付いたライフスタイルをデザインする能力を身につける「SDGs・ライフデザイン」の3プログラムを
展開し、各プログラムの学修目標に沿った科目を編成する。また、自由選択科目として他学部・他学
科科目を広く履修することもできる。

（2） 全学共通の英語および初習外国語（フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、朝鮮語）科目によ
り、基本的な言語運用能力を身に付けさせる。その際、学生は3つの語学コース（インテンシブ・コース、
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2か国語履修コース、スタンダード・コース）から選択することができる。また、本学科の目的である
国際交流、多文化理解のために、外国語で専門分野を学ぶ科目や海外での現地実習を行う科目を専門
科目の「実践科目」および各プログラム科目として設定し、国際交流の領域で通用する言語運用能力
の向上につなげる。

（3） 1年次から4年次まですべての学科生が所属する少人数編成の演習科目（導入演習、基礎演習、専門演
習等）を段階的に配置し、さらに PBL 科目を個別に専門科目に設けることにより、アカデミック・ス
キルの修得から専門知識の深化、とりわけ、課題発見・解決能力を習得させる。

（4） 各演習科目およびアクティブ・ラーニング型の授業など、インタラクティブな授業や意見交換を通して、
コミュニケーション能力の向上を図る。

（5） 各国の法・経済・歴史・文学・文化・思想・宗教などについて広く学ぶことを通して、異なる価値観
をもつ他者を理解し、他者との協働・共生能力の向上を図る。

（6） 演習科目などによる教員や他の学生との討論などを通して、学際的な知見を広め、新たな価値を見出
す能力を養う。

　各授業のシラバスには、受講生に求める課題や学習内容を記載するとともに、評価方法・評価基準につい
ても明記している。また、成績評価については、厳正な評価を行うことを目的としてガイドラインを設けて
いる。

2022年度以前入学者

　2022年度学生要覧を参照してください。
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国際交流学科　　　　　　 カリキュラムマップ

カリキュラム・マップ

DP：ディプロマ・ポリシー

★：推奨科目  ＊：他のプログラムと重複する科目

導入演習 基礎演習

国際交流への招待

国際関係論

人権保障と法

政治学概論

SDGs入門

国際関係史

　 日本社会史
★フランス史

スペイン史
アジアの宗教と思想　 スペインの文化と社会

★ラテンアメリカの歴史と文化
　 スペイン語圏の文化と社会
★ラテンアメリカ文化論

★現代中国入門＊

　 コリアン・スタディーズ
　 南アジアの文化と社会
　 中東の文化と社会
　 アフリカの文化と社会

★文化交流論
　 ドイツ史

★アジア史概説
★メディア文化と社会＊
　 情報発信と世界＊
★中国の文化と社会

★政治思想論
★ヨーロッパの文学
　 イギリス史１・２
　 現代イギリス論
 　イギリスの思想と宗教
 　イギリスの文化
 　アメリカの文化１・２
　 アメリカ史
　 アメリカ社会史
 　アメリカの思想と宗教
 　オーストラリアの社会と文化１・２
 　環境教育の理念と実践＊
★スポーツと国際社会

時事問題からみる国際関係

グローバル化と労働

グローバル化と生活

社会学概論

グローバル化する社会

グローバル経済

グローバル経済史

国際交流の歴史

世界史概説

世界の宗教

日本史概説

日本の文化交流

　 フランスの文化と社会
★ヨーロッパの文化とジェンダー
★キリスト教と文化

日本経済の歴史

入門経済学１・２

現代の日本経済
★Globalization Studies＊ ★環境教育の理念と実践＊  　市民参加の社会形成

 　金融論

東アジアの近現代史

東アジアの国際関係史

★コーポレート・ガバナンスと日本企業

 　アジア経済論

ヨーロッパ史

ヨーロッパ現代史

★持続可能な資源利用

 　社会政策論
★家族の比較文化論
 　若者の社会参加とSDGs

★英語で学ぶグリーン経済と農業
★地域と食文化
★中国の環境と開発
★アジアの環境問題１＊
 　アジアの環境問題２＊
★観光文化論

★移住と文化の理論

ジェンダーと法

現代社会を理解するためのジェンダー理論

 　ヨーロッパの地域開発と観光＊
 　身体と生命の社会学

★ヨーロッパ社会史
 　北ヨーロッパの福祉社会
 　格差社会とアイデンティティー
 　若者の労働環境
 　英語で学ぶグリーン経済とエネルギー

 　地域ブランドの育て方
 　アジア現地実習＊
 　農環境体験実習
★海外環境フィールド実習
 　海外エコツーリズム実習

 　グローバル化する仕事と家族
 　在日外国人
 　余暇と旅行
 　民族問題から見た世界情勢
★国際ブランド・ビジネス
 　人間環境特殊講義

地球環境

 　マーケティング論

 　グローバル・ビジネス＊
★イノベーションと社会＊

★観光社会学＊

 　国際交通論

 　情報が世界を変える

★社会を読み解くデータサイエンス応用
 　若者の文化と社会＊
 　法でみる世界＊

★法でみる社会
★セクシュアリティと法＊
★比較法律家論
 　地方分権と市民社会
 　人文地理学

 　自然地理学
 　都市生活の空間デザイン
 　住空間デザイン
 　環境共生型ライフスタイル

環境と開発問題

世界の人口問題

平和思想と運動

 ことばとフィールド（ヴェトナム）
 ことばとフィールド（タイ）
 ことばとフィールド（インドネシア）
 ことばとフィールド（フィリピン）
 Spring Abroad

基
幹
科
目

学科が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナンバリングコードの「レベルコード」に対応しています。

レベルの数字は履修年次とは異なります。履修登録可能な年次は、開講科目表のとおりです。

国際交流学科　　カリキュラムマップ

レベル２

専
門
演
習

卒
業
論
文

レベル１ レベル４レベル３

実
践
科
目

★比較政治制度論

 　ロシア研究＊

★国際平和論
 　国際機構とグローバル・イシューズ

 　途上国と開発経済学

 　中国現代史＊
 　韓国現代史＊
 　北朝鮮現代史＊
 　アジアの国際関係
 　アジア現地実習＊

 　ユーラシアの国際関係＊
 　北ヨーロッパの歴史＊
 　イギリスの政治と社会

 　アメリカの外交

 　文化外交

 　アメリカの政治

 　現代アメリカ論１・２
 　カナダの社会

★開発援助論
★国際経済と法
★法でみる世界＊

 　地域統合
 　セクシュアリティと法＊

 　日米関係史
 　ヨーロッパ政治思想史＊

 　アフリカを学ぶ

 　グローバル・ビジネス＊
 　イノベーションと社会＊

 　観光社会学＊

 　中東を学ぶ★市民社会の国際協力

★平和構築 　現代日本と国際関係

★人権と世界政治 　南アジアの経済

★安全保障 　ヨーロッパの地域開発と観光＊

 　国際協力特殊講義
 　東アジアの安全保障★フランスの政治

DP 1 2 3 4 5 6

研究入門（国際交流学部の学び）
研究入門（時事問題を学ぶ）
研究入門（歴史から見る現代社会）

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｇｌｏｂａｌ　Ａｆｆａｉｒｓ システム開発とプログラミング

Ｊａｐａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ ヨーロッパ現地実習
英語で学ぶグローバル問題

英語で学ぶ国際協力

オーストラリア現地実習

DP 1 2 3 4 5 6

プロジェクトで学ぶ現代社会 統計で学ぶ社会問題(基礎）

統計で学ぶ社会問題(応用）

英語で学ぶ社会科学 英語で学ぶ人文科学

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6 DP 1 2 3 4 5 6

 　ヨーロッパ政治思想史＊
 　日本政治思想史
 　現代社会に見る日本文化

 　イスラームと世界
 　中国の近現代文学

 　中国の文化と芸術

 　ファッションとアート
★韓国の文化と社会

 　ブランド文化論

 　ヨーロッパ地域論
 　ユーラシアの国際関係＊
 　北ヨーロッパの歴史＊
★思想文化論
 　ヨーロッパ世界の芸術

 　比較スポーツ論
 　スペイン語圏の文学

 　文化交流特殊講義

 　比較文化論から見た芸能
 　翻訳と文化

★中国現代史＊
 　ロシア研究＊

★韓国現代史＊
★北朝鮮現代史＊
 　アジア共同体研究
 　若者の文化と社会＊

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

1－幅広い教養と専門的知識

2－言語運用能力

3－専門知識に基づく課題発見・解決能力

4－多様化する国際社会でのコミュニケーション力

5－他者と協働・共生する能力

6－総合的知識を取得し新しい価値を見出す力

レベル

学科のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の

方針、DP)(p.112 参照）で示す身に付けるべき資質・

能力と科目との対応を表します。網掛けされた数字

のDPと当該科目が関係します。

　ヨーロッパの経済と社会＊
★現代中国入門＊

 　南アジアの労働＊
 　東南アジアの政治

 　日本外交史

★国際政治
★国際経済学
 　現代日本の経済問題＊

 　経営史＊

★国際開発の理論と実践
★国際社会と法

★世界の格差と国際協力

★アジアの環境問題１＊

 　アジアの環境問題２＊
★アメリカと国際経済

DP 1 2 3 4 5 6

Globalization Studies＊

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
地
域
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

S
D

G
s

・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際的な政治・経済の仕組
みを学び、グローバル社会
のあり方を理解し、世界的
課題の解決に貢献するため
に必要な能力を身につけま
す。

複数の外国語を学び、歴史・
文化・思想といった学際的な
学びを通じて、世界の諸地
域の多様性と複合性を理解
し、国際文化交流に貢献で
きる能力を身につけます。

SDGsの意識を高め、生活と
環境のつながりを学び、他
者との共生を阻む社会問題
を解決し、地域に根付いた
ライフスタイルをデザインす
る能力を身につけます。

グローバル社会プログラム

国際地域文化プログラム

SDGs・ライフデザインプログラム

★現代日本の経済問題＊
 　ヨーロッパの経済と社会＊

★金融入門

★経営史＊

★社会を読み解くデータサイエンス基礎

★南アジアの労働＊
★横浜学実習
 　メディア文化と社会＊

★情報発信と世界＊

★地誌

 　横浜学

★ジェンダーと持続可能な開発
★環境と持続可能性のまちづくり
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DP：ディプロマ・ポリシー

★：推奨科目  ＊：他のプログラムと重複する科目

導入演習 基礎演習

国際交流への招待

国際関係論

人権保障と法

政治学概論

SDGs入門

国際関係史

　 日本社会史
★フランス史

スペイン史
アジアの宗教と思想　 スペインの文化と社会

★ラテンアメリカの歴史と文化
　 スペイン語圏の文化と社会
★ラテンアメリカ文化論

★現代中国入門＊

　 コリアン・スタディーズ
　 南アジアの文化と社会
　 中東の文化と社会
　 アフリカの文化と社会

★文化交流論
　 ドイツ史

★アジア史概説
★メディア文化と社会＊
　 情報発信と世界＊
★中国の文化と社会

★政治思想論
★ヨーロッパの文学
　 イギリス史１・２
　 現代イギリス論
 　イギリスの思想と宗教
 　イギリスの文化
 　アメリカの文化１・２
　 アメリカ史
　 アメリカ社会史
 　アメリカの思想と宗教
 　オーストラリアの社会と文化１・２
 　環境教育の理念と実践＊
★スポーツと国際社会

時事問題からみる国際関係

グローバル化と労働

グローバル化と生活

社会学概論

グローバル化する社会

グローバル経済

グローバル経済史

国際交流の歴史

世界史概説

世界の宗教

日本史概説

日本の文化交流

　 フランスの文化と社会
★ヨーロッパの文化とジェンダー
★キリスト教と文化

日本経済の歴史

入門経済学１・２

現代の日本経済
★Globalization Studies＊ ★環境教育の理念と実践＊  　市民参加の社会形成

 　金融論

東アジアの近現代史

東アジアの国際関係史

★コーポレート・ガバナンスと日本企業

 　アジア経済論

ヨーロッパ史

ヨーロッパ現代史

★持続可能な資源利用

 　社会政策論
★家族の比較文化論
 　若者の社会参加とSDGs

★英語で学ぶグリーン経済と農業
★地域と食文化
★中国の環境と開発
★アジアの環境問題１＊
 　アジアの環境問題２＊
★観光文化論

★移住と文化の理論

ジェンダーと法

現代社会を理解するためのジェンダー理論

 　ヨーロッパの地域開発と観光＊
 　身体と生命の社会学

★ヨーロッパ社会史
 　北ヨーロッパの福祉社会
 　格差社会とアイデンティティー
 　若者の労働環境
 　英語で学ぶグリーン経済とエネルギー

 　地域ブランドの育て方
 　アジア現地実習＊
 　農環境体験実習
★海外環境フィールド実習
 　海外エコツーリズム実習

 　グローバル化する仕事と家族
 　在日外国人
 　余暇と旅行
 　民族問題から見た世界情勢
★国際ブランド・ビジネス
 　人間環境特殊講義

地球環境

 　マーケティング論

 　グローバル・ビジネス＊
★イノベーションと社会＊

★観光社会学＊

 　国際交通論

 　情報が世界を変える

★社会を読み解くデータサイエンス応用
 　若者の文化と社会＊
 　法でみる世界＊

★法でみる社会
★セクシュアリティと法＊
★比較法律家論
 　地方分権と市民社会
 　人文地理学

 　自然地理学
 　都市生活の空間デザイン
 　住空間デザイン
 　環境共生型ライフスタイル

環境と開発問題

世界の人口問題

平和思想と運動

 ことばとフィールド（ヴェトナム）
 ことばとフィールド（タイ）
 ことばとフィールド（インドネシア）
 ことばとフィールド（フィリピン）
 Spring Abroad

基
幹
科
目

学科が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナンバリングコードの「レベルコード」に対応しています。

レベルの数字は履修年次とは異なります。履修登録可能な年次は、開講科目表のとおりです。

国際交流学科　　カリキュラムマップ

レベル２

専
門
演
習

卒
業
論
文

レベル１ レベル４レベル３

実
践
科
目

★比較政治制度論

 　ロシア研究＊

★国際平和論
 　国際機構とグローバル・イシューズ

 　途上国と開発経済学

 　中国現代史＊
 　韓国現代史＊
 　北朝鮮現代史＊
 　アジアの国際関係
 　アジア現地実習＊

 　ユーラシアの国際関係＊
 　北ヨーロッパの歴史＊
 　イギリスの政治と社会

 　アメリカの外交

 　文化外交

 　アメリカの政治

 　現代アメリカ論１・２
 　カナダの社会

★開発援助論
★国際経済と法
★法でみる世界＊

 　地域統合
 　セクシュアリティと法＊

 　日米関係史
 　ヨーロッパ政治思想史＊

 　アフリカを学ぶ

 　グローバル・ビジネス＊
 　イノベーションと社会＊

 　観光社会学＊

 　中東を学ぶ★市民社会の国際協力

★平和構築 　現代日本と国際関係

★人権と世界政治 　南アジアの経済

★安全保障 　ヨーロッパの地域開発と観光＊

 　国際協力特殊講義
 　東アジアの安全保障★フランスの政治

DP 1 2 3 4 5 6

研究入門（国際交流学部の学び）
研究入門（時事問題を学ぶ）
研究入門（歴史から見る現代社会）

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｇｌｏｂａｌ　Ａｆｆａｉｒｓ システム開発とプログラミング

Ｊａｐａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ ヨーロッパ現地実習
英語で学ぶグローバル問題

英語で学ぶ国際協力

オーストラリア現地実習

DP 1 2 3 4 5 6

プロジェクトで学ぶ現代社会 統計で学ぶ社会問題(基礎）

統計で学ぶ社会問題(応用）

英語で学ぶ社会科学 英語で学ぶ人文科学

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6 DP 1 2 3 4 5 6

 　ヨーロッパ政治思想史＊
 　日本政治思想史
 　現代社会に見る日本文化

 　イスラームと世界
 　中国の近現代文学

 　中国の文化と芸術

 　ファッションとアート
★韓国の文化と社会

 　ブランド文化論

 　ヨーロッパ地域論
 　ユーラシアの国際関係＊
 　北ヨーロッパの歴史＊
★思想文化論
 　ヨーロッパ世界の芸術

 　比較スポーツ論
 　スペイン語圏の文学

 　文化交流特殊講義

 　比較文化論から見た芸能
 　翻訳と文化

★中国現代史＊
 　ロシア研究＊

★韓国現代史＊
★北朝鮮現代史＊
 　アジア共同体研究
 　若者の文化と社会＊

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

1－幅広い教養と専門的知識

2－言語運用能力

3－専門知識に基づく課題発見・解決能力

4－多様化する国際社会でのコミュニケーション力

5－他者と協働・共生する能力

6－総合的知識を取得し新しい価値を見出す力

レベル

学科のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の

方針、DP)(p.112 参照）で示す身に付けるべき資質・

能力と科目との対応を表します。網掛けされた数字

のDPと当該科目が関係します。

　ヨーロッパの経済と社会＊
★現代中国入門＊

 　南アジアの労働＊
 　東南アジアの政治

 　日本外交史

★国際政治
★国際経済学
 　現代日本の経済問題＊

 　経営史＊

★国際開発の理論と実践
★国際社会と法

★世界の格差と国際協力

★アジアの環境問題１＊

 　アジアの環境問題２＊
★アメリカと国際経済

DP 1 2 3 4 5 6

Globalization Studies＊

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
地
域
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

S
D

G
s

・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際的な政治・経済の仕組
みを学び、グローバル社会
のあり方を理解し、世界的
課題の解決に貢献するため
に必要な能力を身につけま
す。

複数の外国語を学び、歴史・
文化・思想といった学際的な
学びを通じて、世界の諸地
域の多様性と複合性を理解
し、国際文化交流に貢献で
きる能力を身につけます。

SDGsの意識を高め、生活と
環境のつながりを学び、他
者との共生を阻む社会問題
を解決し、地域に根付いた
ライフスタイルをデザインす
る能力を身につけます。

グローバル社会プログラム

国際地域文化プログラム

SDGs・ライフデザインプログラム

★現代日本の経済問題＊
 　ヨーロッパの経済と社会＊

★金融入門

★経営史＊

★社会を読み解くデータサイエンス基礎

★南アジアの労働＊
★横浜学実習
 　メディア文化と社会＊

★情報発信と世界＊

★地誌

 　横浜学

★ジェンダーと持続可能な開発
★環境と持続可能性のまちづくり

国際交流学科　　　　　　 カリキュラムマップ （2023 年度以降入学者）
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国際交流学科　　　　　　 カリキュラムマップ

カリキュラム・マップ

DP：ディプロマ・ポリシー

★：推奨科目  ＊：他のプログラムと重複する科目

導入演習 基礎演習

国際交流への招待

国際関係論

人権保障と法

政治学概論

SDGs入門

国際関係史

時事問題からみる国際関係

グローバル化と労働

グローバル化と生活

社会学概論

グローバル化する社会

グローバル経済

グローバル経済史

国際交流の歴史

世界史概説

世界の宗教

日本史概説

日本の文化交流

入門経済学１・２

日本経済の歴史

現代の日本経済
★Globalization Studies ★環境教育の理念と実践＊  　市民参加の社会形成

 　金融論 ★環境と持続可能性のまちづくり
 　身体と生命の社会学

 　ヨーロッパの地域開発と観光

東アジアの近現代史 ★コーポレート・ガバナンスと日本企業

 　アジア経済論
東アジアの国際関係史

ヨーロッパ現代史

ヨーロッパ史

横浜学総論

★持続可能な資源利用

 　社会政策論
★家族の比較文化論
 　若者の社会参加とSDGs

★英語で学ぶグリーン経済と農業
★地域と食文化
 　中国の環境と開発
★アジアの環境問題１＊
 　アジアの環境問題２＊
★観光文化論

★移住と文化の理論

★金融入門

★経営史＊
★現代日本の経済問題＊
 　ヨーロッパの経済と社会＊

★社会を読み解くデータサイエンス基礎

★南アジアの労働＊
★横浜学実習
 　メディア文化と社会＊

★情報発信と世界＊
★地誌

 　横浜学

ジェンダーと法

現代社会を理解するためのジェンダー理論

★ヨーロッパ社会史
 　北ヨーロッパの福祉社会
 　格差社会とアイデンティティー
 　若者の労働環境
 　英語で学ぶグリーン経済とエネルギー

 　地域ブランドの育て方
 　アジア現地実習＊
 　農環境体験実習
★海外環境フィールド実習
 　海外エコツーリズム実習

 　グローバル化する仕事と家族
 　在日外国人
 　余暇と旅行
 　民族問題から見た世界情勢
 　国際ブランド・ビジネス
 　人間環境特殊講義

地球環境

 　マーケティング論

 　グローバル・ビジネス＊
★イノベーションと社会＊

★観光社会学＊

 　国際交通論

 　情報が世界を変える

★社会を読み解くデータサイエンス応用
 　若者の文化と社会＊
 　法でみる世界＊

★法でみる社会

★セクシュアリティと法＊

★比較法律家論

 　地方分権と市民社会
 　人文地理学

 　自然地理学
 　都市生活の空間デザイン
 　住空間デザイン
 　環境共生型ライフスタイル

★ジェンダーと持続可能な開発

環境と開発問題

世界の人口問題

平和思想と運動

 ことばとフィールド（ヴェトナム）
 ことばとフィールド（タイ）
 ことばとフィールド（インドネシア）
 ことばとフィールド（フィリピン）
 Spring Abroad

基
幹
科
目

学科が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナンバリングコードの「レベルコード」に対応しています。

レベルの数字は履修年次とは異なります。履修登録可能な年次は、開講科目表のとおりです。

国際交流学科　　カリキュラムマップ

レベル２

卒
業
論
文

レベル１ レベル４レベル３

実
践
科
目

人
間
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際協力プログラム

国際的な政治・経済・法のしく

みを学び、国際協力のあり方

を理解し、国際的な関係を有

する内外の場で社会貢献を

するために必要な能力を身

につけます。

文化交流プログラム

日本および世界の文化、歴

史、思想／宗教と、それらの

相互的係わりを学び、現代世

界の多様性と複合性を理解

し、文化的観点から国際交流

に貢献できる能力を身につけ

ます。

人間環境プログラム

自然と社会の環境について

学び、コミュニティや生活者

の視点から、私たちの暮らし

のあり方、調和のための条件

などを理解し、他者との共生

に貢献する能力を身につけ

ます。

DP 1 2 3 4 5 6

研究入門（国際交流学部の学び）
研究入門（時事問題を学ぶ）
研究入門（歴史から見る現代社会）

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｇｌｏｂａｌ　Ａｆｆａｉｒｓ システム開発とプログラミング

Ｊａｐａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ ヨーロッパ現地実習
英語で学ぶグローバル問題

英語で学ぶ国際協力

オーストラリア現地実習

DP 1 2 3 4 5 6

プロジェクトで学ぶ現代社会 統計で学ぶ社会問題(基礎）

統計で学ぶ社会問題(応用）

英語で学ぶ社会科学 英語で学ぶ人文科学

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6 DP 1 2 3 4 5 6

 　日本外交史

★国際政治  　ヨーロッパの経済と社会＊
★現代中国入門＊★国際経済学

 　現代日本の経済問題＊

 　経営史＊

 　南アジアの労働＊
 　東南アジアの政治

★国際開発の理論と実践
★国際社会と法

★世界の格差と国際協力

★アジアの環境問題１＊

 　アジアの環境問題２＊
★アメリカと国際経済

国
際
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム

DP 1 2 3 4 5 6

 　ヨーロッパ政治思想史＊
 　日本政治思想史
 　現代社会に見る日本文化

 　イスラームと世界
 　中国の近現代文学
 　中国の文化と芸術

 　ファッションとアート
 　韓国の文化と社会

 　ブランド文化論
 　ユーラシアの国際関係＊
 　北ヨーロッパの歴史＊
 　思想文化論
 　ヨーロッパ世界の芸術

 　比較スポーツ論
 　スペイン語圏の文学

 　文化交流特殊講義

 　比較文化論から見た芸能
 　翻訳と文化

 　中国現代史＊
 　ロシア研究＊

 　韓国現代史＊
 　北朝鮮現代史＊
 　アジア共同体研究
 　若者の文化と社会＊

DP 1 2 3 4 5 6

　 日本社会史
★フランス史

スペイン史
スペインの文化と社会 アジアの宗教と思想

★ラテンアメリカの歴史と文化
　 スペイン語圏の文化と社会

★現代中国入門＊

　 コリアン・スタディーズ
　 南アジアの文化と社会
　 中東の文化と社会
　 アフリカの文化と社会

★文化交流論
★ラテンアメリカ文化論

　 ドイツ史

★アジア史概説
★メディア文化と社会＊
　 情報発信と世界＊
★中国の文化と社会

★政治思想論
★ヨーロッパの文学
　 イギリス史１・２
　 現代イギリス論
 　イギリスの思想と宗教
 　イギリスの文化
 　アメリカの文化１・２
 　アメリカ史
 　アメリカ社会史

 　アメリカの思想と宗教
 　オーストラリアの社会と文化１・２
 　環境教育の理念と実践＊
★スポーツと国際社会

　 フランスの文化と社会
★ヨーロッパの文化とジェンダー
★キリスト教と文化

文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

 　比較政治制度論

 　ロシア研究＊

 　中国現代史＊

★国際平和論
 　国際機構とグローバル・イシューズ

 　途上国と開発経済学

 　韓国現代史＊
 　北朝鮮現代史＊
 　アジアの国際関係
 　アジア現地実習＊

 　ユーラシアの国際関係＊
 　北ヨーロッパの歴史＊
 　イギリスの政治と社会

 　文化外交
 　アメリカの外交

 　アメリカの政治

 　現代アメリカ論１・２
 　カナダの社会

 　開発援助論
 　国際経済と法
 　法でみる世界＊

 　地域統合
 　セクシュアリティと法＊

 　日米関係史
 　ヨーロッパ政治思想史＊

 　アフリカを学ぶ 　グローバル・ビジネス＊
 　イノベーションと社会＊

 　観光社会学＊  　中東を学ぶ

★市民社会の国際協力  　平和構築
 　現代日本と国際関係 ★人権と世界政治
 　南アジアの経済  　安全保障

 　国際協力特殊講義
 　東アジアの安全保障 　フランスの政治

DP 1 2 3 4 5 6

1－幅広い教養と専門的知識

2－言語運用能力

3－専門知識に基づく課題発見・解決能力

4－多様化する国際社会でのコミュニケーション力

5－他者と協働・共生する能力

6－総合的知識を取得し新しい価値を見出す力

レベル

学科のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の

方針、DP)(p.113参照）で示す身に付けるべき資質・

能力と科目との対応を表します。網掛けされた数字

のDPと当該科目が関係します。

専
門
演
習
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際
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一一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ

DP：ディプロマ・ポリシー

★：推奨科目  ＊：他のプログラムと重複する科目

導入演習 基礎演習

国際交流への招待

国際関係論

人権保障と法

政治学概論

SDGs入門

国際関係史

時事問題からみる国際関係

グローバル化と労働

グローバル化と生活

社会学概論

グローバル化する社会

グローバル経済

グローバル経済史

国際交流の歴史

世界史概説

世界の宗教

日本史概説

日本の文化交流

入門経済学１・２

日本経済の歴史

現代の日本経済
★Globalization Studies ★環境教育の理念と実践＊  　市民参加の社会形成

 　金融論 ★環境と持続可能性のまちづくり
 　身体と生命の社会学

 　ヨーロッパの地域開発と観光

東アジアの近現代史 ★コーポレート・ガバナンスと日本企業

 　アジア経済論
東アジアの国際関係史

ヨーロッパ現代史

ヨーロッパ史

横浜学総論

★持続可能な資源利用

 　社会政策論
★家族の比較文化論
 　若者の社会参加とSDGs

★英語で学ぶグリーン経済と農業
★地域と食文化
 　中国の環境と開発
★アジアの環境問題１＊
 　アジアの環境問題２＊
★観光文化論

★移住と文化の理論

★金融入門

★経営史＊
★現代日本の経済問題＊
 　ヨーロッパの経済と社会＊

★社会を読み解くデータサイエンス基礎

★南アジアの労働＊
★横浜学実習
 　メディア文化と社会＊

★情報発信と世界＊
★地誌

 　横浜学

ジェンダーと法

現代社会を理解するためのジェンダー理論

★ヨーロッパ社会史
 　北ヨーロッパの福祉社会
 　格差社会とアイデンティティー
 　若者の労働環境
 　英語で学ぶグリーン経済とエネルギー

 　地域ブランドの育て方
 　アジア現地実習＊
 　農環境体験実習
★海外環境フィールド実習
 　海外エコツーリズム実習

 　グローバル化する仕事と家族
 　在日外国人
 　余暇と旅行
 　民族問題から見た世界情勢
 　国際ブランド・ビジネス
 　人間環境特殊講義

地球環境

 　マーケティング論

 　グローバル・ビジネス＊
★イノベーションと社会＊

★観光社会学＊

 　国際交通論

 　情報が世界を変える

★社会を読み解くデータサイエンス応用
 　若者の文化と社会＊
 　法でみる世界＊

★法でみる社会

★セクシュアリティと法＊

★比較法律家論

 　地方分権と市民社会
 　人文地理学

 　自然地理学
 　都市生活の空間デザイン
 　住空間デザイン
 　環境共生型ライフスタイル

★ジェンダーと持続可能な開発

環境と開発問題

世界の人口問題

平和思想と運動

 ことばとフィールド（ヴェトナム）
 ことばとフィールド（タイ）
 ことばとフィールド（インドネシア）
 ことばとフィールド（フィリピン）
 Spring Abroad

基
幹
科
目

学科が想定するレベル(難易度）を示しており、数字はナンバリングコードの「レベルコード」に対応しています。

レベルの数字は履修年次とは異なります。履修登録可能な年次は、開講科目表のとおりです。

国際交流学科　　カリキュラムマップ

レベル２

卒
業
論
文

レベル１ レベル４レベル３

実
践
科
目

人
間
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際協力プログラム

国際的な政治・経済・法のしく

みを学び、国際協力のあり方

を理解し、国際的な関係を有

する内外の場で社会貢献を

するために必要な能力を身

につけます。

文化交流プログラム

日本および世界の文化、歴

史、思想／宗教と、それらの

相互的係わりを学び、現代世

界の多様性と複合性を理解

し、文化的観点から国際交流

に貢献できる能力を身につけ

ます。

人間環境プログラム

自然と社会の環境について

学び、コミュニティや生活者

の視点から、私たちの暮らし

のあり方、調和のための条件

などを理解し、他者との共生

に貢献する能力を身につけ

ます。

DP 1 2 3 4 5 6

研究入門（国際交流学部の学び）
研究入門（時事問題を学ぶ）
研究入門（歴史から見る現代社会）

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｇｌｏｂａｌ　Ａｆｆａｉｒｓ システム開発とプログラミング

Ｊａｐａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ ヨーロッパ現地実習
英語で学ぶグローバル問題

英語で学ぶ国際協力

オーストラリア現地実習

DP 1 2 3 4 5 6

プロジェクトで学ぶ現代社会 統計で学ぶ社会問題(基礎）

統計で学ぶ社会問題(応用）

英語で学ぶ社会科学 英語で学ぶ人文科学

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6 DP 1 2 3 4 5 6

 　日本外交史

★国際政治  　ヨーロッパの経済と社会＊
★現代中国入門＊★国際経済学

 　現代日本の経済問題＊

 　経営史＊

 　南アジアの労働＊
 　東南アジアの政治

★国際開発の理論と実践
★国際社会と法

★世界の格差と国際協力

★アジアの環境問題１＊

 　アジアの環境問題２＊
★アメリカと国際経済

国
際
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム

DP 1 2 3 4 5 6

 　ヨーロッパ政治思想史＊
 　日本政治思想史
 　現代社会に見る日本文化

 　イスラームと世界
 　中国の近現代文学
 　中国の文化と芸術

 　ファッションとアート
 　韓国の文化と社会

 　ブランド文化論
 　ユーラシアの国際関係＊
 　北ヨーロッパの歴史＊
 　思想文化論
 　ヨーロッパ世界の芸術

 　比較スポーツ論
 　スペイン語圏の文学

 　文化交流特殊講義

 　比較文化論から見た芸能
 　翻訳と文化

 　中国現代史＊
 　ロシア研究＊

 　韓国現代史＊
 　北朝鮮現代史＊
 　アジア共同体研究
 　若者の文化と社会＊

DP 1 2 3 4 5 6

　 日本社会史
★フランス史

スペイン史
スペインの文化と社会 アジアの宗教と思想

★ラテンアメリカの歴史と文化
　 スペイン語圏の文化と社会

★現代中国入門＊

　 コリアン・スタディーズ
　 南アジアの文化と社会
　 中東の文化と社会
　 アフリカの文化と社会

★文化交流論
★ラテンアメリカ文化論

　 ドイツ史

★アジア史概説
★メディア文化と社会＊
　 情報発信と世界＊
★中国の文化と社会

★政治思想論
★ヨーロッパの文学
　 イギリス史１・２
　 現代イギリス論
 　イギリスの思想と宗教
 　イギリスの文化
 　アメリカの文化１・２
 　アメリカ史
 　アメリカ社会史

 　アメリカの思想と宗教
 　オーストラリアの社会と文化１・２
 　環境教育の理念と実践＊
★スポーツと国際社会

　 フランスの文化と社会
★ヨーロッパの文化とジェンダー
★キリスト教と文化

文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

DP 1 2 3 4 5 6

 　比較政治制度論

 　ロシア研究＊

 　中国現代史＊

★国際平和論
 　国際機構とグローバル・イシューズ

 　途上国と開発経済学

 　韓国現代史＊
 　北朝鮮現代史＊
 　アジアの国際関係
 　アジア現地実習＊

 　ユーラシアの国際関係＊
 　北ヨーロッパの歴史＊
 　イギリスの政治と社会

 　文化外交
 　アメリカの外交

 　アメリカの政治

 　現代アメリカ論１・２
 　カナダの社会

 　開発援助論
 　国際経済と法
 　法でみる世界＊

 　地域統合
 　セクシュアリティと法＊

 　日米関係史
 　ヨーロッパ政治思想史＊

 　アフリカを学ぶ 　グローバル・ビジネス＊
 　イノベーションと社会＊

 　観光社会学＊  　中東を学ぶ

★市民社会の国際協力  　平和構築
 　現代日本と国際関係 ★人権と世界政治
 　南アジアの経済  　安全保障

 　国際協力特殊講義
 　東アジアの安全保障 　フランスの政治

DP 1 2 3 4 5 6

1－幅広い教養と専門的知識

2－言語運用能力

3－専門知識に基づく課題発見・解決能力

4－多様化する国際社会でのコミュニケーション力

5－他者と協働・共生する能力

6－総合的知識を取得し新しい価値を見出す力

レベル

学科のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の

方針、DP)(p.113参照）で示す身に付けるべき資質・

能力と科目との対応を表します。網掛けされた数字

のDPと当該科目が関係します。

専
門
演
習

国際交流学科　　　　　　 カリキュラムマップ （2022 年度以前入学者）
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卒
業
に
必
要
な
単
位
数

卒業に必要な単位数

　国際交流学科では、以下の表の「科目区分」ごとの科目の単位を修得し、それぞれの「単位数」を満たす
ことが、卒業の条件です。
　科目区分ごとの全ての科目は開講科目表に掲載されています。

2019年度以降入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア

キリスト教

科目

2 「キリスト教Ⅰ」[2]

2 「キリスト教Ⅱ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 4 なし

語学

（履修コースによる）

①10 ①スタンダード・コース選択者

32②16 ②２か国語履修コース選択者

③22 ③インテンシブ・コース選択者

学
科
専
門

必修 10
「導入演習」[1]、「S究入門」［2］、「基礎演習」[3]、「専

門演習」［4］

選択必修

基幹科目 12 なし

所属する

プログラム

の推奨科目

6
　合計で

　20単位

　以上

所属するプログラムの推奨科目最低6単位を含む合計20単

位以上を修得

なし

所属する

プログラム

の科目

なし

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ

語 学 の 履 修

コースによる：

①58

②52

③46

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など
他学科の開放科目のほか、共通科目、国際交流学科専門

科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得したもの

合　計 124

〈履修関連事項〉

・ 学期ごとの履修登録上限は24単位です（p.19「履修登録できる単位数の上限（CAP 制）」参照））。
・ 「卒業論文」に代えて、国際交流学科専門科目6単位の履修が認められる場合があります。アカデミック・

アドバイザーと相談のうえ、所定の手続きが必要です。（p.127「「卒業論文」又は「卒業論文」に代わる
国際交流学科専門科目６単位の履修方法について」参照）

・  「卒業論文」に代わる国際交流学科専門科目6単位の履修が認められた場合、卒業に必要な「専門演習」
の単位が2単位となります。

・ 外国人留学生は、この表にかかわらず、「日本語科目」及び「日本事情に関する科目」について必修科目
が定められています（p.70「外国人留学生の履修」参照）

・ 編入学者の「卒業に必要な単位数」は pp.119～120を参照してください。

2016年度以前入学者

　2019年度学生要覧を参照してください。

2017・2018年度入学者

　2021年度学生要覧を参照してください。
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編入学者の卒業に必要な単位数

　編入学者の卒業の条件は、次のとおりです。編入学年及び入学年度によってカリキュラム及び条件が異な
りますので、自分が該当する1つの表だけを確認してください。

2年次編入学者 編入学後3年の間に以下の表に定める科目・単位を含む94単位を修得すること
3年次編入学者 編入学後2年の間に以下の表に定める科目・単位を含む62単位を修得すること

　科目区分ごとの全ての科目は開講科目表に記載されています。

2年次編入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア

キリスト教

科目
4 「キリスト教Ⅰ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 2 なし

語学 6 32

学
科
専
門

基礎演習 2

選択必修

基幹科目 8 なし

所属する

プログラム

の推奨科目

6
　合計で

　20単位

　以上

所属するプログラムの推奨科目最低6単位を含む合計20単

位以上を修得

なし

所属する

プログラム

の科目

なし

専門演習 4

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ
42

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など
他学科の開放科目のほか、共通科目、国際交流学科専門

科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得したもの

合　計 94

3年次編入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア

キリスト教

科目
4 「キリスト教Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 ― なし

語学 ― 32

学
科
専
門

選択必修 ― なし

専門演習 4

卒業論文 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ
48

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など
他学科の開放科目のほか、共通科目、国際交流学科専門

科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得したもの

合　計 62
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〈履修関連事項〉

・ 学期ごとの履修登録上限は24単位です。（p.19「履修登録できる単位数の上限（CAP 制）」参照）
・ 3年次編入学者のみ「キリスト教Ⅰ～Ⅳ」に代えて「キリスト教関連科目」を履修することが認められます。
（p.50「キリスト教関連科目」参照）

・ 「卒業論文」に代えて、国際交流学科専門科目6単位の履修が認められる場合があります。アカデミック・
アドバイザーと相談のうえ、所定の手続きが必要です。（p.127「「卒業論文」又は「卒業論文」に代わる
国際交流学科専門科目6単位の履修方法について」参照）

・ 「卒業論文」に代わる国際交流学科専門科目6単位の履修が認められた場合、卒業に必要な「専門演習」
の単位が2単位となります。
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カリキュラムの説明

　
国際交流学部での学びとねらい

問題はなにか

　われわれは日々、新聞やテレビ、インターネットなどによって多くの情報に接しています。しかしその中
で見聞きする世界の出来事がどのような意味を持ち、どのような背景をもっているのかを理解することは容
易ではありません。メディアを通して世界の様々な地域の様子も伝えられますが、それぞれの地域で人々は
どのような生活を送り、どのようなことを考え、どのような文化をはぐくみ、どのような社会を形づくって
いるのでしょうか。現在、世界は数々の深刻な問題を抱えています。それらに対してどのような取り組みが
なされ、対策が講じられているのでしょうか。世界の問題は、いまやわれわれの生活とも密接に結びついて
います。そして、世界の人々とふれあい、理解し合うためには何が必要なのかを考えることが求められてい
ます。

グローバルな視点、発想、行動力を修得

　グローバリゼーションの流れがより本格化した21世紀の社会では、世界各地との交流を深め、文化・思
想・言語が異なる人々と “ 共生 ” することが大きなテーマです。しかし現実には、環境・社会問題や民族紛
争、経済格差など多くの課題に直面しており、理想と現実の落差はきわめて深刻です。それゆえ世界や諸地
域の現状を探り、過去にさかのぼり、未来のあり方を考察し、とりわけ、国境や文化の違いを超えた、人と
人の結びつき について学び、考えるのが国際交流学部での学修です。
　国際交流学部では、世界で日々起こっている問題を地球市民としてとらえ、グローバルな視点から考え、
国境にとらわれない視点・発想を学び、世界で活躍できるコミュニケーション能力と行動力を身につけます。

3つのプログラム制

　本プログラム制では、「グローバル社会」、「国際地域文化」、「SDGs・ライフデザイン」の3つのテーマを
軸に国際交流について学びます。初年次には、「研究入門」「導入演習」などの科目によって大学での学び方
と現代世界に関する問題意識を身につけながら、「基幹科目」で国際交流について理解するために必要な基
本的知識を学びます。そこから、各自の関心に従ってプログラムを選択し、それぞれに適切に配置された科
目群の系統的な履修を通じて専門科目を学びます。基礎から専門へ、プログラム制でわかりやすく、しっか
り階段を上るように学びます。

履修の指針

　大学ではさまざまな分野の学修に関心をもち、視野と思考の幅を広げてください。重要なことは、できる
だけ早いうちに自分が何を学びたいかを見つけ、自分が研究したいテーマが何かを明確にすることです。そ
のためにも必修科目に留意しながら、自分が学びたいことを4年間に配分し、有機的かつ総合的に学習する
ことが大切です。
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　国際交流学科では、国際交流における総合的知識を自らの特性や志向に合わせて体系的に学べるよう、 
プログラム制を導入しています。
　1年次は基幹科目群を中心に、各専門分野の基礎を学びます。2年次以降は3つのプログラムのいずれかを
選択し、各プログラムの学修目標にそって知識を深めます。各プログラムの学びの特徴は下記のとおりです。

プログラム 概　　　要

グローバル

社会

　国際的な政治・経済の仕組みを学び、グローバルな社会が直面する様々な課題を多角的に考
察し、課題の克服にむけて国際社会で活躍するために必要な能力を身につけます。
　今日の世界は紛争・貧困・人権・格差・開発・ジェンダー等、国境を越えて複雑に絡み合う
課題に直面しています。しかもこうしたグローバルな課題は、遠くの国・地域で暮らす人々の
問題だけでなく、私たちの何気ない日々の生活や日常と様々な形でつながっています。こうし
た問題の克服には、一つの視点だけではなく、広い視野と多角的な思考が不可欠です。そこで
このプログラムでは、国際政治、各国の政治・経済、開発経済、国際経済から国際関係の歴史
まで、社会科学の学際的な知識を習得します。これにより世界的課題の原因と構造を探求し、
問題解決に取り組み、社会に貢献する力を養い、グローバルな視野を持って国際社会で活躍す
る人材の育成を目指します。

国際

地域文化

　複数の外国語を学び、世界の諸地域の歴史・文化を学際的に学び、グローバル社会における
国際文化交流に貢献する能力を身につけます。
　グローバリゼーションにより、現代の情報や交通手段の飛躍的発展は、国境を越えた交流を
さらに容易にしただけでなく、世界の均一化を加速させてきました。このプログラムでは、世
界を世界各地域の文化の独自性に注目し、複合的な視野を育むことで、地域と文化交流への理
解を深めます。まず、個別的な地域（日本、アジア、ヨーロッパ、ラテンアメリカ）に注目し、
これらの地域の歴史、文化、思想等を幅広く学び理解します。特に地域を理解するために、英
語以外に、中国語、朝鮮語、フランス語、ドイツ語、スペイン語といった外国語の運用能力の
修得を重視します。そのうえで文化の多様性を尊重しつつ世界と共存していくための文化交流
の歴史と現在について知識を広げ、洞察力を高めることにより国際文化交流の担い手を育成し
ます。

SDGs・

ライフデザイン

　SDGs のマインドを高め、地域・社会・環境との共生を目指すライフスタイルをデザインし
ます。現代の人間を取り巻くさまざまな環境は、次第に画一的で均一なものになりつつあります。
それは、自然環境の破壊、地球温暖化、食の安全性の軽視、インターネットやメディアの社会
的影響の拡大、少子高齢化などの問題として現れ、私たちの生活に深く影響を及ぼしています。
　このプログラムでは、環境問題を自分の生活とのつながりから学び、問題発見能力を高める
ことを目指します。また社会問題に注目し、コミュニティや生活者の視点から、私たちの暮ら
しのあり方、調和のための条件などを理解し、他者との共生を阻む社会問題を克服する問題解
決能力を鍛え、発信する能力を身につけます。さらに、ツーリズムや横浜学等、地域に根付
いた暮らしのデザインを構想します。社会の諸問題の解決策や改善策を新たな切り口で考察し、
他者と共生できる社会の実現を目指す思考力・実践力を養います。

　プログラム制により学びたい領域を選び、3年次からの「専門演習」でテーマを深めていきます。履修の
際には以下の5点に注意してください。
１．語学履修コース・言語の選択

　語学は専門科目の履修と密接な関係があります。1年次前期・後期の語学の履修は、慎重に考えましょ
う（『履修のてびき』を熟読してください）。

２．「導入演習」「S究入門（国際交流学部での学び）」

　1年次前期に履修する国際交流学部の学びの基礎を習得する科目です。「導入演習」では、資料の探し方、
レポートの書き方、口頭発表の仕方などのアカデミック・スキルを学びます。「研究入門（国際交流学部
での学び）」では広い専門分野を持つ国際交流学部での学びの具体像をつかみます。

３．「基礎演習」

　自分自身が関心をもつ研究テーマについて、基礎的な知識や思考を深めるための演習科目です。少人数
のゼミ形式で、議論や発表など自主的な学修を進めます。1年次後期から2年次後期まで各学期1単位、合
わせて3単位を履修します。関心のあるテーマの科目を選んでください。

４．「専門演習」

　3年次前期から履修が始まります。関心のある研究テーマを深め、4年間の学習の成果を「卒業論文」
にまとめることを目指します。学科が配布する『専門演習履修の手引き』を熟読し、各教員の研究テーマ
を参考に自分の研究にはどの「専門演習」が適切であるかをあらかじめ検討しておくことが望まれます。
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５．上記以外の専門科目の履修

　自分の学習計画を充分に踏まえて目的に応じた選択をする必要があります。次の（1）から（3）に注
意して履修しましょう。
（1）基幹科目

　1年次から2年次の間に学ぶ学科全体に共通する基礎知識を身につける科目で、合計12単位以上を修
得しなければなりません。

（2）プログラム科目

　2年次前期から3つのプログラムのうち希望のプログラムに所属します。各プログラムの科目には推
奨科目があり、推奨科目6単位以上を含む合計20単位以上を修得しなければなりません。

（3）実践科目

　上記（1）（2）の他に、専門分野を英語で学ぶ科目、言語を通してアジアの諸地域を学ぶ科目、研究
のための調査方法を学ぶ科目、海外実習を通して国際交流の理解を深める科目など、知識を社会で活
用するために必要なスキルを身につける科目もあります。

１年次生の皆さんへ

　新入生が語学や専門分野を決めることは難しいかもしれません。そのような場合には、アカデミック・ア
ドバイザー（1年次前期は「導入演習」、1年次後期および2年次は「基礎演習」担当者）に相談することが
できます。オリエンテーション時に配布される「くっきり、しっかり学びのレシピ～国際交流学部学修便覧
～」も参考にして、体系的な履修になるよう心がけましょう。
　4年間の国際交流学部での学生生活をとおして、主体的に学習に励み、幅広い知識を蓄え、地球上で日々
生起するさまざまな問題を地球市民の一員として考え、世界と未来に向けて平和と共生のメッセージを発信
する力を身につけてください。それが国際交流の原点であるからです。
　また、資格取得を目指している人は、早めに計画を立ててください。学科専門科目と資格関連科目の時間
割が重複し、思うように履修できなくなる可能性があるので、1年次より計画的に履修しましょう。
　なお、学生生活や学びに必要な情報は FerrisPassport で確認することができます。また、登校時と下校
時には必ず掲示板を見て、自分にとって必要な情報をしっかりと収集してください。

2022年度以前入学者

　2022年度学生要覧を参照してください。
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履修の進め方

専門科目の履修

　国際交流学科では、2年次から「グローバル社会」、「国際地域文化」、「SDGs・ライフデザイン」の
3つのプログラムから1つを選択し、選択したプログラムに沿って履修を進めていきますが、他の2つの
プログラムの科目も履修することができます。

　必修科目の「導入演習」「研究入門」「基礎演習」「専門演習」については、次のとおり履修方法が定め
られています。履修登録のための手続きはpp.125～126「必修科目及びプログラム選択の手続き及び履修」
参照。

必修科目 アカデミック・
アドバイザー　

⬇

「導入演習」 1単位必修 「導入演習」
担当者「S究入門 （国際交流学部での学び）」 2単位必修

「基礎演習」 1単位必修
「基礎演習」

担当者

前期

後期

１
年
次

⬇

後期の「基礎演習」担当者が、3年次

「専門演習」の選択・決定の指導を行

います。

２
年
次

前期

後期

「基礎演習」 1単位必修
「基礎演習」

担当者
「基礎演習」 1単位必修

⬇

3・4年次は、同一教員が学生のアカ

デミック・アドバイザーとなり、授業

科目履修及びS究指導を行います。

3・4年次は、同一教員が学生のアカ

デミック・アドバイザーとなり、授業

科目履修及びS究指導を行います。

３
年
次

前期

後期

「専門演習」※1 1単位必修
「専門演習」

担当者
「専門演習」※1 1単位必修

４
年
次

前期

後期

「専門演習」※1 1単位必修「卒業論文」※2

（通年科目）

6単位必修

「専門演習」

担当者
「専門演習」※1 1単位必修

※1　 「専門演習」には履修条件が設定されています。詳細はp.126を確認してください。

※2　 「卒業論文」のかわりにアカデミック・アドバイザーの指定する国際交流学科専門科目6単位の履修が認められる場合がありま

す。ただし、6単位の履修指定を受けるには4年次「専門演習」の履修条件と同一の要件を満たす必要があります。

2022年度以前入学者

　2022年度学生要覧を参照してください。
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必修科目及びプログラム選択の手続き及び履修

　必修科目の手続きに関する案内、クラス指定、選考はすべて学科が行います。窓口は全て国際交流学部共
同研究室です。
　学科からの情報発信は FerrisPassport の掲示、8号館掲示板で行うので、各自で確認してください。

１.手続き

　手続き、履修登録については次のとおりです。
　「基礎演習」「専門演習」は、提出された志望票に基づき学科が選考、調整を行います。

申込み等手続 履修登録 提出先 選考

導入演習
指定されたクラスを履修するため、手続きは
必要ありません。 自動登録 ― なし

研究入門

（国際交流学部での学び）
手続きは必要ありません。 自動登録 ― なし

基礎演習
各学期に定められた期日までに申し込み
注意：同一担当者のクラスは1回のみ履修可

許可されたクラス
が自動登録される 国際研※ あり

専門演習 定められた期日までに申し込み 許可されたクラス
が自動登録される 国際研※ あり

プログラム選択 定められた期日までに申し込み ― 国際研※ なし

※国際研：国際交流学部共同研究室

　「専門演習」の申し込みを期間内にしなかった場合、原則として3年次の履修は認められません。
　なお、期間内に申し込みしたものの、第1次選考で未決定となった学生を対象に第2次選考を行います。

２．留学等の理由による「基礎演習」及び「専門演習」の規定学期以外の履修

　交換留学、認定留学及び国内交流（同志社女子大学での国内留学）により、規定された履修年次・学期
に履修することができない場合のルールは次のとおりです。

ルール

基礎演習

(1) 1学期に2つ並行して履修することが認められます。
(2) 留学が決定した場合、留学の前の学期に「基礎演習」を2つ履修することも認め

られます。該当者は教務主任に申し出て指示を受けること。

専門演習

(1) 1学期に2つ並行して履修することが認められます。
(2) 3年次後期から4年次前期までの2学期にわたる留学等については、3年次前期に

「専門演習」を2つ並行して履修することが認められます。該当者は教務主任に
申し出て指示を受けること。なお、それ以外の期間の留学等については、留学
等の終了後に2つを並行して履修します。
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３. 再履修

　必修科目の再履修の手続きは、学科の定めた期日に行います。詳細は国際交流学部共同研究室の掲示で
確認してください。

(1) 導入演習、S究入門（国際交流学部での学び）

　再履修は、国際交流学部共同研究室での手続きが必要です。

(2) 基礎演習、専門演習

　再履修は、国際交流学部共同研究室での手続きが必要です。
　なお、1学期に並行して履修できる「基礎演習」、「専門演習」はそれぞれ2つまでです。

４．「専門演習」の履修条件

(1) 履修条件

2019年度以降入学者の履修条件※

3年次 4年次

一般学生
在学期間が4学期を経過しており、かつ
「基礎演習」2単位を含めて36単位を修
得済みであること。

在学期間が6学期を経過しており、かつ
「基礎演習」2単位を含めて70単位を修
得済みであること。

2年次編入生
在学期間が2学期を経過しており、かつ
「基礎演習」1単位を含めて36単位を修
得済みであること。

在学期間が4学期を経過しており、かつ
「基礎演習」2単位を含めて70単位を修
得済みであること。

3年次編入生 履修条件なし。 在学期間が2学期を経過しており、かつ
70単位を修得済みであること。

※2年次編入生は2020年度以降入学者、3年次編入生は2021年度以降入学者

2018年度以前入学者の履修条件※

3年次 4年次

一般学生
在学期間が4学期を経過しており、かつ
「基礎演習」2単位を修得済みであること。

在学期間が6学期を経過しており、かつ
「基礎演習」2単位を修得済みであること。

2年次編入生
在学期間が2学期を経過しており、かつ
「基礎演習」1単位を修得済みであること。

在学期間が4学期を経過しており、かつ
「基礎演習」2単位を修得済みであること。

3年次編入生 履修条件なし。 在学期間が2学期を経過していること。
※2年次編入生は2019年度以前入学者、3年次編入生は2020年度以前入学者

(2) 担当者

　3年次の「専門演習」は、前期・後期とも同一担当者のものを履修しなければなりません。
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「卒業論文」又は「卒業論文」に代わる国際交流学科専門科目 6 単位の履修方法について

　４年次には卒業論文を執筆します。
　ただし、卒業論文に代えて国際交流学科専門科目6単位の履修が認められる場合があります。この場合は
3年次後期の所定の期日（1月中旬）までに、3年次アカデミック・アドバイザー（「専門演習」担当者）と
相談のうえ決定し、手続きを行ってください。なお、手続きの詳細については国際交流学部共同研究室の掲
示板で確認してください。
　
１．卒業論文を執筆する場合

(1) 専門演習の履修

　「卒業論文」を提出しようとする者は、4年次に「専門演習」を履修しなければなりません。

(2) 履修手続き、提出方法

　「卒業論文」（通年科目）は4年次に、自動で登録されるので、自分で登録する必要はありません。提
出方法等については、pp.36～37を参照してください。

　
２．卒業論文に代えて国際交流学科専門科目6単位の履修が認められた場合の手続き

(1) 科目の指定、指定対象除外科目

　4月アカデミック・アドバイザー面談で指定する国際交流学科専門科目6単位を、4年次の前期・後期
にわたって履修しなければなりません。
　ただし、「導入演習」「研究入門」「基礎演習」「専門演習」、現地実習科目、集中講義科目、取消不可
選抜科目、初回授業時選抜科目は指定対象除外科目です。

(2) 科目指定手続き、履修登録方法

　(1) で指定された科目の履修登録は各自で行います。ただし、その前に国際交流学部共同研究室に指
定科目を申告する必要があります。

(3) 指定科目未修得時の再指定

　4年次前期に指定科目の単位修得ができなかった場合は、9月アドバイザー面談でアカデミック・ア
ドバイザーから再指定を受ける必要があります。再指定後の手続き等は（2）のとおりです。

(4)「卒業論文」から「学科専門科目6単位の履修」への変更

　原則として変更できませんが、４年次前期、後期開始前での変更が認められる場合があります。変
更を希望する場合には国際交流学部共同研究室に申し出てください。

「現地実習」科目

　現地実習科目には、「アジア現地実習」「ヨーロッパ現地実習」、「オーストラリア現地実習」、「Spring 
Abroad」、「海外環境フィールド実習」、「海外エコツーリズム実習」があります。履修の流れ、手続き等
は pp.40～41「海外短期研修」または国際課が発行する冊子「STUDY ABROAD」（当該年度発行）も参
照してください。





音楽学部

音楽芸術学科

演奏学科※　　
※演奏学科は 2021 年度学生要覧を参照すること。

音楽学部の人材養成目的

　音楽の領域を中心とした総合的な学びを通して、現代文化に対する理解を深めることによ
り、社会に積極的にかかわる、創造性豊かな人材を養成する。

音
楽
学
部
一一
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音楽芸術学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー

音楽芸術学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー

音楽芸術学科音楽芸術学科

人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー

　
◆学科の人材養成目的

　音楽創造・音楽表現・音楽文化の領域を中心とした総合的な学びと専門技法の習得及び実践を通して、専
門的かつ多角的な視野を持ち社会に積極的にかかわる、創造性と感受性の豊かな人材を養成する。

◆ディプロマ・ポリシー

　学科の教育課程で定める授業科目を履修し、基準となる単位数を取得し、音楽芸術学科の人材養成目的を
踏まえた以下の知識・能力・技能を身に付けた者に「学士（音楽）」の学位を授与する。

（1） 幅広い教養と音楽創造、音楽表現、音楽文化に関する専門知識や専門技法を身に付け、また、学びを
通して培った能力を現代社会に活かす力が身に付いている。

（2）国際化の時代の音楽の学びに必要となる英語およびその他の諸言語の運用能力が身に付いている。
（3） 音楽創造、音楽表現、音楽文化に関する実践的な学びを通して、多角的かつ幅広い視点・視野から現

代社会・文化・表現・教育に関する諸問題を発見し、解決する能力が身に付いている。
（4） 社会との懸け橋として音楽をとらえ、多様なアートシーンにおいて、それを実践するために必要な行

動力、自己表現力及び他者と協働するためのコミュニケーション能力が身に付いている。
（5） 音楽文化発信、作品発表、表現活動といった実践活動を通して、多様な価値観を理解する力、他者と

作品や活動を生み出す力、共感する感性など、他者と協働・共生する能力が身に付いている。
（6） 常に新しい表現を求める創造性、多様な音楽シーンで必要となる知識やスキルおよびコミュニケーショ

ン力により音楽と社会を結びつけ、新しい価値を見出し、生み出す能力が身に付いている。

◆カリキュラム・ポリシー

　音楽芸術学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた知識・能力・技能を修
得させるために、次のような方針でカリキュラムを編成している。

（1） 全学共通の教養教育における多彩な科目を通して、幅広い教養を身に付ける。また専門教育については、
1年次にアカデミック・スキルを身に付ける「基礎演習」、2年次に「応用演習」を履修、3～4年次には

「専門ゼミ」に所属することにより専門性を追及する。さらに、これらに並行して音楽と音楽文化の基
礎知識に関する科目、実践技能の基礎スキルを身に付ける科目を1、2年次で修得できるよう編成する。
加えて2年次から4年次にかけては専門分野を幅広く学ぶために「ミュージシャンシップを高める」、「音
楽の背景を探る」、「音楽と社会を実践的に体験する（アクティブ・ラーニング科目群）」の各科目群を
置く。なお、「パフォーミング・アーツ科目」を開設し、個人実技やアンサンブル演奏、音楽テクノロ
ジー、音楽教育、身体表現などのより高度な技術修得を可能とする。また、自由選択科目として他学部・
他学科科目を広く履修することもできる。

（2） 幅広いジャンルの音楽に対する理解を深め、国内にとどまらない制作および企画運営への参加を実現
するため、全学共通の英語および初習外国語（フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、朝鮮語）
科目により、基本的な言語運用能力を身に付けさせる。その際、学生は5つの語学コース（英語インテ
ンシブ・コース、初習外国語インテンシブ・コース、英語スタンダード・コース、初習外国語スタンダー
ド・コース、2か国語履修コース）から選択することができる。また、グローバルな音楽人を養成する
ために、専門科目においても英語で音楽を学ぶ授業科目を開講する。

（3） 少人数演習形式によるアカデミック・スキルを身に付ける「基礎演習」（1年次）、「応用演習」（2年次）
を基盤とし、専門を高める3、4年次「専門ゼミ」を必修として課す。特に「専門ゼミ」ではアクティブ・
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音楽芸術学科　人材養成目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー

ラーニング型の実践的な教育を行い、専門知識・スキルによる課題発見・解決力の向上を図る。
（4） 各演習科目および2年次以上を対象とした「音楽と社会を実践的に体験する」科目群におけるアクティブ・

ラーニング型の授業など、インタラクティブな授業や意見交換を通して、コミュニケーション能力の
向上を図る。

（5） 異なる文化的、社会的価値観をもつ他者を理解し、ともに創造・制作活動を行うことにより、他者と
の協働・共生能力の向上を図る。このために「音楽の背景を探る」科目群ならびに学外で作品発表・
演奏といったアウトリーチ活動を行う科目「公開発表・公開演奏」を置く。

（6） 社会の中で音楽が果たす役割を学内外で実践的に学び、外部とのインタラクティブな応答を経験する
ことにより、新たな価値を発見・創造することができるような授業科目を展開する。

　各授業のシラバスには、受講生に求める課題や学習内容を記載するとともに、評価方法・評価基準につい
ても明記している。また、成績評価については、厳正な評価を行うことを目的としてガイドラインを設けて
いる。
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音楽芸術学科　カリキュラム・マップ
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実

践
的

に
体

験
す

る
医

療
と

音
楽

音
楽

療
法

１
音

楽
療

法
２

ア
ニ

メ
・
ゲ

ー
ム

音
楽

制
作

音
楽

と
脳

科
学

共
演

芸
術

１
Ａ

・
Ｂ

ア
ー

ト
・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

共
演

芸
術

２
Ａ

・
Ｂ

S
N

S
と

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
ジ

ャ
ズ

・
ヴ

ォ
ー

カ
ル

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

音
楽

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ラ
ス

リ
ー

ダ
ー

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

音
楽

と
デ

ザ
イ

ン
音

楽
起

業
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

英
語

で
音

楽
ビ

ジ
ネ

ス
指

揮
法

合
唱

Ⅲ
Ａ

・
Ｂ

ピ
ア

ノ
指

導
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

リ
ト

ミ
ッ

ク
指

導
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

ソ
ン

グ
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
音

響
機

器
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

録
音

実
技

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
ビ

デ
オ

制
作

映
像

制
作

応
用

6
群

　
専

門
を

深
め

る

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

を
身

に
付

け
る

公
開

発
表

・
公

開
演

奏

7
群

　
専

門
を

極
め

る

P
A

科
目

　
表

現
を

深
め

る
Ｐ

Ａ
個

人
実

技
1
5

※
１

Ｐ
Ａ

教
職

実
技

※
２

Ｐ
Ａ

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

Ｐ
Ａ

個
人

実
技

3
0

※
１

Ｐ
Ａ

室
内

楽
Ｐ

Ａ
キ

ー
ボ

ー
ド

・イ
ン

プ
ロ

ヴ
ィ

ゼ
ー

シ
ョ

ン

Ｐ
Ａ

個
人

実
技

4
5

※
１

Ｐ
Ａ

声
楽

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

（
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
）

Ｐ
Ａ

キ
リ

ス
ト

教
音

楽
Ｐ

Ａ
声

楽
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
（
ア

ド
バ

ン
ス

ト
）

Ｐ
Ａ

ピ
ア

ノ
デ

ュ
オ

Ｐ
Ａ

オ
ペ

ラ
Ｐ

Ａ
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
弦

楽
Ｐ

Ａ
フ

ル
ー

ト
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
Ｐ

Ａ
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
管

楽
Ｐ

Ａ
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
管

弦
楽

音
楽

を
学

ぶ
上

で
不

可
欠

な
基

礎
理

論
・
基

礎
実

技
を

習
得

す
る

。

高
度

な
技

能
、

表
現

力
を

習
得

す
る

。

音
楽

の
技

術
と

理
論

を
深

め
音

楽
性

を
向

上
さ

せ
る

。

音
楽

の
歴

史
、

社
会

と
の

か
か

わ
り

を
学

ぶ
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
の

実
践

的
な

教
育

を
行

い
、

専
門

知
識

・
ス

キ
ル

に
よ

る
課

題
発

見
・
解

決
力

の
向

上
を

図
る

。

習
得

し
た

技
術

を
用

い
て

、
音

楽
創

造
作

品
や

演
奏

表
現

に
よ

っ
て

伝
え

た
い

こ
と

を
表

現
で

き
る

。

音
楽

の
幅

広
い

役
割

を
知

り
、

実
践

を
通

じ
て

技
能

、
知

識
を

確
か

な
も

の
と

す
る

。

音
楽

芸
術

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

（
2
0
1
9
年

度
以

降
入

学
者

）

学
科

が
想

定
す

る
レ

ベ
ル

(難
易

度
）
を

示
し

て
お

り
、

数
字

は
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
コ

ー
ド

の
「
レ

ベ
ル

コ
ー

ド
」
に

対
応

し
て

い
ま

す
。

レ
ベ

ル
の

数
字

は
履

修
年

次
と

は
異

な
り

ま
す

。
履

修
登

録
可

能
な

年
次

は
、

開
講

科
目

表
の

と
お

り
で

す
。

D
P

：
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー

1
2

3
4

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

音
楽

制
作

映
像

制
作

基
礎

基
礎

演
習

応
用

演
習

専
門

ゼ
ミ

Ⅰ
・
Ⅱ

卒
業

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

キ
リ

ス
ト

教
音

楽
概

論
キ

リ
ス

ト
教

音
楽

実
践

Ａ
・
Ｂ

専
門

ゼ
ミ

Ⅲ
・
Ⅳ

キ
リ

ス
ト

教
を

基
盤

と
す

る
西

洋
伝

統
音

楽
の

本
質

と
文

化
的

・
歴

史
的

な
背

景
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
。

D
P

1
2

3
4

5
6

D
P

1
2

3
4

5
6

D
P

1
2

3
4

5
6

レ
ベ

ル

DP
1

2
3

4
5

6

1－
幅

広
い

教
養

と
専

門
知

識
・
技

法

2－
諸

言
語

運
用

能
力

3－
専

門
知

識
に

基
づ

く
課

題
発

見
・
分

析
能

力

4－
実

践
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

5－
実

践
活

動
を

通
し

て
他

者
と

協
働

・
共

生
す

る
力

6－
音

楽
と

社
会

を
結

び
つ

け
新

し
い

価
値

を
見

出
す

力

Ｐ
Ａ

 D
ig

it
al

 F
ab

ri
c
at

io
n
 L

ab
.

Ｐ
Ａ

 M
e
di

a 
A

rt
Ｐ

Ａ
 M

o
vi

n
g 

Im
ag

e
s,

 M
o
vi

e
s

Ｐ
Ａ

 I
n
te

rn
e
t 

o
f 

T
h
in

gs
Ｐ

Ａ
 A

I 
T
e
c
h
n
o
lo

gy
 a

n
d 

M
u
si

c
Ｐ

Ａ
 D

ig
it
al

 T
e
c
h
n
o
lo

gy
 M

ar
ke

ti
n
g

Ｐ
Ａ

グ
ル

ー
プ

実
技

(バ
レ

エ
１

)
Ｐ

Ａ
グ

ル
ー

プ
実

技
(バ

レ
エ

２
)

Ｐ
Ａ

グ
ル

ー
プ

実
技

(バ
レ

エ
３

)
Ｐ

Ａ
グ

ル
ー

プ
実

技
(ダ

ン
ス

１
)

Ｐ
Ａ

グ
ル

ー
プ

実
技

(ダ
ン

ス
２

)
Ｐ

Ａ
グ

ル
ー

プ
実

技
(ダ

ン
ス

３
)

※
１

声
楽

、
ヴ

ォ
イ

ス
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
、

伴
奏

法
、

器
楽

、
室

内
楽

、
作

編
曲

、
邦

楽
、

そ
の

他

※
２

声
楽

、
ピ

ア
ノ

、
伴

奏
・
即

興
演

奏
、

聴
音

・
音

楽
理

論
、

初
見

視
唱

・
初

見
視

奏

学
科

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
（
卒

業
認

定
・
学

位
授

与
の

方
針

、
D

P
）
（
p
.1

3
0
参

照
）
で

示
す

身
に

付
け

る
べ

き
資

質
・

能
力

と
科

目
と

の
対

応
を

表
し

ま
す

。

網
掛

け
さ

れ
た

数
字

の
D

P
と

当
該

科
目

が
関

係
し

ま
す

。

次
の
1
0
分
野
の
ゼ
ミ

音
と
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

音
と

映
像

サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

音
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
＆
ビ
ジ
ネ
ス

作
曲

編
曲

ヴ
ォ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
舞
台
芸
術

共
演
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

音
楽
教
育

D
P

1
2

3
4

5
6

D
P

1
2

3
4

5
6

D
P

1
2

3
4

5
6

D
P

1
2

3
4

5
6

D
P

1
2

3
4

5
6

ス
テ

ー
ジ

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

ア
ナ

ウ
ン

ス
・
朗

読
声

の
仕

事
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
レ

パ
ー

ト
リ

ー
・ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

バ
ン

ド
を

楽
し

も
う

ポ
ッ

プ
ス

ア
レ

ン
ジ

音
楽

と
身

体
表

現
音

楽
と

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
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音
楽
学
部
一一
音
楽
芸
術
学
科
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ

1
群

　
音

楽
の

基
礎

音
楽

の
基

礎
知

識
　

　
　

 を
学

ぶ
音

楽
基

礎
理

論
合

唱
Ⅰ

Ａ
・
Ｂ

基
礎

声
楽

Ａ
・
Ｂ

基
礎

ピ
ア

ノ
Ａ

・
Ｂ

和
声

Ａ
・
Ｂ

ソ
ル

フ
ェ

―
ジ

ュ
Ａ

・
Ｂ

J
-P

O
P

音
楽

論
音

響
の

基
礎

2
群

　
キ

リ
ス

ト
教

音
楽

を
賛

美
歌

学
　

　
　

体
験

す
る

賛
美

歌
を

作
ろ

う
キ

リ
ス

ト
教

音
楽

研
究

Ａ
・
Ｂ

3
群

　
ミ

ュ
ー

ジ
シ

ャ
ン

合
唱

Ⅱ
Ａ

・
Ｂ

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
理

論
　

　
　

 シ
ッ

プ
を

高
め

る
コ

ー
ド

理
論

A
・
B

楽
曲

分
析

伴
奏

法
Ａ

・
Ｂ

旋
律

学
身

体
の

科
学

合
奏

英
語

で
音

楽
理

論
演

奏
表

現
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
ク

ラ
シ

ッ
ク

）
邦

楽
１

邦
楽

２

4
群

　
音

楽
の

背
景

西
洋

音
楽

通
史

諸
民

族
の

音
楽

　
　

　
を

探
る

日
本

音
楽

通
史

吹
奏

楽
概

論
公

開
講

座
・
コ

ン
サ

ー
ト

鑑
賞

世
界

の
ポ

ピ
ュ

ラ
ー

音
楽

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
史

映
画

舞
台

音
楽

論
１

・
２

デ
ザ

イ
ン

思
考

と
ア

ー
ト

思
考

音
楽

ス
ペ

シ
ャ

ル
講

義
音

響
の

心
理

5
群

　
音

楽
と

社
会

を
音

楽
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ
ム

心
と

音
楽

　
　

　
実

践
的

に
体

験
す

る
医

療
と

音
楽

音
楽

療
法

１
音

楽
療

法
２

ア
ニ

メ
・
ゲ

ー
ム

音
楽

制
作

音
楽

と
脳

科
学

共
演

芸
術

１
Ａ

・
Ｂ

ア
ー

ト
・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

共
演

芸
術

２
Ａ

・
Ｂ

S
N

S
と

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
ジ

ャ
ズ

・
ヴ

ォ
ー

カ
ル

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

音
楽

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ラ
ス

リ
ー

ダ
ー

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

音
楽

と
デ

ザ
イ

ン
音

楽
起

業
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

英
語

で
音

楽
ビ

ジ
ネ

ス
指

揮
法

合
唱

Ⅲ
Ａ

・
Ｂ

ピ
ア

ノ
指

導
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

リ
ト

ミ
ッ

ク
指

導
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

ソ
ン

グ
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
音

響
機

器
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

録
音

実
技

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
ビ

デ
オ

制
作

映
像

制
作

応
用

6
群

　
専

門
を

深
め

る

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

を
身

に
付

け
る

公
開

発
表

・
公

開
演

奏

7
群

　
専

門
を

極
め

る

P
A

科
目

　
表

現
を

深
め

る
Ｐ

Ａ
個

人
実

技
1
5

※
１

Ｐ
Ａ

教
職

実
技

※
２

Ｐ
Ａ

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

Ｐ
Ａ

個
人

実
技

3
0

※
１

Ｐ
Ａ

室
内

楽
Ｐ

Ａ
キ

ー
ボ

ー
ド

・イ
ン

プ
ロ

ヴ
ィ

ゼ
ー

シ
ョ

ン

Ｐ
Ａ

個
人

実
技

4
5

※
１

Ｐ
Ａ

声
楽

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

（
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
）

Ｐ
Ａ

キ
リ

ス
ト

教
音

楽
Ｐ

Ａ
声

楽
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
（
ア

ド
バ

ン
ス

ト
）

Ｐ
Ａ

ピ
ア

ノ
デ

ュ
オ

Ｐ
Ａ

オ
ペ

ラ
Ｐ

Ａ
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
弦

楽
Ｐ

Ａ
フ

ル
ー

ト
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
Ｐ

Ａ
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
管

楽
Ｐ

Ａ
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
管

弦
楽

音
楽

を
学

ぶ
上

で
不

可
欠

な
基

礎
理

論
・
基

礎
実

技
を

習
得

す
る

。

高
度

な
技

能
、

表
現

力
を

習
得

す
る

。

音
楽

の
技

術
と

理
論

を
深

め
音

楽
性

を
向

上
さ

せ
る

。

音
楽

の
歴

史
、

社
会

と
の

か
か

わ
り

を
学

ぶ
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
の

実
践

的
な

教
育

を
行

い
、

専
門

知
識

・
ス

キ
ル

に
よ

る
課

題
発

見
・
解

決
力

の
向

上
を

図
る

。

習
得

し
た

技
術

を
用

い
て

、
音

楽
創

造
作

品
や

演
奏

表
現

に
よ

っ
て

伝
え

た
い

こ
と

を
表

現
で

き
る

。

音
楽

の
幅

広
い

役
割

を
知

り
、

実
践

を
通

じ
て

技
能

、
知

識
を

確
か

な
も

の
と

す
る

。

音
楽

芸
術

学
科

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

（
2
0
1
9
年

度
以

降
入

学
者

）

学
科

が
想

定
す

る
レ

ベ
ル

(難
易

度
）
を

示
し

て
お

り
、

数
字

は
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
コ

ー
ド

の
「
レ

ベ
ル

コ
ー

ド
」
に

対
応

し
て

い
ま

す
。

レ
ベ

ル
の

数
字

は
履

修
年

次
と

は
異

な
り

ま
す

。
履

修
登

録
可

能
な

年
次

は
、

開
講

科
目

表
の

と
お

り
で

す
。

D
P

：
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー

1
2

3
4

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

音
楽

制
作

映
像

制
作

基
礎

基
礎

演
習

応
用

演
習

専
門

ゼ
ミ

Ⅰ
・
Ⅱ

卒
業

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

キ
リ

ス
ト

教
音

楽
概

論
キ

リ
ス

ト
教

音
楽

実
践

Ａ
・
Ｂ

専
門

ゼ
ミ

Ⅲ
・
Ⅳ

キ
リ

ス
ト

教
を

基
盤

と
す

る
西

洋
伝

統
音

楽
の

本
質

と
文

化
的

・
歴

史
的

な
背
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音楽芸術学科　卒業に必要な単位数音楽芸術学科　卒業に必要な単位数

卒業に必要な単位数

　音楽芸術学科では、以下の表の「科目区分」ごとの科目の単位を修得し、それぞれの「単位数」を満たす
ことが、卒業の条件です。
　科目区分ごとの全ての科目は開講科目表に掲載されています。

2019年度以降入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア

キリスト教

科目

2 「キリスト教Ⅰ」[2]

2 「キリスト教Ⅱ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 4 なし

語学（履修コースによる）

①10

②16

③22

①スタンダード・コース選択者

②2か国語履修コース選択者

③インテンシブ・コース選択者

32

学
科
専
門

選択必修

1群 4

かつ

合計

38単位

以上

1群から4単位以上 なし

2群 2 2群から2単位以上 なし

3群 2 3群から2単位以上 なし

4群 2 4群から2単位以上 なし

5群 4 5群から4単位以上 なし

6群 6
「基礎演習」[1]、「応用演習」[1]、専門ゼミⅠ～Ⅳを

各1単位、合計6単位

卒業プロジェクト 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ

語学履修コー

スによる：

①62

②56

③50

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など
他学科の開放科目のほか、共通科目、音楽芸術学科専門

科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得したもの

合　計 124

〈履修関連事項〉

・ 学期ごとの履修登録上限は24単位です（p.19「履修登録できる単位数の上限（CAP 制）」参照）。
・ 外国人留学生は、この表にかかわらず、「日本語科目」及び「日本事情に関する科目」について必修科目

が定められています（p.70「外国人留学生の履修」参照）
・編入学者の「卒業に必要な単位数」は p.135を参照してください。

2018年度以前入学者

　2019年度学生要覧を参照してください。
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音楽芸術学科　卒業に必要な単位数

編入学者の卒業に必要な単位数

　編入学者の卒業の条件は、次のとおりです。編入学年及び入学年度によってカリキュラム及び条件が異な
りますので、自分が該当する表を確認してください。

2年次編入学者 編入学後3年の間に以下の表に定める科目・単位を含む94単位を修得すること。
3年次編入学者 編入学後2年の間に以下の表に定める科目・単位を含む62単位を修得すること。

　科目区分ごとの全ての科目は開講科目表に記載されています。

2年次編入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア
キリスト教科目 4 「キリスト教Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」[2] なし

上記以外 2 なし

語学 6 32

学
科
専
門

選択必修

1群 2

かつ

合計

35単位

以上

1群から2単位以上 なし

2群 2 2群から2単位以上 なし

3群 2 3群から2単位以上 なし

4群 2 4群から2単位以上 なし

5群 4 5群から4単位以上 なし

6群 5 「応用演習」 [1]、専門ゼミⅠ～Ⅳを各1単位、合計5単位

卒業プロジェクト 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ
41

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など
他学科の開放科目のほか、共通科目、音楽芸術学科専門

科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得したもの

合　計 94

3年次編入学者

科目区分 科目群 単位数
「該当科目名」[単位数 ]

その他備考

卒業要件算入

の上限単位数

全
学
共
通

ＣＬＡコア
キリスト教科目 4 「キリスト教Ⅰ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[2] なし

上記以外 ― なし

語学 ― 32

学
科
専
門

選択必修

1群 ― なし

2群 ― なし

3群 ― なし

4群 ― なし

5群 ― なし

6群 4 「専門ゼミⅠ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ」[1]

卒業プロジェクト 6

そ
の
他

教職に関する科目

選択必修Ⅱ－Ａ
48

「教育原理」、「教育思想」、「教育社会学」、「教育心理学」 8

他学科専門科目など
他学科の開放科目のほか、共通科目、音楽芸術学科専門

科目のうち、上記区分ごとの必要数以上に修得したもの

合　計 62

〈履修関連事項〉

・ 学期ごとの履修登録上限は24単位です。（p.19「履修登録できる単位数の上限（CAP 制）」参照）
・ 3年次編入学者のみ（「キリスト教Ⅰ～Ⅳ」に代えて「キリスト教関連科目」を履修することが認められます。
（p.50「キリスト教関連科目」参照）
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音楽芸術学科　カリキュラムの説明音楽芸術学科　カリキュラムの説明

カリキュラムの説明

カリキュラムの構成及び特徴

　音楽芸術学科は多様な分野に対応して2年次から学科特有の科目を多く準備しています。それらは3年次
から始まる専門ゼミの準備科目として学生が選択できるようにもなっています。そしてカリキュラム全体は
学修分野に応じて7つのグループ（群）に分かれています。

第1群：音楽の基礎を学ぶ／ミュージシャンシップを養う

　音楽を学ぶ上で不可欠な基礎理論・基礎実技を学びます。
第2群：キリスト教音楽を体験する

　本学建学の理念であるキリスト教についての理解を、音楽を通して深めます。
第3群：ミュージシャンシップを高める

　第1群で養った音楽性をさらにスキルアップ。音楽家としてより高度な実践と応用の技術を身に付けます。
第4群：音楽の背景を探る

　音楽の背景を、歴史・理論などの観点から深く学ぶための科目です。
第5群：音楽と社会を実践的に体験する（アクティブ・ラーニング科目群）／社会実践コミュニケーション

　キャリア設計を視野に入れた、現代的な内容の多彩な科目から構成されます。
第6群：専門を深める―ゼミナールで社会とつながる

　「基礎演習」から「応用演習」を経て「専門ゼミⅠ～Ⅳ」へとつながります。1, 2年次でアカデミック・
スキルを修得し、3, 4年次はゼミに所属し専門を深めます。
　また学外での活動に取り組むことを支援する科目も開講しています。

授業科目名 内　　　容 履修年次

「公開発表・公開演奏」 学内外における作品・論文・演奏の発表 【2019年度以降入学者】
2～4年次生

第7群：専門を極める

　卒業プロジェクトを仕上げます。卒業プロジェクトには「卒業論文」又は「卒業制作及び副論文」の2タ
イプがあります。どちらの形で発表することにしても、専門ゼミでの学びと連動して自分のプロジェクトを
完成させていきます。

PA（パフォーミング・アーツ）科目群：高度な技能、表現力を修得する

　学生一人ひとりのニーズに応じ、個人実技又はグループ実技（アンサンブル、教職実技、ミュージック・
テクノロジー、身体表現など）を自由に選択することができます。なお、PA 科目群の科目は、すべて別途
実技料が発生します。

【2019年度以降入学者のみ】

　個人実技において、一定の条件を満たすと「修了証（コンサート・ディプロマ）」を得ることができます。
修了証の授与者は、学内外でのコンサート等の出演者として推薦されるなど、努力、実力の証として演奏活
動に生かせるようになっています。修了証取得の条件に関する詳細は以下のとおり。

「修了証（コンサートディプロマ）」取得条件

　2,700分を超えるレッスンを修得した履修生は「PA 科目発表会」出演後に「修了証（コンサートディプ
ロマ）」が授与される。
　＊同一の楽器等の「PA 個人実技」レッスン総時間数が卒業までに2,700分以上となること。
　　レッスン時間（15分・30分・45分）はどのように組み合わせてもよい。
　　※レッスンと「修了証（コンサートディプロマ）」用の成績評価は別である。
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音楽芸術学科　カリキュラムの説明

　また、時間数は通算とし、学期が飛び石になっても差し支えない。
　ただし、異なる楽器等のレッスン総時間数を合算することはできない。

　　　標準的な履修例：45分レッスン×4学期＝2,700分
　　　　　　　　　　　30分レッスン×6学期＝2,700分
　
4年間の履修の指針

　自由度の高いカリキュラムが学科の特徴なので、そのメリットを生かすように履修計画を立ててください。
1年次では1群の科目を中心に音楽的基礎力をまず身に付け、2年次では3～5群を中心に、幅広い分野の専
門科目を履修しましょう。将来入りたいと思っているゼミに関連した科目にチャレンジしてみるのもよいで
しょう。そのほか1～2年次では、フェリスでの学びの基礎とも言えるキリスト教科目や語学科目を履修し
ます。「語学」の中でも、特に英語は将来どのような分野でも不可欠であり、本学でも多くの学生が履修し
単位を取得しています。さらに共通科目「CLAコア科目」には、「情報リテラシー」や「キャリア・デザイ
ン」「ジェンダー」に関する科目があり、これらを通して就職時にも役立つ知識を得ることができます。また、
他学部の授業が少なからず音楽学部にも開放されており、それらを履修することもできます。こうした他学
部との接点を持っていることも、「音楽大学」とは違う、総合大学としてのフェリスの強みといえるでしょう。
　3～4年次は専門ゼミに所属し、1～2年次に培った専門性をさらに深め、最終的に卒業プロジェクトとし
てまとめます。音楽芸術学科の専門ゼミは、次のとおりです。

ゼミ

分野

音とメディア

テクノロジー
音と映像

サウンド

デザイン

音楽ジャーナ

リズム

ポピュラー

音楽

ミュージック

カルチャー

＆ビジネス

作曲編曲

ヴォーカル

コミュニケー

ション・舞台

芸術

共演コミュニ

ケーション
音楽教育

担当

予定者
瀬藤　康嗣 落合　　敦 中西　宣人 谷口　昭弘 川本　聡胤 武井　涼子 大田　桜子 星野　　聡 黒川　　浩 土屋広次郎

　卒業に必要な124単位を大学に在籍する4年の間にバランスよく振り分けるように履修計画を立てて下さ
い。また、入学したばかりで専門ゼミの分野がよくわからないという人は1～2年次に多様な科目にチャレ
ンジして自分の専門分野を探してみてください。選り好みをせずチャレンジしてみると意外と自分では気づ
かなかった得意分野が見つかるかもしれません。もちろん心に決めたゼミがあってその分野の周辺科目を極
める、というのも悪くはありません。そして何よりも大切なのは4年間という時間を無駄にせず、貪欲に勉
強することです。
　未来は自分の中にあります。チャレンジャーとして「音楽で社会とつながる」にはどうすればいいのか、
また大学で音楽を学ぶことの意味は何なのかを考えつつ、楽しく一生懸命勉強してください。音楽を学ぶこ
とで得る様々な技術や能力は、みなさんが思っている以上の力となり、将来様々な場面で発揮されることに
なるでしょう。
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音楽芸術学科　履修の進め方音楽芸術学科　カリキュラムの説明

教職（音楽）資格

　音楽芸術学科では、学科の専門科目を履修しつつ、教職課程の規定科目の単位修得をすることで、音楽の
教員免許状が取得できます。「教職入門」や「音楽科教育法」などの〈教職に関する科目〉に加えて、「ソル
フェージュ」や「合唱」などの〈教科に関する科目〉を履修します。ただし、〈教職に関する科目〉は卒業
要件単位に算入されない科目も多く、慎重な履修計画が必要です。
　特に音楽の〈教科に関する科目〉は、修得すべき科目数が多い点に注意してください。１年次後期以降か
らスタートした、または教職履修を一時休止した場合には、卒業までの4年間での免許状の取得を保証でき
なくなるため、教職に興味があればまずは教科に関する科目を履修してみましょう。３年間にわたってじっ
くりと履修を計画したいと思う人は多いですが、３年次からは音楽芸術学科必修の専門ゼミが山手キャンパ
スで始まるため、緑園キャンパスで開講されている〈教科に関する科目〉を３年次に履修することは、とて
も困難です。よって、3年次以降に履修できる科目を除く、ほとんどの教科に関する科目は２年次までに全て、
修得する必要があります。そのため、今後、語学等必修科目との時間割の重複で履修できない可能性も想定
し、後回しにせず、履修できるタイミングで履修するように注意してください。
　音楽科教員となるにはピアノやソルフェージュのスキルや理論の知識が必須です。これらに自信がない人
は、PA科目でレッスンを受けることもできますので、必要に応じて、積極的に履修することをお勧めします。
　教職課程履修者は、必ず各学期末の成績が確定してから、翌学期の履修登録期間が開始するまでの間（1
年次後期～3年次後期）に、各自のアカデミック・アドバイザーと面談を行い、単位修得状況および履修計
画の確認をしましょう。
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音楽芸術学科　履修の進め方

履修の進め方

　

専門科目の履修

１．「基礎演習」「応用演習」

　「基礎演習」は1年次、「応用演習」は2年次に全員が履修する科目です。
　クラスは、学科が決定します。原則として変更は認められません。
　「基礎演習」「応用演習」の成績評価が不合格となった学生は、翌年度に再履修することになります。各自、
学期始めの履修相談で学科教務委員の指示を受けてください。

２．「専門ゼミⅠ～Ⅳ」について

　2019年度以降入学者には、履修条件が課されています。履修条件を満たしていない場合は当該科目が
履修できないため、標準修業年限での卒業はできません。

(1)「専門ゼミⅠ・Ⅱ」：3年次に履修

履修条件： 【2019年度以降入学者のみ】ゼミ履修を行う当該年度開始時点で「基礎演習」を含めて36
単位以上修得済みであること。

① 　選考：所属ゼミは学生の希望に基づき、学科が選考、決定します。選考の詳細は2年次後期中に発
表します。

② 　再履修：「専門ゼミⅠ・Ⅱ」の成績評価が不合格となった学生は、4年次に「専門ゼミⅢ・Ⅳ」と
並行して履修することが認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。

(2)「専門ゼミⅢ・Ⅳ」：4年次に履修

履修条件： 【2019年度以降入学者のみ】ゼミ履修を行う当該年度開始時点で70単位以上修得済みであ
ること。

① 　所属ゼミは原則として3年次の「専門ゼミⅠ・Ⅱ」と同一担当者とし、その担当者のもとで卒業プ
ロジェクトのための指導を受けることとします。

② 　再履修：「専門ゼミⅢ」の成績評価が不合格となった学生は、後期に「専門ゼミⅡ」を重複して履修し、
「専門ゼミⅢ」の代替科目とすることが認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。

(3）留学等の理由による規定学期以外の履修

　交換留学、認定留学及び学生交流により、規定された履修年次・学期に「専門ゼミ」を履修するこ
とができない学生については、3年次履修分の「専門ゼミ」と4年次履修分の「専門ゼミ」を並行して
履修すること等が認められます。該当者は学科教務委員の指示を受けてください。なお、交換・認定
留学の学期には卒業できません。

３．卒業プロジェクト

　卒業プロジェクトは、4年次に提出することとします。卒業論文等の題目提出時に、卒業論文もしくは
卒業制作のうちいずれか一方を選択しなければなりません。また、原則として題目提出後の変更は認めら
れません。卒業論文及び卒業制作として認められるものには、それぞれ必要となる要件が定められていま
す。要件などの詳細に関しては、掲示等に留意してください。

　 　なお、「卒業プロジェクト」（通年科目）の履修登録は大学が行います。提出方法等については、pp.36
～37を参照してください。

４．PA 科目

　すべて学科選抜科目です。開講学期の前学期に音楽学部共同研究室から FerrisPassport で必要手続等
について案内をします。
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科目名（一部略称） 時間数 実技料

PA 教職実技（声楽、ピアノ、伴奏・即興演奏、聴音・音楽理論、
初見視唱・初見視奏）

90分×15回 30,000円

PA キリスト教音楽

PA ピアノデュオ

PA アンサンブル弦楽

PA フルートアンサンブル

PA アンサンブル管楽

PA 室内楽

PA ミュージカル

PA キーボード・インプロヴィゼーション

PA 声楽アンサンブル（スタンダード）（アドバンスト）

PA オペラ

PA Digital Fabrication Lab.

PA Media Art

PA Moving Images, Movies

PA Internet of Things

PA AI Technology and Music

PA Digital Technology Marketing

PA アンサンブル管弦楽 90分×30回 60,000円

PA グループ実技（バレエ1）（ダンス1) 90分×15回 30,000円

PA グループ実技（バレエ2）（ダンス2) 90分×30回 60,000円

PA グループ実技（バレエ3）（ダンス3) 90分×45回 90,000円

PA 個人実技15 15分×15回 50,000円

PA 個人実技30 30分×15回 100,000円

PA 個人実技45 45分×15回 150,000円
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制度の説明・修了要件目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー

副専攻副専攻

目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー

　
1. 設置趣旨：

　社会構造が高度化・複雑化している現代社会においては、人生を生きる際に、ある特定のスキルだけでは
対処できない問題が数多く存在します。また最近では、急速な社会の変化に対応できるように複数の視点か
らものごとを考察することが必須となっています。これを受けて、専門知識を深める学部学科の学びに加え
て、新たな視野を育むために副専攻を設置します。「ジェンダーとキャリア」「デザインと表現」「データサ
イエンス」の３つの領域で体系化したカリキュラムを構成することで、各領域の学びがもたらす成長を可視
化し、これからの時代を生き抜くために欠かせない、実践的なスキルの獲得を目指します。各学部学科で取
り組む主専攻の学びと組み合わせることで成長の幅が広がり、人生を豊かにし、キャリアを自ら切り開いて
いくためのスキルが身に付きます

2. ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー

　◆ディプロマ・ポリシー

　 　所属する学部学科で取り組む主専攻の学びと、他学部・他学科の科目まで範囲を広げて、特定のテーマ
について、科目を系統立てて配置した副専攻とを組み合わせることで、社会で実践的に活かせる知見やス
キルが身についている。

　◆カリキュラム・ポリシー…ディプロマ・ポリシーを実現するために

　　（1） 副専攻のテーマに関して、実社会で活かせる知識や基本的スキルを身につけるために、「ジェンダー
と教育の歴史」、「デザインと表現」、「情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門」などの科
目を配置する。（基本的な知識やスキルを修得）

　　（2） 副専攻のテーマに関して、方法論や知識を体系的に学び、実社会を体験するために、「ジェンダー
と人権」、「ファッションデザイン論」、「Excel によるデータ分析（ベイズ推定による予測）」など
の科目を配置する。（（1）で身につけた力を実社会でも体験的に深める）

　　（3） 知識を活用するための論理的思考力、課題探究や情報分析力、情報リテラシー、コミュニケーショ
ン能力など、変化する社会生活に適合しうる汎用的な能力育成を図るために、「プロジェクトで学
ぶ」、「コピーライティング演習」、「Python と C# による日本語自然言語処理プログラミング」な
どの実践的な授業科目を配置する。（（1）（2）で身につけた力が汎用的、実践的に活かせるように
なる）
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制度の説明

副専攻 ジェンダーとキャリア デザインと表現 データサイエンス

設置開始時期 2023年度

対象者 2023年度以降入学者

履修開始時期 1年次前期以降順次※1

履修時の

届出方法
毎学期の履修登録時アンケート※2

修了単位数 20単位※3

修了時期 3年次前期以降

修了判定

対象者
修了判定希望者（修了見込み者）で、各学期にあらかじめ申請した学生※4

特記事項

「ジェンダー・キャリア・コース」

の「プロジェクト科目」は、3年

次前期の特別指導対象学生は履修

条件を満たさない。

※1　1年次後期以降も、希望したタイミングで副専攻を開始することが可能。
※2　毎学期の履修登録時アンケートを届出とする。
※3　 「ジェンダーとキャリア」副専攻は、「ジェンダー・ スタディーズ ・コース」と「ジェンダー・ キャリア ・コー

ス」がある。前者の修了単位数は20単位。後者は25単位。
※4　 副専攻の履修によって得た成果を証明し、就職活動に役立てるため、修了者には修了証を発行し、成績証明

書にも記載する。

修了要件

（1）　ジェンダーとキャリア

ジェンダー・ スタディーズ ・コース（20単位）

ジェンダー・ キャリア ・コース（25単位）

基礎科目

（2単位）

発展科目

（4単位）

応用科目

（14単位）

学生リーダー養成

（5単位）

CLA コア「ジェンダー科目」6単位

各学科専門科目「ジェ

ンダー関連科目」／

CLAコア「ジェンダー科目」

CLA コア

「キャリア科目」

4単位

CLA コア

「プロジェクト科目」

1単位

（2）　デザインと表現

デザインと表現（20単位）※

ベース科目

（6単位）

「5つのエリア科目群　Ⅰ～Ⅴ」＋「美術史・建築史・デザイン史科目」

（14単位）

Ⅰ．ファッション，

スペース

（2単位以上）

Ⅱ．メディア，

プロダクト

（2単位以上）

Ⅲ．グラフィック，

エディトリアル

（2単位以上）

Ⅳ．コミュニケー

ション，ビジネス

（2単位以上）

Ⅴ．サウンド，

ビジュアル

（2単位以上）

美術史・建築史・

デザイン史科目

※ CLA コア科目及び各学科専門科目で構成。その他、副専攻修了要件とは別に推奨科目を定める。

3）　データサイエンス

データサインエンス（20単位）※

SSb：データサイエンス -基礎

（6単位以上）

SSa：データサイエンス -応用

（8単位以上）

SSp：データサイエンス-プログラミング

（2単位以上）

※ CLA コア科目及び各学科専門科目で構成。

ジェンダー・スタディーズ・コース（20単位）
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科目一覧副専攻修了の手続き・修了証・スケジュール・科目一覧

副専攻修了の手続き

　副専攻の修了希望登録
　各副専攻の「修了証」の取得を希望する場合は、3年次4月以降に修了判定希望申請をしてください。 
詳細は、FerrisPassport でお知らせします。

修了証

　修了者には、3年次10月以降に各副専攻の「修了証」を発行します。副専攻の履修によって得た成果を就
職活動に大いに生かしてください。

スケジュール

1年次 4月 オリエンテーション・説明会

2年次
9月 説明会

10月以降 「ジェンダー・ キャリア ・コース」の「プロジェクト科目」の選考

3年次
4月以降 修了判定希望申請

10月以降 修了要件単位修得後、修了証発行

科目一覧

（1）　ジェンダーとキャリア

群
開講

学科
単位

科目

コード
科目名

選択必修最低修得単位数

ジェンダー・
スタディーズ・

コース

ジェンダー・ 
キャリア ・
コース

基
礎
科
目

CLA 2 04230 ジェンダーと教育の歴史

2単位以上 2単位以上CLA 2 06110 ジェンダー＆セクシュアリティ入門

CLA 2 0A730 ジェンダーから学ぶ現代社会

発
展
科
目

CLA 2 0A400 ジェンダー特論

4単位以上 4単位以上

CLA 2 0A700 男女共同参画政策

CLA 2 0A710 地域社会と女性リーダー

CLA 2 0A720 ジェンダーと人権

CLA 2 0A740 男性学

CLA 2 0A500 グローバリゼーションとジェンダー
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群
開講

学科
単位

科目

コード
科目名

選択必修最低修得単位数

ジェンダー・
スタディーズ・

コース

ジェンダー・ 
キャリア ・
コース

応
用
科
目

英文 2 2S440 イギリスS究入門１

14単位以上

※発展科目

の中からも

修得可

14単位以上

※発展科目

の中からも

修得可

英文 2 2S890 イギリス小説３

英文 2 2C730 イギリス史

英・国 2 2C290 アメリカの文化１

英・コ 2 2C690 英語と社会・文化

英文 2 2C700 英語圏の映画と映像

英文 2 2S510 アメリカS究入門３

英文 2 2C720 アメリカ社会史

英文 2 2A170 アメリカの思想と宗教

日文 2 3A090 日本近代文学史Ａ

日文 2 3A100 日本近代文学史Ｂ

日文 2 3C170 少女歌劇の世界

コミュ 2 4A660 ファッション文化

コミュ 2 4A661 ファッション文化

コミュ 2 4S510 PSSS と被害者の心理・グリーフワーク

コミュ 2 4A470 放送文化と制度を考える

コミュ 2 4S460 共生社会論

コミュ 2 4S150 子どもの発達とこれからの教育問題

コミュ 2 4S160 ジェンダー問題と男女共同参画社会

コミュ 2 4S450 グローバル化する人の移動の社会学

コミュ 2 4A180 多文化・多言語社会を考える

国際 2 52000 ヨーロッパの文化とジェンダー

国際 2 54280 家族の比較文化論

国際 2 53540 ジェンダーと法

国際 2 52980 現代社会を理解するためのジェンダー理論

国際 2 54240 セクシュアリティと法

国際 2 53640 法でみる社会Ｂ

国際 2 50350 グローバル化する仕事と家族

国際 2 51670 グローバル化と労働

国際 2 50340 身体と生命の社会学

学
生
リ
ー
ダ
ー
養
成

CLA 2 06920 キャリア形成の理解１

4単位以上

CLA 2 06930 キャリア形成の理解２

CLA 2 06940 キャリア系の知識を深める１

CLA 2 06950 キャリア系の知識を深める２

CLA 2 06960 キャリア系の知識を深める３

CLA 2 06970 社会人基礎力の修得と実践１

CLA 2 06980 女性とキャリア

CLA 1 0A750 プロジェクトで学ぶ１
1単位以上

CLA 1 0A760 プロジェクトで学ぶ２
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（2）　デザインと表現

群 開講学科 単位 科目コード 科目名 選択必修最低修得単位数

ベ
ー
ス
科
目

CLA 2 07230 デザインと表現

6単位以上

CLA 2 07240 色彩と表現

CLA 2 07250 ことばとデザイン

CLA 2 03780 美術芸術論

音芸 2 6S460 音楽とデザイン

Ⅰ
． 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
， 

ス
ペ
ー
ス

CLA 2 07270 ファッションデザイン論

2単位以上

国際 2 53980 ブランド文化論

国際 2 53990 フランスの文化と社会

国際 2 53220 住空間デザイン

国際 2 53070 都市生活の空間デザイン

Ⅱ
．
メ
デ
ィ
ア
，
プ
ロ
ダ
ク
ト

CLA 2 07260 メディア・デザイン

2単位以上

CLA 2 03050 読書とメディア

音芸 2 6J820 音楽とプログラミング

音芸 2 6J600 PA Media Art

音芸 2 6J601 PA Media Art

音芸 2 6J590 PA Sigital Fabrication Lab.

音芸 2 6J591 PA Sigital Fabrication Lab.

音芸 2 6J620 PA Internet of Shings

音芸 2 6J621 PA Internet of Shings

Ⅲ
． 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
， 

エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル

日文 2 3S800 小説創作を学ぶ

2単位以上

日文 2 3S840 編集を学ぶ

コミュ 2 4S580 マルチメディア制作Ｉ（CG・SSP 編集）

コミュ 2 4S581 マルチメディア制作Ｉ（CG・SSP 編集）

コミュ 2 4S260 編集デザインスキル

コミュ 2 4A240 ことばと個人・社会の因果関係を探る

Ⅳ
． 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
， 

ビ
ジ
ネ
ス 

CLA 2 07260 コピーライティング演習

2単位以上

コミュ 2 4S320 日本語文法論とコミュニケーション

コミュ 2 4A700 広告とマーケティング

音芸 2 6S520 声の仕事

音芸 2 6A590 アナウンス・朗読

音芸 2 6S470 音楽ビジネス

音芸 2 6J640 PA Sigital Sechnology Marketing

音芸 2 6J641 PA Sigital Sechnology Marketing

Ⅴ
．
サ
ウ
ン
ド
，
ビ
ジ
ュ
ア
ル

コミュ 2 4A580 マルチメディア制作Ⅱ（情報デザイン）Ａ

2単位以上

コミュ 2 4A590 マルチメディア制作Ⅱ（情報デザイン）Ｂ

音芸 2 6A560 アニメ・ゲーム音楽制作

音芸 2 6S570 音楽と身体表現

音芸 2 6J610 PA Moving Images, Movies

音芸 2 6J611 PA Moving Images, Movies

音芸 2 6J670 コンピュータ音楽制作

音芸 2 6J671 コンピュータ音楽制作

音芸 2 6J672 コンピュータ音楽制作

音芸 2 6J830 ミュージックビデオ制作

美
術
史
・
建

築
史
・
デ
ザ

イ
ン
史
科
目

国際 2 50880 ヨーロッパ世界の芸術

国際 2 50450 メディア文化と社会
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科目一覧

「推奨科目」

開講学科 科目名

CLA コア
「文化の創造と継承」、「舞台芸術入門」、「音楽実技（声楽アンサンブル入門）」、「音楽実技（ピアノ）」、

「音楽実技（弦楽器）」、「音楽実技（管楽器）」、「音楽実技（声楽）」、「音楽実技（オルガン）」

英語英米文学科
「英語圏の映画と映像」、「英語圏の映画と映像２」、「英語圏の映画と映像３」、「英語圏の映画と映

像４」、「イギリスの芸術」

コミュニケーション学科 「映画・映像文化」、「マルチメディア分析」、「ゲームの魅力を分析する」、「身体表現論」

音楽芸術学科

「映画舞台音楽論１」、「映画舞台音楽論２」、「アート・マネージメント」、「音楽と脳科学」、「基礎

声楽 A」、「基礎声楽 S」、「身体表現ワークショップ１」、「身体表現ワークショップ２」、「PA グルー

プ実技（ダンス）」、「デザイン思考とアート思考」

（3）　データサイエンス

群 開講学科 単位 科目コード 科目名 選択必修最低修得単位数

SSb:

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
―
基
礎

CLA 2 09140 情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門

6単位以上

CLA 2 09141 情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門

CLA 2 09142 情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門

CLA 2 09143 情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門

CLA 2 09144 情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門

CLA 2 09145 情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門

CLA 2 09146 情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門

CLA 2 09147 情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門

CLA 2 09150 情報リテラシー：データサイエンス入門

CLA 2 09151 情報リテラシー：データサイエンス入門

CLA 2 09152 情報リテラシー：データサイエンス入門

CLA 2 09153 情報リテラシー：データサイエンス入門

日文 2 3C460 日本語自然言語処理入門

国交 2 53680 社会を読み解くデータサイエンス基礎

S
S
a:

 
デ
ー
タ 

サ
イ
エ
ン
ス
―
応
用

コミュ

2 4S710 Excel によるデータ分析（ベイズ推定による予測）

8単位以上

2 4S730 原因と結果のデータ分析（AMSS による共分散構造分析）

2 4S750 行動科学のためのデータ解析（SPSS による統計・解析）

2 4S700 テキスト分析（Web 上データの潜在意味分析）

2 4A080 話しことばを分析する

国際 2 53690 社会を読み解くデータサイエンス応用

SSp:  データ 
サイエンス― 
プログラミング

コミュ 2 4S720 Python と C# による日本語自然言語処理プログラミング 2単位以上

　
注意事項

１．修得した単位は、一つの群にのみ算入可能です。
２．重複履修科目を複数回履修しても、1科目としてカウントされます。
３．対象科目が全て開講されているとは限りません。必ず開講科目表から確認してください。
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単位の認定単位の認定
　
　

遠隔授業により認定される単位の上限

　本学で実施される遠隔授業により修得した単位は、60単位を上限に卒業に必要な単位として算入するこ
とができます。

入学以前・入学後在籍中に他大学等で修得もしくは技能審査で合格した 

場合の単位認定

　本学への入学以前・入学後在籍中に他大学等で修得した単位及び「実用英語技能検定」等の技能審査に合
格した場合、以下の所定の手続きにて申請されたものを、教授会で審議のうえ、一定の基準に基づき本学に
おいて修得した卒業に必要な単位として認定します。

認定される単位の上限

該　当　者 単 位 認 定 の 上 限

編入学者以外
下記の①・②を合わせて60単位まで
①入学前：他大学等で修得した単位＋技能審査
②入学後：他大学等で修得した単位（含む単位互換、留学）＋技能審査

2年次編入学者 編入学時の一括認定30単位とは別に①を30単位まで
①編入学後：他大学等で修得した単位（含む単位互換、留学）＋技能審査

3年次編入学者 編入学時の一括認定62単位とは別に①を30単位まで
①編入学後：他大学等で修得した単位（含む単位互換、留学）＋技能審査

　なお、認定する科目区分が語学科目と教職に関する科目の場合、卒業要件として認められる単位数に次の
とおり上限があることに留意してください。
　語学科目：32単位
　教職に関する科目：8単位

他大学等で修得した単位の認定基準

　他大学等で修得した科目の内容を勘案し、これと同等とみなされる科目区分の単位として認定されます。
　ただし、単位認定の種類によって認定除外科目があるので、十分確認してください。
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入学後に他の大学等で修得した単位の認定

１．技能審査の合格による単位認定

認定基準 別表のとおり（p.155参照）
申請先 教務課

申請方法
「単位認定（技能審査等）申請書」（教務課備付）に記入し、次の書類を添付して提出して
ください。詳細は FerrisPassport で掲示します。
添付書類：「合格証書」または「スコア・レコード」

単位認定区分 語学科目

注　意

① 　公開テストで取得したスコアに限ります。（TOEFL-ITP® 及び TOEIC®-IP テスト
は認定対象外です。）

②　取得時期は、入学後かつ申請日からさかのぼって１年以内のものに限ります。
③ 　一度認定された言語について、あらためて同じ級（又は同レベルのスコア）を取得し

ても、再び認定はされません。ただし、上位の級（又は上位のスコア）を取得した場合
には、すでに認定された分を除いた単位が認定されます。

 →スケジュール、手続窓口はp.5

２．S外の大学への留学等によって修得した単位の認定

（1）交換・認定留学

認定除外科目

CLA コア科目 「キリスト教Ⅰ」「キリスト教Ⅱ」「キリスト教Ⅲ」「キ
リスト教Ⅳ」必修相当としての単位

文学部専門科目 「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」「日本語日本文学
プレ専門ゼミ」の単位

国際交流学部専門科目
「導 入 演 習 」「研 究 入 門 」「基 礎 演 習 」「専 門 演 習 」 
「卒業論文」「基幹科目」「所属するプログラムの推奨
科目」の単位

音楽学部専門科目 「卒業プロジェクト」「卒業公開演奏」の単位

インテンシブ・
コース

交換・認定留学によって修得した単位が、本学における語学科目として単位認定された場
合は、履修状況により、英語または初習外国語インテンシブ・コースの修了要件単位とし
てみなすことができます。詳細は「語学科目」（p.59参照）で確認してください。
修了要件への算入は大学が行うため、別途申請の必要はありません。

日本語教員
養成講座

日本語教員養成講座受講学生が、日本語教員の視点から、日本語教授法を学ぶ機会として
外国人対象の日本語科目の単位を修得し、本学における専門科目として単位認定された場
合は、日本語教員養成講座において修得した単位としてみなすことができます。別途申請
が必要です。
詳細は、留学前に教務課から説明します。

申請先 教務課

申請方法

「単位認定申請書」（教務課備付）に必要書類※を添付して提出してください。提出後に教
務委員との面談を行います。
※必要書類等については、留学前に教務課から説明します。

【日本語教員養成講座としての単位認定】
上記「単位認定申請書」に加え、「『日本語教員養成講座』単位認定申請書」及び「授業内
容報告書」（ともに教務課備付）の提出が必要です。提出後に日本語教員養成講座委員長
と面談を行います。
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（2）セメスター・アブロード

認定内容 認定区分：語学科目（英語）※1 単位数：ニュージーランドの場合　10単位（一括）※2

　　　　ハワイの場合　11単位（一括）※2 ※3

申請先 教務課

申請方法
「単位認定申請書」（教務課備付）に必要書類※4を添付して提出してください。提出後に教
務委員との面談を行います。

※1　 履修状況により、英語インテンシブ・コース修了要件としてみなすことができます。詳細はp.59「語学科目」
で確認してください。修了要件への算入は大学が行うため、別途申請の必要はありません。

※2　 語学科目としての卒業要件参入単位数に上限があるため、単位修得状況により、単位認定される単位数が異
なることがあります。（p.150「認定される単位の上限」参照）

※3　不合格科目があった場合にはその科目の時間数に応じて認定単位から減じます。
※4　必要書類等については、留学前に教務課から説明します。

（3）休学中にS外の大学等で履修する場合

　事前に申請のうえ履修許可を得た場合に限り、本学において修得した単位としてみなすことができ
ます。
　休学をせず、休業期間中など通常の授業期間外に海外の大学等のプログラムに参加し、単位認定を
希望する場合は、p.154の「4. その他」を参照してください。

認定除外科目

CLA コア科目 「キリスト教Ⅰ」「キリスト教Ⅱ」「キリスト教Ⅲ」「キ
リスト教Ⅳ」必修相当としての単位

文学部専門科目 必修科目及び卒業のために必要な選択必修科目分とし
ての単位国際交流学部専門科目

音楽学部専門科目 「卒業プロジェクト」「卒業公開演奏」「２年次修了公
開演奏」の単位

申請先 教務課

申請方法

次の①→②の順序で手続きが必要です。
①　履修前
　　 「他大学等での科目等履修願」（教務課備付）に次の書類を添付して提出してください。

提出後に教務委員との面談を行います。
　　添付書類：留学する予定の大学等の履修要項
　　　　　　　留学先で履修する講義内容（シラバス）・プログラム内容を示す書類
②　履修後
　　 「単位認定申請書」（教務課備付）に必要書類※を添付して提出してください。提出後

に教務委員との面談を行います。
　　※必要書類等については、留学前に教務課窓口にて説明します。

手続期限
①

原則として履修開始の３か月前まで
授業実施期間外（夏季・春季休業期間中など）は教務委員との面談が設定できない
場合があるため、余裕をもって申請してください。

② 履修が終了し帰国後１か月以内
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３．単位互換制度によって修得した単位の認定

　次の単位互換制度により修得した単位は、本学以外で修得したその他の単位等の認定とあわせて、本学
において修得した卒業に必要な単位とみなすことができます。
　なお、単位互換制度を利用して履修する単位数は、各自定められた履修登録単位数の上限に含まれます。

　
（1）同志社女子大学において修得した単位の認定

　国内留学協定に基づき、交流学生として同志社女子大学において修得した単位は、本学において修
得した単位とみなすことができます。

認定除外科目

CLA コア科目 「キリスト教Ⅰ」「キリスト教Ⅱ」「キリスト教Ⅲ」
「キリスト教Ⅳ」必修相当としての単位

文学部専門科目 「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」の単位
国際交流学部専門科目 「卒業論文」の単位
音楽学部専門科目 「卒業プロジェクト」「卒業公開演奏」の単位

申請先 教務課

申請方法・期限
「単位認定申請書」（教務課備付）に記入し、次の書類を添付して提出してください。
　添付書類：成績証明書、シラバス等授業内容を示す書類のコピー

申請期間 教務課に問い合わせてください。

（2）放送大学において修得した単位の認定

　単位互換に関する協定に基づき、放送大学の特別聴講学生として履修することができます。

認定除外科目

CLA コア科目 「キリスト教Ⅰ」「キリスト教Ⅱ」「キリスト教Ⅲ」
「キリスト教Ⅳ」必修相当としての単位

文学部専門科目 「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」の単位
国際交流学部専門科目 「卒業論文」の単位
音楽学部専門科目 「卒業プロジェクト」「卒業公開演奏」の単位

履修可能学期

以下の学期は単位認定希望の有無にかかわらず、一切履修できません。
　①入学（編入学）学期
　②卒業予定学期（修業年限を満たす学期）
　③休学期間
　④交換・認定留学期間

注意事項

・ 卒業予定学期に、放送大学が実施する「再試験」制度を利用して合格しても、単位認定
対象から除外されます。

・ 申請の際、本学に納入する授業料とは別に、放送大学に納入する授業料（1科目（2単位）：
11,000円、1科目（1単位）：5,500円）が必要です。

・ 協定に基づき、本制度を利用して修得できる単位数は、在籍期間を通じて30単位以内
とします。

申請方法

次の①→②の順序で手続きが必要です。
　① 「放送大学科目履修・単位認定申請書」（教務課備付）を教務課に提出してください。
　　 大学側で認定科目の事前審査を行います。
　　↓
　② 上記①の事前審査により履修許可を受けた科目について、次の2点を教務課に提出し

てください。
　　・「放送大学特別聴講学生用出願票」（教務課備付）
　　・放送大学の授業料（1科目（2単位）：11,000円、1科目（1単位）：5,500円）

� →スケジュール、手続窓口はp.5

※1

※1

※1　2024年度前期聴講分以降の授業料については、

　　 1科目（2単位）：12,000円、1科目（1単位）：6,000円　となります。
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（3）横浜市内単位互換制度履修申請方法及び修得した単位の認定

　単位互換に関する協定に基づき、横浜市内単位互換制度参加大学の「単位互換履修生」として履修
することができます。

履修可能学期

以下の学期は単位認定希望の有無にかかわらず、一切履修できません。
　①卒業予定学期（修業年限を満たす学期）
　②休学期間
　③交換・認定留学期間

履修申請単位数の上限
協定に基づき、1年間（前期・後期合わせて）に履修申請できる単位数は8単位を上
限とします。

申請方法
前期および通年開講科目は3月下旬に、後期開講科目は6月にそれぞれ履修申請を受
け付けます。手続方法等の詳細は、3月中旬頃に FerrisPassport で掲示します。

単位認定
教授会で審議のうえ、認定の可否を決定します。（単位認定についての申請は必要あ
りません）

単位認定区分 すべて「専門科目（選択）」として認定されます。

参加大学
神奈川大学、関東学院大学、國學院大學、鶴見大学、桐蔭横浜大学、
東洋英和女学院大学、フェリス女学院大学、東京都市大学、明治学院大学、横浜国立大学、
横浜商科大学、横浜市立大学

　� →スケジュール、手続窓口はp.5

４．その他

　1～3に該当しない他大学等における科目等履修（通信教育、夏季・春季休業中の海外の大学等のプロ
グラムへの参加等を含む）により修得した単位は、事前に申請のうえ履修許可を得た場合に限り、本学に
おいて修得した単位としてみなすことができます。
　なお、この制度を利用して本学の授業期間中に履修する単位数は、各自定められた履修登録単位数の上
限に含まれます。ただし、本学の休業期間中など、通常の授業期間外に履修する場合は上限に含みません。

認定除外科目

CLA コア科目 「キリスト教Ⅰ」「キリスト教Ⅱ」「キリスト教Ⅲ」「キ
リスト教Ⅳ」必修相当としての単位

文学部専門科目 必修科目及び卒業のために必要な選択必修科目分とし
ての単位国際交流学部専門科目

音楽学部専門科目 「卒業プロジェクト」「卒業公開演奏」「２年次修了公
開演奏」の単位

申請先 教務課

申請方法

次の①→②の順序で手続きが必要です。
①　履修前
　　 「他大学等での科目等履修願」（教務課備付）に次の書類を添付して提出してください。

提出後に教務委員との面談を行います。
　　添付書類：履修予定の大学等の履修要項
　　　　　　　履修する講義内容（シラバス）・プログラム内容を示す書類
②　履修後
　　 「単位認定申請書」（教務課備付）に必要書類※を添付して提出してください。提出後

に教務委員との面談を行います。
　　※必要書類等については、履修前に教務課窓口にて説明します。

手続期限
①

原則として履修開始の３か月前まで
授業実施期間外（夏季・春季休業期間中など）は教務委員との面談が設定できない
場合があるため、余裕をもって申請してください。

② 履修終了後１か月以内
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入学前に他大学等で修得した単位の認定

1年次対象

　本学への入学以前に他大学等で修得した単位及び技能審査の合格について、単位認定を希望する者は、
所定の手続きにて申請してください。教授会で審議のうえ、認定の可否を決定します。

　
（1）技能審査の合格による単位認定

　　詳細は入学後の単位認定（p.151）を参照すること。ただし、次の点に注意してください。
　　　①申請時期：入学年度前期受付時
　　　②取得時期：入学以前に取得した級またはスコアも申請できます。取得時期は問いません。

　� →スケジュール、手続窓口はp.5

（2）他大学等における履修による単位認定

認定除外科目

CLA コア科目 「キリスト教Ⅰ」「キリスト教Ⅱ」「キリスト教Ⅲ」「キリスト教Ⅳ」

文学部専門科目 「卒業論文」「卒業論文・卒業制作」、必修科目及び卒業のために必要
な選択必修科目分としての単位

国際交流学部専門科目 「卒業論文」、必修科目及び卒業のために必要な選択必修科目分とし
ての単位

音楽学部専門科目 「卒業プロジェクト」の単位

　� →スケジュール、手続窓口はp.5

別表

技能審査の合格による単位認定

言　語 検定等の種類
相当する単位

10単位 9単位 8単位 6単位 4単位

英　語

実用英語技能検定（日本英語検定協会） 1級 準1級※1

IELTS（日本英語検定協会） 6.5
以上 6.0 5.5

TOEFL iBT® ※2

（国際教育交換協議会）
92点
以上

80～
91点

61～
79点

TOEIC® Listening and Reading Test
（国際ビジネスコミュニケーション協会）

900点
以上

730～
899点

650～
729点

フランス語 実用フランス語技能検定試験
（フランス語教育振興協会） 1級 準1級 2級 準2級 3級

ドイツ語 ドイツ語技能検定試験
（ドイツ語学文学振興会） 1級 準1級 2級 3級

スペイン語 スペイン語技能検定
（日本スペイン協会） 1級 2級 3級

中国語 中国語検定試験
（日本中国語検定協会） 1級 準1級 2級 3級

朝鮮語 「ハングル」能力検定試験
（ハングル能力検定協会） 1級 2級 準2級 3級

※1　英検 S-CBT、英検 CBT を含む。
※2　Test Date スコアのみ有効。
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「教職課程」「日本語教員養成講座」としての単位認定

　本学への入学前または入学後在籍中に他大学等で修得した単位は、教育職員免許状の取得または日本語
教員養成講座の修了のための単位として認定されることがあります。この場合の単位認定については、別
冊の「教職課程 日本語教員養成講座」を参照してください。
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学　　　籍学　　　籍

修業年限及び在学期間

　
修業年限

　学部の教育課程修了に必要な期間のこと。休学期間を除き4年（8学期）です。

在学期間

　学生として在籍できる期間のこと。休学期間を除き8年（2年次編入学者は6年、3年次編入学者は4年）を
超えることはできません。

 →大学ＨＰ　大学学則第9条・第9条の2

休　学

　
　病気その他やむを得ない理由により修学することができない場合は、次の休学の手続きの流れに沿って、
申し出をし、学科主任との面談及び定められた期日までに「休学願」（本学様式）の提出をもって休学を願
い出ることができます。
　なお、「休学願」は、学生本人及び本学に届け出た保証人双方のサイン（自署）と捺印が必要です。

 →大学ＨＰ　大学学則第29条・第29条の2

 →スケジュール、手続窓口はp.6

◆休学の手続きの流れ◆

休学の申し出

(申請フォーム入力)

※入力完了日＝申し出日

面談日調整

※教務課⇔学生

5開室日

以内

10開室日

以内

面談日決定

教　授　会

「休学許可書」発送

休　学

提出先：教務課窓口
学科主任との面談

「休学願」提出

まずWebの申請フォーム（下記QRコード・URL参

照）で「休学の申し出」をしてください。

【申し出期限】

前期の休学： 5月末（ 5月最終開室日）まで

後期の休学：11月末（11月最終開室日）まで

申し出日から5開室日以内に教務課から面談日調整のメー

ルを送ります。速やかに返信をしてください。面談日の

調整が10開室日以内に完了しない場合は、休学の意思が

ないものとみなし、手続きを打ち切ります。休学の意志

がある場合には、再度「休学の申し出」をしてください。

所属学科主任との面談では、休学理由及び休学期間を説

明してください。

直近の教授会において承認された後、保証人宛

に「休学許可書」を発送します。

記載されている休学期間を確認してください。

「休学願」は教務課窓口または申請フォーム
から入手が可能です。
【提出期限】
前期の休学： 5月末（ 5月最終開室日）まで
後期の休学：11月末（11月最終開室日）まで

郵送の場合は上記期限までに必着のこと

※休学事由が傷病の場合は、「休学願」と合
わせて「診断書」の提出が必要です。

※面談実施の有無にかかわらず、必ず期日ま
でに提出してください。

申請フォーム
左記QRコードまたは
https://sites.google.com/ferris.ac.jp/gakuseki
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休学期間

　前期もしくは後期の1学期、または1年を区分とします。
　休学期間は通算して4年を超えることはできません。また、休学期間を修業年限及び在学期間に算入する
ことはできません。
　連続して休学できる期間は、1年を超えることはできません。ただし、特別の事情がある者は、学長の許
可を得て、なお1年以内の休学を認められる場合があります。（1年を超えて連続して休学が認められた場合
でも最長2年までとなります。）

進級・年次の扱い

　後期時点での在学学期数（下表参照）に応じ、翌年度4月に1学年進級します。

当該年度後期の在学学期数 翌年度4月の年次

1, 2 2年次
3, 4 3年次
5, 6 4年次

在籍料、授業料等学納金の扱い

　休学者は、学期ごとに所定の在籍料を大学学則の規定に従って納入しなければなりません。
　また、施設設備費については、休学中も大学学則の規定に従って納入しなければなりません。

 →大学ＨＰ　大学学則第36条の4

 →大学ＨＰ　大学学則第36条の2第2項

復　学

　
復学の時期

　届け出た休学期間を過ぎると、自動的に復学となります。
　ただし、健康上の理由で休学した場合は、復学後の学生生活が支障なく再開可能かの確認を含めて、校医
との面談を行います。
　さらに続けて休学を希望する場合又は退学を希望する場合は別途手続きが必要です。休学期間終了前に教
務課に問い合わせてください。

退　学

　
　退学を希望する場合は、次の退学の手続きの流れに沿って、申し出をし、学科主任との面談及び定められ
た期日までに「退学願」（本学様式）の提出をもって退学を願い出ることができます。
　なお、「退学願」は、学生本人及び本学に届け出た保証人双方のサイン（自署）と捺印が必要です。
　この場合、退学する日を含む学期の授業料等学納金を納入していなければ、退学は認められません。

 →大学ＨＰ　大学学則第29条・第29条の2

 →スケジュール、手続窓口はp.6
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◆退学の手続きの流れ◆

除　籍

　
　学生が次のいずれかに該当する場合には、除籍されることがあります。
　（1）在学期間を超えて卒業資格を得られない場合
　（2）授業料等学納金の納入を怠った場合
　（3）通算4年の休学期間を超えて、なお復学できない場合
　（4）死亡した場合 →大学ＨＰ　大学学則第34条

　（5）長期間にわたり行方不明の場合
　なお、除籍日以降の履修・成績等はすべて無効となります。

申請フォーム
左記QRコードまたは
https://sites.google.com/ferris.ac.jp/gakuseki

退学の申し出

(申請フォーム入力)

※入力完了日＝申し出日

面談日調整

※教務課⇔学生

5開室日

以内

10開室日

以内

面談日決定

教　授　会

「退学許可書」発送

諸手続き（学生課）

退　学

提出先：教務課窓口
学科主任との面談

「退学願」提出

まずWebの申請フォーム（下記QRコード・URL参

照）で「退学の申し出」をしてください。

【申し出期限】

前期の退学：9月末（9月最終開室日）まで

後期の退学：3月末（3月最終開室日）まで

※ただし当該学期の授業料等学納金が納入済で

なければ受理しません。

申し出日から5開室日以内に教務課から面談日調整の

メールを送ります。速やかに返信をしてください。面談

日の調整が10開室日以内に完了しない場合は、退学の意

思がないものとみなし、手続きを打ち切ります。休学の

意志がある場合には、再度「退学の申し出」をしてくだ

さい。

所属学科主任との面談では、退学理由を説明してくださ

い。

直近の教授会において承認された後、保証人宛

に「退学許可書」を発送します。

記載されている退学期日を確認してください。

退学期日の確認後、学生証やロッカーキーの返

却等の諸手続きを学生課で行ってください。

「退学願」は教務課窓口または申請フォーム
から入手が可能です。
【提出期限】
前期の退学：9月末（9月最終開室日）まで
後期の退学：3月末（3月最終開室日）まで

郵送の場合は上記期限までに必着のこと

※面談実施の有無にかかわらず、必ず期日ま
でに提出してください。
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留　学

　
　交換留学又は認定留学の許可を受けた学生は、1年を限度としてその留学期間を、大学学則第9条に定める在学
期間として扱います。
　ただし、本学の規定の適用を受けず、休学して留学した場合はこの限りではありません。

 →大学ＨＰ　大学学則第28条の2

 →pp.40～44 海外短期研修・留学・国内留学

転学部・転学科

　
　転学部・転学科を志願する場合は、次の期日までに「転学部・転学科願」（教務課備付）の提出をもって
願い出なければなりません。選考のうえ、転学部・転学科を認めることがあります。
　転学部・転学科した学生の在学期間は、転学部・転学科以前の在学期間と合わせて8年（2年次編入学者
は6年、3年次編入学者は4年）を超えることはできません。 →大学ＨＰ　大学学則第31条

 →大学ＨＰ　転学部・転学科内規

 →スケジュール、手続窓口はp.5

再入学

　
　本学を退学した者または除籍を受けた者が、在籍していた学科への再入学を志願する場合は、原則として
退学または除籍日を含む年度の末日から2年以内に、所定の手続きによって願い出なければなりません。教
授会の議を経て、再入学を許可することがあります。 →大学ＨＰ　大学学則第34条の2

　なお、再入学の時期は、学期の始めとします。
 

→大学ＨＰ　再入学に関する内規

　【再入学願の提出期限・提出先】

前期から再入学する場合 ～1月最終開室日
後期から再入学する場合 ～7月最終開室日

提出先 教務課

　※留学生の場合

前期から再入学する場合 ～前年度10月最終開室日
後期から再入学する場合 ～5月最終開室日

提出先 教務課
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フェリス女学院大学の沿革

　
　本学の源流は、1870（明治3）年に米国改革教会の宣教師、メアリー・E. キダーが始めた私塾にさかのぼります。
これは、ローマ字や医療事業等で知られる長老教会宣教師ヘボン博士のクララ夫人が、1863（文久3）年に開
いた家塾を引き継いだもので、キダーは1871年にこれを女子だけの学校としました。 そして、1875年、山手の
外国人居留地に校舎を建て、校名をフェリス・セミナリーとして寄宿学校を開校するに至りました。 「フェリス」
の名は、キダーを派遣し、その教育を支えた改革教会伝道局主事フェリス博士父子を記念するものです。

　本学は、敬虔な人格と優れた教養によって、創造的に人類社会に貢献する女性の育成を求め続けて、今日に至っ
ています。

1870（明治 3）年 メアリー・E. キダー、ヘボン施療所で授業開始。〈フェリス女学院の発祥〉

1875（　　 8）年 山手178番に校舎落成。この頃「フェリス・セミナリー」と名づける。

1887（　　20）年 高等科設置。校舎拡張。

1889（　　22）年 校名を「フェリス和英女学校」とする。講堂「ヴァン・スカイック・ホール」完成。

1899（　　32）年 私立学校令により認可。特別科（高等科に替えて）設置。

1903（　　36）年 特別科を文学科・聖書研究科の2科（18～21歳）とする。英語師範科（16～19歳）設置。

1908（　　41）年 特別科を高等科（英文学部・神学部）に改める。

1919（大正 8）年 東京女子大学創立に協力し高等科廃止。

1923（　　12）年 関東大震災により校舎倒壊焼失。カイパー校長殉職。

1927（昭和 2）年 「専門学校入学者検定規定」による指定認可。

1929（　　 4）年 新校舎・カイパー記念講堂竣工。

1930（　　 5）年 高等部（英文科・家政科、17～19歳）設置。

1939（　　14）年 戦時下、米国伝道局経営の社団法人から日本の財団法人となる。

1941（　　16）年 校名を「横浜山手女学院」に変更。

1947（　　22）年 専門学校（旧制）3年（英文科・家政科・音楽科）設置。

1950（　　25）年  校名を「フェリス女学院」と改称。新学制により専門学校を短期大学（英文科・家政科）
に改編。翌年に音楽科開設。

1965（　　40）年 大学開設。短期大学（英文科）を発展改組し、大学文学部（英文学科・国文学科）開設。

1970（　　45）年 学院創立100周年。

1988（　　63）年  短期大学（家政科）を発展改組し、文学部に国際文化学科開設。大学緑園キャンパス開設。

1989（平成 1）年 短期大学（音楽科）を発展改組し、大学音楽学部（声楽学科・器楽学科・楽理学科）開設。
 フェリスホール竣工。

1991（　　 3）年 大学院人文科学研究科（英文学専攻・日本文学専攻）修士課程開設。

1992（　　 4）年 大学院人文科学研究科（地域文化専攻）修士課程開設。

1993（　　 5）年 文学部国文学科を日本文学科に名称変更。

1995（　　 7）年 大学院人文科学研究科を博士課程前期・後期に改組。
 大学院人文科学研究科（英文学専攻・日本文学専攻）博士後期課程開設。

1997（　　 9）年 文学部国際文化学科を発展改組し、国際交流学部（国際交流学科）開設。
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1998（平成10）年 大学院音楽研究科（声楽専攻・器楽専攻・創作表現専攻）修士課程開設。
 国際学生交流会館開設。

2001（　　13）年 大学院国際交流研究科（国際交流専攻）博士課程前期・後期開設。
 緑園キャンパス施設拡充 ( 文学部棟、キダーホール・緑園、図書館竣工 )。

2002（　　14）年 中高新校舎・新カイパー記念講堂竣工。

2004（　　16）年  文学部コミュニケーション学科開設。
  音楽学部楽理学科を音楽芸術学科に、大学院音楽研究科創作表現専攻を音楽芸術専攻に

名称変更。

2005（　　17）年 音楽学部声楽学科・器楽学科を演奏学科に改組。

2008（　　20）年 大学院人文科学研究科（コミュニケーション学専攻）博士前期課程開設。

2009（　　21）年 大学院音楽研究科を音楽芸術専攻・演奏専攻に改組。

2010（　　22）年 学院創立140周年。大学院人文科学研究科（コミュニケーション学専攻）博士後期課程開設。

2014（　　26）年   文学部英文学科を英語英米文学科に、文学部日本文学科を日本語日本文学科に名称変更。

2015（　　27）年 大学開設50周年。

2017（　　29）年 全学教養教育機構（CLA:Center for the Liberal Arts）開設。

2018（　　30）年  大学院人文科学研究科英文学専攻を英語英米文学専攻に、人文科学研究科日本文学専攻
を日本語日本文学専攻に名称変更。

2019（　　31）年  音楽学部演奏学科募集停止、音楽芸術学科に改組統合。

2020（令和 2）年 学院創立150周年。

2023（　　 5）年 大学院音楽研究科演奏専攻募集停止、音楽芸術専攻に改組統合。
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専任教員一覧〔学部〕　　　　　　　　　　　　　　   　  2023 年４月現在

教　授 荒　井　　　真

学　長

教　授 井　上　惠美子

教　授 小ヶ谷　千　穂 (2023年度特別研修 )

教　授 齋　藤　孝　滋

教　授 潮　村　公　弘

教　授 髙　田　明　典

教　授 高　橋　京　子

教　授 藤　巻　光　浩

教　授 諸　橋　泰　樹

准教授 相　澤　　　一

准教授 山　崎　浩　一

文学部　コミュニケーション学科

教　授 梅　﨑　　　透

教　授 大　畑　甲　太

教　授 冨　樫　　　剛

教　授 中　川　正　紀

教　授 向　井　秀　忠

教　授 由　井　哲　哉

教　授 饒平名　尚　子

准教授 小　泉　　　泉

助　教 関　口　洋　平

文学部　英語英米文学科

教　授 勝　田　耕　起

教　授 佐　藤　裕　子

教　授 島　村　　　輝

教　授 田　中　里　奈

教　授 谷　　　知　子

教　授 松　田　　　浩

教　授 吉　田　弥　生

准教授 井　内　健　太

准教授 宋
ソウ

　　　　　晗
カン

文学部　日本語日本文学科

教　授 上　原　良　子

教　授 藤　巻　光　浩

副学長

教　授 朝　倉　三　枝

教　授 荒　井　　　真

教　授 泉　谷　陽　子

教　授 上　原　良　子

教　授 袁
エン

　　　　　媛
エン

教　授 大　西　比呂志

教　授 金
キム

　　　香
ヒャン

　男
ナム

教　授 齊　藤　　　直

教　授 佐　藤　　　輝

教　授 新　城　道　彦

教　授 杉之原　真　子 (2023年度特別研修 )

国際交流学部　国際交流学科

（次ページへつづく）
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教　授 落　合　　　敦

教　授 蔵　田　雅　之

教　授 黒　川　　　浩

教　授 土　屋　広次郎

教　授 戸　田　弥　生

講　師 井　出　朋　子

音楽学部　演奏学科

講　師 内　田　奈津子

准教授 パトリック　ヘラー
HELLER , Patrick S.

助　教 スコット　スミス
SMITH , Scott W.  

講　師 大　重　範　子

講　師 セオドア　ブラットン
BRATTON , Theodore A.

講　師 橋　本　真　吾

全学教養教育機構

教　授 井　上　惠美子

准教授 山　崎　浩　一

教職センター

講　師 阿　曽　　　歩

全学教養教育機構 ／ 学修サポートセンター

講　師 安
アン

　　　祥
サン

　希
ヒ

講　師 新　谷　知　佳

全学教養教育機構 ／ 国際センター

教　授 高　柳　彰　夫

教　授 知　足　章　宏

教　授 ヒガ , マルセーロ
HIGA, Marcelo G.

教　授 古　内　洋　平

教　授 ベンヤミン　ミドルトン
Benjamin  MIDDLETON

教　授 矢　野　久美子

准教授 上　原　かおり

准教授 遠　藤　健　太

准教授 空　　　由佳子

准教授 高　雄　綾　子

准教授 山　本　千　晶

准教授 渡　邉　弘　己

助　教 徳　田　　　信

客員講師 余
ヨ

　　　　　蕾
ライ

教　授 落　合　　　敦

教　授 蔵　田　雅　之

教　授 黒　川　　　浩

教　授 武　井　涼　子

教　授 谷　口　昭　弘

教　授 土　屋　広次郎

教　授 戸　田　弥　生

教　授 星　野　　　聡

准教授 大　田　桜　子

准教授 川　本　聡　胤

准教授 瀬　藤　康　嗣

准教授 中　西　宣　人

講　師 井　出　朋　子

音楽学部　音楽芸術学科

（国際交流学部　国際交流学科つづき）
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役職者等

　

学院長 秋岡　　陽

学長 荒井　　真
全学教育担当副学長

上原　良子全学教養教育機構長
学修サポートセンター長
事業推進担当副学長 藤巻　光浩
教務部長

大畑　甲太
言語センター長
学生部長

知足　章宏
学生支援センター長
国際部長

田中　里奈
国際センター長
入試部長 吉田　弥生
附属図書館長 谷　　知子
山手総括主事 谷口　昭弘
宗教主事

徳田　　信
宗教センター長
教職課程主任 山崎　浩一
ボランティアセンター長 知足　章宏
ジェンダースタディーズセンター長 金　　香男

大学院委員・大学評議員

髙田　明典
由井　哲哉
土屋広次郎
星野　　聡
金　　香男
古内　洋平

人文科学研究科
研究科長 梅﨑　　透
英語英米文学専攻主任 冨樫　　剛
日本語日本文学専攻主任 松田　　浩
コミュニケーション学専攻主任 井上惠美子
教務責任者 饒平名尚子
入試責任者 勝田　耕起

国際交流研究科
研究科長 矢野久美子
国際交流専攻主任 古内　洋平
教務責任者 泉谷　陽子
入試責任者 新城　道彦

音楽研究科
研究科長 谷口　昭弘
音楽芸術専攻主任 星野　　聡
演奏専攻主任 黒川　　浩
教務責任者 土屋広次郎
入試責任者 蔵田　雅之

文学部
学部長 梅﨑　　透
英語英米文学科主任 冨樫　　剛
日本語日本文学科主任 松田　　浩
コミュニケーション学科主任 井上惠美子
教務主任 饒平名尚子
入試主任 勝田　耕起

国際交流学部
学部長 矢野久美子
国際交流学科主任 古内　洋平
教務主任 泉谷　陽子
入試主任 新城　道彦

音楽学部
学部長 谷口　昭弘
音楽芸術学科主任 星野　　聡
演奏学科主任 黒川　　浩
教務主任 土屋広次郎
入試主任 蔵田　雅之
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教務主任・教務委員、教務責任者、科目責任者・語学責任者

　
　履修計画を立てるにあたり、下記の教員が相談に応じます。

　【教務主任・教務委員】： 各学部・学科の専門科目に関すること、所属学部・学科学生の履修計画全般に関
すること。　

文 学 部

饒平名尚子　教務主任
向井　秀忠　（英語英米文学科）
宋　　　晗　（日本語日本文学科）
髙田　明典　（コミュニケーション学科）

国 際 交 流 学 部

泉谷　陽子　教務主任
金　　香男
佐藤　　輝
渡邉　弘己

音 楽 学 部
土屋広次郎　教務主任
川本　聡胤　（音楽芸術学科）
落合　　敦・黒川　　浩　（演奏学科）

　【教務責任者】

人 文 科 学 S 究 科 饒平名尚子

国 際 交 流 S 究 科 泉谷　陽子

音 楽 S 究 科 土屋広次郎

　【科目責任者・語学責任者】：次の各科目に関すること。

CLA コア科目

未　　　定　（全般）
徳田　　信　（キリスト教）
渡邉　弘己　（情報リテラシー）
高橋　京子　（健康・スポーツ）

教 職 課 程 山崎　浩一

日 本 語 教 員 養 成 講 座 田中　里奈

大学で学ぶ日本語・日本事情科目 安　　祥希・新谷　知佳

　
英 語 小泉　　泉

フ ラ ン ス 語 朝倉　三枝

ド イ ツ 語 高雄　綾子

ス ペ イ ン 語 遠藤　健太

中 国 語 上原かおり

朝 鮮 語 金　　香男

 

古 典 ギ リ シ ア 語

遠藤　健太ラ テ ン 語

イ タ リ ア 語

日 本 語
（日 本 語 Ⅰ， Ⅱ ）

田中　里奈

徳田　信

・瀬藤　康嗣
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2023年度の主な制度変更　〔学部関連〕2023年度の主な制度変更　〔学部関連〕

授業に関すること

　

　授業実施方法については、2023年度新型コロナウイルス感染症対策にかかる基本方針に基づく段階に
応じて異なります。
　詳細は、FerrisPassport 掲示をご確認ください。
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授業科目の改廃　（別冊「開講科目表」参照）　

１　ＣＬＡコア科目（2017年度以降入学者）

新設

キリスト教Ⅱ（キリスト教の歴史２） 2
ジェンダーと人権 2
ジェンダーから学ぶ現代社会 2
男性学 2
地域社会と女性リーダー 2
デザインと表現 2
色彩と表現 2
ことばとデザイン 2
メディア・デザイン 2
ファッションデザイン論 2
コピーライティング演習 2
情報リテラシー：コンピュータサイエンス入門 2
情報リテラシー：データサイエンス入門 2
実践マーケティング 2
キャリアデザインとビーイング 2

廃止

情報科学１ 2
情報科学３ 2
情報科学５ 2
情報リテラシー基礎 2
情報リテラシー応用 2

２　語学科目

新設

英語 e（EIKEN Grade 2 Preparation） 1
英語 e（EIKEN Grade Pre-1 Preparation） 1

廃止

英語Ⅵ（Reading） 1
英語Ⅵ（Speaking） 1

３　文学部英語英米文学科

新設

英語学研究入門 2
Academic Writing 2
Business Communication 2
イギリス史 2
アメリカ史 2
アメリカ社会史 2
イギリス文学史 2
イギリスの芸術 2
アメリカ詩 2
アメリカ演劇 2
英語圏の映画と映像 2
英語の歴史 2
英語学 2
第二言語習得論から見る英語学習 2
英語のナラティヴ分析 2
英語と社会・文化 2

Pronunciation Clinic 2
翻訳技法 2
通訳技法 2
Focus on Listening and Reading 2
Writing Workshop 2
Academic Skills 2

廃止

英語学研究入門１ 2
Academic Writing １ 2
Academic Writing ２ 2
Business Communication １ 2
Business Communication ２ 2
イギリス史３ 2
アメリカ史１ 2
アメリカ史２ 2
イギリス文学史１（詩） 2
イギリス文学史２（劇） 2
イギリス文学史３（小説） 2
イギリスの文化と芸術１ 2
イギリスの文化と芸術２ 2
アメリカ詩１ 2
アメリカ詩２ 2
アメリカ演劇１ 2
アメリカ演劇２ 2
英語圏の映画と映像１ 2
英語の歴史１ 2
英語の歴史２ 2
英語学１ 2
英語学２ 2
English Linguistics １ 2
English Linguistics ２ 2
英語と社会・文化１ 2
英語の発音１ 2
英語の発音２ 2
翻訳技法１ 2
翻訳技法２ 2
通訳技法１ 2
通訳技法２ 2
Focus on Listening and Reading １ 2
Focus on Listening and Reading ２ 2
Writing Workshop １ 2
Writing Workshop ２ 2

４　文学部日本語日本文学科（2016年度以降入学者）

新設

日本古典文学史（古代） 2
日本古典文学史（中近世） 2
日本語自然言語処理入門 2
古代和歌の世界 2
物語の世界 2
書道 2
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廃止

日本古典文学史１ 2
日本古典文学史２ 2
日本古典文学史３ 2
日本古典文学史４ 2
コンピュータと言語学 2
古代和歌の世界Ａ 2
古代和歌の世界Ｂ 2
物語の世界Ａ 2
物語の世界Ｂ 2
書道Ａ 2
書道Ｂ 2

５　文学部コミュニケーション学科

新設

英語学研究入門 2
コミック『ゴールデンカムイ』で学ぶ多文化共生 2
コンピューターによる日本語自然言語処理の基礎 2
絵画分析 2
行動科学のためのデータ解析（SPSSによる統計・解析） 2
Excel によるデータ分析（ベイズ推定による予測） 2
Pythonと C#による日本語自然言語処理プログラミング 2
原因と結果のデータ分析（AMOSによる共分散構造分析） 2
テキスト分析（Web上データの潜在意味分析） 2
編集的思考入門 2
英語と社会・文化 2

廃止

英語学研究入門１ 2
行動科学のためのデータ解析 2
英語と社会・文化１ 2

６　国際交流学部国際交流学科

新設

SDGs 入門 2
国際関係史 2
文化外交 2
時事問題からみる国際関係 2
入門経済学１ 2
入門経済学２ 2
東アジアの近現代史 2
東アジアの国際関係史 2
ヨーロッパ史 2
横浜学 2
英語で学ぶ国際協力 2
国際政治 2
国際平和論 2
現代日本の経済問題 2
グローバル経済史 2
セクシュアリティと法 2
比較法律家論 2
経営史 2
イノベーションと社会 2
観光社会学 2
日本外交史 2
ヨーロッパの経済と社会 2
ヨーロッパの地域開発と観光 2

現代中国入門 2
東南アジアの政治 2
ロシア研究 2
ドイツ史 2
アジア史概説 2
アメリカの政治 2
アメリカの外交 2
東アジアの安全保障 2
日本社会史 2
フランス史 2
スペイン史 2
スペインの文化と社会 2
スペイン語圏の文化と社会 2
ラテンアメリカ文化論 2
コリアン・スタディーズ 2
南アジアの文化と社会 2
中東の文化と社会 2
アフリカの文化と社会 2
フランスの文化と社会 2
ファッションとアート 2
ブランド文化論 2
アジアの宗教と思想 2
政治思想論 2
スペイン語圏の文学 2
イギリス史 2
アメリカ史 2
アメリカ社会史 2
アジア経済論 2
金融論 2
国際交通論 2
環境と持続可能性のまちづくり 2
持続可能な資源利用 2
社会政策論 2
家族の比較文化論 2
ヨーロッパ社会史 2
若者の社会参加と SDGs 2

廃止

近代国際関係史 2
戦後国際関係史 2
東アジアの近・現代史Ａ 2
東アジアの近・現代史Ｂ 2
ヨーロッパ近代史 2
横浜学総論 2
比較人権論 2
国際政治の基礎 2
国際政治の見方 2
国際機構と国際平和 2
環境と開発問題の平和学 2
近代グローバル経済の発展 2
現代グローバル経済の発展 2
戦争と平和の学説史 2
法で見る世界Ａ 2
法でみる社会Ａ 2
地域の国際交流・協力 2
近代日本と国際関係 2
ヨーロッパ政治の基礎 2
ヨーロッパ統合論 2
歴史からみるスペイン語圏 2
中国近代史 2
東南アジアと日本の国際協力 2
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アメリカの政治と社会１ 2
アメリカの政治と社会２ 2
日本文化の原風景 2
儒教と世界 2
前近代の中国思想 2
フランス現代史 2
ラテンアメリカの文化と社会 2
歴史からみるフランス 2
歴史からみるドイツ 2
仏教と世界 2
中国社会の現状を考える 2
ヨーロッパの文化と社会 2
スペイン現代史 2
現代思想論 2
ラテンアメリカの文学 2
イギリス史３ 2
アメリカ史１ 2
アメリカ史２ 2
ロシアと現代中国 2
近現代中国思想と日本 2
国際交通ビジネス 2
Webとマーケティング 2
情報とシステムのセキュリティ 2
資源問題 2
現代家族と福祉 2
ヨーロッパ社会福祉史 2

７　音楽学部音楽芸術学科（2019年度以降入学者）

新設

和声Ａ 2
和声Ｂ 2
コンピュータ音楽制作 2
音響の基礎 2
映像制作基礎 2
J-POP音楽論 2
コード理論Ａ 2
コード理論Ｂ 2
旋律学 2
諸民族の音楽 2
吹奏楽概論 2
世界のポピュラー音楽 2
音楽スペシャル講義 2
映画舞台音楽論１ 2
映画舞台音楽論２ 2
音響の心理 2
デザイン思考とアート思考 2
音楽とプログラミング 2
ミュージックビデオ制作 2
映像制作応用 2
ポップスアレンジ 2
ソングライティング 2
SNSとマーケティング 2
ＰＡ個人実技15（ヴォイストレーニング） 1
ＰＡ個人実技30（ヴォイストレーニング） 2
ＰＡ個人実技45（ヴォイストレーニング） 3
ＰＡグループ実技（バレエ１） 1
ＰＡグループ実技（バレエ２） 2
ＰＡグループ実技（バレエ３） 3
ＰＡグループ実技（ダンス１） 1

ＰＡグループ実技（ダンス２） 2
ＰＡグループ実技（ダンス３） 3

廃止

和声ⅠＡ 2
和声ⅠＢ 2
ポピュラー音楽入門 2
コンピュータ音楽制作１ 2
和声ⅡＡ 2
和声ⅡＢ 2
コンピュータ音楽制作２ 2
対位法 2
諸民族の音楽Ａ 2
諸民族の音楽Ｂ 2
音楽と歴史１ 2
音楽と歴史２ 2
音楽と歴史３ 2
映画舞台音楽論 2
メディア・アート 2
音楽とインターネット 2
環境音楽デザイン 2
映像音楽制作ワークショップＡ 2
映像音楽制作ワークショップＢ 2
ポップスを楽しもう 2
作・編曲法 2
ＰＡ副科グループ実技 (バレエ ) 1
ＰＡ第２専攻グループ実技 (バレエ基礎 ) 2
ＰＡ第２専攻グループ実技 (バレエ応用 ) 3
ＰＡ副科グループ実技 (ダンス ) 1
ＰＡ第２専攻グループ実技 (ダンス基礎 ) 2
ＰＡ第２専攻グループ実技 (ダンス応用 ) 3
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